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この講莪は、昔はあのょぅに壯麗であつたボンの選帝侯城の半ば廢墟になつたところで、行 
われた。大學はその後、この選帝侯城の中に、 K けられていたのである。講義はいつも、呦ま 
しに詩篇か識美歌を歌つた後で、朝七時に行われた。八時になると中庭では、殘骸を細かく碎 
く機械が、ガラガラと音をたてて、復锊工事が人々の注意をひくょぅになる〇 ( 私は瓦礫の中 
を物めずらしさに驅られて步いていた時に、無傷のままのシュラィエルマッへルの胸像に行き 
は當つたことを、御報吿出來る。この胸像はやがて保管されて、どこかで名#恢復された^ 0 聽 
講者の半ばは神學生であつたが、數的にこれを超ぇる他の半分は、他の學部の學生であつた。 
今のド‘ィツの大抵の人たちは、それぞれの爲方で、またそれぞれの場所で、ほとんど限度以上 
にいろいろのことに從事し、切り抜けて來たのである。このことは、このボンにおける私の學 
生たちにおいても、認めることが出來た。從つて私が學生たちにとつて、(古い時代のいろい 
ろのゴシップに取りかこまれた)外國人として物珍しかつたに相違ないのと同様に、微笑する 
<、 SAJ とをやつとまた習い殺ぇたにちがいない嚴肅な顏をした彼等も、私にとつては印象的であつ 

C 
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た。この情 it は、 ft てとつては何時までも 忘れられぬ ものであろう。これは偶然に、私の JL 十 
回目の 芨擧期であつた。そしてこれが終つた時に、私はこの H 學期が自分にとつて、これまで 
の中で 一番素晴らしい 夏學期で あつたと いう印象を 受けた。 

私はこの講義を、こうして截物として出すことに、非常に隨路した。一九三五年の《03&> 
と.一九四三 ¥ の色0口 ^ 352 . 011 <^ ^1^2. <1<31忌1篆>と二つの「使徒信條」の私の講解が、 
旣に#在 I ている。この^ F 物の注意深い讀翁は、この三番目の試みには、殆んど本 H 的に新し 
いものを多く見出さないであろう。まして「敎會敎義學」の 一&®澈な諸卷の®^ ( ct 切 yi の 
ことである。 それに、私はこの機會に、生れて始めて、嚴密な 下 省原稿なしに講演した"そ 
してむしろ(ここに各许十の始めに太字で印刷した“について、可成り蠢に述べること 
にした。. 私は原始的 狀態にある ドィッに 接したのであるが、こういう原始的狀態の中に W るこ 
とによつて、私にとつて'は「讀ま」ずに「語る」ことが、どうしても必要なことになつたので 
ある。 このようにして相當に推敵訂正された速記原稿の形でここにあるようなものが 出来 上つ 
た。 私はこれまで、做密さということのために、相當に努力して來たし、勿論ここでも努力し 
てはいるのであるが、しかしこの敍述においては、請背は所々で、この嚴密さを見失われるで 
あろう。 ことに終りの方では、私が急がねばならなかつたということ、その上この講雜の他に 
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いろいろと忙しかつたということを、認められるであろう。直接に物事にふれることの好きな 
人々は、こういう缺 K を、まさに一つの長所と考えてくれるかも知れない。そして私がこれを 
口 頭で述べた時に、私自身喜びをもつてそれに携つたのである。今 このように 印刷された 
ので、私はその弱點に氣付いている。そしてこの弱點をあからさまに非難する批評家を、怨ん 
だりはしない。 

ことにッォリコン出版社の支配人が私に對して加えた歷力に、結局私は屈服したのであるが、 
私がそうしたのは—或いは私がそれを堪え忍んだのは、私がここで述べたいろいろのことが、 
こういう比較的ゆるやかな形において、私が他の處ではもつと嚴密に、もつと簡潔に語つたこ 
との——丨從つて恐らくもつと隱微に、もつと少數の人にしか理解し得ぬように語つたことの、說 
明に役立つかも知れぬと思つたからである。またその他の人々も、まさにこのような形におい 
て、この讲物が、新たに「時の間」の一時代となつた(しかもそれはドィッだけではない)この現 
代の記錄染みているからといつて(尤も餘り馊際的な關聯はこの書物には發見されないであろ 
うが)この小さな迸物を、不愉快な思いで讀むことは、恐らくないであろう。最後に私が自分 
に向つて言つたことは、使徒信條は、今ここで爲されているようなこういう口調で、またこう 
いうテンポで說明されることを許すばかりか、要求するのかも知れないということであつた。 
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もし私がこの迸物を誰かに獻呈するとすれば、私はこれを一九四六年2における私のボンの 
學生諸君と聽衆諸君に、獻呈したい。私はこれらの人々と共に(これは明白なこと/<:が)、この 
講義の間、索晴らしい時を持つたのである。 

一九四七年二月、バ ー ゼルにて 
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敎義學要綱 i • 

ボン大學における一九四六年 H 學期の講義 


SYMBOLUM APOSTOLICUM 

Credo in Deum Patrem omnipotentem ，- Creatorem coeli 
et terroe. 

Et in Jesum Christum, Filium ejus unicum, Dominum 
nostrum; qui concept us est de Spirit u Sancto, natus ex 
Maria vir^ine; passus sub Pontio Pilato, crucifixus, mortuus, 
et sepultus; descendit ad inferna; tertia die resurrexit a 
mortuis; ascendit ad coelos; sedet: ad dexteram Dei Patris 
omnipotentis; inde venturus (est) judicare vivos et mortuos. 

Credo in Spiritum Sanctum : sanctam ccclesiam catholi- 
cam; sanctorum communionem : remissionem pcccatorum; 
carnis resurrectionem; vitam oeternam. Amen. 


使徒 信條 

我は天地の 造り 主、全能の父なる神を信ず。 

我はその獨り子、我らの主、ィ H ス•キリストを信ず。 
主は架^によりてやどり、息女マリヤより生れ、 ポン 
テオ•ピラトのもとに苦 t みを受け、十字架 1 C つけら 
れ、死にて葬られ、陰府にくだり、三日回に死人のぅ 
ちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父なる神の右 
に坐したまえり。かしこより來りて、生ける者と死ね 
る 者と を藤きたまわん。 

我は聚瓒を信ず。架なる公同の敎#、聖徒の交わり、 
罪の 赦し、 #?:體のよみがえ り、 紀11の把，を信ず。 

ア ■ — メン 

( W 本某籽敎 ㈣ 倍 條委： 3：伶の新 課による0 
但し、 假名逍いは 新假名 is いに 改めた 0 } 
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I 課 題 

敎義學は次のような學問てある。即ち、この學問において敎會は、その認識のその 
時々の狀態に應じて、批判的に —— つまリ、聖書の基準に從い*その 諸 信仰告白に導 
かれて、その宣教の内容に關して、解明を與えるのである。 

敎義學は一つ？®問である。そもそも學問とは何かとい うこと については、旣に無限に多く 
のこと が、 あらゆる 時代に、考察され•語られ•書かれて來た。われわれは そのような 議論を、 
ここで暗示的にでも展開するわけにはゆかない。私は諸君に、ともかく論ずる價値があつて. 
われわれの論述の基礎として役立ち得る•一つの學問槪念を、提供する。私は諸君に提案する 
が、われわれは學問 という 言®において、一定の對象と活動領域とに適用された理解と敍述の試 
み•研究と敎示の試みを理解しよう。どのような人間的行爲も、一つの試み以上のものである 
ことは出来ないのであつて、學問とても同樣である。われわれが學問を一つの試みと言う場合 
に、われわれは端的に、その須臾性と被 制約 性を確認するのである。人 ra の爲し得ることは、 





課 
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股商の智■と窮極の技能の企てではあり得ないということに關して —— 謂わば、天から落ちて 
來た學問•絕對的學問というようなものは#在しないということに關して、人が誤謬に陷らな 
いのは、宵際に學問が、本常に M 劍に考えられる場合においてこそである。キリスト敎敎義學 
とても、やはり一つの試みである。理解の試みであり、敍述の試みであり、一定の事質を見. 
聞き•確定し•この事贸を總跑し•盤理し•これを一つの敎說の形において提供する、試みで 
ある。どのような學問においても、問題は或る對象と或る活動領域に關わる。また、どのよう 
な學問においても、問題は、純然たる理論或いは純然たる »* 踐に關わるのではなくて、一方で 
は理論、他方ではしかしこの理論によつて導かれた K 踐にも、關わる。從.つてわれわれは敎義 
學においても、一つの對象と活動領域に關する研究と敎說という、 二 m のものを理解するので 
ある。 

敎義學の主體はキリスト敎敎會である。或る學問の主 M は、その對象と活動領域がその主體 
にとつては、その眼前にあつて親しい、というようなものでなくてはならない。從つてわれわ 
れが、敎義學の主®は敎#であると規定する場合、それは決して、學問としての敎義學の槪念 
を制限したり、傷つけたりすることを、竞味し得ない。敎件は、•敎義學の關聯する對象と活動. 
が I 即ち、福音の宜敎が I 委託せられている場所であり、協同體である。われわれが敎# 
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を敎義學の主體と呼ぶ時、その;®味は、<敎義學が行われる場合には(それが學ぶ場合で あれ 
敎える場合であれ)、人は敎會という場所に居るのだ V ということである。もし敎義學に從事 
しようとしながら、意識的に敎#の外に身を®く人があるとすれば、そういう人にとつては、 
敎義學の對象は疏遠•なものであることを、豫想しなければならないであろう。またそのような 
人は、最初の數步でもう道がわからなくなつたり、破壊をひき起したりしても、驚いてはなら 
ないのである。對象との親近性ということは、敎義學においても#在しなければならない。そ 
してそのことは、まさに敎會の生命との親近性ということを意味する。しかしそのことは<敎 
_學においては、敎钤的權威によつて古今の時代に語られたことを、述べなければならないの 
であつて、われわれはただこの權威が命じたことを繰返せばよいのだ V というようなことを、 
決して窓味し得ない。力トリックの敎義學といえども、自分の課題を、そのように理解しては 
いない。われわれが、敎裨を敎義學の主體と呼ぶ場合、その-% S 味は絕對にただ、この學問に携 
わる人は、キリスト敎敎會とその活動という地盤の上に、 sf 任をもつて立たなければならない、 
ということである。これが必然的條件 (conditio sine cjua non) なのである。しかし充分に 
理解しておいていただきたいことは、問題は敎會の生命に對する自由な關與に關することであ 
り、キリスト 者がこの事柄においても引受けなければならない责任に關することだ、というこ 
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とである。 

敎會は敎 a 學において 「その認識のその時々の狀態に應じて」 解明を與える。人は或いは、 
そのようなことは先に述べた學問の槪念によつて、自から明かなことだ、と言うかも知れない。 
しかしこれは、多くの人々が考えている或る種の學問槪念に從えば、自明なことではないので 
ある。繰返して言えば、敎義學というものは、天から地上に落ちて來たというようなものではな 
い。そしてもし人が「そういう天から落ちて來た絕對的な敎義學というものがあれば、寶に素 
晴らしいことだ」と言おうとするならば、それに對しては、「そうだ、もし私達が天使ならば 
ね」と答えるより他はない。ところが、われわれは神の御意によつて天使ではないのであるか 
ら、われわれが人間的•地上的な敎義學だけでも持つているということは、結構なことであろ 
う。 キリス ト 敎敎會 は、 天上にはなくて地上に、そして時間の中に#在している。そして敎僉 
は神の.賜物ではあるけれども、神はこれを、地上的•人間的な狀況の中に向つて與え給うたの 
であり、敎會において趄る一切のことは、全くこの事 Kf に應ずるのである。 キリスト 敎敎會は、 
神から委ねられた高貴&寶をもつて、地上に生き、歷史の中に生きている。この高貴な寶を所 
有しつつ、またそれを保管しつつ、敎會は歷史を貫いて、己れの道を步んでゆく。 强 く、 また 
弱く。誠贲に、また不誠實に。從順に、また不從順に。己れに向つて語られたことを理解して、 
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また理解せずして —— 。自然史や文化史として、風俗史や宗敎史として、藝術史や科學史とし 
て、社會史や國家史として、地上に行われる歷史の 只 中に、敎會史も存在する。敎會史も亦、 
一つの人間的 •地上 的な歷史である。從つて、ゲ ー テが敎會史について、それは何時の時代に 
も誤謬と權力の混淆物であつたと言う場合、われわれはそれを全く斥けてしまうわけにはゆか 
ない。われわれキリスト者がもし正直であれば、われわれはこのゲ ー テの言萊が、世界史に妥常 
するのと同樣に、敎會史にも妥當するということを、承認せざるを得ない。このような事淸で 
あるから、われわれは敎會の爲し得ることについて、從つてまたわれわれがここで行う敎義學 
という敎會の業についても、控え目に謙遜に語るのが、當然である。敎義學は何時もただ、敎 
會のその時々の狀態に應じて、その課題を果すことが出來るにすぎない。敎會は自分の制約を 
意識することによつてこそ、敎會が保管し保誰しなければならぬ寶に對して、またこの寶を敎 
會に委ね給うた善き方に對して、解明と辯明の義務を負うのである。この解明や辯明は、決して 
完全には行われ得ないであろう。むしろ、キリスト敎敎義學はいつも相對的なまた® り 得べき 
思惟•硏究•敍述たるに! L まるであろう。敎義學といえども、いつもただ誠心誠意、より良い 
ものを尋ね求めることが出來るにすぎない。そして自分たちに續いて他の人々が、後细たちが 
來るのだということを意識し得るにすぎない。そしてこの業に忠 W な人は、この他の人々•後 
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眾たちが、われわれが考え語ろうと試みたことを、 より 炎く. より 深く考え、また語ることに 
寧；みを持つであろう。このようにしてわれわれは、 S かな非陶醉性をもつて、また非陶酔的な 
穩かさをもつて、自分の仕事をするであろう。われわれはわれわれの認識を、それが今日われ 
われに與えられているがままに、用いることを許されている。われわれに與えられているより 
以上のものが、われわれから要求されるということは、あり得ない。そして丁度、小事に忠な 
る僕のように、われわれもこの小事のために、後悔する必嬰はない。そのような忠贲さ以上の 
ものが、われわれから要求されてはいないのである。 

敎義學は學問として、キリスト敎敎會の 「宣教の内容に關して解明を 與 える。」 もし假りに敎 
會の課題が、その中心において福音の宣敎でなく、神によつて語られた御言葉の證でないなら 
ば、敎義學というものは存在せず、また恐らく一般に、神學というものも存在しないであろう。 
このいつも繰返し現れて來る課題、敎會に對して最初から課せられている問題、敎化と敎說と證 
と宣教の問題—即ち<われわれはキリスト者として、そもそも何を語るべきか>という問題 
は、 m に神學者•牧師の問題としてだけではなく、 W にいつも繰返し全敎會に對して提出され 
るのである。なぜかと言えば、疑いもなく敎會というものは、一つの言萊がこの 世の只 中に向 
つて.鄉き漉る場所であるべきだからである。この神によつて語られた御言葉の宜敎が—— しか 
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も同時にん晰的わ4である宣教が、敎#の課題をなしているのであるから、神學の必然性、ま 
たわれわれが今日(恐らく十七世紀以來)敎義學と名付けるものの必然性は、砬初から存在し 
たのである。神學には iM > に關する問題、御言萊が何處から由來しているかという問題がある。 
そしてこの笫一の‘問題に對する答は、われわれが釋雑と呼ぶあの部門において、いつも繰返し 
與えられねばならないであろう。しかし他方では、如何にして■という問題、敎#に£6ねられてい 
る宜敎の形姿に關する問題も、起つて來る。そしてここでわれわれは、赀踐神學と呼ばれる分 
野に居るのである。この釋義と W 踐神學の丁度眞中に、敎雜學1乃至もつと包括的に言えば、 
•勝„は存在している。敎義學においてわれわれは、キリスト敎宣敎は何處から由來するか、 
というようなことを尋ねない。また、それが如何にして形作られるかということも、鄯ねない。 
むしろわれわれが敎義學において尋ねるのは、何をわれわれが考え、また語らねばならぬかと 
いうことである。しかし良く理解しておいていただきたいが、それは、われわれがその「何」を 
何處から得て來なくてはならないかということを、架^から敎えられた上でのことである。ま 
たそれは、われわれが單に理論的に或ることを言わねばならぬだけでなくて、この世の只中に 
向つて或ることを叫びかけねばならないということを、展绻しつつ爲されることである。神雖 
全體が、一方では堪なる史學でないということ、歷史は力を持つものであるということ、侃し 



課 


姐 


今ここ (hies nunc ) における今日的現在に廢透する歷史は力を持つものであるということ、 
そのことが正にこの教義學からして明かにされなければならない。そして他方、說敎が钳なる 
技術に殿してならないことは言うまでもない。今日のような危急の時にこそ、<キリスト敎宜 
敎は何であるべきか>という問題は、他のいずれの時よりも、重大な問題である。この「何を」 
という問題の許に、諸君をしばらく引き留めておくことを、許していただきたいと思う。われ 
われが坩に釋雜を行うだけでなく、また！：：踐神學を行うだけでなく、まさに敎_學を行うのは、 
この問題のためである。敎會史を無視しないために、私はただ、敎#史には百科辭典的任務があ 
るという ことを、 附け加えておきたい。敎會史の榮# という ものは特別なものであつて、それ 
は謂わば到る處に必然的に姿を現すという榮#であり、從つてまた、キリスト敎敎宵の中にも 
必然的にその席を占めるという榮#である。 

敎義學は批判的な學問である。從つてこの敎義®においては、人々が時に考えるように、.何 
か迸き物にして家に持つて歸ることが出來るような新舊の命題の確立などが、問題なのではな 
い。むしろ何時も繰返し、第一步を もつ て開始しなければならない批判的な學問 という ものが 
あると したならば、それは まさに 敎義學であろう。外的には敎義學は、敎會の宣敎が誤謬を ff 
す危險にさらされているという事 rr から、生じたものである。敎義學は敎伶の敎說と宣敎の檢. 
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題 


討である。但し何か自由に選んだ立脚點から出發した勝手な檢討ではなく、この場合ただ一つ 
相應しい立脚點である敎會という立脚點から爲される檢討である。このことは具體的には、敎 
義學が敎會の宣敎を、舊新約聖書の基準に從つて a る、ということを意味する。架^は敎#の 
根底の記錄であり、敎#の最も内的な生命の記錄である。それはィ H ス•キリストという人格 
における神の御言葉の顯現の記錄である。われわれはこれ以外に、このような敎會の生命根據 
の記錄を、何も持つていない。そして敎會が活きている場合には、敎會は何時もこの基準によ 
つて、測られなければならないであろう。この栽準がもし眼に見えているのでなければ、われ 
われは教義學を行うことは出來ない。證とは何かという問が、何時も繰返し發せられなければ 
ならないのである。但し、私の思想の證、私の心の證ではなく、神の自己證言の證としての像 
言者•使徒の證である。もしこの诚準を見失うような敎 a 學があるならば、それは的外れの敎 
義學であろう。 

題詞において、われわれは第二のこととして r 敎會の諸信仰告白に導かれて」と述べた。 
聚御と信仰吿白は、同一平面に立つてはいない。 M 齊と傅統を(たとえその傳統が最も@嚴な 
姿を取つている場合で も) 同じ e 敬と 愛を もつて、尊敬しなければならない ということは ない。 
宗敎改革の信仰吿白にしても、現代の信仰吿白にしても、兜-,がその唯一性において尊敬を受け 
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m 


,、 

るに價するのと同じ程度に、®敬を代々の敎會に對して要求することは出來ない。しかしそれ 
だからと言つて、敎會において敎父たちの證が聞かれ尊敬されるということに、何の變化もな 
いのである。われわれは敎父たちの證において、 H レミヤやパゥロにおけるように、神の御言葉 
を聞きはしない。しかしその證はやはり、われわれにとつて高い•また重大な意義を持つてい 
る。そしてわれわれは「父と母とを敬え，」というあの誡命に從つて、教父たちの語つたことを、 
宣教の課題において、また從つて敎義學の學問的課題においても、尊敬することを拒まないで 
あろう。聖«は拘束的な權威を持つているが、われわれはそれと同じことを、諸信仰吿白につ 
いて言うことは出來ない。しかし、非拘束的ではあるが矢張り眞劍に考えなければならぬ權威 
というものも有るのである。われわれの肉の兩親が、神と同じ様にわれわれの前に立つている 
のではないが、やはり權威をわれわれに對して持つているように、この場合にも問題は、相對 
的權威に關するのである。 —— 以上のような基準によつて測りながら、また以上のような意味 
で批判的に、敎義學はその課題に着手する。即ち、宣教の内容について解明するという課題 —— 
Tf 際の宣教と、敎會に對して語られたことの忠實な模寫として敎會において妥當すべき事柄と 
の間の關係について解明するという課題 —— に着手する。この神の御言葉の模寫として、敎會 
において妥當すべき事柄を、われわれは敎義と名付ける。敎會は、敎會の宣敎において生起し 
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て V る? 14- fe 力この敎義にどの程度一致するかという ことを、 自問する。 また、 ®えず 自問し 
なけれはならない。その EI 的は 單純 であつ て、敎會 の宣敎 をより良く 形作る、 ということであ 
る。われわれの敎會において敎えられる事の訂正•深化 •精密 化は、 ただ神御自身の御 業で あ 
るより他はないが、 しかし それは、人間的な努力拔きのものではない。この努力の一部分が、 
敎義學である。 

われわれはここで、敎遜學要綱を試みようとする。即ちこの短い:12學期においては、 見取 ® 
を扱うより他はないのである。われわれは敎義學 を、 古典的なテキストである^^昏斯 に關節 
しつつ-即ち、その^きによつて、試みたいと思う。 

キリスト敎敎義學の全く必然的な方法というようなもの、また絕對的に規定された方法とい 
うようなものは、存在しない。即ち、個々の g で步まねばならぬ道は、その時々に、これに從 
事する人の最上の知識と戾心に委ねられている。幾世紀かの流れの問に、謂わば tfl 習的になつ 
た一つの路筋が 即ち、父.子•聖靈というキリスト敎の神觀念の輪廊に大體副つた一つの 
路筋が形作られていることは確かであるが、しかしその場合、あらゆる個々の玷 CV ハては、 
無限に多く S が步まれて來たし、またその樣な道が可能な？ある。われわれは最も單純な 
路を選ぼう。即ち、われわれの禮拜 において、 日曜日ごとに語られ、諸君が皆知つていられる敎 
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會の信仰吿白を選ぼう。今われわれの關心事は、歷史的問題ではない。使徒信條という名前が 
引用符號の中に入れらるべきものだということは、御承知の通りである。この信仰吿白を語つ 
たのは使徒では.なくて、それは今ある樣な表現では、恐らく三世紀に由來 する ものであろう。 
そしてそれはロマの敎會において吿白され承認されていた或る原型に さかのぼる。この 原型は 
やがて キリスト 敎敎會において 根本形式として確立されて、われわれは これを正當に 古典的 形 
式として、 選ぶことが 出來 るので ある。 


份仰とは侰賴を尨味する 


二 信仰とは信賴を.益味する 

使徒信條は 「われ 信ず」という盘味深い言葉で始まつている。これは、われわれに提出され 
ている課題の莊礎として言わねばならぬ凡てのことを、使徒信條の.この眾純な序の言葉に結び 
つけることを、敎えるものである。われわれは、信仰の本質を言い表わす三つの題ザ詞で始め 

J: う 0 

キリスト敎信仰は出會いの贈物てある。この出會いにおいて、人間は、神がィエス. 
キリストにおいて語 y 給うた恩寵の御言葉 S : 聞くべく、自由になる。卽ち、この御言 
葉に反對する|切の事物に杭して、決定的に.ひたすら•徹底的に、神の約束と教示 
に固着することを許されるという爲方'て、この御言葉 S : 聞くべく、自由になる。 

キリスト敎信仰の眼目。即ち、われわれが規定したょうに、敎義學の動機であり、板木的な 
意味である、敎會の宣敎の眼目。然り、この眼 IHI は何であろうか。それはキリスト者が信ずる • 
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信仰とは信賴を意味する 


という事實であろうか。また、キリスト者がどのようにして信ずる か、 ということであろう 

① 

か。實際この事實を、この 信仰の 主觀的形式を、この ！ ides qua creditur (「それによ，つて或 

るものが信ぜられる信仰」) を、 宣敎から全然除外することは不可能であろう。福音が宣敎さ 

れる場合には、その福音を 聞いて 受容れた人間が居るという事實も、 必ず 同時に宣敎されるの 

である。しかしわれわれが信ずる という この事實は、キリスト敎宣敎において問題とされるあ 

の卓絕的なもの. 本來的なものに 對しては——キリスト者が信ずる もの •その信仰の內容及び 

對象として示されなければ ならない もの•われわれが宣傳えねば ならない ものに對しては^ 

即ち、「われは 父 •子•聖靈の 神を 信ず」という風に、使徒信條が扱つている對象に對しては、 

先天的にいつも 從屬化される ような事實•輕小化されるような事實で あり 得るにすぎない。通 

© 

常信仰吿白は Glaube (信仰) と呼ばれている。そしてこの Glaube という 言葉においては、 

われわれが信ずる という 事實は、ただ最小限に理解されなければならない。 キリス ト敎信仰に 

おける決定的な 問題は出會いで ある Idiglaube …… (われ …… を信ず)と信條は語つて 

③ 

いる。そして一切は、この an に、この eis に、この in に懸つている。 使徒信條 はこの an 
を ！われわれの 主觀的信仰が それによつて生きるこの信仰の對象を、 說明 するものである。 
「われ信ず」 というこの最初の 言葉を除いては、使徒信條が信仰の 主觀的 事實について沈默し 
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信仰とは信賴を意味する 


て：>るのは、注目すべきことである。そしてこの關係が逆になつた場合——即ち、キリスト者 
が自分の行爲について雄辯になり、人間において生起したこの事實の體驗の興奮.感動に ついて 
雄辯になつて、われわれが信ずることを許されている i かについて沈默した場合、それは何等 
良き時ではなかつたのである。使徒信條が主觀的なものについて沈默して、ただ徹頭徹尾客觀 
的な信條についてだけ語ることによつて、それは同時に、その際われわれ人間に關して起るこ 
と•われわれがあるところのもの•爲すこと•經驗することについても、最も良く •最も深く. 
最も完全に語ることが出來るのである。この場合にも、あの「己が！^1を救わんと思う者は、 
これを失い、我がために己が生命をうしなう者は、之を得べ^@」という御言葉が妥當する。主 
觀的なものを救い•保とうと思う者はこれを失い、それを客觀的なもののために渡す者は、こ 
れを救うであろう。われ信ず——勿論これは私の經驗•行爲であり、人間的な經驗•行爲であ 
る。即ち、それは一つの人間的な存在形式である。しかしこの「われ#ヂ」ということは、人 
間ならぬ父•子•聖靈の神に在す一人の方との出會いにおいて、徹頭徹尾起ることである。そ 
して、私が信ずる時、私は自分が、自分の信仰のこの對象によつて、徹頭徹尾滿たされ•規定 
せられているのを見る。そして私の關心事は、己れの信仰を携えた私自身ではなくて、私が信 
ずるところの方である。しかもその際、私は、その方のことを思い.その方を仰ぐことによつ 
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信仰とは信賴を葸味する 


て、同時に自分のためにも、最も良く配盧がなされているということを知るのである。「われ 

. を信ず 」 (Ich glaube __, credo /&-これは、「私は孤獨ではない」ということに他 

ならない。この榮光の中にあるわれわれ人間、また悲慘の中にあるわれわれ人間が、孤獨では 
ないのである。神はわれわれ人間に步み寄り給う。そしてわれわれの主また師として、徹頭徹 
尾われわれを守り給う。われわれは良き日•惡しき日に、謬りを犯しつつ•また正しくありつ 
つ、この〔神との〕對面の中に、存在し•行動し•苦しむのである。私は孤獨ではない。否、 
神は私に出#い給う。私は何時如何なる時にも、所詮神と共に居るのである。それこそ即ち 
「われは父•子，聖靈の神を信ず」ということの意味である。この神との出會いは、神がィエ 
ス•キリストにおいて語り給うた恩寵の御言葉との出會いである。信仰吿白は、われわれに出 
會い給う方としての —— 信仰の對象としての、父•子•聖靈の神について語つている。そして 
この神について、神が御自身において一であり給うということ、御自身においてわれわれの爲 
に一になり給うたということを、語るのである。また、神が、人間に對する —— 全ての人間に 
對するその自由な負目なき無制限な愛の永遠の決斷において、またその時間の只中において行 
われた決斷において、即ちその恩寵の決意において、新しく一になり給うたということを、語 
るのである。神がわれわれに對して惠深くあり給うということ、それが父•子•聖靈について 
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信仰とは信賴を意味する 


使徒信條の語ることである。このことは、次の樣な事實を包含している。即ち、神と共に在る 
ということを、われわれから作り出すことは出來ないし、これまで作り出したこともないし、 
將來作り出すこともないであろうということ。われわれは、神がわれわれの神であるというこ 
とに、價するものではなかつたということ。われわれは神に對して、何等支配權も要求權も持つ 
ていないということ。しかも神は負目なき仁慈において、その主權の自由において、御自身か 
らして"人間の神。われわれの神たらんと欲し給うたということ。このような事實を包含してい 
る。事®がこの通りであるということを、神はわれわれに語り給う。神がわれわれに「われは 
汝等に惠深し」と語り給うということ、それが神の御言葉であり、全キリスト敎的思惟の中心槪 
念である。神の御言葉はその恩寵の御言葉である。そして、もし諸君が私に「この神の御言葉 
を何處でわれわれは聞くのだろうか」と問われるならば、私はただ、この御言葉を聞かしめ給 
う方御自身を、指示し得るにすぎない。そして、使徙信條のあの大いなる中心をもつ•て、あの 
第二項をもつて、「神がそこでわれわれに出會い給うその恩寵の御言葉は、イ H ス‘キリストと 
呼ばれる。即ち、神の子にして人の子、眞の神にして眞の人、インマヌ H ル、この一なる方に 
おけるわれらと偕なる神である」と、答え得るにすぎない。キリスト敎信仰は、この「インマ 
ヌエル」との出會いである。イエス•キリストとの出會いであり、イエス•キリストにおける 
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信仰とは信賴を意味する 


神の活ける御言葉との出會いである。われわれが聖«を神の御言葉と呼ぶ場合(そして、聖書 
は事實神の御言葉であるから、そのように呼ぶのであるが)、われわれはそれによつて聖書を、 
この神の唯一の御言葉についての——イエスについての、神のキリストであり永遠にわれらの 
主又王なるイスラ H ルより出でしこの人についての、預言者•使徒の證として、考えているの 

である。 そして われわれが そのこと を吿白す る 場合-われわれが敎會の宣傳えを神の御言葉 

と敢て呼ぶ場合、それによつて イエス•キリス トの宣傳えが理解されて居なくてはならない。 
われわれの爲に眞の神にして眞の人であり給う方の宣傳えが、理解されていなくてはならな 
い。 この イエス•キリストに おいて、神はわれわれと出會い給うのである。そしてわれわれが 
「われは 神を 信ず」という場合、それは具體的には、「われは主イ H ス•キリス トを信ず」とい 
うこと である。 

私はこの出會いを贈物と言い表した。それは、そこで人間が神の御言葉を聞くべく 自由にな 
る 出會いである。この贈物ということと、自由になるということは、共に一體をなしている。 
この贈物は、自由の贈物なのである。即ち、他のすべての諸自由がその中に含まれているあの 
大いなる自由の贈物である. 0 私はこの學期において、この非常に誤用されていて、しかも極め 
て貴重な「自由」という言葉に對して、諸君に今一度愛情をい/ C いていただければ と 願つてい 
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信仰とは信賴を意味する 


ているのである。自由は神の大いなる贈物である。神との出#いの贈物である。何故それは贈 
物なのであろうか。また、何故それはまさに自由の贈物なのであろうか。言う意味は、使徙信 
條の語つている出會いは、空しく起るのではないということである。この贈物は、人間的な可 
能性や人間的なィー I シァティヴに基くものではない。それは、われわれ人間が神に出會い、神 
の御言葉を聞く能力を、自分の中に持つているということに基くものではない。もし假りに、 
われわれがわれわれ人間に可能なものを解明するというのであれば、われわれはどのように努 
めてみても、謂わば神の御言葉に適う性 向と呼ばれるようなものを見出すことは、不可能 
であろう。われわれの側における何の可能性もなしに、神の大いなる可能性が現われて、われ 
われからは不可能なものを、可能ならしめるのである。われわれが神に出會い、この神との出 
會いにおいて、その御言葉を聞くことを許される場合、それは神の贈物である。われわれの側 
からは何物によつても準備されない、神の自由な贈物である。父•子•聖靈に關するこの使徒 
信條は、その三項の全體において、われわれ人間にとつて絕對に新しい•われわれにとつて不 
可及.不可解な本質と業とについて、語つている。そしてこの父•チ•聖靈の神の本質と業と 
が、われわれに對して、その自由な恩寵であるのと同樣に、この恩寵に對してわれわれの眼と 
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坪とが開かれる場合には、それも亦恩寵なのである。使徒信條の語つているのが神の秘義につ 
いてであるのと同樣に、この秘義がわれわれに對して、開かれる場合には^^この秘義を認識 
し.この秘義の中に生きるべく自由になる場合には、われわれは秘義の只中に居るのである。 
ルターは「私は、自分の理性によつても、力によつても、私の主ィ H スを信じ、また彼の御許に 
至ることは出來ないと、信ずる」と言つている。「信ずる」というのである。從つて、神はただ 
神御自身によつてのみ認識され得るということを、私が知る場合、それはそれ自身、一つの信 
仰認識なのである。そして、われわれが信仰において、このルターの言葉を口にすることを許 
されるならば、それは次の樣な事實に面して私は讃美し•感謝するということである。即ち、 
父•子•蛰迤の神が、そのあり給うが如き方であり、その爲し給うが如きことを爲し、御自身 
を私に開き•啓示し、御自身を私のものと定め、私を御岜身のものと定め給うたという事實に面 
して、讃美し•感謝するということである。私は、私が選ばれており•召されており•私の主 
が私を御自身に對して自由に爲し給うたという事實に面して、識美し.感謝する。そのことに 
基いて、私は信ずるのである。私が信じつつ爲すこと、それが私に殘されたことである。そのた 
めに私は招かれているのであり、そのために私は、自分からは開始することも完成することも 
汜农ねこと £爲し# 洽う友 u よつ て、 自由とさ rL r ハる otrg > る。払ま、沛衫を fxyie ハて卸 
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自身を 瑕に 興え給う* 贈物を，偃 用するは ^吸す るか •今や积は，養 〇 をもぐて 呵吸す る‘ 
また、自由の中にあつて、自由に呼吸する。私が獲得した自由ではなく、私が求めた自由では 
なく、私が見出した自由ではなく、私が自分の中から發見した自由ではなく、それにおいて神 
が私の許に來り給い•私のことを顧み給うその自由の中にあつて、私は自由に呼吸する。問題 
は恩寵の御言葉を、人間がこの御言葉に固着出來るように聞く自由に關する。人が一つの言葉 
に固着する場合に、その言葉は、私にとつて信ずべき言葉だと言われる。この世は樣々の言葉 
に滿ちている。そしてわれわれは、言葉のィンフレ ー ションというものが起る場合、即ち、一 
切の古い言葉がその價値を失い、もう何の.111場價値も持たぬ場合、それがどのようなことを意 
味するかということを、 今日 體驗している。福音が信ぜられる場合には、御言葉が信賴されて 
いるのである。その場合には、御言葉は、聞く人がそれから逃れられないような工合に、 rffl か 
れているのである。その場合には、御言葉が御言葉としてその意 ffi を得、己れを貫徹したので 
ある。信仰が信ずるこの著しい言葉が、神の御言葉である。神が人間に對して、御言葉をその 
方において一回限り語り給うた、ィ h ス•キリストである。從つて、信仰とは信賴を意味する。 
信賴とは、人間が他の者の信實に賴ることを許されて、その結果、その他の者の約束が力を持 
ち、その要求が必然的な要求となる、ということである。「われ信ず」とは、「われ信頼す」と 
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いうことである。私はもう、自分自身に信賴 しようと する必要はない。もう自分自身を義 とし、 
自己辯護し、自分自身を救い、守ろうとする必要•はない。自己に固着し•己れを正しとしよう 
とする•このような人間の最も深い努力は、すべて對象なきものとなつたのである。私は^_ 

私を信ずるのではなく-父•子.聖靈の神を信ずる。そしてそれと同時に、信賴すべきもの 

として、固着すべき錨として、私に對して提供されていたと思われる何等かの法廷も、無用の 
もの•脆弱なものとなつたのである。何等かの神々に對する信賴は、無用のもの•脆弱なもの 
となつたのである。それは人間によつて昔も今も築かれ.崇められ.拜せられて來た神々のこ 
とである。即ち、人々が賴りとする法廷のことである。その場合、それが様々の理念の姿を取 
るか、或いは何か運命力の姿を取るか、ということは、問題ではない。また、その名がどう呼 
ばれるかということも、問題ではない。信仰はわれわれを、そのような神々に對する信賴から 
解放する。また同時に、そのような神々に對する懼れからも、解放する。即ち、それらの神々 
がいつも繰返しわれわれに與える幻滅に對する懼れからも解放するのである。われわれは、わ 
れわれの信賴に價する方に對する信賴において、自由であることを許される〇他のすべての法 
廷とは異つて、信實であり•いつまでも信實である方に、固着することによつて、自由である 
ことを許されるのである。われわれ自身は、われわれに對して、決して»»で^ないであ5う。 


24 


信仰とは信賴を意味する 


われわれの人間的な道そのものは、不信實から不信實へと進む道であり、この世の神々の逭と 
ても同樣である。この世の神々は、その約束を守りはしない。從つてそこには、眞の平安もな 
ければ、眞の澄明もない。信®はただ神の御許にのみあり、信仰とは、この神に固着すること 
を許される信賴であり、神の約束•神の敎示に固着することを許される信賴である。神に固着 
するということは、神は私の爲に在すのだということに賴り、この確かさの中に生きるという 
ことである。われは汝の爲に存在する、ということが、神のわれわれに與え給う約束である。 
しかしこの約束は、取りも直ざず、敎示をも意味する。私は、自分の恣意やいろいろの理念に、 
委ねられているのではない。そうではなくて、私は神の誡命を持つている。私がすべてにおい 
て—^私の全地上的存在において、固着することを許されている神の誡命を持つている。 ffrl . 
はいつも同時に福音であり、人間に對する神の喜ばしき使信であり、神われらと偕に在すとい 
うこのィンマヌ H ルのわれわれに對する使信であり、しかもそのょうな使信として、必然的に 
律法でもある。福音と律法は分離されてはならない。むしろこの兩者は、福音の方が根源的な 
ものだという有り方において——喜ばしき使信の方が先ず現れて、そのょうなものとして#法 
を包むという有り方において、一つなのである。神がわれわれの爲に在す故に、われわれ も亦、 
神の爲に存在する。神が御自身をわれわれに與ぇ給うた故に、われわれも亦、われわれの奉げ 
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得る僅かのものを、感謝しつつ、神に捧げることを許される。從つて、神に固着するというこ 
とは、一切を徹頭徹尾神から受け、そして徹頭徹尾神の爲に働くということを、常に意味す 
る。 

さて、「この御言葉に反對する一切の事物に抗して•決定的に•ひたすら。徹底的に」と、 

言われている。これら四つの範疇において、信仰は、今一度信賴として特徵づけられる。信仰 
において問題は、決定的な•ひたすらな•徹底的な•一つの抵抗に關するのだ、とわれわれが 
言う 場合、<信仰において問題は、一つの許可 ( Darfen ) に關するのであつて、必要 ( Massen ) 
に關するのではない> という ことが、忘れられてはならない。事が理想に關する事柄になるや 
否や、われわれは再び信仰の光榮の外に顚落す.るのである。信仰の光榮は、われわれが何かを爲 

るように S し出されているというような 點-われわれの 力を 越えた ことか、 われわれ rcw せ 

られ ている というような 點——にあるのではない。むしろ信仰とは一つの 自由 •一つの許可で 
ある。神の御言葉を信ずる者は、この御言葉に反對する一切の事物に抗して、全てのことにおい 
て、この御言葉に固着することを許されるという、そのようなことが、起り得るのである。事實 
われわれは、何事かの「故に」信ずるのでもなければ、何事かに「基いて」信ずるのでもない。 
われわれは一切の事物に抗して、信仰に眼覺 める のである。今、聖書中の人々のことを、.考え 
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ていただきたい。彼等は、何かの證明に基いて、信仰に至つたのではない。そうではなくて、 
彼等は或る日、信ずることを許されるようになり、更にまた一切の事物に抗して、信ぜざるを 
得ないようになつたのである。神はその御言葉の外においては、われわれに隱されて在す。た 
だ神は ィ H ス•キリス トにおいて、われわれに顯わなので ある。もし われわれが ィエス•キリ 
ストを見過ごすならば、われわれは神を見出さず、錯誤と幻滅を經驗しても、驚いてはならな 
いのである。この世が われわれに 暗黑に思われても、驚いてはならないので ある。 われわれが 
信ずる場合には、神の隱蔽に抗 して 信ずるのでなければならない。 この 神の隱蔽は、必然的に 
われわれをして、われわれの人間的な限界を想起せしめる。われわれは、自分の理性や力から 
して信ずるのではない。眞に信ずる人は、このことを知つ ている 。信仰の最大の障碍は、端旳 
に言つて、いつもわれわれの人間的な心の高慢と不安とである。われわれは恩寵に 生きようと 
願わない。われわれの中にある何物かが、恩寵に對して、强力に反抗するのである。われわれ 
は、惠を受けることを願わな v >.。 われわれが願うのは高々、自分自身に惠を與 える ことである。 
このような高慢と不安の間を右往左往することが、人間の生と いう ものである。〔ところが〕信 
仰は、この二つのものを貫いて突破する。そういうことは人問には、自分自身の力からしては、 
不可能である。われわれが自ら、高慢と生の不安から、解放されることは出來ない。重要なの 
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は常に、「抗して」の運動であろう。大いに、われわれ自身に抗しての運動であろう。これに反 
對する一切の事物を、今總括して、否定の力と言うならば、聖書が r 惡魔」という言葉で意味 
していることを、推察出來るのである。「神は本當に語り給うたのだろうか。」神の御言葉は眞 
實だろうか。もし人が信仰を持つならば、彼はこのような惡魔を、嘲ることが出來るであろう。 
しかし信仰を持つ という ことは、何等人間の英雄的行爲というようなものではない。 ルタ ーを 
英雄に しようなどと いうことは、警戒するが良い。 ルタ ー 自身、自分を英雄とは感じていなか 
つた。 むしろ 彼は、われわれが杭し得る場合には、それはまさに、人が最も深い謙遜において 
のみ受ける ことの出来る 一つの 許可 •一つの 認容•一つの自由だとい うことを、 知つていたの 
である。 • 

また信仰においては、問題は一つの決定的な決斷に關 する。 信仰は、他の見解によつて置杳 
代え# • る一つの見解、というようなものではない。一時的に信ネる人は、信仰とは何であるか 
を、知らない。信仰は 一つの 最後的な關係を意味する。信仰において、問題は神に關するから 
である。神がわれわれの爲に決定的に爲し給うたことに、關するからである。このことは、信 
仰の動搖というものがあるという事實を、否定するものではない。しかし信仰は、その對象に 
目をとめる場合には、 一つの 最後的な事柄である。一度信ずる人は、決定的に信ずるのである。 
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この事 ffl に、諸君は驚かずに、むしろそれを も、一つの 招きとして考えていただきたい。われわ 

れは確かに、混亂せしめられたり、疑つ たりす ることが、あり得る。しかし、一度信ずる人は 

⑤ 

「消えざる印 sJ (character indelebilis ) の如き ものを、持つのである。 fn ずる人は、自分が 
支えられているという事贲に、恃むことが 出來 る。不信仰と戰わねばならぬ全ての人に對して、 
「あなたは自分の不信仰を餘 uffl 大に考えてはならない」 と、 勸めなければならない。信仰 / C 
けが、重大視 さるべき である。そして、もしわれわれに芥子種一粒 ほどの 信仰が あるなら ば、 
惡魔が敗北するには、それで充分なのである。 

第三に、問題は、 そこでは われわれが ひたすら 神に固着す ることを 許されるような、 一つの 
事®に關する。ひたすら、というのは、神は信 K な唯一人の A であるからである。〔尤も〕人間 
的な信??というものもある。即ち、神の被 造 物から 出で たわれわれを、今一度眺め： •>¥• び•働 
ますことが出來るような、神の信 K というもの も ある。しかし、そのような信 ff が存在す る 場 
合には、その积據は常に、神の信®:であろう。信ずるという ことは、 ただこの神にのみ信賴す 
る自由である。恩寵のみ ( solaTqratia ) であり、信仰の み (sola Ade ) である。この ことは、 
人間的な生を貧困にするということを 意味しない。むしろ それは、神の富の全體が、われわれ 
に歸せ られ るということを、 意味するのである0 
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そして最後に、われわれは 徹底的に、 神の御言葉に固着することを許される、と言う。信仰 
においては、問題は特殊な領域に關するのではない。宗敎的生な どと いうものに、 關す るので 
はなく、その全體性に おける 現 ® の生に關するのである。内的 問題に關するのと 同じく、外的 
生にも關するのであり、精神的な ものに 關するのと同じく、 肉 r £ 的な ものにも關 し、 われわれ 
の生の 暗 さに關す るのと 同じく、その明るさにも關する のである。問題は、われわれが自分 自 
身について—:また、われわれを他の人々のために、全人 類のために、 活動せ しめるものにつ 
いて、神に依り賴む ことを許される という事贲に關する。 問題は 生の 全體に關することで あり、 
死の 全體に 關 することである。 このょうに包括的に理解され なければならぬ信賴の 自曲が、信 
仰である。 

① fides quae creditur (信ぜられる倍仰)と對照して用いられる。 この二つの M 仰槪念の !^ 別は、 ア 
ゥダ ステ ィヌスの 「三位 一體 論」 (十三筇二の五)に始ょ るという。 このアゥグスティヌスの行つた 跖別 

を、始めて 叨瞭に意識して用いたのは、 ル ーテル派の 神 ^ 者ョー ハン•ゲルハルト (一 五八 二 - 一六 

三 七)であつた。 

© 英語の belief と R じく、ドイツ語の Glaube は、信仰带白、信 條 CO 意味にも 用いられる。 

© an , eis , in は、それぞれ、ドイツ語、ギリシャ語、 ラテン語において、 信仰の 對象を 示すために用 
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いられる前胙：一である0 
©マ タイ 傅一六•二 五。 

® 敎曾敎父等は、 洗 禮14 ょってキリストの 姿が、 倍 仰 者の魂に刻印せられるということを" 裘現 する 
ために、 ^仰 者は 「主 又は 王の印 筇 J (chascterdominicus vel regius) を附せられる•と敎えた。この 
敎雜 は、 ドナトゥス 派との論爭を 契機として、 アゥグスティヌスにょって、 神 ^ 的に 徹底された。この 
character という r» L が カトリック敎會の公文^に採用され たのは、 イン ノヶンティ ウス三世に始まると 
いう。 更にカトリック 敎會 は、有敫に授けられた 洗禮、铿 振、品級の 三 サクラメントは 靈魂に「消えざる 
印筇」 (chascter indelebilis) を 印刻する ものであって、 それを 受けた盎がどの抜な大11を 犯しても、 
地獄に瞭ちてさえ も、 永久にこれを 喪失しない と敎えた。 
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三倍仰とは認識を意味する 

キリスト敎信仰は理性の照明てある。 この 理性の照明において、人間は、イエス. 
キリス トの 眞理の中に 生きる自由を 得、またまさに そのこと によつて、自分自身の存 
在の意義と I 切の出来事の根據•目標を確信する 自由 S : 得る。 

恐らく諸君は、 理性と いう槪念の出現に n を見はるであろう。私は故总にこの槪念を用いる 

① 

のである。「理性とか學問とかいう、人間最商の力を輕蔑し給え」という言览を語つたのは、預 
言者ではなくて、ゲ ー テのメフィストであつたのである，。何か熱狂したり、又は神舉思想の結 
果、キリスト敎界と神學界が、理性に對して敵對する陣營に M さねばならぬ、などと考えた場 
合があつたとすれば、それは無思傲なことであつたのである。キリスト敎敎會に對しては、神 
の啓示の本質として、また敎#の®礎を形作る神の御業の本質として、言槊が優位を占めてい 
る。 r 言葉は肉®となりて …… 。」ロゴスが人となつたのである。敎會の宣敎は言語である。し 
かも、 偶然 的•恣意的な言語では なく、 混沌 •不可解な 言語ではない。それは、眞贲のものた 
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ろうとする要求をもつて——臌僞に對して眞理として己れを K 徹しようとする要求をもつて， 
登場する言語である。われわれは、このような立場の明確さから、押しのけられないようにし 
よう。敎會が宣傳えなければならぬ言葉においては、問題は、過渡的•第二義的な It 味におい 
て、眞理に關するのではない。そうではなくて、問題は、この言葉自身の第一義的な意味にお 
いて、ロゴスに關することである。人間の理性において、人間の nous (f 獅 、ぼシ ) におい 
て、ロゴスとして、即ち意義として、知らるべき眞理として、示され•明かにされる一ーゴスに 
關することである。キリスト敎宣敎の言葉においては、問題は ratio (I 雛、 ㈣防)に關する。 
即ち、そこでやがて人間の ratio も亦反映され•再發見される ratio に關する。敎會の宣教. 
神學は、何等空談や冗舌ではない。またそれは「そこで言われていることは、一體眞なのだ 
ろうか。本當にそうなのだろうか」という主張に逢うと、 W 任を负うことが出來ないような 
宜傅ではない。なるほど語られてはいるけれども——力をこめて、ふんだんにレトリックを 
使つて語られてはいるけれども、「言われている，ことは眞 ® か」という單純な質問に對して、抵. 
抗出來ないことが粲露されるよう&或る種の說敎や建德的講話 —— そういうものに、諸君もこ 
れまで必ず、惱んで來られたにちがいない。このキリスト敎信仰の信條は、認識に莊いている。 
そして逆に、この！5條が諝られ•吿白される場合は、認識が生じなければならない。また、認 
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識が生ずることを欲するのである。キリスト敎 m 仰は、非理性的でもなければ、反理性的でも 
なく、起理性的でも&い。そうではなくて、それは正しく理解されれば、理性的なものなので 
あろ。佗條を語る敎會 I 說敎し•喜びの音信を宣傅えるという法外な要求をもつて登場する 
敎會は、何事かを旣に聞いたという事®から、出發する。 (vcrmlnft (( 理性))という言葉は、 
vcrnehmen C 間く))という言®に由來している。)そして敎會は、その聞いたところのものを、再 
び\:: 119 かしめょうとする。キリス ト 敎敎恭璆史乃至神^史が gnosis ^B ^ £0l/ T pistis 
( fp 'oJi i / ) を分離したことがあつたが、それは常に、キリス ト 敎敎會における惡 しき 時代で 
あつた。正しく理解され た pistis は gnosis であり、正しく理解された信仰の働きは、同時に 
認識の働きでもある。信仰とは認識を意味するのである。 

しかし、以上のことが確定された上で、今度は、キリスト敎信仰においては理性の 照明が m 要 
であるということの說明が、必要となる。キリスト敎信仰は使徒信條が語つている對象 —— 即 
ち、父•子 . ifei 飯の神と關係する。そし.て、神が人間の認識能力に基いては認識され得ないと 
いうこと、ただ神御 g 身の自由と決斷と活動に基いてのみ知られることが 出來 、また實際に知 
られるということは、この對象&特質•本質に®することであり、父 •チ•聖礮 の神の本性に® 
することである。人間が 人間 自身の力にょつて、自然的な能力•その 悟性 •その感情に應じて、 
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認識し得る もの、 それは精々、最 H の K 在 •絕對 的存在の 如きもの•絕對に R 由な力の精髓 • 
一切 事物を 超越する一存在の精 M であろう。このような絕對砬髙の 存在 •このような窮極 最深 
のもの•このような「物自體 J は、神とは何の關り もない。 それらの t のは、 m : 觀の一部で あ 
り、人間的 思惟•人間的考案の極限 的な可能性の 一部である。このような存在のことを、 人間は 
考える、ことは 出來 るが、それによつて、 彼が 神のことを港えたという t とには、ならない。神 
は、神が 御自身の自由において、御自身を知らし め給う 時に、 考えられ•認識されるのである。 
われわれは、 神と その本質とその本性とについて、 後で 語らなければならないであろう。 しが 
し 神は、 御自身の 啓示において、人間に、御自身を知らし め 給う方で、 常に 在すということ、 
そして、 神は、人間が考え出して •神と 呼ぶ J :. うな 方では 在さぬ という ことは、旣にここで も、 
言うことが出来る。 認識の問題において 旣に、眞の 神と 僞の神々とは、 極めて 明瞭に區別 され 
るのである。 神 認識は、議論の對象になるような 何 かの可能性の事柄ではない。神は全ての現， 
过性の 精 髓で あり、しかも、 御自身をわれわれに 啓示し 給う現實性の精膝•である。神が語り給 
い、 神が 人間に 對 して御自身を 現し 給うて、 その 結粜、人間が 神を見過ごし•聞き流し 得ない 
という ことが、 K 際に生起する時 I I また 人間が、自分自身に とつて 不可解な狀況•自ら招い 
たのではない狀況 において、 神が そのこと を災しとし給う故に自分が神と 共に 也き、神が自分 
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と共に在すという事 K に [ IT 面していることを知る時 1 その時に、神認識は起るのである。神 
の啓示が起り、神による人™¢0-照明が起り、人間の認識の說得が起り、 この 無比な敎師による 
人間の敎育が起る時、その時に、神認識は起るのである。 —— われわれは、キリスト敎信仰と 
は.一つの出#いの事®であるということから、出發した。キリスト敎信仰とキリスト 敎 信仰の 
認識が 起るのは、神の理性•神のロゴスが、人間の理性という場所の中にその搲 を 打 建てて、 
この披に 、人間の理性•被造物の理性が從 わざるを 得ない場合に おいてである。このようなこ 
とが生起する時に、人間は認識に到達す る。 なぜかと 言えば、 神がその提を人 fw の 思惟の中 • 
その服の中•坪の中•感情の中に、打翅て給う 時には、 人間と その 理性の 眞理も 亦、明かに 示さ 
れるからである。即ち、今や神御自身によつてもたらされたものを自らもたらし得ない人間が、 
明かに示されるからである。 —— 神は認識され得るだろうか。然り、神は認識され 得る。 神が、 
神御 B 身に よつて認識され得るものに成り給うということが、 1: 際に E ® であり.事！：！である 
故に、神は認識され得る。このことが生起することによつて、人 R 1 I は自由となり、權能を與え 
られ、 ( t 身に とつて は不可思議なことであるが)神を認識することが出來るようになる。神認 
諏は、全くその對 象の 方から —— 神の方から惹起され•規定せられた認識である。しかし、ま 
さに それ故に、それは M の認識で あり、 まさに それ故に、それは ili も深い意味において自由な 
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認識である。もとより、この認識は依然として、相對的な認識•被造物の制限の中に m 込めら 
れた認識である。また、もとよりこのような認識についてこそ、われわれは、天の寶を土の器 
に持つているのだということが、言われ得る。この寶を手に摑むことは、われわれの觀念では、 
及ばぬことである。このような眞の神認識が起る時にこそ、何か自負するというような理由は 
存在しないのだということも、明かになるであろう。依然として常に無力な人間であり、限界 
を持つ た被造物の理性なのである。しかしこの被造物の場所において ！ この充ち足らぬもの 
の場所において、御自身を啓示し給うことを、神は良しとし給うた。そしてこのことにおいて 
も、人間が愚かな者である時に、神は贤きものであり給う。人間が小さき者である時に、神は 
大いなる者と成り給う。人間が充ち足らぬ者である時に、神は充ち足りたものであり給う。 
「わが恩惠なんじに足れり。わが能力は弱きうちに全うせらるればなり。」この御言葉は、認識 
の問題についても、言われ得るのである。 

キリスト敎信仰において、問題は理性の照明に關し、この理性の照明において、人間は、ィ 
エス.キリス トの 眞理の 中に 生きる 自由を 得るのだ、 ということを、 われわれは題詞で述べ 
た。ィエス•キリストの眞理が生の腐理であり、この眞理の認識が生の認識だということを理 
解するのは、キリスト敎の信仰認識にとつて、なことである。ということは〔しか L 〕、 わ 
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れ われが、<問題は結局この場合、少しも認識に 關 することではない>というような見解に、再 
び逆戾りすることを、 意味し ない。キリスト 敎信仰 が、 何 か (1 朧とした感情であつたり、非 a 
ゴス的な意識 . ffi 驗.經驗であつたりすると いう ことはない。信仰は認識である。それは神の 
ロゴスに關•することで あり、從 つて、全く ロゴス的な事柄である。また ィ H ス•キリストの ! H 
理は、敁も素朴な意味において、事實に關する眞理でもある。その出發點であるィ H ス•キリ 
ストの死人の中からの甦りは、新約聖書が記しているように、空間と時間の 中に おいて起つた 
一つの事®である。使徒たちは、何か内的な事馊を保持するということでは、滿足しなかつた。 
彼等は、見しところ•聞きしところ•手觸 りしと ころのものについて、語つた。そしてまた ィ 
エス•キリストの M 理は、極めて明瞭な •自らに おいて整然として いて •拘束の中にありなが 
らも自由な•人間的思惟の事柄でもある。しかし(われわれは事柄を分離してはならないが) 
問題は、生の 眞理に關することなのである。知識という概念、 scientia{fl »olK という槪 
念は、キリスト敎的認識の姿を現すには、 不充分で ある。むしろわれわれが神學の知識を充分 
に把えるためには、舊約避併において智慧と呼ばれているもの、ギリシャ人が Sophia と呼ん 
だもの、そして ラテン ^ 族が sapientia と呼んだものにまで、歸ら&ければならない。 sapi- 
entia が、 より狭い槪念である scientia から 區別され、 智慧が知識から區 別され るのは、智慧 
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が知識を 含んでいないと いうよう なことによつてではない。むしろ それどころ か、 この〔智 a 
という〕概念は、 K 踐的 知識であるよう な一つの知識に ついて、語るのである。人間の全赏# 
を 包括す るような一つの知識について、語る のである。 赞慧とは、われわれがそれによつて ？ Y 
際に實踐 的に 生きることを許される知識である。智慧とは經驗的知識で あり、 槪ちに 1 T 踐的で 
あることによつて强力であるような理論である。われわれの 生を 支配し • 赉際にわれわれの道 
の光で あるよう な知識であることによ つて、强力であるよう な理論である。驚いたり. 眺めた 
りするための光ではない。様々の花火に火を つけるための 光ではない。たとえそれが最も深遠 
な哲學的思辨であつても、そ\のよう な光ではない。 そうではなくて、それはわれわれの 道の 光 
である。 われわれの 行爲やわれわれの言葉を 越えた光で あり、われわれの 健康な 日々における 
光で あり、 またわれわれの病める日々における 光で ある。われわれの貧困における光であり、 
またわれわれの 甯 裕における光である。われわれに洞察の契機があるように思われる時にだけ 
輝く光では なく、 われわれの愚かさの 中にまで、 われわれに伴つて來る光である。一切めもの 
が消えて、われわれの生の nn 標が 死の 中に 認められる 時にも、沿えぬ光である。この光によつ 
て 生き、この眞理 によつて生きる こと、それがキリス ト敎的認識というものである 。キリスト 敎 
的 認識とは 、ィエス•キリストの眞理の中に 生きるという ことである。 ロマ W 十一 軍に 述べら 
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れているように、われわれが「神より 出で •神によりて成り•神に歸す」るために、われわれは 
この眞理の 光の 中に「生き•動き •また 在る」 (使徒 行傅 一七•二八) のである。從つて キリス 
卜敎的認識は、最も深い根底においては、われわれが神の御言 B に對する人 ra の信賴と 名付け 
たものと、同一である。人々が諸君に、この事實において、 區別 •分離を敎えようとしても、 
それに應じてはならない。神の眞理に根ざさぬ ような 眞贲の信賴は無く、神の御言^に對する 
眞に堅固不屈な信賴はない。そしてまた一方、それが直ちに生の粒：理という性格を持たないよ 
うな認識も無ければ、神學も無く、 吿白も 無ければ、聖丧の M 理も無い。一方はいつも他方に 
よつて、測られ•試され•確められなければならないのである。 

そして、われわれが キリス ト者として、 ィエス.キリストの 眞理の中に 生き、 從つて 神 認識 
の光の中に生き、また從つて、明るい理性をもつ て 生きることを許されることによつてこそ、 
われわれはまた、われわれ自身の#在の意義を確信し、一切の 出來 事の根摅と El 標を確信する 
ようになるのである。このことによつて今一度、視野の廣大無邊な擴張が豫示される。即ち、 
このような對象を、その眞理において認識するということは、贸は一切の事物を認識すると い 
うことに他ならない。人間と自己と宇宙と世界を も、 認識するということに他ならない。 ィエ 
ス•キリス トの眞理は、他の諸 la 理中の一つの眞理ではない。それが窮極眞理 (ultima v . o ) ri - 


40 


份仰とは認識を尨味する 


tas ) であると共に第一 B 理 (prima Veritas ) であるところの神の眞理である 限りは、 それは n 
理そのもの•普遍的 K 理•一切の眞理を創造するところの眞理である。なぜなら神はィ H ス • 
キリストにおいて、一切の物を創り、われわれ全てを创り給うたからである。われわれは、ィ 
エス•キリスト無くしては、#在しない。 否、 われわれは、自らそれを知ると否とにかかわら 
ず、 ィエス•キリストの中に存在する。そして全宇宙は、ィ H ス•キリスト無くしては、存在 
しない。否、全宇宙は、全能の御言葉なる ィ H ス•キリストによつて支えられて、彼の中に存 
在しているのである。彼を認識するということは、一切を認識するということである。このよ 
うな領域において、迆.¥よつて觸れられ•把えられるということは、一切の腐理の中に導き 
入れられる ということである。神を信じ神を認識する人は、® n 十 「私の 生の意味は 何だろうか」 
などと、訊ねることはあり得ない。むしろ彼は•信ずることによつて、自分の被造物性と個人性 
との意味を 生きる。即ち、 その被造 物性と侗人性の 限界の. 中に ありつつも、また、その存在の 
缺陷 性の中にありつつも1彼を圍み•彼が 時々 刻々に犯す罪の中にありつつも、しかも同時 
に、 そのような彼の有様に も 拘らず 、また 彼にとつては不相應 にも、 神が 彼の 執 成 L を爲し給 
うことによつて、 時々刻々 彼に與 えられる助けに よつ て、 彼は自分の 被 造物性と個人性との意 
味を生きるので ある。彼は、このような 總 骶 性において 自分に與えられている 課題を 認識する。 
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また彼はこのような課題において、またこのような課題と共に與えられている希望を！彼が 
それによつて生きることを許されている恩寵に基いて與えられている希 , n ? を、認識する。また 
彼は、彼に約束されている光榮の榮#を認識する。彼が、極度の卑賤の中にありつ0も、旣に 
今ここで、ひそかに取り圍まれている光榮の榮#を認識する。信ずる人は、己れの#在のこの 
ような意味を、吿白するのである。使徙信條は、存在する一切のものの根據及び目標としての神 
について、語つている。全宇宙の根據及び目標は、ィヱス•キリストと呼ばれるのである。 そ 
してわれわれは、次のような未聞の事柄を、語り得るし、また語らねばならない。即ち、キリス 
卜敎信仰が存する場八：^は、神が信賴せられることによつて、一切の出来事.一切の事物の根 
摅及び目標に對する最も深い信賴も亦、存するのだということりまた' その場合には、人1111は、 
それに抗して語る一切の事實にもかかわらず、全ての理性よりも更に高い平和の中に生き、ま 
たま さに それ故に、われわれの理性を照明す る 光であると ころの 平和の中に生きるのだとい 〇 
こと。 - 

①ゲーテ、 ファゥスト 笫一部「押齋の場」 に 出ず0 

© ョハネ傳7一四。 

® コリント後^一二.九。 
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四信仰とは fff = i を意味する 

キリスト敎信仰とは、次のような決斷てある。即ち、この決斷において、人々は、 

神の御言葉に對する自分の信賴とィ H ス•キリストの眞理に對する自分の認識を、 敎 
會の言葉において、しかしまた、この世的な態度決定において、殊にそれに相應しい 
行爲と行狀において、公共的に辯明するとい〇自由を持つ。 

キリスト敎信仰は、一つの 決斷で ある。今われわれは、この命題をもつて始めなければ なら 
ない。また、始めたいと思う。もとよりキリスト敎信仰は、神と人間の間の秘義における出來 
事である。神がこの人間に對して行爲し給う自由の出來事であり、神がこの人間に與ぇ給〇商 
由の出來事である。しかしそのことは、使徒信條の意味において信仰が起る場合には、歷史が 
生起するのだという事®を排除しない。むしろ、それを包含するのである。即ちその場合には、 
時 ml の中において、或ることが人問によつて企てられ•成就され•遂行されるのだとい _ o 事®: 
を、包含するのである。信仰は勃發する神の秘義である。信仰は行動における神の自_、また 
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人 fill •の自 (il である。何事も起らないというようなことがあれば(言うまでもなく、時 If}] の中に 
おいて、 IIR に見えるものとして、.耳に 110 えるものとして、起らないとすれば)信仰もやはり起 
らないであろう。なぜかと言えば、キリスト敎信仰は神に對する信仰であるが、使徒信條が刺 
を父 •子•座 S と呼ぶ場合、それはそのことによつて、神御自身が、その內的な生命と本 ft に 
おいて、死せる神•受動的な神•不活動な神ではないということ、むしろ父•子•邀钣の神は" 
一つの歷史•一つの出來事として良く表され得るような或る内的な關聯と運動の中に存在し給 
うのだということを、示すか.らである。神御自身が起歷史的でなく、むしろ歷史的なのである。 
そしてこの神が、.御自身において一つの決意を——一つの永遠の決意を爲し給うた。使徒信條 
の語つている一切のことは、この決意に基いているのである。われわれの父祖たちは、これを 
创造と契約と救賊の 神意 ( Dekret ) と呼んだ。この神の決意が、 時 M - の中において W 现せ られ 
たのである。使徒信條の第二項が「ポンテオ•ピラトのもとに苦しみを受け、十字架につけら 
れ、死にて P られ…… J と、具體的に證しているィエス•キリストの御業と御言葉において、 
一回限り®現せられたのである。信仰とは、このような神の歴史的存在•本質•行爲に對する 
人間の 對應 antsprech 目 g ) である。信仰は、御自身において歷史的であり給うて•一つの 
決意を 爲 し.歷史を 目標とし •この歷史 を. W 現し•完成し給うた神に關係するのである。自ら 
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歷史でないようなキリスト敎信仰があれば、それはキリスト敎信仰ではない。それは「…… 

に對する信仰 」 (Glaube SZ .) ではない。キリスト敎的意味において信仰せられる場合に 

は、一つの歷史的な形が成立し成長する。即ちその場合には、人間の ra において —— 時代を等 
しくする人々の間においても、時代を等しくしない人々の聞においても、一つの交りが成立す 
る。一つの共存•一つの兄弟關係が成立するのである。しかしそれ丈でなく、キリスト敎的意 
味において信仰せられる場合には、この交りという手段を通じて、必然的に、この交〇と兄弟 
關係との外部にある世に對しても、人間的な宣敎と使信が與えられるようになるのである。そ 
の場合には、家に住む全ての者を照す光が、點されるのである。言いかえれば、キリスト敎信 
仰が存在する場合には、神の敎刚が、この世の中に、この世のために、滅立し•生#する。即 
ち、この世の民たちとは別に、ィスラ H ルが集結される。そして敎會が獨立して集結され、迆 
徒の交りが集結される。しかもそれは自己目的としてではなく、神が全ての者のために定め給 
うた神の僕の. ffl 現として——キリストの ffi としてである。そしてこのような歷史は(ここでわ 
れわれは、その恩 il の選びにおける神の御業と神の存在に應ずる人間の業に到達するのである 
が)、從顺に應じて生起する。信仰は從順である。從つてそれは、眾に受動的な適應ではない。 
從順が起る場合には、同時に人間によつて選擇が爲 される のである。その反對物である不信仰 
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の 代りに 信仰が選ばれ、不信賴の代りに信賴が選ばれ、無知の代りに認識が選ばれるのである。 
信仰とは、信仰と不信•邪信•迷信との間における選擇を意味する。信仰とは、神に相應しく 
人間が神に關る行爲である。なぜならこの業は、われわれが、神に對する局外中立から步み出 
で、 神に對するわれわれの存在と態度の不拘束狀態から步み出で、私的狀態から步み出で て、 
決斷と責任負擔と公共的狀態の中へ、步.み入ることだからである。このような公共的狀態への 
指向を拔きにした信仰、このような困難を回避する信仰は、それ自體において旣に、不信•邪 
信•迷信である。なぜなら父•子•聖靈の神を信ずる信仰は、公共的になることを拒むことは 
出來ないからで ある。 

「キリスト 敎信仰とは次のような決斷である。即ち、この決斷において、人々は、しかじかの 
自由を持つ」と、 S " ザ k には記されている。公共的な辯明においても、問題は人間に與えられ 
た許可に關する。一つの開かれた扉に關する。即ち、まさに 自由に 關するのである。信賴の自 
由と認識の自由の上に、今度は必然的に辯明の自由が加わるのである。この場合、どれか一つ. 
の自由が他の自由から、分離されることは不可能である。ただ神に信賴する自由を持とうと願 
うだけであつて、その際認識は斷念出來ると考える人があるとすれば、その人は本當は、信賴 
してもいないのである。また、あらゆる信頼とあらゆる認識を所有していながら、その信賴と 
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その認識を公共 的に辯 明す る 自由を持たない人が、 もしあると すれば、 そういう 人に對 しては、 
容赦なく 「君の信賴 も、 君の認識も、 間ちがつ ている」と、言わなくてはならないであろう。 
キリスト 敎敎會 が神について吿白 すると ころに よれば、 祌御自身、 隱された ま. まで 居る ことを 
欲し給わぬ方であり、御自身のみで神たろうとは、欲し 給わなかつた 方、また今も欲して居給 
わぬ方である。否、神はその王としての主權 において、秘義の 中から 步み 出で、その神的存在 
の 高みから步み 出でて.、 御自身によつて 創られた 宇宙の卑賤の中にまで、降り給うた 方で ある0 
神御自身、神と して あらわと成り給うた方で ある。このような 神を 信ずる 者は、 このような 神 
の贈物、このような神の愛、このような神の慰めと光とを、隱蔽 するこ •とを欲し得ない。神の 
御言葉に對する自分の信頼と自分の認識を、隱蔽する ことを 欲し得ない。信仰者の 言葉 や業は、 
局外中立 的な •不拘束な 言葉や業に 止まることが不可能で ある。信仰せられる 場合には、神の 
榮光 ( doxa , gloria ) •神の 輝きは、 必然的に地上に おいて 知ら しめられるのである。そし.て わ 
れわれ の善きまた 惡しき 遣り方によつて、 たとえ どのように曇らされ•破られているに しても" 
如何にかして神の榮光が輝くのでなければ、信仰もまた存在しないで あろう。 その場合には、 
慰めも、われわれが神から受けた光も、受け容れられ はしないであろう。 人間が 信ずることを 
許される 場合には I 神の民 •神の 敎團が集結 さ. れて行動に移る場合には、 神の榮光は 宇宙の 
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中において崇められ、聖なる方の御名は、地上において崇められるのである。信仰が存在する 
場合には、人間は、全くのその制約と無力の中にありながらも、また全くの破滅と愚かさの中に 
ありながら も、 この 神の榮光 ( doxa , cfQ - loria ) の光を輝かしめる自 FJ 1 を持つのである。あらゆる 
卑賤の中においても、堂々とした自由を持つのである。それ以上のことは、われわれに要求され 
てはいない。しかし、まさにそのことは、われわれに要求されているのである。このように、神 
の御言葉に對するわれわれの信賴と、ィエス•キリストの眞理に對するわれわれの認識と を、 公 
共的に辯明することが、キリスト敎的意味において、吿白と呼ばれているものの一般概念である。 

問題は、敎會の言葉における、しかしまたこの世的な態度決定における、殊にそれに相應し 
い行爲と行狀における、公共的な辯明に關する。公共的辯明という概念を、このように三通り 
に規定する際に(もし私の理解が正しければ)、事は、それ自身キリスト敎信仰の一つの必然的 
根本形式であるキリスト敎信仰吿白というものの、三つのこれ亦互に分離され得ない•互に對 
立し得ない•むしろ必然的に共に考えられなければならない形姿に、關するのである。從つて 
次の敍述は綜合的に理解されなければならない。 

㈠ .信仰においてわれわれは、われわれの信賴とわれわれの認識を、 敎會の言葉において、 
公共的に辯明する自由を持つ。-これはどのような意味であろうか。神の敎團は、いかなる 
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時代においても、それ自身の言葉を持つていた。また今も持つているので ある。この 點で、如 
何なる變更もあり得ない。それは敎團が、歴史の中にあつて、敎團獨自の歷史を持つているか 
らである。齡團 k 自の道を持つているからである。敎圑が吿白する場合には、このような敎圑 
獨自の歷史に關して語るのである。敎團は、昔からその 言葉を 形成して來たところの•また將 
來も絕えず形成するところの•全く獨自の•具體的な歷史的聯關の中に在るので ある。 從つて、 
われわれがキリスト者として語らざるを得ない信仰の言葉•公共的辯明の言葉は、同時に端的 
に、聖書の言葉、へブル語聖書とギリシャ語聖書及びその飜譯の言葉であるより他はないであろ 
う。また、キリスト敎的傳統の言葉、即ち、キリスト敎敎會が幾世紀の流れの間にそれによつ 
てその認識を得、その認識を 辯 護•解明して來たところの思想•概念•理念という形における 
言葉であるより他はないであろう。特に敎會的な言葉というものがあるのである。それが事の 
當然である。これを良く知られた名で呼べは、「カナ I ンの言葉」というものが、あるのである。. 
そしてキリスト者が自分の信仰を吿白する場合 —— われわれの中に點され た 光を輝かさねばな 
らぬ場合、何人も、このような自分の言葉によつて語ることを、避けることは出来ない。また 
避けることは許されない。それは次の樣な事實が、嚴として存するからである。即ち、キリス 
卜敎信仰の事柄が I 神とその御一 W 葉に對するわれわれの信賴が、正しく、即ちその固有性に 
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おいて語られねばならぬ場合には(そして、そのように JH しく語られることは、この事柄が明 
瞭になる爲に、常に必要缺くベからざることであるが)、このヵナーンの言葉が、，少しの恐れ 
もなく發せられることが、不可避なのである。なぜなら、確かな光と道しるべと慰め深き»め 
とは、ただこのような言葉においてのみ、直接的に語られ得るか、 P , である。自分は餘り敏感な 
のだ、などと言う人。自分の魂を餘り纖細に取り扱つているのだ、などと言う人。.「私は信仰 
している。しかし私の信仰は、餘り深くて內面的で、聖書の言葉を口にすることが、どうして 
4出來ないのだ。神樣の御名を語るさえ、容易ならぬことと思われる。ましてキリストの御名 
を語つたり、ィ H ス•キリストの血とか、聖靈とかいう名を語るさえ、困難なのだ」などと言 
う人。そういう人があれば、私はそれに對しては、次のように言うだろう。「君は大いに內面 
的な人なのかも知れない。しかし御注意願いたいが、君は自分の信仰を公に辯明すべきものと 
して、評價されているのだ。一體君の所謂畏怖というのは、君が何の拘束も受けない自分の私 
的領域から、步み出てるような畏怖ではない•のか。君自身に聞いて見給え」と。—キリス 
卜敎敎會が自分の言葉で敢て吿白しようとしない場合には、一般に吿白ということを、少しも 
爲ないのが常であるということ。それは確かなことである。その場合には、敎會は、靜寂な人 
人の交りということになる。そうなつたならばわれわれは、その敎會が啞の犬の敎團ぽならぬ 
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ようにと、大いに願わざるを得ないようなことになる。信仰せられる場合には、<聖書が語つ 
て來たように、また敎會が古今を通じて語つ て來 たように、また語らざるを得ないように、や 
はり喜びと安らかさをもつて語られているかどうか—— 丁度 同じような喜びと安らかさをもつ 
て語られて いるか どうか >という、切迫した問が發せ られ るのである。自由と喜びの中にある 
信仰が 存在す る場合には、神の讃美も 亦、 この言葉において、眞實に奏でられ、歌われる。 

㈡ しかし、 これが證の全體ではあり得ない。 吿白 という概念には、これ 以上の 事柄が屬す 
るのである。. 吿白という ものが、ただ「敎會の領域」においてだけ 知られ 得るような、またそ 
こで だけ知られねばならぬような、信仰の 事柄だな どと 考えぬように、われわれは用心したいと 
思う。また吿白における問題が 高々 この敎會の 領域を示したり、或いは これを多少世の中に 擴 
張したりすることだなどと、考えぬように 用心し よう。敎會の領域は、丁度敎會が旣に 外形的 
に、どこかの 村や町の 中に、學校や映晝館や停車場と並んで建つているのと同じように、 世の 
中に在るのである。敎會の言葉が自己目的であることを願うのは、不可能なことである。 敎會 
は 世の ために 存在し なければならないの だということ、 光は暗黑に照るのだということが、 明 
かにされなければ ならない。 キリス トが 來り 給うた のは 仕えられる爲ではなかつたように、 キ 
リスト者にとつても、自分が自分自身の爲に存在しているかの ように、その信仰の中に居ると 
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いうことは、相應しいことではない。ということは、しかし次のようなことを意味する。即ち、 
信仰というものは、このように信賴と認識を公共化する過程において、必然的に I 定のこの 世 
的な 態度決定を生むのである。吿白が眞劍で明白な場合には、その吿白は原則的には、街上の 
男女甲氏乙氏、_どのような人の言葉にも、飜譯されなければならない。即ち、聖書を讀み惯れ 
ず•讃美歌を歌い慣れず•全然異つた用語を持ち.全く異つた關心領域を持つた人々の言葉に、 
麵譯されなければならない。これが、キリストがその弟子たちを遣し給うた世であり、われわ 
れ皆も生きている世である。われわれの中誰一人として、單にキリスト者である者はない。わ 
れわれは皆同時に、自らこの世の一片なのである。從つて問題はまた必然的に、この世的な態 
度決定に關係する。われわれの辯明をこの領域へと飜譯することに、關係する。なぜかと言えば、 
信仰の吿白は、われわれ全ての者が生きている生活•に適用されることによつて、實現されるこ 
とを欲するからである。日常生活の理論的•實際的諸問題に包まれたわれわれの現實的存在の 
諸課題に、適用されることによつて、®現されることを欲するからである。われわれの信仰が 
リアルなものである場合には、その信仰の吿白は、われわれの生活の中•に喰い込まなければなら 
ない。使徒信條はその敎會的原形においては、<キリスト者は信條を良心や心情に關する事柄 
と見なしているが、しかしこの地上とこの世においては、別の眞理が妥當するのだ V というよ 
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うな誤摔工、いつもさらされるであろう。この世は、このような誤解の中に生きている。この 
世は全キリスト敎を、尊敬すべき•冒すべからざる•「宗教的領域」に®する.一つの好まし 
い「魔術」だと考える。それでお仕舞である。しかしこのような誤解は、內部からも起つて來 
るかも知れない。キリスト者がこの宗敎的領域を、自分のために得たく熱心に願い、しかも 
「きつりふ^!の花を®戒するように、信仰を S 戒するということも、あるかも知れない。敎會 
とこの世の關係は、久しく一種の國境決定の問題として、理解されて來た。その場合、時にこ 
の國境で小!!^の起ることもあつたが、皆それぞれの國境の背後に身を守つていたのである。 
しかし敎會の方から眺めると、そのような國境決定では、その問題は解決し盡くされないので 
ある。キリスト敎敎會の本質からすれば、むしろただ一つのことが、あるだけである。即ち、 
吿白がこの世の領域の中にも知られるということである。しかもそれは「ヵナーンの言葉」に 
よつて繰返されてではなく、あの「外側で」語られる全然非陶醉的な•全然非建德的な言葉に 
よつて繰返されてである。問題は iik に關する。例えば新聞の言葉への S 譯に關する。必要な 
のは、敎會の言葉の形式で語るのと同じことを、この世において、世俗的に語るということで 
ある。キリスト者は「非建德的」にも語らねばならぬということを、恐れてはならないであろ 
う。そ1が出來ぬ人は、自分が敎會においても、眞に建德的に語ることを心得ているかどうか、 
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注意すべきである。われわれは、敎會の領域の外側では支那語のような作用しか及ぼさない講 
壇や聖餐壇の言葉を識つている。' われわれは立停つたままで、この世的な態度決定へと前進し 
ようとしないことを、警戒しよう。一例を擧げれば、千九百三十三年にドィッでは、(神を讃 
美し感謝せよ)極めて眞劍で•深刻で•活々としたキリスト敎と吿0とが行われていた。ムか 
し遺憾なことには、このドィッの敎會の信仰と吿白は、敎會の言葉の中に立停まつていて、こ 
の敎會の言葉によつて、卓拔に語られたことを、當時求められていた政治的態度決定に飜譯し 
なかつたのである。この當時求められていた政治的態度決定においては、福音主義敎會は國家 
社會主義に對して否と言うべきであることが——しかも、根本的に否と言うべきであることが、 
明かとなつていたのであるが—〇キリスト敎界の吿白は、當時、0か形態においては聞かれな 
かつた。當時もし福音主義敎會が、この世的な政治的態度決定の形において、その敎會的 認識 
を語つたならばどういうことが起つたか、考えてみられるが良い。〔しかし〕福音主義敎會に 
とつて、それは不可能であつた。そしてその結果は明々 白々 である。更に第二の例を擧げれば、 
今日 も 亦、眞劍な活々としたキリスト敎は存在して いる. 。事の移り行きによつ て、 多くの人々 
の中に、神の御言葉に對する飢渴が呼び起され、敎會の大いなる時が開始されたということを、 
私は確信している。®が願うことは、單に敎會の領域が建てられ固定されて、キリスト者が 自 
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分たちだけで集るというようなことが、またもや再びないようにということである。勿論、神 
學は大いに眞劍に爲されなければならない。しかしその際、われわれの眼に明かであつてほし 
い'ことは1十二牢前よりも更に明かであつてほしいことは、敎會で起らねば ならぬことが、 
必然的にこの世的な態度決定の形にまで出でゆくということである。われわれの出發點をなし 
ている樣々の出來事についての罪®の問題に、今日沈默して居ようなどと考える福音主義敎# 
が、 もし あるとするならば——將來のために眞馊に答えられねばならぬこの問題を、聞き流そ 
うなどと考える敎會が、もしあるとするならば、そのような敎會は、先天的に不毛の宣 ff を受 
けているのである。<自分には、こ.の困窮の中にある國民に對して、一つの課題が與えられて 
いる。しかもその課題は、單に キリスト 敎的な敎訓を直接的な形で與えるという課題に止まら 
ないのであつて、この キリス ト敎的敎訓を、日常問題の中にまで喰い込んでゆく言葉において 
具現するという課题が、自分には與えられているのだ>——このことを明かに知らぬような敎 
#。この言葉を發見したいという心勞に、充されていないような敎會。そのような敎會は、先 
天的に墓場の片隅に赴くであろう。私は一人一人の キリスト 者が、その信仰によつて、次の事 
贲を明かに知つてくれることを願う。即ち、その人の信仰が住み心地のよい蝸牛の殼であつて、 
しかもその信仰が、自分の同胞の生活を顧處せぬ信仰である限りは——從つてそのキリスト-^ 
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が二元論の中に生きている限りは、彼は未だ眞に信仰していないのである。このような蝸牛の 
殼は、何等好ましい宿り家ではない。それは住み良い場所ではない。人間は一つの全體であつ 
て、ただそのような全體としてだけ、存在することが出來るのである。 

終りに、この1卜詞の最後の部分には、「それに相應しい行爲と行狀において」と記されて 
いる。私は これを 故意に第三のものとして、第二のものから更に區別した。人が大いに力強い 
言葉で語り、また吿白しても、愛を持たないならば何になろう。吿白とは生の吿白である。信 
仰する人は「自腹を切る 」 (payer de sa personne ) ように召されているのである。これが、 
そこに一切のものが掛けらるべき釘である。 

①學名 Impatiens noli tangere • 俗名 RUhr-mich-nicht-an ( 私にさわるな〕という。の熟した頃に 

は、手を輕く觸れても、その赏を飛ばす性質を持つている。 
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五高きに在す神 

神は聖書に依れば' ィエス•キリストにおいて決意され成就された•その自由なる 
愛の御業において、ここに存し•活き•行動し•われわれに御自身を知らしめ給う方 
て ある。 即ち、あの獨 I なる神てある。 

われわれがこの講義の根底としている使徒信條は、「我は神を信ず i という言萊にょつて、 
始まつている。これらの言葉にょつてわれわれは、.あの偉大な一語を語つたのである。即ち、 
その發展がこの 使徒 信條であるあの言葉を語つた ので ある。神は、われわれがこれまで數回の 
講義で語つて来た信仰というものの對象である。神 —— それは總括的に 眺め また語るならば、 
キリスト敎 Mi デの宣敎の内容である。ところが 今 われわれは、この神という一語が、神槪念. 
神理念が、あらゆる宗敎史やあらゆる哲學史にとつて、何等かの爲方で知られている一つの現 ts 
であるらしいという事 K に、直面する。そこでわれわれは、先に進んで行く前に、しばらく立 
停つて <キリスト 敎信仰が語る® 味での この「神」という言葉は、あらゆる 時代 •あらゆる 段 
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族において、 宗敎史•哲學史で、神と名付けられた ものに對して、 どのような 關係があるのだ 
ろうか V と、 自問せ ざるを 得ない。われわれは、 キリスト敎 信仰の外部に おいて' どういうも 
のが「神」と 呼び ta わされて いるかという ことを、はつき りと知つて おこう。 人が 神について 
語る場合には I 神性とか神的本質とかについて、 或いは端的に神について語る場合 ( C は' 彼 
は それによつて、愈 H 遍的に在つて•動いている愤憬の對象を、指して言うのである。ある統丁 
ある极底•自分の#在のある意義•世界の意義等に對する、人間的鄕愁•人間的希^の對象を、 
指して言うのである。それによつて 人は (それがそれとは 別の いろいろなリアリティ ー と、ど 
の•ような關係を持つている かは兎も角も)、 最高の 本 w として——一切の‘ 存在者を 規定し •支配 
する本質として、理解され得る或る本質の贲存と本性を、指して言うのである。そしてわれ わ 
れが人間的馈慠の歷史を眺め、このような本貧に對する人間的主張の歷史を眺める時、われわれ 
が受ける ft 初のまた& 强の印 衆は、< あらゆる方面に向つて働き•贲に多種多様な道を進んで 
ゆく人間の發明術>という印象であるが、 しかし それと 同時に <この神という槪念 •理念に 對 
する人間の恣意、人間の 勝 乎氣儘な 遣り方 > という 印象でも ある。 そして そこから して、 人間 
に與えられていると見える様々の成果が無限の差違を示すという光景が 生れ、 非常な不確贲さ 
と 非常な矛盾植济の光 it が生れる ので ある。 一 -われわれが、キリスト敎信仰 S 意味において 
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祌について語る場合には、そこで神と呼ばれるものが、宗敎的思想が一般に神について懷くの 
を常とする槪念や理念の延長•盛富化として、理解さるべきではないということを、はつきり 
と知らなくてはならない。キリスト敎信仰の•意味における神は、神々の系列の中には在さない 〇- 
神は、人間的敬虛と宗敎的發明術の®神殿の中には在さない。從つて、人間性の中に何か牌 M 
的な素質のようなもの—神的なものについての普遍的な觀念があつて、この觀念がやがて 一 
定の 地點において、われわれキリスト者が神と呼び•神として信じ•吿&するものをも、包揣 
して、 その 結果キリスト敎信仰が他のもろもろの信仰の一つとなり、呰遍的法則の內部における 
一つの場合となる —— そういう次第ではないのである。或る敎伶敎父が嘗て「神はゲ類の中に 
は在さぬ J e eus non est in genere )、 即ち、神は一つの種類の中における特例ではない、と 
曾つたのは、正しかつたのである。 —— われわれキリスト者が「神」について語る場合、われわ 
れはこの 言葉が 先天的に、极本的な別のものであり、あの人 [ W 的探求•想像•妄想•虛構•思 
辨の世界全體からの、根本的な解放であるということを、はつきりと知り得る し、また 知らねば 
ならぬ。神的なものに對する人 ra の探求と思慕の長い道程において、使徒信條という形で、遂に 
一定の宿驛に到漭した、というような次第ではないのである。使徒信條の神は、あ， らゆる 神々 
とは異つて、見出され•發明された神ではない。窮極において人間によつて#見された神では 
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ない。何かの K 現というょうなものでもない。人間が元々探そうとし•見出そうとしていたも 

のの、 ® 終•攀 ；： t •最上の贸現 というょう なもので もない。否、 めれわれキリス ト者は、 通常 

「神」と呼び trt わされて いる 全てのものに全然 代つて現れ•從 つて それら 全てのものを 排除し 

除外し •ただ 獨り眞理たることを要求し給う 方について、語る のである。このことが理解され 

ないならば、キリスト敎敎會が「我は神を信ず」と吿白する場合、問題が何であるか、未•た理 

解されてはいないのである。問題は、人間が自分からは全然求めたこともな く •まして發見し 

たことなどない現® との、人間の 出會いに關するのである。パゥロはこのことにつ いて 「神の 

おのれを愛する者のために備え給いしことは、眼いまだ見ず、踔いまだ ra かず、人の心い まだ 
① 

思わ ざり し 所な り」と 語つた。 そしてこのことにつ いては、他に語り様がない。使徒信條の愆 

味における神は、通常 神的と呼ばれて いるものとは全然異つた爲方で 存在し： K 在し給う。從 

つて、神の 本性 •神の 本質は、 すべての所謂 神々 の本性•本質とは、異つている。 われわれは、 

使徒 信條の意味における神について語らねば ならぬ ことを、 R 2 きに在す神」 という 言葉に總 括、 

する。私がこの觀念を どこから借りて來たか 、諸君は 皆 御存知であろう。 それは「いと 髙き處 

には榮光 、神に あれ」 という、ルヵ 傅二^ 十四 節の言葉に記されて いる。それ故われわれは 

© 

「商きに 在す 神に のみ、 み榮えあれや」と歌うのである。この「商きに 在す」 (in excelsis) と 
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いう 言衆の 說明を、私は今試みたいと思う。 

これまで述べたところに よれば、この 「商き に 在す」 という 言葉は、 端的に〈彼はわれわれ 
を超え 給う 方である。われわれの最高最深の感情•努力 -:, g 觀を 超え、またどのように崇高な 
ものであろう と人間精神の所產を超え給う方で ある V ということを意味す る。 高き に 在す神 
, — その意味は 第一に (これまで述べた ことを回顧して言えば)、絕對 にわれわれの中に极摅 
を持たぬ方、人間的素質や可能性の單な る對應 では 絕對 にない方、 あらゆる 意味において絕對 
に御商身の中に «摅を持ち •そのような在り方に おいて リアルで在す方、ということである。 
また、われわれ人間に對して、われわれの探求 や發 見、感情や思想に基いてではなく、常にた 
だ御自身に よつての み啓示されて居給う方、啓示され給う方、ということである。 まさに この 
ような商き に 在す神が、そのような神として、人間に身を向け、人間に御自身を與え、人間に 
御自身を 知らし め給うた のである。 高きに 在す神とは、われわれの ことを 何等與り知り給わぬ. 
われわれと關り給わぬ •われわれに とつて永遠に疏遠な絕對 他者のことでは ない。むしろ 使徒 
信條の 意味における高き に 在す神とは、高きよりわれわれの許に降り•われわれの許に來り. 
われわれのものと成り給うた方のことである。商きに在す神 —— それは、御自身を iff の神とし 
て示し•從つてまた絕對にわれわれの手中には在さぬ方として示し給うた神であり、しかもそ 
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れにも拘らず、またそれ故にこそ、われわれのことを傲り給う神である。神は他の神々とは違 
つて、また他のすべてのものとは異つて、ただ獨り神と呼ばれるに M し給う方であり、しかも 
われわれと結合し給うた方である。われわれが使徒信條によつて「われは神を信ず Jachgla . 
ube an Gott Oder Ich glaube in Gott ) と言う場合、われわれが關るのは、このような神で 
ある。 

以上によつて一先ず特徴づけておいたものを、多少の具體的な言い槪しによつて、更に詳し 
く述べたいと思う。「神は 聖書に依れば、ここに在し •生き.行動し•われわれに御自身を知ら 
しめ給う方である」と、私は言つた。私が何か無限•最商の本質について、槪念的に構成した 
觀念を、諸君に示そうと試みる場合とは、根本的に異つたことが、この定義によつて起るのであ 
る。そのような觀念を示そうと試みる場合ならば、私は思辨することになるであろう。しかし 
私は、諸封を思辨するようにと誘いはしない。むしろ私は「それは根本的に誤つた道であつて、 
そのような道は決して神に至り得ず、ただ間違つた盘味において神と呼ばれる一つの現！？に至 
り得るにすぎない」と言う。神とは、神について語る舊新約染©の中に在す方である。そして 
神についての キリスト 敎的定義は、堺純に<神についてはここに語られている。だから、神に 
ついて ここに 語られていることを、 M こう V という斷定である。この®新約架 W において見ら 
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れ . ra かれる方が、神なのである。全扔新約塑巧においては、神を證明しようなどという、い 
ささかの試みもなされていないということを、充分に注意していただきたい。そのような試み 
はいつも、ただ聖替的神觀の外部においてのみ、なされて來た。そして神について語る場合、 
誰を相手にしているかということを忘れてしまつた時にだけ、いつもなされて來た。例えば、 
様々の不完全な本質に並んで完全な本質を證明したり、或いは、この世の現 K # 在からその窮 
極最高の原因である神を證明したり、或いは、この世の外面的な秩序から秩序を與える力を證 
明しようと試みたり、或いは、人問の良心の事®から道徳的な神證明を行つたりする場合、そ 
れらは旣にどのような試みであつたことであろう。これらの祌「證明」に、私は立入ろうとは 
思わない。私には、これらの證明の®稽さと脆弱さが、諸君に速かに了解されるかどうか、わ 
からない。これらの證明は、所謂神々に對しては有效であろう。そしてもし私の任務が、諸君に 
これらの所 raii : 高の本質を敎えることであれば、私はあの有名な五つの神證明を論ずることで 
あろう。〔しかし〕架®においては、そのような論議はなされていない。聖迸においては、端的 
に何等證明を®せぬ方としての神について、語られている。<ここにわれは居る。そしてここ 
にわれが居り•活き•行動することによつて、尙もわれを證明するなどということは、無用の 
ことになる V という風に、常に自己證明をなし給う神について、聖讲には語られている。この 


63 


高きに在す神 


ような 神の自己證明に雜いて、 B 5 言者と使徒は語るのである。 キリスト 敎敎#においては、これ 
以外の爲方で、祌について語る•ことは出來ない。神はわれわれの證明を、絕對に必：要とし給わ 
ない。 M 御において神と呼ばれ給う方は、探り傅ぬ方である。即ち、神は何人によつても發見 
され給うたのではない。他の一切の mK よりもわれわれにとつて親しく•リ7ルであり•われ 
われがわれわれ自身に近いよりも更にわれわれに近い•親近な存在として、神について述べら 
れ•神について語られているのは、この本®を探り知ることに成功した•特別に敬虔な人々が 
存在した爲ではない。否、それは、われわれに隱されて居給うた方が、身を現し給うた ことに 
基いてである。 

そしてこのことと關聯して、次のような事 W がある。即ち、神は說明することが出來ず•探 
ることが出來ぬ方という丈ではなく、神は同時に把捉し得ぬ方である。聖«においては、神を 
定義しようというような試みは、何等なされていない。即ち、神をわれわれの槪念によつて把 
•えようというような試みは、なされていない。聖帮においては神の御名は、哲學者がそうする 
ように、何か無時間的な•この世を超えた•疎遠で•最高の本質の名として、呼ばれるのでは 
なく、むしろ活きて•行動し • 働き•自らを知らしめ給う一つの主體の名として、呼ばれてい 
る。聖#は神について物語り、神の行爲とこの地上の人間的領域において生起する高き ( C 在す 
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神の歷史とを、報じている〇聖 W はこの活動と行動の—^即ちこの歷史の1 ® 味と效力を俜 
え、 h かかにょつて神の存在を證明し、神の本 K と神の本性を示している。 ife 1 #! と使 
徒信條の意味における神.の認識とは、祌の業にお•けるその存在.その生活•その行動•その啓 
示の認諏である。從つて、聖裨は何等哲眾进ではない。それは歷史讲である。即ちそれは、神 
がわれわれにとつて認識し得る念と f 給う神の大い营行爲 S 物である。 

は一つの御業を敍述しているが、しかもそれは第•一には、劍造の御業としてである"神 
は御自身の傍に、一つの別のものを——御自身とは異つた一つのものを、 { at 給う。即ち、被 
造物を置き給うのである。しかしそれは、神が被造物を必要とし給うからではない。それはそ 
の全能の御力においてであり、その聖なる溢るる愛においてである。—第二に、一つの契約 
が、神とその被造物の一つとの間に結ばれた。即ち、神と人問との ra に結ばれたのである。な 
ぜ他なら S と A > i と Q 間に契約が結ばれ£か-—神 S して鐘なく立向い.罪人で— 
と最初から言われている人間との間に、なぜ契約が結ばれたのか I ここにもまた、 一つの不 
可解な事^がある。この罪にも拘らず、この罪を主權を持つ者として見過ごし、この罪の似い 
を 身に負い給うことにょつて、神の自己犧粗が起るのである。神は近 1 K 地方の小さなあなどら 
れた民族 —ィスラ ヱルの神となるために、御自身を與え給う。自らこの rv : の一つの K とんり 
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一人の幼兒となり、やがて死ぬために御自身を與ぇ給うのである。-更に第三には (nr 

し全體が一つの御業であるが)、救 JK の御業である。人間とこの iilr に對する神の自由な愛の計 
蕺の顯現であり、この意圖を妨げょうとする全てのものの絕滅であり、新天新地の啓示と出現 
である。これら一切が一つの道である。イジ•わ：；ハ151の徴しの下における道である〇 
その人において神御自身が地上に現れ、働き給う人間イエス•キリスト。イスラエルの民の® 

史の目標であると同時に、敎會の發端.出發點であり、また同時に救 K の啓示であり、一切の 
完成の啓示でもある人間イ H ス•キリスト。その人間イ H ス•キリストの御名の微しの下にお 
ける道である。この一つの人格において、神の全ての御業篇動している。聖書の意味におい 66 , 
て神を語る人は、いつも必然的に、イ H ス•キリストを語らざるを得ないであろう。 

この創造と契約と救膪の御業こそ、神がここに在し•活き.行動し•御自身を知らしめ給う 
現®である。われわれが神の本質と現^を知ろうと願うならば、この御業を無視することは 
許されない。ここでこそ —— この御業においてこそ、神は、御自身を示すところの人格 I 從 
つてこ，の御業の主體たる人格である。それは、神のかかである。この御業の示す 
神の現實と本性と本質を、われわれは自由と愛という二つの概念にょつて、敢て表すことが出來 
る。しかしその際われわれは、またまた具體的なものから抽象的なものへ、歷史から理念の領 
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域へと脫落しないように用、レしなくてはならない。「神は自由である」とか、「神は愛である」 

© 

とか、私は言わないであろう。尤も、この後の方の表現は、聖書の表現ではあるけれども、わ 
れわれは、愛とは何であり、自由とは何であるかを、知らない。ただ神が愛なのであり、神が 
自由なのである。愛とは何であり、自由とは何であるかということを、われわれはこの神から 
學ばねばならないのである。この主語の客語として、「神は自由なる愛の神である」と言い得 
るのである。創造と契約と救膪の御業においてこそ、神はこのような神たることを、示し給う。 
ho ’/ o そ、われわれは愛とは何かということを知るのである。即ち<愛とは獨一なる神が御 
自身のために、他のものを求め、その結果、獨一なる神が最早ただ獨りでは在さず、徹底的に 
他のものと共に在すということだ V ということを、知るのである。これが愛である。これが神 
の44なる愛である。神は孤獨ではない。この世なくしても、孤獨ではない。神は他のものを 
必要とはし給わない。しかも神は愛し給うのである。このような愛は、その自由の尊嚴さなく 
しては、理解し得ぬことである。父なる神が自ら神である御子を愛し給うということ—これ 
が神の愛である。神の御業において示されることは、そこでは一切が自由であり一切が愛であ 
る神の內的本質の、このような秘義の顯現である。 

今や 恐らく 「高きに在す神」 という 表題は、理解されるであろう。ィエス•キリストにおけ 
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るその御業によつて、神が父•子•架 M の神で在すという事 CT においてこそ、神は商きに在す 
のである。深みに降るというへとが、その本性であり本 ff である神。深みに降るというととに 
おいて、その現存が示される神。その被造物のために、その被造物の现 #の全き深みにま 
で自己拋桀し給う憫みの神。それが商きに在す神なのである。神がそのように降り給うたにも 
拘らず、というのではない。それと著しい逆理的な對照をなして、というのでもない。むしろ、 
そのことこそ神の高みというものである。このような神の自由なる愛、それこそ神の锌费な本 
質なのである。これとは別の高みを窺おうとする者があれば、その人は神における絕對他漭を 
未だ理解しなかつたのであ'その人は神を無限の中に求める異敎徒の途の上に、依然として居 
るのである。しかし神は、われわれがわれわれの神々を思い描くのとは、全く別様であり給う。 
神は、アブラハムを召し•あの惡しき民を沙漠の中を通つて翦き•この民の幾世紀にもわたる 
不信 ff や幾世紀にもわたる不從順によつて惑わされず•ベッレヘムの馬小舍の中に幼兒として 
生れ•ゴルゴタにおいて死に給う方である。この神が、榮光に充ち、聖く在す。諸君は、キリ 
スト 敎信仰において一神論とはどのようなものか、知つていられるであろうか。それは決して、 
一という數に對する愚かな喜びなどではない。一という數が問題なのではなくて、人間が發見 
するあらゆる滑稍な神々とは異るその絕對的なる獨一性とすべての他のものに對立する異 W 性 
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との中にある、 この主體が 問題なのである。われわれが一庞この事©を知つた上は、われわれ 

は笑うより他はない。そして聖®を W いて、このような姿たちに對する 一つの 哄笑が 磐き わた 

つてい るので ある。眞の神が 一度 見られた上は、神々は胳坎 の 中に顚落する。そして、神が獨 

一なる方として殘るのである。「われは汝の神 H ホバ ……汝われの外、何物をも神と すべから 
©- 

ず。」この「すべからず」は「汝爲し得ず」という力を持つている。神と並んで自分自身を尉と 
呼ぶ人は、人間の途方もない愤锻の蔭となるにすぎないであろう。そしてそのような 愤憬は 、 
惡しき結果を生むのである。 K にその場合には、「汝自 の BK のために、何の偶像をも彫むベから 
ず。……何のぎ 11をも作るべからず。之を拜むベからず。これに事うべからず」という第二誡 
も、明瞭になるであろう。これも亦、ィスラヱル的思考方法の一特徴でもなければ、不可見性 
についての哲學的觀念がその背後にひそんでいるわけでもない。ただ神は、その自己表現のた 
めに、旣に 自ら一切のことを爲し給うたのである。神がその像を自ら示し給うた以上、どうし 
て人間が この 神の像を S さねばならぬというようなことがあろうか。キリスト敎藝術のこれら 
全てのは、#意をもつ，て爲された事柄ではあるが、神御自身が旣に自己描寫し給う 
たのであるから、それは善意あつてしかも無力な事柄である。このような「高きに在す神」の 
事贲を理解した人にとつては、思想によるあらゆる描寫慾も、他のあらゆる描寫も、恐らく不 
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可能であろぅ。 

①コリント前？ T 九。 

© 譜类歌の一節。 

© ヨハネ 笫一 - ef 四•八。 

© 出 H *; ブト記二〇•二、三〇屮命02五•六、七0 
® 出 H ジブト UB 11 〇•四、五。中命砣五•八、九。 
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六父なる神 

一人なる神は、本性よリ、また永遠にわたつて、父て在し、御子の根源て在し、御 
子と I つとなつて聖鎏の根源て在す。このようなその存在の樣態の力によつて、神は、 
恩寵からして、全ての人間の父て在す。時間の中において•御子において•御靈によ 
つて•神の子等たるべく召し給うた人間の父て在す。 

一人なる神、商きに在す神、獨一なる神は、父で在す。われわれがこ.の言葉を語り、使徒信 
條の第一項によつて父と言う時、われわれは直ちに、神は御子であるという第二項、 また 神は 
避戤であるという第三項に、眼を注がざるを得ない。神は使徒信條の三つの項目が語る一人の神 
である。それは三つの神々ということではない。御自身において分裂され•分離された神、と 
いう ことでは ない。三位一體は、三つの神々について語るのではない。 まさに この三位一體は、 
今一度 —— そして始めて本當に、一人にして獨一なる神について、語るのである。 (キリスト 
敎敎#はいつもこのように理解して來たし、聖#においても敎會は、これとは別の事態5:見出 
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さなかつた。)これは決して理論的な問題ではない。むしろこれら三つの信仰箇條の内容が、 
互に分離され得ないということ —— 造り主なる神と、ィヱス•キリストにおいてのその行爲に 
おける神と、聖磁としてのその活動における神とについて、これら三項目に言われていること 
において、問題はそれぞれに「長」を持つた三つの神的部門に關することではないということ 
—— そのことに一切は依存しているのである。事は一人の神の一つ御業なのであるが、ただそ 
れが、自身の内部において運動している一つ御業なのである"それは、われわれキリスト者が 
信ずることを許されている神は、死せる神ではなく、孤獨なる祌ではないからである。むしろ、 
神が獨一なる神であることによつて、神は御自身において —— 高きに在すその神的®做におい 
て、一人なる方でありながら、しかも坶獨ではない。從つて、神がわれわれに出會い給うその 
御業 —— われわれがそれによつて神を知ることを許されるその御業は、それ自身の內部におい 
て、 M 動せる•活ける御業である。また神は、御自身において•また本性から•また永遠にわ 
たつて•更にわれわれのために時間の中において、存在の三様態における一者なのである。古 
代敎#の表現によれば、「神は一一一位格において在す。」この位格という概念に對する古代敎僉の 
理解によるならば、この槪念は疑問の餘地ないものである。なぜなら位格という言葉は、ラテ 
\涪泛7 f リンャー:1?0有去^'±、弘^<<7「び甶0滎1|0;72.笔7ヒヵ2.2.という1|1111^で示した 
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ものを、 正確に 意味して いたからである。しかし'われわれが今日 位 格について語る場合、われ 
われ 人間が人格で あると いうよう な事 K の 表象が、 知らず識らずに、また殆んど不可抗的に 生 
じて來 るので ある。 そして このような表象こそ、父•子 •聖钣の 神の存在を示すのに、この 上 
もな く不逾 當な ものな ので ある。 ヵルヴィンは嘗て嘲つて、「われわれは散家たちが街描くよう 
に、三一の神を三人の小人 —— 『侏儒』だな どと 考えてはならない」と言つ た。 そのようなもの 
が 三位 一骶ではない。 キリス ト 敎敎會が 三位 一®: の祌について語る場合には、その意味すると 
ころは< 神は m に 一つの 様態において在す•たけではなくて、神は父でも あり、 子でもあり、蜜 
•班で もあり給う V ということである。 三位の その一つ一つにおいて 同一であり、 三様でありな 
がら就中 三位 一體であり、御自身において •また 高みにおいて•またその 啓示において、父. 
子•察1 f の 神な のである。 

•從つ て 「父」 なる 神が 「われらの 父」 と呼ばれる場合、われわれはそれによつて、或る力を 
持つ た 事 W と 或る 眞® な事 K を I しかも その 本性の S 深の深みに おいて 眞® であり、 永遠に 
わたつ て ] U - K な f ¥ K を —— 神について語るのだとい うこと を、何よりも先ず斷定しておかなけ 
ればならな い。 神は父で#すのである。そしてこれと同じことは、 子についても、 聖 ® につい 
て も妥 常する。 故に神の父 名は 眾に 、われわれ 人間が神に與える 添名ではない。從つて、< 人 
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間は、父性のようなもの•自分の肉の父親に對する關係のようなものを、知つていると弯 える。 
そこで 彼は、 この 關係を 神に移して考える。尤もその際、神の本質が 結局は 全く別のもので あ 
つて、われわれが父性と名付けるものと何の關りもないということは、前提とされている。神 
が父であるということは、神の啓示に關して言われることであり、われわれに關して 言われる 
ことで ある。 しかし神が何であるかということは、•神御自身においては•また本性からは•永 
遠にわたつ ては、われわれには解らない。ただ神はこのようなその秘義の中から、 步み 出で給 
うて、その上で •また そのよう にして •われわれの爲に父で在すの だ V というような 次第では 
ないので ある。 このような 言葉は、 今 ここで 眞に問題とされている 事態を 敍述 するには、 不充 
分なので ある。聖迸が I また聚押と共に敎會の信仰吿白が、神を父と呼ぶ場合、 その怠 味す 
ると ころは、 神が何よりも先に父で在す、ということである。神は御自身に おいて 父で 在し、 本 
性から •また永遠に わたつて、父で在す。そしてその上で、またそれに基いて、その被造物た 
るわれわれのために も、父で在すのである。從つて、先ず最初に人 ra 的な父性があつて、 その上 
で、 所謂神 的な父性があるのではない。むしろまさにその正反對である。即ち、眞 K 本来の父性 
は 神の 御許に あるのであつて、この神の父性から始めて、われわれがわれわれ人間の間において 
父性と して知つている ものが、 鸹き 出されるのである。神的な父性は、すべての自然的な父性の 
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® 

源である。 H べソ进に記されているように、天と地のすべての父性は彼から生ずる。われわれ 

が父なる神を® J 極 的に眺める場合 - われわれが神を父として認識し•その； f 等と稱すること 

を 許される場合、われわれは 眞理 を、しかも第一の itt 理.本來の JK 理を、 考えて いるのである。 

父なる神。 この 言 衆に よつてわれわれは、神の他の存在の 様態の (第一の存在の 様態とは異 
りながら、しかも神の存在の様態であり、 從つて、その 神性において神に等しい第二の存在の 
様態の)源 枭及び极源 としての神の 存在の様 ]1-について、 語る のである。 神は、神が父 —— 即 

ち 御子の 父で在すという爲方に おいて- 御自身を定立し•御自身に よつて今一度 神であると 

いう爲方において、神で在す。〔仍し〕御， H 身によつて定立されて、 であつて、 御 0 身によつて 
例られて、ではない。(御子は创られ給いはしない！)しかし父と御子のこのような關係で 、 
朱だ神の現 &* •神の本性が 諶きる ものではない。このような祌の定 立と 被定立が、神の統一を 
脅す というようなことはない。神の統一を聖钣において flI ? 强固にするのは、父と御子とル ハ 
にである。父なる神と子&る神は、共々に蜜戤の板源である。「父と子とより出ずる御磁。」 
(spirits qui procedit a Patre Filioque .) 生む ものと生まれたものと が、 共々に^链の根® 
であり、 從 つてその兩者の統一の枳源であると いう ことは、束方敎會の袞れな人々の、完全に 
は理解しなかつたことである。欺 S は 「愛の 紲 」 (vinculum caritatis ) と 呼ばれた。神が父と 


75 



子で在すけれども統一があるのではなく、祌が父と子で在す故に統一があるのである。それ故 
に；御自身を定立し給う方として•御自身によつて存在し給う方として•御自身の神性の 
中に在す神として、御自身において種々でありながら、しかも御自身において同一で あり 給う。 
そしてまさにそれ故に、神は御自身において、孤獨ではあり給わない。神はこの世を必要とし 
ぜわ 卜 / X い。神が三一であり給うことによつて、起命のあらゆる宫、行爲と交りのあらゆる豊か 
さは、 神御自身の中にあるのである。神は運動であり、また靜止なのである。そこからして、 

神われわれのための神の存在の一切は(即ち、神が造り主で在すということ、神がィエス•キリ 
るストに おいて御自身をわれわれに與ぇ給うたということ、神が聖靈においてわれわれを御自身 
、又と結び付け給うたということは)、神の||1>由なる恩寵であり、その般かさの充溢であるという 
ことが、明瞭になり得るのである。それは、神がわれわれに對して何かの負0を持ち給うとい 
うのではなく、溢れる憐 P である。神は、神が御自身のためにあるその狀態が、 m に御自身の 
ためにあることを、 a 早欲し給わないのである。神はわれわれのためにも、永遠にわたつてそ 
のあるが如き方であろうと、欲し給うのである。神がその永遠の父としての存在の力において 
(自由なる恩 ffi からして！それが神の職だからというのではなく)、われわれの父•でもあろ 
うと欲し洽うのだという眞理を、われわれは把捤しない。神は、そのあるが如きものであり給う 
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が 故に、その 御 業も、ただその父としての御業であるより他はない ので あ^ \ 祌が、御子との差 
異によつて神とは K 別され る他者の逆り 主と なり 給う ということ 0 神が、 この 他者のために 存在 
せんと 欲し 給うということ。それは、神がわれわれをして御自身に關與せ し； Q 給うという こど 

に他ならない。「これは汝等が . 神の性質に 與る 者とならん爲なり」(ベテ：一後® 一 •四) 0 

われわれが W をわれらの父と呼ぶ 時、 これ 以上のこともこれ以下の こと も、 K うのでは ない。 
われわれは、神が御子に おいて 御自身を呼び給う如くに、神を父と呼ぶ ことを 許されるのであ 
る。人間そのものは神の子ではなく、 神の 被选物である。「选られ しもの」 (fposs) であつて 
「生み出されしもの」 (genitus) ではない。この被造物なる人間は、眼の及ぶ限りは神に對する 
叛逆の中にあり、神無きものであるが、しかも神の子なので ある。 われわれが神の子等である 
ことを 許されるのは、神の自由なる御業であり、 その 卑下と 憐憫である。 われわれは「卜 い妒 
ら ず」祌 Q 子等な G である。神が父で在し、われわれを神の子等と霧う故に、神の子等なの 
である。われわれは御子において. また 歌 班に よつて、神-〇子等なので ある 〇從つて、われわれ 
と 神との [111 における 何か Ttl 接の關係に基いて神の子等なのではない〇否、神が御自身によつて、 

われわれをその本性に - その生命と木質と に、 與らしめ給う ことに站 いて、神の子等なので 

ある。われわれに 對 する神の關係が、神の本質の 中に— 御子を生み給うという事 w の 中に、 
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旣に含まれているという、ことは、神の好意であり、決 K である。われわれが神において、即ち 

御子において、^ S によつて(父と御子を 一つに するあの 「愛の 紲 Jv 3*slumcaritatis によ 

つて) 神の子等と呼ばれ得るのは、神の好 it であり、決葸である。 このような 兜 ^ としての神 

の存在の様態の中に、われわれの召命は含まれている。そして これ 亦、神の永遠の神意である。 

神が 御子に おいてあり給うもの、爲し給うことは、.君に 對 してであり、 君を眼ざして であり、 

.のた めな ので ある。 そして神の本性において 眞贲な ことが、時間の中において 眞 a * となるの 

である。從つて、 神の生命の反復 I われわれが 誘致 出來ず•われわれから鄉い捋 ず •神が被 

迆物の 領域において 從 つて 神性の外側において生起せしめんと欲し給う神の生命の反復 I そ 

れ以上のものでもなければ、それ以下のものでもないのである。 「いと 商き 處には 榮光神にあ 

§。」この 御言葉を われわれは、神をわれらの父と呼ぶ時に、第一のこととして言う。 そして、 

© 

#は御 •!-• を 拔きにした父では在さぬ故に、「地には平和」と m い、 父 も御子 も われわれの爲に在 
す故に「主の 悦び給う 人に」と言うのである。 

①ヱぺソ奮一•一 3、 一 五。 

©ルカ傅二1四。 

® M . ④一： : 
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七全能の神 

神の力は、それが正義の力てあるという事®によつて — i 即ち、ィエス•キリスト 
において赏證せられ.啓示せられた神の愛の力てあリ、 I 切の可能的なものの精髓. 
規定.極限てあリ、從つて I 切の 現 實的なものを超え.一切の現®的なものの中にあ 
る力てあるという事®によつて —— 無力さと異なリ、他の諸力に優越し、「力自體」 

に勝利者として©立す る。 

使徒信條は T 全能の」というこの槪念によつて、神の 一つの 闽冇性を擧示する。 即ち、 先き 

に r 父なる神」 と 呼ばれた方の一つの完全性を擧示するのである。 使徒 信條はた だ 一つ このよ 

うな固有性だけを、知つている。後代になつて、 人々 が神について 1 g 系 的に 語り、神の本質を敍 

① 

述することを試みた場合、 人々 は更に多辯になつた。神の自存 性 (Aseit p: e 、 即ち 神が 自己の 
中に基礎を持ち給う という ことについて語られ、 時 問空間の中における神の 無限性について M 
られ、從つて神の永遠性について語られた。そして他方においては、神の ffi * と義、憐憫と 忍 * 1- 
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について語られたのである。そのような様々の 人 111]的槪念において、祌についてどのような こ 
とが語られるにしても、われわれは、それが•いつも神御自身に* する一つの 指示に過ぎず、. こ 
の種のどのような槪念も神の本 K を眞に把掘し得ないということを、明かに知らなくてはなら 
ない。 神を把捉す る ことは 不可能である。 神の仁慈•神の聖と呼ばれるものが、われわれ 人間 
が仁慈と か 迆 とかについて持つている 何 かの見解によつて、規定されることは あり 得ない。む 
しろそれは、神が あり 給うものから、規定されるのである。彼は 生で 在し、彼は iff 理で在す。 
われわれはただ派生的に、ただ二次的に、その御言槊を敢て口にすることが 出來 るのである。 
使徒 信條には、神の 本 .« についての一切の 可能な 記述の 代りに、 神は 全能であるという このた 
だ 一つの言奥が、記されている。•しかも注意すべきことには、「父」 という 表现と結合して 記 
されて いる。 これら 二つ の 言^ の一方は、他方を解明するのである。 即ち、 父は全能で あり、 
全能は 父である。 

神が 全能であると いう こと. —— それは 第一には、 神が力で あると いうことでもある。 そして 
力とは 有能性で あり、能力で ある •。或る现 K に 關する 可能性で ある。 現 贲が劍 られ •規定せ ら 
れ•保持せられ る場合には、この 现 K の枳底 をなす 可能性が 成立するのである。そこで今や 神に 
ついて < 神は自ら可能性を 持ち 給う。 神は現 . K を戕礎づけ•規定し.# 持す る 有能性を I し 
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かも全能の力を持ち給う。即ち、神は一切を持ち給う V ということが 語られる。神は、 一切の 
現®的なものと一切の可能的なものとの根底をなす規準であり給う。一切のものの可能性と し 
ての 神に莊か ぬような現 K は、存在しない。神を限定し•神の隙碍を意味す るよう な可能性は 
なく、現 K 极拟は ない。神には、その欲し給う すべての ことが可能である。 從 つて神の 力は、 神 
の 自由と名付ける こと も出來るであろう。神は徹頭徹尾、 自 CL 1 で在す。永遠性とか遍在性とか 
無限性と かいう槪念は、この中に含まれているので ある。 神は、空 問と 時間の 中に おいて可能 
な一切のものに對して、 力を 持ち給う。神は時間察間の規準で あり、根據で在す。 神には 何の 
限界もない。 —— しかし以上す ベてのことは、極めて铒學的な郷：キ J を持つて いる。そしてわれ 
われは 以上のようなことでは、 神の固有 性としての 全能が意味する ものに、いささか も 近づく 
ことは 出來ない。力と呼ばれ •全能と呼ばれることを願うものであつて、 神の全能とは 何の關 
り もない多くの ものが、 存するのである。 われわれは、 嵆遍的な槪念を 構成することを、 #戒 
しなげればならないであろう。 

題詞 においては、 三段階に わたつて、 限界が設けられた。即ち、神の力は無力 さとは異る 
という こと。 神の力は他の もろもろの 力を起え る ものであると いうこと。 また、神の力は「力 
自體」 に對 して、壓倒的に對立 する ものであるということ。—— 
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神の 力は、 どのような 無力さとも異る ものである。世の中には、無力さの 力という もの も あ 
る。不可能な ものの 可能性というものもある。全 ？ S 的にそういうものもあれば、部分的にそう 
い乃ものもある。しかし神は、全體的にも部分的に も、 無力さではない。神は眞に 力であり# 
う。神は何事をも爲し得ないというような方ではない。また、神は全てのことは 爲し得ないと 
いうよう な方で もない。神は、その 欲し 給うことは爲し得給うという點で、他のすべての 力と 
異つて居給うのである。 無力さということが問題になる 場合には、 われわれはいずれにしても、 
神とは何の關りもないのである。 神が何 か 離れた ものと して ——非常に距つた ものとして考え 
られている場合には、われわれは 神の ことを 考えて いるので はなく、根本的に渖弱な何かの 存 
在の ことを鸾えているので ある。神は 蔭の ような性質を 持ち 給わない。祌はあらゆる無力さと、 
對立し給うのである。 

神はすべての 他の 諸 力に優越し 給う。これらの他の諸力は、神とは全くちがつた爲方で、わ 
れわれに迫つて來る。それは E に リアルなものであるように思われる。神はこのような この IV : 
的な諸 力と、 同列には在さない。 それらの諸力中の ©: - M の 力でも、 決して あり給わない。神は 
他のすべての 力を 起え給つので ある。 それらの 力に よつて 制限され ること もな く、 制約され る 
こと もなく、 すべての主の主で 在し、 すべての 王の王で 在す。それに よつて、これらす ベての 
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力は(それ自身飽くまで力なのではあるが)、神の力であるあの力の足下に先天的に © かれてい 

るのである。神に對比すれば、これらの力は何等神に拮抗するような力ではないのである。 

そして最後の段階(それは、ここでこそ大抵の誤謬がわれわれを襲つて來るのであるから、 

婭も重大な段階であるが)は、神が 「力 自體.」では在さぬという事 K である。有能性とか、可 

能性とか、中立的存在としての自由とか、絕對的自由とか、抽象的有能性とか、力自體とか、 

いうような、もろもろの力の精髓は、人の心を陶然とさせる思想である。神というものは、あ 

© 

らゆる主權の精 M なのであろうか。取に potentia なのであろうか。®々神はそのように理解 
されて來た。そしてこのような potcntia を、即ち力自 fflf を、神的なもの•最深のもの•最も 
眞杈なもの•最も美しいものと考え、この力自體を存在の秘義として驚歎し•尊敬し•崇拜し 
•讃獒するということは、いかにも尤もなことである。諸君はヒットラ ー が、いつも神につい 
て語る場合に、神を「全能者」と呼んでいたことを、御記憶であろうと思う。しかし「全能^」 
が神なのではない。神とは誰かということは、力の最高の精 M からは理解されないのである。 
そして「金能者」を神と呼ぶ者は、最も怖るべき爲方で、神に觸れずに語るのである。なぜな 
ら「全能者」は、「力自體」が惡であるのと同樣に、惡だからである。「全能者」 —— それは力 
オス であり、惡である。それは惡魔である。人が惡魔というものを最も良く特徴づけ•定義づ 
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けることが 出來 るのは、このように自分 W 身の中に弗 礎を持ち • B * で主權 的な荷能性の觀 念 
を、 老え ようと 試みることによつてである。 このような 力に ついての 人を陶然と させる 思想は、 
神がその劍造において後に され •神が天地を创 り 給うた時に欲し 給わなかつた ヵオスであり、 
混沌 ( tohuwabohu ) なので ある。 それは神とは 反對の 物であり、神に よつて fiy られた この 世 
を絕 えず# す危險で ある。 即ち、 potentia 自體であろうと願い . potentia 自 ffi を n 徹しよう 
と願い•そのようなものとして支配しようと 願う 自由な恣 As の持つ不可能な可能性の®] 入で あ 
り、 攻_な ので ある。 力自體が尊敬され •棘 ffl される場合には！力自船が 權威であろうと欲 
し、 法則を立てようと欲する場合には、われわれは 「一ーヒリズ ムの眾 命」に關わ るので ある。 
力自 r£ は一ー ヒルで ある。そして 力自 ffi が現れて支配しようとする場合には、秩序は生れず、^ 
命が 勃發 する。力自體は惡であり、一切事物の終りで ある。 祌の力•眞の 力は、 このような 力 
自體 と對 立する。それは 力自 rz に 對 して、 一つの優越 的な力でもあるが、それ丈ではなく、 そ 
れは そのよう &• 力自體の對立物で ある。 神は、 このような一ーヒリズムの 革命に對 して、 「否」 

と 言い給う。更に 神は、そのような 力自體に 對して、勝利者と して對 立し給う。 即ち、 神が現 
れ 給う場合には、 太陽が 霧を破る 時に 起るような ことが起る のである。 と' のような 力 自體の 力 
は失墜す るので ある。 その場合には、この槪念 は、その厭わしい 姿に おいて あらわにされる。 
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その場合には、それは、 人.々 が捧げる辟敬を失つてしまう。惡脓たちは、 逃亡せ ざるを 得ない 
のである。神と力自體 は、 互に他を排除する。神は可能なるものの 精 髓で あるが、力自體 は 不 
可能なるものの精髓なのである。 

神の力はどれ程までに、力自®に對立するのであろうか。神の力は諸々の力に對して、 どれ 
程までに優越し、またすベての 無力 さと 異つているのであろうか。 

蜜傅が、神の 力 やその顯現やその勝利について語る場合、それは決して、 正義という 槪念か 
ら 切り離されてはいない。神の 力は 元々、正義の力なのである。それは取に potentia ではな 
く、 potest ^© である。 從 つて、 正當な •正親の 中に 莊礎づけられた力なのである。 

正 i とは 何であろうか。われわれは 先きに述べたことに立歸つ て、 次のように 自ら 言わな け 
ればならな い。即ち、 神の 力は、 それが父なる神の 全能で あると いう點において、正雜の力な 
の•た、と。 また、 神の 力は 正義であることによつて、父なる神の全能なのだ、と。ここで われ 
われは、御子の父としての父なる 神の 生命と記されたもののことを、考えなければならない。 
御自身において 孤獨で‘ はなく•御子の父として永遠に活きて支配し •その 最深の 本質に おいて 
.このような交りの 中に 在し 給う神の生命のことを、 考えなければならない。 從つて、正詨の力 
としての神の全能は、御自身において 愛で あるところの 神の力で ある。この愛に 抗 するもの、 
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孤獨であり.孤獨な自己主張であるよう なもの、そのようなものは それ 自身不正であり、 從つ 
てまた H の 力でもない。それは 神に よつて否定せられている。ところが、神の + t 定し給う も 
の、それは神御自身の中に •即ち 神とその 御子と 痤钣の R . H に •秩序が存するというような As 味 
における秩序である。神の 力は秩序の 力で ある。それは秩序の道において働き、秩序の目標に 
至る •神の愛の秩序の 力で ある。 神の 力は、 聖 にして義で あり •憫み深く •忍耐强く •慈愛に 
宫み給う力である。神が三一の 神で在すということが、神の力を無力 さから區別 する のである。 

このような神の 力は、ィ H ス•キリストに おいて！： t 證せ られ •啓示せられた •ィ H ス•キリ 
ストに おける •神の自由なる 愛の力で ある。 從 つてわれわれは今一度、 一切の 可能的なもの • 
現！： L 的な ものの精髓と しての神の御 業に、 目を注がなくてはたらない。 神がその恩齟に おいて 
あり 給う ところの もの•また働き 給う ところの もの、 それが、有能性と呼ばれ •自_及び 可能 
性と呼ばれる すべてのものの精髓である。 神の 力は無性 格な力ではない。從つて、 二に二を 掛 
けて五にすることが神に 可能かとか、それに類したあの 子供ら しい 問は、すべて空虛な 問で あ. 
る。なぜかと 言えば、 このような 問の 背後には、 「有能性」 についての 抽象的な涔えがひそん 
でいるからで ある。 低る ことの 出來るような力は、眞の 力では ないで あろう。 それは、 何事で 
も主張 出來 •處理 出來 ると信じている無力さとい う もので あり 《空虛の 力と いうものである。 
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そのようなものは、神と何の關りもなく、從つ て眞の 力とも何の關りもない。神の力は眞正の 
力であり、從つて一切を超えている。「我は全能の神なり、汝わが前に行みて完全かれ。」この 
「我」からして、全能の神とは誰であり•從 つて また全能とは何かとい うこと •が、明かになる。 
或いはまた、「我は天にても地にても、一切の權を與えられたり。」彼に^ ^ ィエス•キリスト 
に、一切の權が與えられている。このような神の御業の中に、神の全能は救いに充ちた正しい 
力として現れ、 また 生きるので ある。、このように して、神は一切の可能的なものの精髓であり. 
規定であり•極限なのである。またこのようにして、神は®越的な神として、一切の現實的な 
ものを超え、内在的な神として、 一切の 現®的なものの中に在すので ある。 即ち、このような 
聖にして 善き 御言 葉を 語り •聖 にして 善き 御業を爲し給う •主體 なる神は^ 。 

©自己による 存在 (a se esse ) の意である。即ち、自己以外のものからその 存在 性を 與え られぬこと。 
F ゥン ス•ス コト ゥス以來、神の自足性•絕對性•完全なる獨立性 を 示す ために、 用いられた0 
③ PJOtentia 及び"これと對照して用いられる potestas は* 共に「力」を意味するラテン語。その區 
別につ いては、 この あた 0のパルトの 敍述 によつて明かであるが、 なお 「 敎會敎 義學」 笫二卷 の二にこ 
れに觸れて記されている個所の大意を紹介すれば"「神の力は單に potentia として理解さるべきではな 
く、いつも1:時に！： Jotestas として理解さるべきである〇神の權力は、決して正義に先立たない。むし 
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ろ常に正義と共に步む。それは正義の權力——即ち、紳の人格の愛と 自由とに 根ざした V 聖と義と智慧 
の權力である。それは創造主•和解者•救腦者の#嚴を伴った權力である。神が de facto に爲し得給う 
ことを、 神は de jure にも 爲し得給う。 また de jure に爲 し #給わぬ ようなことを、 de facto にも 爲し 
.得給わぬ。そしてその逆も然5である。神の potestas は potentia に充ちている」云々。 

©註の®參照。 

④ 創世記一七丄。 

⑤ マタィ^二八•一八。 
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八造り主なる神 

神が人となり給うたことによつて、神は單に他と離れて居ること S : •從つて孤獨て 
居ることを•欲し絵うのてはないということが、明かとなリ、信ずべきこととなつた。 
神は、神とは異つた世界に、世界自身の現實性と本性と自由を與え絵う。神の御言葉 
は被造物としての世界の存在の力てある。神は世界を、舞®として造リ、保ち•支配 
し給う。更に世界の中心において、人間を神の榮光の證人として造リ.保ち•支配し 
給うの'てある。 

「我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。」 

キリスト敎敎#が「造り主」という言葉によつて吿&する眞理 に、 われわれが步み寄つてゆ 
く場合に、何よりも111:;耍なことは、われわれがそこで旣に、そしてそこでも亦、信仰の秘義に 
M 面しているのだということを、®ることである。即ち、それに對しては認識はただ神の啓示 
によつてのみ有效であるような信仰の秘義に、 ir : l 而しているのだということを、®ることであ 
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る。 この父なる 神と その御業とに關する 信 條の第一頃は、異敎徙たちの「玄關口」 というよう 
な ものではない。それは、 キリスト 敎徒もユダヤ敎徙も異敎 徒も僧 仰漭も不借 仰袭も そこに一 
緖に 居て •ある程度互に一つの現®に W 而する場所、というようなものではない。 即ち、それ 
を造り主なる神の 御 業と 呼ぶ という程度までは5:に一致 出來 るというような•一つの现赀に m * 
面する場所では ない。「造り 主なる神」とは 何か、 また創造の御業とは何かということは、 われ 
われ人間には、使徒信條が含んでいる 他の すべてのことと同様に、本來隱されたことなので あ 
る。われわれにとつて 逍り 主なる神を信ずるということは、< ィ H ス•キリストは聚磁に よ 
つてやどり、處女 マリヤより生れ 給うた V ということを信ずる よりも、 容易なことでは ない。 

< われわれには造り主なる神.の rv 理は M 接近づきやすいが、ただ第二項の iff 理には啓示が 必要 
だ > というよう な次第では ないので ある。そうではなくて、われわれはそのいずれにお いても、 
同じ意味で 神とその御業との秘義に直面するのである。そしてその通路も、ただ同一の もので 
あり得るのである。 . 

なぜかと言えば、 使徒 信條が天と地とについて語る場合、それはこの世について語つて いる 
のではないからである。また、語つているとしても、それはいずれにしても、ただ副次的に語 
つているに すぎないからで ある。それは「我は造られたる lit 界を信ず」とは、語つ ていない。 
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否、 「我は創造の業を信ず」 とさえ、語つてはいない 。むしろそれは、「我は 皆い おかか； I :を信 
ず」 と、 語つているのである。そして創造に 〇 いて語ちれるすべてのことは、徹頭徹尾 この 主 
語に從 a している ので ある。一切の 述語は 神によつ て規定され るという同じ原則が、いつも妥 
當するのである。そのことは、 創迆 に關しても妥當 する 。造り主の認識ということが、根本的 
に重嬰なことで あつて、 その上で、 またそこからして、 造り主の御業が理解されなければ なら 
ないのである。 

問題は 造り 主なる神に關する ことで あり、 從 つて 創皆と しての-—天地 創 成としての、 # の 
御業に關することである。もし われわれが、この 槪念を眞劍に考えるならば、自分が 何かの 意 
味で 人間的な Iff 觀やまた人間的な思惟の近付 d 得るような領域に、： ! tl 面しているので ない とい 
うことは、 われわれに 直ちに 明かになる にちがいない。自然科學はその發展說によつて、われわ 
れの頭を 占領しているかも 知れない。 またそれは、 宇宙の持統的な生成が行われた幾百 萬 年の 
ことにつ いて、 われわれに報吿 するかも 知れない。しかし、そのような進化を經過する一つの 
世界が存在す ると いう事贲に、自然科學は 何時 到達し得た であろうか。繼綏ということは、創 
造及び創造者という 槪 念の關係する •このような 絕對 的な 發端とは、全く 別の ものなのである0 
從つて、人が創造の 神話に〇 いて 語る 場合、それは明かに 根本的な誤®に基いている。神話と 
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いうものは精々、精密科學の 一つの 對比物であり得る にすぎない。 即ち、神話もやはり、いつ 
も旣に存在する ものについての——；ま た存在す るであろう ものに ついての 見解に 關するので あ 
る。神話において問題は、生と死•眠りと眼覺め•誕生と死滅•朝と夕•日と夜等々というよ 

うな、 何時の時代に も 人間に向つて提出され る大 問題 - また 一方その 限りに おいて 無時 [IH 的 

な大問題に關 わるのである。そ S よ U が神話の主題で ある。 神話は世界を、 謂わば極限 
から眺める のであるが、しかし それはいつも、 旣に 存在す る世界にすぎない。 创造 そのものは、 
まさに 神話にとつて 到達不可能なものであるから、創造の神話という ものは 存在しない。從つ 
て、 例えばバ ビロー ーャ の创造の神話においては、問題は生成と 消滅に關す るのであつて、これ 
を創世記 一窣二 軍と關聯せしめることが、根本的に不可能だとい うことは 明瞭である。われわ 
れは精々、そこでは或る 種の 神話的要素が見出されるという ことを、 確定し得るにすぎない。 
しかし そのような 神話的 要素に 對する聖書の取扱いは〉神話の中には對比を有しないのである。 
もしわれわれが、響の報道に一つの名前を與えようと思い、乃至はこれを一つの範 S 中に紐 
入れようと思うならば、卜豪 (sage) の範 © に 入れるべき である。 創世記 一華二章において、 
聖讲は、われわれの歷史的 認識の 外部に おける 事件について、 語つて いるので ある。しかし聖 
:M: ぃがそのような事件に ついて 語るのは、 歷史に 關聯を持つ 認識に 基いてである。型^ f における 
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创造の歴史の注目すべき點は、それがィスラ H ル WM ' 4<と、做密な聯關を持つているというこ 
とである。從つて、人間と契約を結び給うた神の働きの歷史と、嚴密な聯關を持つているとい 
うことである。この歷史は、®約聖書によれば、旣に神が天地を創り給うた時に始まつている。 
创 S ついての第一の報道も第二の報道も：明かに舊約聖 S 主題と聯關している。即ち、第 
一の報道は、安息日の制定において、契約を創造の業のめ；！として示し、第二の報道は、契約 
を创造の業の繼續として示すのであ§。 

われわれは、造り主なる神とその御業との認識を、人間に對する神の働きの認識から、區別 
することは出來ない。三一の神がわれわれ人間のために、ィエス•キリストにおいて何を爲し 
給うたかと5うことが、われわれの眼に示された場合 yQ み、われわれは造り主なる神とその 
御業が何であるかということを、認識し得るのである。創造とは、それに茄いて神が御子の父 
で在すあの神御自身の内部における出米事の、神の外部において起つた時間的な瓶 g , である。 
很界は神の子ではない。神によつて「生み出」されたものではなく、がい mb ものである。し 
かし、神が造り主として爲し給うことは、キリスト敎的意識においては、父なる神と御子との 
間におけるこのような内而的な神的關係の、反射•反映•射映として、見られ•理解されるよ 
り他はない。從つて、創选の御業が使徒信條において、めに歸せられているということは 、 e 
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味 あることである。それは、父のみが 造り主であるという ことを、意味しない。た / 1: 以上の よ 
うな 聯關が 、この 創造の 御 業と父 •子の關係の間には あるということを、意味する。創造認識 
は 神 認識で あり、 從つて、最深窮極の 意味において、信仰 認識である。それは、自然神學がそ 
こに曝 所を見出す ような玄關口では 決してない。もし 御子においてわれわれにあらわにされて 
いるので ないならば、 どうして われわれは、神の父性を認識す るであろうか。從つて、神が lii : 
界の 造り 主で在すという事- K を われわれが覺るのは、 多様性をもつた 111: 界 の # 在からではない。 
悲痛をともない幸福をともなつ たこの世界は、われわれに とつて は、 いつも 暗い一枚の 鏡であ 
つて、われわれはこれについて、樂觀 的な考えを懷いたり、 悲觀的な考えを 懐いたり するであ 
ろうが、造り主としての神に ついての 知識を、この世界が われわれに與えると いう ことはない。 
むしろ 人間が太陽 や 月や 星から、 或いは自分自身から、眞理 を覺ろうとする場合には、 その結 
果はいつも 偶像で あつた。 しかし神が認識され、更に世界の 中に.おいて 再び 認識され給うて、 
被造 物の中における神の喜ばしい 讃美が生じるならば、 それは、神がィヱス •ギリ ストに おい 
て、 われわ^によつて求められ 見出され給うということに 基いてである。神が ィエス•キリス 
卜に おいて 人となり 給うたことによ つて、神が世界の选り 主であり給う という こと も、あらわ 
と^り、言ず べき ことと なつた ので ある。 われわれには、 啓示の第二の 源泉というような もの 
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は無いのである。 

、この 造り 主と創造の項において、決定的に It ; 嬰なのは、 神が 單獨では# 在し給わず、神とは 
別の lli : 界という現 K が、存在す ると いう 認識である。このことをわれわれは、何處かい知るの 
であろう か。われわれのうち 誰し も、 そもそもこのわれわれを 取り 園んでいる世界の杀體は 一 
つの 幻影 •一つの 夢ではないかという問を、 旣に 自らに向つ て發 した ことがあるのでは ないで 
あろう か。それは諸君自身に對する根本的な 疑と して(神に 對する疑では ない、 そのような も 
のは 愚かな疑である)、 旣に 諸君をも、 襲つた のではないであろうか。 われわれを包んでいる 
この 魅惑は、 すべて. 現のだろうか。 われわれが現 ffi と考えて いるものは、「糜耶の而^! 
に 過ぎず、 從 つて 非 現 ff 的なのではないで あろう か。われわれに 殘 された 唯一のことは、 われ 
われが出で來つた 涅槃に 入る ために、 この 「夢」を 出來る限り 迅速に 見 終るということでは な 
いであろう か。 —— このような 恐ろしい 思想に對して、创造の敎義は對立するので ある。 その 
ようなことは倒錯であると いう こと。人生は夢ではないということ。 否、 現®であるという こ 
AJ 。 私自身は存在し、私を取り 圍む 世界は# 在するということ。, _ そのようなことが、 どこ 
から われわれに 權威を もづて 語られ 得るのであろうか。 使徒信條から は、ただ一つの答があり 
得るだけである。 即ち、使徒信條はその中心に おいて——第二項において、祌は人と成ること 
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を善しとし給うたということを、われわれに齿げる。われわれはイエス•キリストにおいて、 

神师自身と關るのだということを吿げる。被造物と成り給うた造り主-われわれ街が •(/- 在す 

るのと同様に、ここに•かしこに•あの時に、被造物として時空の中に#在し給うた选り主と 
關るのだということを、吿げるのである。神がキリストの中に在したということが、もし KK 
であ(そしてそれは、それによつて一切が始まる前提であるが)、われわれは，被造物力現 
寶の中においてわれわれを迎え•われわれに認識されるものとなる一つの場所を持つのである。 
なぜかと言えば、もし造り主御自身が被造物となり給うたのであれば、即ち、神が人と成り給 
うたのであれば 一 それが正しいとすれば(そして、それと共にキリスト敎的認識は始まるの 
であるが)、われわれには、イエス•キリストにおいて、造り主とその御業の秘满及びその被 
造物の秘雜が、明かになるからである。この信條の第一項の内容が、われわれに示されるから 
である。神が人と成り給うたということによつて、被造物が存在するということは、 ili 平疑い 
得ない。わてわれが同じ場所に生きているイヱス•キリストに、われわれが眼を注ぐ時、避り 
主についての言葉が、そしてその卿業とその御業のうち&も驚くべき人間というものについて 
の言葉が、；11い.ているのである。神の御言紫として、語られているのである。 

キリスト敎的に理解せられた創造の秘義は、第一には、(愚かな人はそのようなことを心に 
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思うが)世界の創始者として神が#在し給う かどう か、 というよう な問題ではない。 なぜかと 
言えば、 キリスト敎的な - S 1 I 解においては、われわれが先ず 第一に 世界の現 K を前提して、その 
上で、神も亦#在し給うのかと尋ねる、 というよう な次第ではないからである。そうでは なく 
て、われわれが出發點とする第一のものは、父•子•聖 ® の神である。そしてここからして、 

<神は W に獨りで在すことを欲し給わぬ V ということ、むしろ、<神の外部に世界が存在し、 
神の傍に、また神の外部にわれわれが存在す る ことを欲し給う V というのは、本當にそうなの 
であろうかという、キリスト敎の大問題が提出される。これが謎である。秘義の中に在す神。 
高きに在す神。三一にして全能なる神。そのようなものとして御自身をわれわれに啓示し給う 
ままに、神を眺め•神を把えようとして、いささかでも試みた人は、神の傍に•また神の外部 
に、われわれが —— 世界が存在するということに、驚かざるを得ないであろう。神はもとより、 
われわれを必要とし給わない。世界や天地を必要とし給わない。神は御自身において、常んで 
居給う。神は生の充滿を所有し給う。すべての榮光•すべての美•すべての善と聖は、神の中 
にある。神は自己充足して在す。神は御自身において架なる神である。それならば、世界は何 
のためにあるのであろうか。と言うわけは、ここには —— この活ける神の中には、一切がある 
のだからである。神が必要とし給わぬものが、神と並んで、どうして有り得るのであろうか。 
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これが 例 ii ! i の 謎である。これに對し て、創造の敎義は答えて次のように 言う。 即ち、 われわれ 
を 必要とし給わぬ神 か、天地と私自身を造り給うたのは、「私の すべての 功績 や® 値を 拔きにし 
て、 全くの父と しての仁慈と憐憫に 出ず る ことである。私は これらすベてのことを、 神に對し 
て感謝し•識獒 し.そのために奉仕し.. 服從しなくて はならない。このことは疑 もなく眞饮で 
ある」 と。 諸 ff はこの ルター の言葉の 中に、 創造に 對する 驚きを、感知されるであろうか。 自 
ら獨り居る ことを欲し 給わず、御自身と並んで 一つの 現 K を 所有す る ことを 欲し給う 神の 仁慈 
に對する驚きを、 感知され るであろう か。 

俐造は恩齟である。 —— これは、われわれが 提敬 と濺 きと 感謝をもつて、その前に 立 f > りたい 
と S も願つ.百奶である。 神は、神とは 異る 現 ? 1 : に對 して、 それがそこに#在す ることを 許し 給 
うのである。そのような 現 W に對. して、それ自身の現 姓 性と本性と自由を、 許し 給うのである。 
神の傍に おける 被 a £ 物の# 在 —— これ、こそ 大いなる謎で.あり、 奇蹐である"これ こそそれに對 
して われわわが^を— 神の 御言薬に よつて われわれに與 えられる 答を、 與えねばならぬ•ま 
た 輿えることを 許される 大いなる 問で ある。 神は 存在するか、 というような 誤®に 基く 問とは、 
本質的•根本的に 異つた K 正な®#的問で ある。 一つの世界が#在 するとい うこと、 そ tl は 未 
冏 のことである。 それは神の 恩淄の奇跻 である。 私が存在を許されているという こと —— 人間 
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を含む•從つて私自身を 含むこの世界は、 神ではないけれども、その 世界が存在を 許されてい 
かということ——そのことが眞贲で あり、 現 W であるという事實を 、われわれが 存在に面する 
場合に、殊にわれわれ 自身の# 在に面する場合に、ただ驚きをもつて確認し 得る のではないで 

あろうか。髙きに 存 す 神、 三一の 神、 父、全能^-この 神は、薄斷的ではあり 給わないこ 

の神は、この他なるものにも 存在を許し 給う。許し 給う だけではない。委ね 給う だけではない。 
存在を賦與し 給う S ある。 神 S 在を 賦與」 給う故に、われわれ§在し、天3 その完全 
な虛假な る無限 性において、 存在するのである。これが、この第一 項の述べている 所である。 

ところでし かしこのことは、次のような ことを も意味する。，即ち、神が この世界にその #在 
を賦與 し、世界自體の現资性•本性.自 ril を賦與し 給う ので あるから、この 世界は、 '? il 祌論^' 
混亂がいつも主張し ようとするよう に、 決して祌 御自身ではない ということが、 これによつて 
語られているのである。われわれが神 だ、 などと いう ことは、事實ではない。われわれが「神 
の如<©」ならんとすることは、いつもただわれわれの破滅的な誤謬であり得るにすぎない"從 
つて古今の グノー シ M が說明 するように、 A 欺御が神と名付けて いるものは、 根本的にはこの 
造られた世界な の だ > とか、<於*'という ものは 本來、神の子な の/ cfv などというよ つな次第 
ではないのであろ。 また、われわれが世界を、神からの 一つの 流出•一つのエマ ナチオンと t 
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て-即ち、丁度泉から流れ出た一つ，の流れのように、神から®き出た神的なものとして理解 

しなければならない、というような次第でもない。そのようなことは本常は創造ではなくて、 
神の一つの生命活動であり、神御自身の一つの表現であろう。しかし創造の意味するところは 
それとは別のものである。神とは異つた一つの現！：：である。そして最後に、< 世界は神の一つ 
の現象であつて、神は謂わば理念だ>などと理解されてはならないひただ獨り現‘ rf 的であり • 
贸在的であり•自由であり給う神は一つのものであつて、天地•人間•宇宙は他のものである。 
そしてこの「他のもの」は、神ではない。ただそれは神によつて#在するものである。從つて、 
この「他のもの」は、自分自身の.中に獨立的に某礎づけられてはいない。<何か世界にはそれ 
自身の原理があつて、從つて、世界は神に對して獨立的であり•自主的であつて、世界の方か 
ら見れば、神は在すけれども、それは世界から遠い•分離せられた神であつて、從つて二つの 
國•二つの世界が存在している>というような次第ではない。つまり A こちらには自己の現 K 
性と法則性を持つたこの世界があり、全く別の場所に、また別の爲方で、神と神の園と神の世 
界が存在し、それは極めて獒しい登かな彩りで I 恐らくは此岸と彼岸の關係として、描かれ 
得る光^であり、人間はこちらからあちらへ移る「途上」にあることが許される V というよう 
な次第ではない。このような世界は、神によつて#在するものではなく、神から出ずるもので 
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はなく、 從つて、撤頭徹尾神に M し•神の中に基礎づけられたものでもない。 

否、 神が 世界に4 い 給うものは、 奶皆緲 阶 现 K 性と 被造物的 本性と 被造物的 自由と である。 

それが被造 物に—‘ 世界に相應しい存在なので ある。 世界は假象ではない。世界は# 在す る。 

但し それは、被 造 物の爲方において存在するのである。世界は神の 傍に •神によつて •# 在す 

ることが 出來 •存在する ことを 許される。被 is 物的現 K 性とは、 「無からの 創造 」 (osatio ex 

nihilo ) に基く現 K 性を意味す る。 何物も 存在しなかつたところに - 原料のような ものも決 

. して存在しなかつたところに、神によつて、神とは異つたものが生じたのである。そして今や 

な 神の恩節て基いて、或る物が#在し•われわれが#在する場合、われわれは、われわれの介在 
主 、、 

り と 全世界の存在の 基礎と して、 あの神的な- ^ 谢 に 「形成」 ( facere ) ではなく - filj 选が W 後 

•造にあると いう ことを、 片時 も忘れて はならない。 神の外部に 存在するものは、常に 神に よつ て、 

無の 上に支えられて いるのである。 被 造 物的本性とは、時間と空間の 中に おける 存在•始めと 

終りを 券つた 存在•再び 消滅す るために成り m でる#在を 意味す る。 それは 嘗ては未だ無力つ 

たので あり、 それはやがては最早無いであろう。更にそれは一つではなくて多くである。「特 

て」 が あり 「今」 があるのと 同樣に 、「ここ」 が あり 「かしこ」 が ある。 世界とは、 'このよつ 

な推移に おいては時間で.あり、 こ のような 分離においては空間である。 しかし刺は永 5&であり 
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給う。 という ことは、 神の 中に も 時間が あると いう ことを、否む のでは ない。 しかし それは、 
われわれの時間とは 別の 時間で ある。 极木的には现在を持たぬわれわれの 時間—— 益 間 性が 一 
つの離隔 (ein Auseinander) を总味す るわれわれの時間とは 別の 時間である。神の 時間 空 [In 
は、 時間空間がわれわれにとつてはただその 中で だけ考えられるところの限界から、自由であ 
る。神は時間の主であり、空間の主であり 給う。 神が これらの形式の源であり 給う ことによ つ 
て、 (被造 物的# 在にはつきものの ことで あるが)神にあつて は一切が 制限 や不完全 さを 持たな 
いのである。 

最後に、被造物的 自由の 意味は、次のような ものである。 即ち、存在す る ものには 偶然性が 
.あり、被造 物には「或る時かくの如くに#在す る」 という 性格がある。このような人間的被造 
物の「或る時かくの如くに存在する，」という性格は、いずれにしても決斷の自由を葸味する。 
あれこれの 爲方で行動し得る ということを 意味す る。 しかしこの 自由は、. 自分自身からは 自分 
の 現 . K 性を持たず •自分の 本性を 時間 空間の中に持つている 被造 物に まさに 相應しい &由 であ 
るより他はない。この自由が眞の自由で ある 場合には、それはいつも、宇宙の 中に 明かに十乂配 
している 法則 性によつて、限定され•制約され ている。 それは他の被造物の存在に よつ て 制約 
され、又 一方、神の主 權 によつて 制約され ている。 なぜかと言う と、 われわれが 自由である 場 
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合には、 それは ただ、われわれの造り 主が無限に自由な 方であるからである。すべての人間的 
自由は、 神的 自由の不完全な映像に すぎないので ある。 

被造物は、神によつて排除せられた^^ ただ神に よつてのみ排除せられた無と滅亡との可能 
性によ0 て、 おびやかされている。 被造物が存在す る場合には.、それはただ神がそのことを欲 
し給う 時に だけ、自分の爲方による 存在を、 支えられているのである。神がそのことを欲し給 
わぬ場合には、無が四方から1®入して 來 ざるを得ない。被选物自身は、 己れ を救うことも守る 
こと も、 出來な いであろう。そして神に よつて人間に與 えられた人間の決斷の自由は、善と惡 
との間における決斷の自由ではない。 人間は岐路に あつて、ヘラクレスたるべく创られてはい 
ない〇惡は、神に よつ て創られた被造 物の可能性の 中には、ないのである。決斷の自由とは、 
あの獨一なる方に向つての決斷の 自由である。(神の 被造物は、この獨•一なる方の側に立つ決 
斷を 、する ことが 出來る 〇)それは、 自分を創り給うた 方を肯定しようという決斷の自由であ 
り、 その!：』截を遂行しようという決斷の 自由で ある。即ち、服從しようという決斷の自由であ 
る。しかし、問題は決斷の自由に關す る。 それでこの場合、危險も亦、おびやかすのである。 
被造物が 自分の 自由を、唯一可能な爲 方とは別の爲方で 用いるというようなことが起る場合に 
は—— 被造物が 自分自身の現 K 性の 傍へ とさまよい 出る 場合には——を犯すことを、即ち神 
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と自己から「分離する」ことを欲する場合には——その被造物は神の御意との憧着に陷つて、 
己れの 不服 從によつて(不服從というこの 不可能 性によつて、創造においては豫想されなかつ 
たこの可能性によつて)、沒落せざるを得ないのである。それ以外のことが、どうして起り得 
ようか。今や被造物にとつて、時間の中に.また空間の中に、存在するということは、滅亡と 
ならざるを得ない。今や被造物にとつて、彼の現存のこの生成と消失、この此處と彼處は、 
禍を意味せざるを得ない。今や一ーヒルの中への顚落が、起らざるを得ない。それ以外のことが、 
どうしてあり得ようか。私がここでこのようなことについて語るのは、ただ死.罪.惡魔•地 
獄というわれわれが惡と呼ぶこの全領域に關して、それらすベてのものは神の创造ではないと 
いうこと、むしろそれは神の創造から排除せられたものであり、神が否と言い給うたものであ 
るということを、明かにするためである。そしてもし惡の リアリティ ー というものが存在する 
とするならば、それはただ、このような排除せられたもの.否定せられたものの リアリティ ー 
である。神が世界を造り•しかもそれを善く造り給うた際に、神がその傍を通り過ぎ給うた神 
の背後のリアリティーである。「神その造りたる諸の物を視たまいけるに、甚だ善かり_。」神 
は善からざるものを造り給わなかつた。そのようなものは、被造物としての存在を所有して は 
.いない。もしそのようなものに對して、いやしく.も存在が與 えられ 得るとすれば、またわれわ 
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れが、むしろそのようなものは非存在だ、と言う ことを 欲しないとすれば、それはたた、神的 
な「否」の重みから脫け出た#在そのものの力に他ならない。われわれは神御自身の中に一一を 
求めることは出來ない。神は光の父である。われわれが「隱された神 」 (Deus absconditus ) 
について語り始める場合には、われわれは偶像について語つているのである。造り主なる神は、 
被造物にその存在を ffi み給う方である。そして存在するもの二典に現贲的なものは、.このよう 
な神の慈惠によるのである。 

神の御言萊は、被造物の全#在の力である。神は被造物をその榮光の舞 S ? として、造り•吏 
配し•保ち給う。私はこのことによつて、創造の根據と M 標(兩者とも結局は同一であるが) 

を 示したい と 思う。 . 

创造の根據は神の恩 ffi である。そして神の M 寵が存在するということは、神の御言葉におい 
て現®的であり•われわれにとつて現在的であり•活きた力ある事®である。神がその御言葉 
を 現在語り給う ことによ つて、またイスラエルの歷史において、イエス.キリストにおいて、 
イエス •キリストの 敎關の 設立において —— 今日に 至るまで語り給うた ことによ つて、更に未 
來永刼 語り 給うであろう ことによ つて、被造物は過去において存在したし、現在#在しているし、 
また將來存在するであろう。#在するものは、それがそれ自身によつてではなく•神の御言葉 
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によつて •神の 御言 葉の ために •神の御言葉の意思 意向において#在す る ことによ つて、 存在 
するので ある。 へ ブル^ 一 ^ 三 節「神は …… 言 ？ i をもて捣 の 物 ( tpppnta ) を保ち給う。 L ョ 
ハネ傅一章一節 以下及び コロサイ 書一章參照 。一切は神に よつて 造られ、神の ために造られて 
いる。 聖書において われわれの ために 證せられている 神の御言葉、 イスラエルとイエス •キリ 
ストとその敎團 の歷史 I :それが 第一のものであつて、 その 光と 蔭 •その 深みと高みを 伴つた 
この 世界の 全體は第二のものである。 御言 葉によつて世界は# 在するのである。これは K に、 
われわれの思考全®の驚くべき逆轉である。 諸君は、 このことから生するであろう時間槪念の 
M 難さに よつて、 惑わされてはならない。 世界は、 ベッレヘムに 生れ給うたあの幼兒によつて 
——ゴルゴタの 十字架に おいて 死に •三日 目に甦り給うたあの方に よつて、成り •造られ •支 
えられているので ある。 これが、 それによつて全ての物が 生じた filj 造の御言葉である。ここか 
ら 創造の 意味は生ずるのであつて、 それ故に聖書の冒頭に 「元始に神、 天地を 孤 造たまえり」 
と記され、また「神『 …… あれ』 と t いたまいければ」と 記されているのである。架 ® のあの 
不可思議な第一華における、神の この未聞の 表現を見よ！ 諸君はこの表現を [ in いて、何か 世 
界を 現出せ しめた 全能者の魔法の言葉と いうよう なものを、 者えては ならない。 む一ろ神は、 
遨«がわれ われに 證 している ように、具體 的に 語つ て 居給う のだということ—： そして それが 
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: 最初から神の現®であつたことによつて、光と天地•植物と動物••そして®:後には 人 Nii という 

存在するすべてのものが成り出たのだということ、そのことを諸君は聞くべきである。 

そして われわれが、全 1 KI は 何のためにある のか •天地と全被造物は何のためにある のかとい 

う 創造の 目標に ついて 尋ねるならば、私は、神の榮光の舞 S ということ以外に、 M るべきこと 

を 知らない。 神に 榮光が歸せられ ると いうことが、その意味である。 doxa , Eoria という： 一: i-l 葉の 

意味は、極めて« 純に 「あらわになる」 という ことである。 神は世界の中において、見ゆるも 

のになることを、 欲し給 〇のである。 そしてその限りに おいて、 filj 造は神の m 要な 行爲である。 
@ 

「甚だ善か& き。」 世界の現®に對してどのような抗議がなされるにしても、世界が 神の 榮光の 
舞蕺である ことを 許され•人間がその榮光の證人たる ことを 許されるという點に、爭うべくも 
なくその價値は ある。 われわれは 何が 價値であるかという ことを、 最初から知ろうなどと願つ 
ては ならない。また世界がそれに相應しくなくても、 不平を言つ てはならない。そのような# 
界も、神が そのために世界を造り給うた目的の爲には、®値 あるものな のである。 それ故に 力 
ルゲィンは、 世 ^ について、「神の 榮光の舞盗 」 (theatrum gloriae Dei ) と言つているのであ 
る。 しかし人間は證人である。神に榮光が歸せられる時、その傍に居る ことを 許される人間は 
眾に受動的な證人には止まら&い。むしろその證人は、彼が見たものを語らねばならないので 
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ある。神の行爲の證人であるということが、人間の本性であり、 M に人間は神の行爲の證人であ 
•ることが出來るのである。このような神の意圓が、神を造り主として「義化する(正當化す 
る)」 (rechtfertigen) のである。 

①「创造についての笫一の報泣"谘二の報近」とは、創世 rd 一 •一 — 二•三の祭司赉料 P におげる rL ! 
述と、創世 s 二•四——二四のャーゥ H 炎料 J による記述のこと。 

® m 耶は釋迦 s 生母〇麼耶夫人の面紗はその狻の中に森羅沉象を藏していると tl われる。 

® 創世記三•五。 

④「グノーシス I とはギリシャ語で知識を意味するが、宗敎史上の術語としては、ギリシャ晚期折炎主 
a 時代の宗敎における神秘的 E 觀による#の認識を官う。このグノーレスをもつて中心觀念とする宗敎 
思；； i を Gnosticism というが、この Gnosticism は、キリスト敎以前から* Y ? していたが、何時の頭から 
かキリスト敎の中に入5來つて、所^キリスト敎的グノーシス說を生ずるに至つた。 

©流出•分出•發出を意味する語〇赀舉上の川語としては • m 物がその本源たる「一」から段階を迫う 
て、次第に發山することを一 W う。この思想は、旣に.フラトン*クセノクラテスにあつたが、これを完成 
したのは新ブラトン學派である。キリスト敎內では"ダーシス派のアィォーン說にも見出される。仇神 
論的な考え方の一つである。 

©_世記 7 三一。 

©創世 9 a 一 •三。 

⑧劍世記7一。 

⑧劍世賠ーニーニ。 
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天は人間にとつて理解し難い被造界てあリ、地は人間にとつて理解し得る被造界で 
ある。人間自身は、天と地の境界の 被 造 物て ある。神と人間の間の契約は、天地と全 
被 造界の意味にして 譽れ 、根據にして目標てある。 

使徒信條には、「天地の造り主」と記されている。この天と地という 二つの槪念の一つ一つ 
において、またその組合せにおいて、われわれは、被造物についてのキリスト 敎敎說 と呼ばれ 
得る.ものが 示されて いると、 一 ' r うことが出来る。またそう言わなければならない 。これら二っ， 
の槪念の中には、古代の世界像の 幾分 かが反映しているということは、勿論言い得る けれども、 
それは決して、われわれが今日「世界像」と呼び fit ら わしているものと、同等であると いう こ 
とを意味しない。一定の世界像を主張するというようなことは、聖書の事柄でもないし、また 
ここで われわれがそれを 對象 としているキリスト敎信仰の事柄でもない。キリスト敎信仰は、 
古代の111:界像にも縛られないし、近代の世界像にも縛られない。使徒信條は數世紀の 經過の 明 
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に、 幾つかの世 界像の中を、通り抜けて來た。そしてそれらの世界像の主張者たちが、<あれ こ 
れの价 ：界像というものは、敎會が被造物から 離れて 考えざるを得ないものに對する、適當& 表现 
だ >と考えた場合には、彼等は いつも思傯を失つていたので ある。 キリスト敎信仰は、 一切の 世 
界象 に對して 根本的に自1:11 である。 即ち、#在するものを、その時々に支配的な學問の: J . L # に 從 
つて •またそう いう學問 の 手段によつて、理解しようという全ての試みに對して、自由である 
われわれは キリスト盏 として、この種の どんな古代的世界像によつても、 またその 時々 に新し 
く 登場して來て支配的となる 世界像に よつても、 拙 えられて はならない。 殊にわれわれは、敎 
會の事柄を、あれこれの 伽ル6と連帶 させてはならない。 世界觀というものは、 その 中に 人間 
の謂わば 哲學的•形而上學的把握が同時に嗚り 響いている ことによつて、世界像よりも 更に包 
括的な ものを 意味している。何等かの世界觀の地盤の上に立つことを、人々はキリスト衆と し 
て、 # 戌しなければならない。またそのことを、敎會は 啓 戒しなければならない。 なぜなら 世 
界觀というものは、 r 宗敎 」に 極めて接近しているからである。しかしわれわれが 一つの 世界 
觀を自分のものにしなければならないなどということを、われわれは、ィエス.キリストとい 
う 架 W の 決定的な内容によつて、決して 勸め られてはいない。存在す る V のをわれわれから 理 
解し•事物の根底に速し•神によつて或いは神なしに或る總括的見解に達しよ， うなどと いう 試 
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みは、われわれキリスト者が決定的に免除されている企てである。それ故、もしそのような總括 
的見解が諸君に出#う場合には、たと - X , それがキリスト敎的世界觀と呼ばれようと、ぞれを括 
孤に 入れて おくことをお勸めする。このような忠吿は、恐らく ドイツと いう地域において、特 
に力をこめて語られなければならないのである。(「世界觀」 という* FT 葉は、 「笟雕戰」 という 
言葉と同様に、ドイツ語にだけある言葉である。イギリス人がこの言葉を使おうと思えば、殊 
更にドイツ語で引用しなくてはならない。) 

被造物の全體がここで、天と地という言紫で禆き換えられているということは、極めて注意す 
べきことである。 r 元始に神、天地を創造たまえり。」^ —この孢押腎頭の言葉から、使徒信條 
はこれら二つの槪念を借りて來たのである。それにもかかわらずわれわれは、これら二つの槪 
念が、被造物を現すのにまさに適當な槪念であるか、またどれ程適當な槪念であるか、というこ 
とを、自問することが出来る。ルタ ー はその小敎理問答 W で、使徒信條の第一項を說明しつつ、 
「私は、神が私をすべての被造物と共に造り給うたことを信ずる」と®くことによつて、これ 
らの槪念を超え出ようとした。 即ち ルタ ー は、天地の代りに人間を ffi いた。しかもこの「私」 
という眞に具！§的な尖端において、である。使徒信條のこのような一::史、或いはいささかの 訂 
正には、たしかに立派な • ;¥: 味がある。そこでは、人間という使徒侃條において本©的に問題と 
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されている被造 物が、 IK ちに 指示せられ ているのであろ。しか—何故、 使徙借 條は別の言い方 
をしているのであろうか。何故それは天地について語つて、 人 [aj について は 少しも語つていな 
いのであろうか。われわれはルタ ー. の 後に從う のが 良い のであろうか。それとも<人間が使徒 

信條において差當り全然無視されている という ことには-人間が全く無 M 値に見えるという 

ことには、嚴かな事®があるのだ V と、 言えば 良いのであろうか。 それとも (私は これを 肯定し 
たいと思うが)天地について語られることによつて、人間の M している場所が、無比な爲方で 
示されているのだという 風に、 この事®を考えれば 良い のであろうか。人間について差當つて 
は語られないことによつてこそ、極めて意味深い爲方で、間接的に人間について語られている 
のではないで あろう か。 天地というのは、 或る極めて 特定の出來事 のために用意せられていて • 
その中心にはわれわれの 眼で見れば 言うまでもなく 人間が 立つている•一つの舞臺を示して い 
る。これは、 その内 容によつてまさに 決定的に人間を指し示して いる被造界 敍述で はないであ 
ろうか。 天地は、 それ 自身から理解され•說明され得るような現 贲自體 ではないという こと。 
むしろ天地は、その中心にその存在の意味として人間を伴つて、神から出で•神に® するもの 
であるということ。天地は、使徒信條の意味においては、被造物の總括として、神.その御意 • 
その御業との關聯において、見られることを欲するものだとい うこと。 これらのことをわれわ 
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れは、この被造界敍述から確かに知るのである。ここに、聖钾と信仰が語らねばならぬことと、 
あらゆる世界觀との、原理的な差違がある。世界觀においては、低い と. ころから神という槪念 
に上昇するために、意味としての#在から出發する。しか1遨替において天地が問題とされ、 
人間が問題とされる のは、 撤頭徹尾ただ「われは天地の造り 主なる 神を 信ず」. と5う聯關に お 
いてのみで ある。この〔「天地の」 という〕 二格において、「われは被 造物を、 ではなく、 造り 
主なる 神を、 信ず」ということが、示される ので ある。 

ルは、人間には理解— 難い 被造であり、地は人間に理解し 得る 被逍で ある。私はこれによ つ 
て、 1 1 カィア•コン スタンテ ィノポリス信條に 「見ゆるものと見えざるもの」 (visibilia etin - 
visibilia ) と記されている天地の說明に、從うものである。 

この「見ゆる もの」と「見えざるもの」 という言葉を、私は f 理解し難い」と「理解し得る」 
という言葉によつて、 言い表わそうとする。ここでわれわれは、架 齊の言 薬 づかいに關聯させ 
て 語つているので あるが、聖键において天が 語られる 場合には、 われわれが天と呼び fft らわし 
ているものが I 即ち、氣圈 における 天や成勝圈 における天が、その言葉に おいて單純に理解 
されているのではない。そうではなくて、 そのような「天」を更に 全く超えた被造物的現贲が、 
理解されているのである。古代の世界像に おいては —— 殊に近束地方の世界像においては、人 
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人は、見ゆる世界は一つの大きな鐘の形をした鉢 —— 所謂蒼穹 ( Firmament ) によつて覆われて 
いると、考えた。この蒼穹が、われわれの見地からすれば、眼に見ることの出來ぬ現實である 
所謂 「天」 の始まりである。この蒼穹の上に、 一 つの E 大な海洋 ( ozean ) が來る。この海洋 
は、蒼穹によつて大地と分たれている。ところがこの海洋の上方に、はじめて神の御座をなすと 
ころの 第三の天 1 眞の 天が 來るので ある。 私が このようなことを 語るのは、ただ聖併の天と 
いう槪念の背後には、どのような觀念が世界像として存 している かとい うことを、諸君に示す 
ためで ある。 人間に對しつ つ •同時に人間を 絶 對に超え.しかも被 f 3物的現®としての現贲 Q 
人間を離れ •人間に# 威的にまた壯嚴さを もつて對 している•このような 「彼岸」の全體 が、 
決して神と取りちがえられてはならない。われわれは、われわれに とつて 把握し 難いものの 許 
に達したからといつて、神の御許に達したのではなく、た/ C 天のと ころ. に 達した というに すぎ 
ない。もしわれわれが、われわれにとつて把捉し難い現®を神と名付けるならば、われわれは、 
所謂「未開の人々」が太陽を拜するのと同様に、被造物の神化を行うことになるので ある。 極め 
て多くの哲學者たちが、そのような被造物の神化の罪を犯して來た。われわれの理解の限界は、 
われわれを神から分つ限界ではない。そうでは&くて、それは m に 使徒信條が天と地との限界 
と名付ける限界にすぎない。被造界の内部に、われわれにとつては全く秘密であるよう な 現 n 
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が！ 1 即ち天 的 現 K が、#在す るのである。 これは、神とは未だ何の關りもない。ただ神によ 

つて造られた被造界 に、 大いに關りがあるので ある。 われわれは被造界の内部においても、理 

解し難い秘密に直面する。われわれを絕えず新に鲦かせたり：¥ばせたり する 存在の深淵に槪 

而 する。このような 秘密について語りまた 歌つて 来た哲學衆や詩人は、 fBl 違つてはいない。存 

在にはその深淵があり、 また その高みがあるという こ •と。 われわれは 今 ここで 旣に、あらゆる 

種類の 秘密に取り圃まれているということ。「この天地の IIH には、 所謂哲學の見も及ばぬ大事 
③ 

が ある」 ことを知つた人は、幸福であるということ。これらのことを、われわれは キリス ト者と 
して、承認して差支えない。被造界自身が、上方に. 一つの 天的構成®素を持つているのである。 
しかしそのようなものが、何か神的なものとして、畏れられたり祟められたりしてはならない。 
むしろわれわれは、そのような天的構成要素を持つた 一つの 世界の中に， あ o ' て、 天とは 全然ち 
がつた-^方でわれわれの上にある現實を、この天的構成要素に よつて、 徴しをもつて想起せし 
められる。天を起えた現©：を I 天地の造り主を、想起せ 一められ る。 しかしわれわれは決し 
て、微しを事®それ自身と取りちがえてはならない。 

このような上方にある被造界に對して、下方にある被迆#が、即ち地が、われわれに理解し 
得る被造界の總體として、相對している。それは、その内側ではわわわれが最も廣い意味で見 
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たり •«« いたり•感じたり•考えたり * IM 觀したり出來る限界の内側における被造界として 
相對 している。 われわれの人間的能力の範圍內にある すべての もの •また われわれの精神的能力 
の範圍 内に あるすベての もの•またわれわれが直觀を もつて把扼 出來 るすべ てのものが、使徙 
信條の意味において•である。從つて、哲學者が理性の世界とか理念とか呼ぶものも、全く地 
に M している わけである。この 下方の世界に も更に、 感52的なものと精神的なものとの區別が 
ある。 供し それは、この 地上の世界の内部に おける 區別で ある。 人間は、この地上の世界の內部 
に、その起源を持つている。 即ち、 神は 人間を地から取り給うたのである。「地に® るべき な 
t 」 と あるよう に、 人 l [ i - i の 世界 •人間の 生存と 歷史のための場所 •しかも 同時に 人間の自然的 
な目標、 それは 地で ある。もし 人間に この.ような 地上 的な 起源以外の起源があり、再び地に皈 
ると いう 目標 以外の he 標があると するならば、それは 神と 人間との間における契約という現 ® 
に基いて である。 われわれが地上的存在様式以上の ものを 人間に歸する場合には、(地が天，の 
下にあるという.ことは、 この 地上的存在樣 式の一部で あるが)、いつもわれわれは、旣に神の 
恩 ffi について 語つて いるので ある。 抽象的な人間世界というものは存在しない。•人間がもし、 
自分の理解し 得る世界が 理解し 難い世界によつて 境界 づけられているのだということを、明か 
に知ろうとしないならば、 それは 誤謬である。われわれに歷史的現®のこのようなより高い方 
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面を絕えず新に想起せしめる子供たちが居り、 また 詩人•哲學者たちが 居る ということは、わ 

れわれにと つて 仕 合せな•ことである。 地上の世界は、® f 際に 創造の 一而にすぎないのである。 

しかし地上の 世界におけると 同様に、天上の世界に おいてもわれわれは、 旣に神の領域の中に 

居るのではない。從 つて、第一 誡及び 「汝自己のために、何の 偶像を も 彫むべからず。又上は 

天にある者、下は 地にある 者…… の 何の形狀を も作るべからず」 という 第二 誡が妥當する。 地 

にも天にも、 われわれが愛し•畏るべき神的な 力という ものは、#しな•いのである。 

人間は天と地の境界の被造物である。地の上に、そして天の下に 居る。 「茁物をその足下 
© 

におきたまえり」 と あるように、人間はその環境を —— 下方の宇宙を把握する#在である。そ117 
れを見 •[«] き•理解し•支配することを許された存在である。人間は、 この 地上の世界の自由 
な#在の精 fsl である。そしてこの同じ被造物が、天の下に 立つているので ある。「見えざるも 
の」 ( invisibilia ) 祀而しては ！ 理解し難いもの•意のままに爲し得ぬものに面しては、彼は 
決して支配者では ない。 むしろ全くそのような ものに 從 M している。 人間は天的世界に對して 
は、寶に無知であるが、その地上の同じ被造物のことは、 ii く知つている。このような被造界 
の內部の境界に、人間は立つている。あたかも人間は元々、被造物として、この上方と下方を 
示す必要があるかのように。また人間は元々、被造物として、天と地とは全く別の爲方で高み 
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と深みに 手を 差し仲べ て ゆく 關係に おいて、己れ の 使命の微しを示す必要が あるかのように。 
—— 人間とは、被造界の內部にあつて被造物が豊かに 集中されている 場所であり、しかも同時 
に、己れを超えて手を差し伸べてゆく場所である。即ち、神が被 造 界の內部において識 美され 
ることを欲し給う場所であり、 識美 されることを許し 給う 場所で ある。 

しかし、もしわれわれが、以上のことに附け加えて、 •「神と 人間の問 における 契約は、天地と 
全被造界の意味に して# れ、根據にして S 槪で ある」ということを 言わぬならば、 創造につい 
て窮極的•決定的な 言葉は、 語らなかつた ことになる。このことによつて、 われわれは一見、 
〔使徙信條〕 第一項の 認識と吿白の領域を超えて、 手を 仲 ばすかに見える が、しかしそれは 一 
見そう見えるに過ぎない。なぜかと言えば、 われわれが 契約と 言う場合、われわれは ィ H ス •キ 
リストのことを 言う のだからである。しかし神と人間の [ MI の契約は、謂わば何か 第二次的な も 
の•附加的なものではなくて、契約は创造自體と同樣に古いので ある。 被造界の#在が始まる 
と共に、人間に對する神の働きも始まる。と言うわけは、存在す る全ての ものが、やがセはィ 
H ス•キリストとの契約においてあらわになり •有效にな乙様な神の働きに 向う方向において、 
旣に神の計飛を現わしている限り、#在する全てのものは、人間に 站いて 秩序 づけら れてい る 
のだからである。契約は®に、创造と同じように古いという 丈では ない。それは 創迆 よりも古 
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いのである。世界が在る以前に I 天地が在る以前に、神が人間と交わろうと欲し給うたこの出 
來事に關する —— ィ H ス•キリストにおいて不可思議にも眞 K となり現®となつたこの出來辦 
に關する —— 神の決意と神意が、在るのである。そしてわれわれが存在と被造界との意味を_ 
ねる場合——その根據と目標とを尋ねる場合、われわれは神と人間との間におけるこの契約の 
ことを、想起しなければならない。天と地、及びこの兩者の境としての人間、という被造界のこ 
のような簡潔な記述を、われわれが今一度振りかえつてみる時、今や恐らくわれわれは、餘り 
腎險的になることなしに、また投機の责を負うことなしに、<天と地の關係は、契約における 
神と人間の關係の如きものであつて、被造物の現存そのものが、唯一の大いなる微し ( sign - 
um ) である。神の御意の徴しである > と、言うことが出來るであろう。上方と下方•理解し 
難いものと理解し得るもの•無限と有限の出會いと共#。—-われわれは被造物について語つ 
ているのである。これらすベてのものは、未だこの世であるが、しかしこの世の内部において、 
上方と下方が現 K に#在し、互に相對していることによつて——また、われわれの呼吸の一つ一 
つにおいて•われわれの思索の一つ一つにおいて•われわれの人生の大小様々な一つ一つの經 
驗において•天と地が共に存し•互に挨拶をかわし.互に相5；き相反撥し•しかも 一®をなし 
ていることによつて、われわれは、神がその造り主で在すわれわれの現#において、一つの徴 
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しであり•指示であり•一つの約柬である。われわれは、被造物において•被造物に關して生 
起すべき ことの 約^ — 即ち、造り主と被造物との出#いと共存と交りの約^ — また、 ィエ 
ス•キリストに あつて は、造り 主と 被造物の一致の約束、である。 

© 创世記 一 •一。 

® 2/ T クスビア「ハム レット」 策一莊第五場。 

® 創世記 三 •一九。(但し邦 諍 型赉では 「胰 に皈るべきな D 」 と諍されている 〇) 

©出 H ジブト 記二〇 •四。 

® 詩 n 八•六、コリント前部 一 五•二七、エぺソ& 一ニニ r へブル被二•八。 
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十 ィエス•キリスト 

キリスト敎信仰の對象は、その中心において、行爲の御言葉てある。即ち、神がィ 
エス •キリストに おいて永遠の昔から、われわれの爲に 人となることを 欲し給うた行 
爲。時間の中において、われわれの爲に人となリ給うた行爲。また1水遠にわたつて、 
われわれの爲に人てあリ•人として止ま y 給うてあろう行爲。そのような行爲の御言 
葉て ある。このような神の御子の業は、父の 業を 前提として含み、聖靈の業を結果と 121 
して含んている。 

われわれはこの一章によつて、使徙信條の大 い &る中心に步み入る。この 中心は、 旣に使徙 
信條の本文において、特別に詳述されていることによつて卓絕し、また更に、外形的に全體の 
中心を形づく〇ている、というだけではない。われわれがこの講義の序論の部分で、信仰につ 
いて語つた時に IW にその第一の部分で、父なる神•全能なる神•天地の锆り主なる神に〇 
いて語つた時に、われわれは絕ぇず、この 中心を指示せ ざるを 得なかつた。 われわれが絕ぇず 


豫め 先の ことを 語らなかつたならば、そして第二項から第一項の說明をしなかつたならば、信 

條の 第一項を 本當に講解することは出來なかつたであろう。第二項は、單に第一項に 絞き第三 

項に先立つだけでなく、そこから他の 二 項が照らされる ところの 光源である。使徒信條が 、も 

つと短い I そして 更に 恐らくは今日われわれが第二 項に おいて吿白しているもの だけを含ん 

だ •極めて 短い原形から生れたという ことは、 歷史的 にも 證明出來る。原始的な使徒信條は 

「主(は) ィ H ス •キリスト」というた だ三つの言葉から成つ. ていて、 それに 後代は じめて、 

ス 第一項と第三項が加わつ たのだと、信ぜられている。 このような 歷史的 經過 は、‘ 氣 まぐれな も 

キ のではなかつた。この 第二 項が、 M 史的に全體の根源であると いう ことを 知る のは、 即事的に 

土 も 重要である。キリス ト者とは、キリストを吿白する ^のことである。 そしてキリスト 敎 信仰 
ィ 

吿白とは、 主ィヱス•キリストに 對 する 吿白のこと である。- 

使徒信條が父なる祌と聖磁なる神について語ることは、補足的な言表として、 この 信仰吿白 
の中心から理解され 得る。 キリスト 敎神學 者たちが、造り 主なる神の 神學を抽象的•直接的に 
考案し ようとした場合には、 たとえ彼等が この?: 5き神を、どのような 设敬をもつて考え•また 
語ろうとしても、いつも迷路に踏み入つたのであを。 そして これと同じことは、神學者が 第三 項 
の 神舉に 、架^の祌學 に、 即ち第一項の」3き神の神學 とは 反對の 體驗の 神學に 、突進もうとした 
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場合に本、起つたのである。その場合にも神學者は、迷路に踏入つたのである。シュライヱルマ 
ッ ヘルに よつて 特徴づけられているよぅな近代神學め金體を、われわれは 恐らく次の榇 に理解 
し得る乙、 また 理解 -- L なけれ.^ならないであろぅ。即ち、そこでは神學が、十七八世紀の或る種 
の發展 K よつて準備せちれて、一而的な第三項の神學になつた、といぅ風に 0 また、第三項 犯おい 
ては 第二 項の解明が行われているに過ぎず•われらの 主イ h ス •キリス トのわれわれ人 Ini にと 
つての^ 味の 說明が 行われているに過ぎない ということを 考えずに、 ただ 规钣 のみを 相手とす 
^ る'ことが 出 來ると 近代神學は信 - t た、といぅ 風に。— われわれが；4バーん哪と 言ぅ 場合に、われ 
T われがいつもた だ糙きを もつて指示し得るこの大いなる關係、またわれわれが必然杓に 泱りを 23 

ス • * I 1 

^ 犯す&も^: - L い可能.#を特ちつつ指示するこの大いなる關係が、キリスト敎的意味においてど 

れ程重大か という ことは、 イエス•キリストから - ただ イエス•キリストからのみ認め得る 

し、また理解し得る。われわれが この 〔神と人間という〕 言^に J : つて 語ることは、ただわれ 
われが「イ H ス杜生な り」と吿 ;•© することによつてのみ、說明され得る。そして一方には被趙 
物.#在の現-©、他方には敎會.救贼.神といぅこの關係が、どれ程21大かといぅことは、わ 
れわれの fr 在の介力^遍 - M な JK 理といぅよぅ*:見のからも、また宗敎史の现 .. S から^、決して 
*/ 解す る ことは. ill 來 .& b めであつて、われわれはそれをただ イエスとキリス トの關係からの み1 


イエス •キリスト 


學ぶことが出來るのである。ここでこそ、人間を超ゆる神(第一項)ということ、人間と共な 
か神(第三項)ということが、何を意味するかということが、われわれに示される。それ故に、 
第二項が、キリスト論が、キリスト敎的意味においてすベての神認識の試金石である。すべて 
の神學の試金石である。「君のキリスト論がどのようなものか言い給え。そうしたならば、私は 
君が誰であるかを言おう. 0 ©ひひ’こハ」道は分れる。そしてここでこそ神學と哲學の關係•同 
時に神の認識と人間の認識の關係•啓示と理性の關係•福音と律法の關係•神の K 理と人間の 
眞理の關係•外的なものと內的なも•のの關係•神學と政治の關係が決定される。ここでこそ一 
切は明脫になり、或いは不明瞭になる。明かになり、或いは ng くなる。何故ならば、ここでこ 
そわれわれは、中心に立つのだからである。そして、われわれが今や認識を試みたく願うものが、 
われわれにとつてたとえどの様に高遠•不可思議•困難に思われるにしても、われわれは、こ 
こでこそ一切は全く素朴に•全く單純に•全く無邪氣に&るのだと、言うことも許されるであ 
ろう。この中心においてこそ、である。私が紐織神學の敎授として、諸君に向つて、「注意し 
給え。ここが大切なところだ。學問か 1 それとも砬大の Mirr か、の岐れ目だ」と叫ぶこの中心 
においてこそ、である。ここにおいてこそ、私は諸封の前に、丁度日蹯學校の先生が小さな生徒 
たちの前に坐るように、坐るのである。「世は喪われぬ。されどキリストは生れ給いぬ。 おお、 
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喜べよ、キリストを信ずる者たちよ」という四つの子供でも本當に理解出來る ことを言わねば 
ならぬ日曜學校の先生の様に、諸君の前に坐るのである。 

この 中心とは、行爲の御言葉、或いは n ^: fx ' 命のことである 〇こ の キリス ト敎 信仰の 中 
心においては、言 iy * 木と業•認識と生という•われわれが良く知つているあの凡ての對 立には、 ii 
早何の; ( S 味もないのだということを、諸君に明示するのは、私にとつて大切なことである。 むし 
ろ言葉は、ロゴスは、まさに同時に業であり、！！(| ;1 «?° ギか)である0く艮旨(|—”|) 
”が同時に opus(^£l *o l テ) なのである。問題が神に關する 場合には、 また 問題がわれわれの 
キ信仰のこの中心に關する場合には、われわれにとつて極めて興味深く •また m 要に思われるこ 
仁のような區別も、垠に無用なだけでなく、 M かなこととなるのである。神が語り•神が行爲 し. 

刺が中心に立ち給う という、 ここに示される S は、雲の5 であり、 或 .S は S の現5 

ある。ここで問題とされる御言葉自體は、一つの行爲である〇行爲 として 言葉で あり啓示であ 
るような行爲である。 

われわれがィエス.キリストの御言葉を口にする場合、われわれは何かのィ^;かについて語つ 
ているのではない。ィエス•キリストの御名は、透いて見える©いのようなものではない。そ 
れを透してわれわれが何か 一®*髙いものを眺めるというようなものではない。(ここでは ブラ 
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トン主 a は排除される。)問題はこの御名: la 體であり、この稱號であり、この人格念のである。 
何か i 於阶か人格が問题ではない0レッシングの^味^おける何か「偶然的な腋史的現汊」が 
問題ではない。何故なら、そのような「偶然的-*:」歷史的事 K と W うもの r _ そ、まさに、永遠な 
る理性の眞理のことでかふからである。また、このイエス•キリストの御名は、決して人111]歷 
*>61奶ルを示すものでもない。人が<人間の全歷史は、イエス , キリストにおいて、その極 
點に逮亡ざるを得なかつたのだ V ということを示そうとした場合、それはいつも、人 ra の小さ 
スな發見にすぎなかつたのである。そういうことは、イスラエルの歷史について さえ、 言うこと 
ネ • は出來ない。まして世界史について、そのようなことは言えないのである。たしかに、ここに 
^ おいて歷史はぬ必されたのだという.ことを、われわれは後を振りかえりつつ言うことが出來る 
し、また言わなければならない。しかしそれは、一切の歷史上の諸結果から眺めれば全然新し 
い•また不快なものであるような一つの'. K •理における出來事である。ギリシャ人には思かであ 
り、ユダャ A? には躓きなのである。從つてまたわれわれは、イエス•キリストの御名において、 

一つの入1111的なか ti の結果を問題とするのではない。即ち、人間の必婴の產物を-人間の罪 

から說明され •«! き汛され得る•照主にして救主なる方の姿を、問題とするのではない。また 
人間は、自分が罪人だということを、自分自身から知ることも - H -1 來ない。むしろそれは、イエ 
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ス.キリストの認識の一結果である。即ち、ィ H ス•キリストれ光において、われわれは光を 
見、この光において、われわれ自身の IS - I を見るのである。キリスト敎的意味において認識と呼 
ぶに ffl するすべてのものは、ィ H ス•キリストの認識によつて生きているのである。 

われわれが「我はィエス•キリストを信ず」と言う場合、今一度言えば、それは策一项の立 
場からしても、全然新しい或ることである。天地の造り主なる神。その商きに在し•隱蔽の中 
に在す神。天的現 K の不可解性を更に超えるその不可解性の中に在す神。そのような神を、第 
ス ー項は吿 a している。ところが、この第二®においては、一見それとは矛质する事柄が1い 
t ずれにしても全然新しい事柄が、吿白されている。笫一項における神の高みと不可解性をはじ 
h めて明瞭ならしめ•解明し•同時にわれわれをして<神は姿を持ち給う V という非常な謎に lit 
而せしめる•全然新しい事柄が、吿白されている。一つの名が語られ、一人の人 n-n が神の代り 
にわれわれの前に立つのである。ここでは、全能者は少しも金能でないように思われる。われ 
.われは神の永遠性と遍在について聞いた。ところがわれわれは今、<ここ、そして今>につい 
て、聞くのである。人問歷史の只中におげる狹い一線上の或る出來事について、 [if] ぐのである 0 
われわれの紀元の始めに.われわれの地上の或る場所で趄つた一つの物語について、問くので 
ある。われわれは®一項においては、へ义なる神について liH いた。ところが今や、こ o ' 神性の統 


127 


イエス•キリスト 


一の中から、神御自身が御子の姿において、步み出で給うのである。今や神は、神の中にあり 

つつ、また神から步み出でつつ、このような他なる方なのである。第一项においては、存在す 

る凡てのものからそのような方として區別され給う造り主と、神の#在とは異る一切の存在の 

總體としての被造物のことが、說明されている。ところが今やこの第二项においては、选り主 

御自身が被造物になり給うたということが、言われているのである。永遠の神なる is り主が、 

(その全體性における被选物ではなく)一人の被 il !£ 物と成り給うたのである。 

「永遠の昔から、われわれの爲に人となることを欲し……時[111の中において、われわれの爲に 

人となり給い……また永遠にわたつて、われわれの爲に人であり、人として止まり給つであろ 
© 

う」方、それがイエ.ス•キリストである。私は旣に一度、イギリスの女流作家ド卩シ！セイ 
③ 

ヤーズの名を離げたことがある。彼女は®:近、神學に對して、箸しい興味を向けているが、あ 
る小さな文窣の中で、彼女は、神が人と成つたというこの報せが、どのように未曾冇のもので 
あり、どのように奇怪なものであり、どのように「興味深い」ものであるかということに、汴 
意を促した。このような報せが、或る日、新 liH に出ているというようなことを、一度想像して 
みるがいい。?¥際それはセンセーショナルな報せである。他.のどのようなことよりも、 gi にセ 
ンセーショナルな報せである。そして、このような無限に M くべきこと、未だ一度も存在しな 
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かつたこと、繰返され得ないこと、それがキリスト敎の中心點なのである。 

神と人間というこの二つの槪念の結合は、いつの時代にも存在した。受肉という觀念は、神 
話には未知のものでは&い。しかしこのような觀念から、キリスト敎の使信を區別するものは、 
すべての神話が极本的に一つの理念の——一つの费迥的眞理の描出にすぎないという琪沉であ 
る。神話は、究と夜•冬と春•死と生という關係の周圍 を、 廻轉 している。 それはいつも、無 
時間的な現? f を、考えているのである。しかしイエス•キリストの使信は、このような神話と 
ス何の關りもない。この使信は、それが次のような獨得の歴史的構想を持つているという點で、 

キ旣に形式的に、神話とは區別される。即ち、一人の歷史的な人間に關して、彼の現存にお 
" いて神が人 Fill と成つたというようなことが——從つて、彼の存在が神の存在と同一であつたと 
いうようなことが、起つたと語られることによつて、區別される。キリスト敎の使信は、同時 
に、全く一つの歷史的使信なのである。そしてわれわれが、永遠と同時に時[[3 を、 神と同時に 
人間を、共に見る時にのみ——ただその時にのみ、われわれはイエス•キリストという御名に 
よつて語られるものを把握する。イエス•キリストは、神と人との間における契約の現? e であ 
る。更にわれわれは、イ h ス•キリストに眼を注ぐ時にのみ、第一項の®:味において商きに在 
す神について、語り得るようになる。なぜかと言えば、そこでこそわれわれは、この神との贺 
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約の中にある人泰識るからである。即ち、そのような人としての具體的な姿を持つた人を、識 

るか^.である。そしてわれわれが、使徒信條の第三 m において、人間の中なる神に〇-いて！ 

われわれと共に•またわれわれの中において働き給う神について、語ることを許され .PH くこ 

とを許される場合、それはそれ&體においては、一つのィデオロギー、一つの人間的®感の 511:1 

換えであるかも知れない。その興密と體驗を伴つた人間の内的生活の.%•雜を過度に表衆した t 

の力も矢れ^.レわ^1わ^人 W の內留に生起す^ • ものを、聖1?と名^けられる架空の神性の商 

スみに、投影したものかも知れない。しかし、神がわれわれ人間と性際に結び給うた契約に、わ 

t れわれが0-を注ぐ時、われわれは、それがそうではないことを、知るのである。高きに在す神130 

H が、 低きに居るわれわれ人間の近くに、 K 際に在すのである。神が现在し給うのである。神と 

人卯との間におけるこの契約に H を留める時-それによつて神が人と成り給うたこの$3約に 

眼を®める時-この一人の方において凡て0他の者にとつて布效であるこの契約に：：：を仞め 

る時、われわれは孢迤の現 K について、敢て語るごとを許されるのである。 

「神は人なるなんじのため、みずから人と成りたま v > ぬ。なんじの血潮とみずからを、むす 
. © 

びたもう利の御子。」このようなクリスマスの M 理を、私はその三つの要素において、說明する 
ことを試みた。私は次のような歷史的現 K から、川發しなければならない。叩ち、夺圯は[ 




われわれの時間は、一つの歷史的中心點を持つていて、この中心®から、われわれの時 Hli は现 
解されなければならないのである。また時 [1:11 は、その様々な矛盾を持ち•様々の SS みと低みを 
持ちながらも、この中心 S からして、神に對して 一«の關係を持つのである。時間の中心點に 
おいて、神がわれわれのために人と成り給うということが、起つたのである。この出來 m の一 
回性を强調する場合に、われわれは、これが何等偶然の出来事ではなく、他の様々の歷史的出 
來事の中における一つの歷史的出來事ではないということを、考えなければならない。むしろ 
スそれは、神が永遠の昔から欲し給うた出來事そのものなのである。ここで、箜?|が第一项の 
t 領域に引返すので ある。 ここに おいて、創锆と救®が、結八 口され るのである。ここからして、 

H <時[11]の中において充たされ•示されたような神の御意を拔きにしては、既に創造が考えられ 
ず、世界全®に先立つ•永遠の昔からの神の現存が考えられない V ということが、言われ得る 
のである。神の永遠の御意が、このような姿を取るのである。その御愆がこのような行爲にお 
いて•またこのような御言葉において示された神以外の神は、永遠の昔から在し給わなかつた。 
諸君はこれを、一つの思辨と考えてはならない。キリストの使信は、決して他の様々■の腐理の 
中にある一つの M 理というようなものではない。それは眞理そのものである。われわれが神の 
ことを考える場合、われわれは最初から、ィ H ス•キリストの御名を考えなければならない。 
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「また永遠にわたつて、われわれの爲に人であり•人として止まり給うであろう」方 —— この 
契約の眞现、この神と人との一致は、それがあの時あの處において現 tt となつた一つの歷史的 
腐理であるからといつて、何等一時的な眞理というようなものではない。イ H ス•キリストは、 
終ることなき國の王で在す。「時に先立ち在せしごとく、君は常盤にとどまりたも⑽。」この 
ようにして、われわれは神に對するのである。神はわれわれを現代に、しかもイエス•キリス 
卜において、「前より後より」圍み給う。この場合、逃れる術はない。しかしまたこの場合、 

ス無への轉落ということも有り得ない。われわれは、イエス-キリストの御名を口にすることに 
キよつて、一つの道の上に立つのである。「われは道なり、眞理なり、把命な^©0 J この M は、そ 
h の中心が神御自身であるとこ.ろの時の中を W く道である。そしてこの道は、暗黑の中には#し 
ない一つの出發點を持つている。この道は、 Is -] の中からは出て來ない。その出發點は、この M 
に相應しい出發點である。そしてこの道は、一つの目標に向つて&む。この EEfc ? も亦、暗黒で 
はない。むしろこの未來こそ、イエス•キリストという名を持つている。彼は、ここに在した 
方、またここに在す方、また信條の第二項の終りに「かしこより來りて生ける者と死ねる若と 
を辦きたまわん」と記されている様に、ここに來り給う方である。彼はアルファでありオーメ 
ガであり、始めであり終りである。そのようにしてまた同時に中心であり、また道である。わ 
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れわれが使徒信條の意味において、このィ H ス•キリストの御名を語る時には、われわれは 

「前より後より」支えられ、また W に高められるのである。 

そしてこれらすベてのことは、「われわれのために」なのである。このことは隱蔽されては 

ならない。このよぅな契約において、またこのよぅな啓示において、.問題は決して、われわれ 

の#在に對して恐らく興味深い•また珍しい帘踏や秘義に關しはしない。たしかにそのよぅな 

ものにも、問題は關するけれども、しかしもしわれわれが契約や啓示を、眾なる知的觀照の對 
卜 ⑧ 

ス象にしよぅとするならば、われわれは事柄を理解しなかつたのである。眾なるグノーシスは 

t (たとえわれわれが、全新約蜜 « f を典摅として擧げ、またどのよぅに商遠な言葉で、キリスト 

K のことを語ろぅとしても)嗚る鐘や響く鍉敍であろう。「キリストの恩惠を知ること、それがキ 
V 

リストを知ることである」 (Hoc est Christum cognoscere 1beneficia Cnnsti cognoscere ) 

といぅ、後代の神學において K に ffi 々說つて引用された言葉(一五ニー年のロキ)を語つたメ 

ランヒトンは、正しかつたのである。受肉の髙い秘義について最早何事をも知ろぅとせず、た 

だ人間にとつて一定の 「 M 値」を持つ或る種の恩惠を人間に與える一つの存在として、キリス 

⑩ 

卜のことを語ろぅとしたといぅ點に、殊にリッチュル學派において行われたこの言葉の誤用が 
あつた。.われわれは抽象的に、「キリストの恩惠 」 (beneficia ohristi ) について語ること 
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は出來ない。われわれが彼を認識するためには、その「恩遮」 ( beneficia ) を行®において認識 
しなければならない。 

恩惠は徹頭徹尾、<神が私という人間のために人となり給うた>というこの啓示の現 W の中 
に、#する。このことによつて、われわれは助けられているのである〇天國は既にここに.い、 
われわれのために既に、神の fnlj から行爲が爲されているのである。ィエス•キリストの御名を 
語るということは、われわれのために fflJt がなされているということを飱認し、われわれは喪 
スわれたものではないということを承認するということである。ィエス•キリストは、あらゆる 
t 事淸の下における人間の救いであり、人! m 自身から生ずる惡を含めて人問の生を暗黑にする凡 

ス 

H てのものに®する、人間の救いである。神がわれわれのために人と成り給うたというこの出來 
事において、旣に回復されていないようなものは、何一つ存在しない。 K はいつもただ、このよ 
うな WW の發見だけが、まだ起らないのである。われわれは、何か暗 W 問題性の中に、存在し 
ているのではない。否、われわれは、われわれが存在するより以前にわれわれに對して惠深く 
あり給うた神によつて、#在しているのである。われわれがこの神との麵齬の中に在るという 
こと、われわれが神から離れて生きているということ、否、神に S する敵對の中に生きている 
ということ、それは tts かも知れない。じかし、われわれが神に對する戰に入る以甜に、神が 
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われわれの ために和解を準備し給うたという t との 方が、 一好眞贲である。また、神からの わ 
れわれの疎隔と 關聯 して、人間がただ破滅した背としてだけ考えちれるという ことは、 B 11 E か 
も知れない。しかし神が、 一切の 破滅のために救いが存在するように、われわれのために行爲 
し铪うたということ、行爲して居給うということ、行爲し給うであろうということは、逯かに 
より 眞 M な ことである。 これこそ、それを信ずるようにと、われわれがキリスト 敎敎會によつ 
て、 ip?s において、 召されている 事柄である。 < われわれ人間は神の 憐憫の對象 なのだ V とい 
うわれわれの 認識から こそ、被造界の深みから繰返し现れて來る歎きと訴えは、力を得る の だ 
という 事！： T このような事贲によつて始めて、われわれが歎かねばならぬ凡てのことは I 必 
然•正常な訴えとして われわれに向つて發せられる凡ての ことは—— 凡ての歎息•凡ての悲 
歎 •凡ての 絕望は 、(そしてこれら凡てのことが 起るべき 理由は、たしかにあるのであるが)、 
多少と-? >偶然的な凡ての悲哀から、區別されるのである。神がわれわれのために爲し給うた事 
の深みからの み、われわれが悲慘の中にあるという こと も、明かになり得るのである。 神の憐 
惘を知る 人 以外に、 _が人間の M の悲慘 を 知つ ているであろうか。 

このような 神の 御子の 業は、父の 業を 前提として含み、 遭钣の 業を結果として含んで いる。 
使徒信條の第 一瑣 は、われわれの道の謂わば「侗處から」であり、 第三 項は「何 處へ」である。 
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これに 對して第二坝は、そこでわれわれが信仰の中にある道である 〇そこからしてわれわれは、 
利の業のすべての©かさを、見渡すことが出來るのである。 

①「封が誰と 交際して いるか苜つ てみ給え 。そうしたならば、私は君が誰であるかを首おう」という誌 
の Tr い ra し 0 

©題詞の一節。 

©Dorothy Leigh Sayers ( 一八九三 —— 现存)〇英阈 の 女流探侦作家〇探侦 Lord Peter Wimsey を 
中心として、 Whose 60 ユ 7?( 一九二三 ) から！ 13|1 的ョ 3»31101 0 :37( 一九三三 ) に至る ± で、多くの探 

似小說が ある。 また、 Grst-short.stories of Detstion, Mystery Horror ( 一九二九、一 .^ 三一 ) 

の編#として莪名。 ( 研究社「英米文學辭典」にょる〇) 

©讚美歌。 

® _类耿。 

④詩^一三九•五。 

© ョハネ傅一四•六。 

© 笫八講の独©參照。 

⑧ Loci は Loci communes resm theologicarum ( 神 ^ の通有槪念 ) 。メランヒト、ン(一四九七 _ 

一五六〇)の屯-郭〇ルターの信仰の神哚的 ^ 證で ある a 一 五 ニー^に初版が發行されたが、再版(一五三 
五〕 三 版 (一五 四 三〕 と 版を 2r ( ねるごとに 改訂が行われた 。初版に おいて明示せられ た 「信叩 CO み し とい 
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ユ 


ぅルター的倍仰が、1$版三版においては次笫に弱められて•非福嵆的立場への後姐が示されるに至った。 

⑩ Albrecht Benjamin IRitschl (一八ニニ-一八八九)はドイツの神^^。その^郡力において、•ゾ 

ライ H ルマッへル 以後、笫 一に 數えられる人である。 一八 六四哔以來、ゲッティンゲン大织において、 
现讲神^、敎莪织绦を齙じた。 一八 七〇哔顷から*彼を中心として リッチュル ^派が形成せられた。 ヘル 
マン、カフタン 笠が、その中に®:えられる 。リッチュルはロッツェの 認識論に立って、われわれは现象を 
超えて絕對荇を知ることは出來ない、ただ神のわれわれに對する働きにょって、神の存在を知るのである、 
とした〇從って、 キリスト 論 •か、 彼にょって再び神學の极底として愆識せられ、腿史的啓示の問題に、新 
しい莊礎が讽えられた。 
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十 I 救主にして神の僕 

イエスという御名とキリストという稱號は、イスラ H ル民族の預言者的•祭司的. 

王的使命がその方において啓示され.實現された人の選びと人格と御業とを、語る。 

イエス•キリストという使徙信條の第二項胃頭の二つの外來語 I またやがては、この第二 
項金®が關係する二つの外来語において、われわれは一つの人名と一つの稱號に出件う。即ち、 
或る特定の人の名と、その職務の表示に、出うのである。そしてわれわれが、「キリストな 
るイヱス j というこの名とこの稱號を語る時、われわれは先ず第一に、4^ 一；；；^民族の勝*' 
と•百語という領域の中に、自らを發見するのである。イスラ H ルから出で•一定の K 能を持つ 
た人であり•イスラエルの本質と使命を啓示し K 現する人であるイエス——これは、今日われ 
われの心を占めねばならぬ特別な主題である。その際、勿論次のような K で事態は極めて獨特 
である。即ち、イエスという人名は、へブル語の領域兀础して》るが(即ち、イエスという名 
は、骑約において腿々现れ • ：史に一度は旣に顧めて顯著な爲方で现れたョシュァとぃう名 
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と、等し^©)、キリストという稱號は 、ギリシャ 語なのである。 (尤も、 メシャ、伢注がれたる 
溝というへ ブル語のギリシャ譯であるが。)從つて、この二つの言葉の中には、11わば一つの 
歷史が示されている。キリストなる一人のユグャ 人、 イスラエル 人、 へブル 人、 イエス —— そ 
れが 、イスラ H ルからギリシャ人に至るところの、 Jili ち世界に至るところの途上に起る 地上の 
歷史の一片を、 , • i ': - l - l き改めるのである。われわれはイエス•キリストを分離して、 この 二つの構 
成要素の 一つ だけを所冇しようなどと願うことは、出来ない。イヱス•キリストは、もし彼が 
イスラエルから出でたユグャ 人 イエスとしての職務執行 者 キリス トでない としたならば、その 
あり給う が如き方では ないで あろう。しかし 一方、もし彼が 神の職務 執行盏で ないとしたなら 
ば I もし彼が、 イスラエルの # 在と^*を W 族 世界において •全人類の 中に おいて •光のよ 
うに輝かしめ る キリストでない としたなら ば、 このユグャ 人 イエスは、その あり 給うが如き 方で 
はないであろう。もし われわれがイ H ス •キリストを見 •また理解し ようと 願うならば、いつも 
この發端 とこの w tj を I この兩者を理解す る ことを、 努めなければ ならない。一方或いは他方 
が 忘れられる場合、或いは否定さえされる場合には、&早われわれは、彼とは無關係なのである。 

イエスという人名は元々 、 r ャハゥェ (イスラエルの 神)助け 給う」 という 盘味である。 職 
務名のキリスト —— メシャは、イ H スの時代のユダャ敎においては、 イスラ H ルによつて 待望 
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され•終末時に來つて•神の榮光を(約來されてはいたけれどもこれまで隘されていた 神の 榮 
光を)現すべき方を、示した。それは、數世紀 以来 困窮と all 制の 下に 沈んで いたイスラ h ルを 
解放し •自ら イスラ H ルより出でた者として諸民族を支配すべき人を、示した。ナザレの イ H 
スが登場して說敎 し、 その M - がナザレの狭い場所から、この民族の歷史の廣 い 場所にまで(この 
歷史は、古来そうであつたように、その完成を H ルサレムに見出すことになつたが)先ず延びて 
いつた時に、この人物が——このナザレのョセフの息子がメシヤであるということ、終末時に 
待望された方であるということ、彼がそのような者として自らを示し•またそのような者とし 
て認められたということは、その秘義であつた。 イ H ス(即ち「神助け給う」「救主」)という 
御名は、よく知られた名前であつた。そして、この名前を持つた多くの^が居り、これら多く 
の者の中の一人が、神が欲し定め給うた故に、その人において神の約柬が成就される唯一の方 
であ〇たのである。そして、この成就は同時に、イスラ H ルに與えられたものの成就を意味し、 
この. M 族が金世界•全民族•否金人類の歷史にとつてそうあるべく定められたものの成就と啓 
示を意味する。彼は最初の敎圆によつて、イ H ス•メシヤ，とは名付けられず、 イ H ス•キリス 
卜と名付けられた。この名の中に、世界に向つての扉が示され、また開かれているのである。 
しかし、 イ H スというユグヤ名が、依然として残つている。世界の廣い場所に進むその道は、 
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イスラ H ルの狭い 場所から、 發するのである。 

諸君は恐らく、私がこの名前と稱號 を、 このように ill 大視することを、怪しまれるであろう。 
われわれは古代全“體において、またイスラ H ルにおいても、名前と稱號というものが、われわ 
れにとつて恐らくそうであるように、 何 か外面的&もの•偶然的なものではなかつたというこ 
とを、明かに知らなくてはならない。この名前とこの稱號は、或るものを語つている。そして 
それは、極めてリアルに理解されなければならない。即ち、それらのものは、啓示なのである。 

從 つて、それらのものは決して、眾なる記號や名稱 —— 即ち、名付けられたものがそれを持つ 
ていても持つていなくても良いような一つの裝飾ではないのである。マリヤに向つて、汝は汝 141 
の子をイ H ス 、即ち 「神助け給う」、救主、 soter(ff 二^ シ) と名付くべきだと語つたのは、 

天の使であつ I 。またキリストという稱號も、人間的な考えの表現として理解さ〇-べきではな 
くて、それは必然的にこの人に M したものである。この稱號は、この名を持つた方から分離さ 
るべきではなくて、この名を：80た方は、むしろこの稱號を持つ爲に生れ給うたのであつた0 
その場合、 名と 使命との間に一一元性は無い。その降誕の際に旣に、この稱號は、！ g わば冠のよ 
うに必然的に、彼の頭上に降ろされて、この方はこの職務を離れては {r 在せず•この職務はこ 
の方を離れては存在せぬこととなつたのである。彼はこのキリストという業と職務に 1 イス 
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ラエルから出でた M 首者•祭司•王としての神の僕という業と職務に、選ばれ給うた故にこそ、 
このョシュアであり給うのである。この「神助け給う」であり給うのである。 

われわれは先ず第、一に、 しばらく 次のような水 M の前に(それは > lr 要なであるから)立 
停らなくてはならない。即ち、この イエス•キリストに おいて、われわれは、 イスラ H ル民族. 
ユダャ段族というこの一民族の使命がその人において n : 現され•啓示される人物に出 vt うのだ、 
ということである。この试族から出でた神の僕たる キリスト。 凡ての民族のための神の僕であ 
り、また イスラ H ルというこの一民族のための神の僕の姿。これは、常時においてだけでなく 
M 史全體にとつて、否永遠にわたつて、互に分離され得ない二つの现. W である。 イスラ H ルは 
イエス•キリス ト無しには無であるが、われわれは同時に、 イエス•キリス トは イスラエ ル無 
しには、 イエス•キリス トではあり給わないと、言わざるを得ない。從つてわれわれは、眞に 
イエス•キリストに! 1 R を注ぐために、 先ず 第一に、 しばらく この イスラヱ ルに、眼を注がな く 
てはならない。 

傷約の K であるイスラ H ル民族は、その歷史の經過において .• 神が絕ぇず新しい形において 
繰返し契約を結び給うた K 族である。このイスラ H ルにおいて、神と人問との11.1]における契約 
というこの槪念は、その座席を持つているのである。神が人間と結び給うた契約が、絕對的に 
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イスラ H ル段族との契約である故に、またそういうものであることにょつて、この契約は、何 
かの哲學的理念から區別され、何か帮迎的に人間的&觀念から區別される。ここで問題は、理 
念や觀念に關することではなくて、神がアブラハムを諸 K 族の中から引き出し•このアブ ラ ハ 
ム及びその一族と —— その「紀」と契約を結び給うたという事 K に、關するのである。舊約架 

讲の全歷史、從つてまた イスラヱ ル K 族の全歷史は、神とこの段族との間における - この 民 

族と ヤハゥヱと いう名を持つ神との問における、契約の歷史以外のものではない。われわれが、 
キリスト 敎の信仰と キリスト 敎の使信は、すべての人間に向けられている、ということを認識 
する場合—— キリスト 敎の使信は全世界の神で在す神を宣傅えるのだ、ということを認識す*^ 
場合、われわれはこの普遍的•全體的な•全世界金人類を包拈する眞理に進む近が、特殊性の 
道で あると いう ことを、 見のがしてはならない。神が不可见議な.極めて勝手氣11な印象を與 
える やり方で、アブラハム •イサク •ヤコブの神であり給うあの特殊性の逍であることを、 兄 
のがしてはならない。從つて、われわれが人間に對する神の行爲について認識す る ことを許さ 
れる 凡てのことは、いつもアブラハム •イサク •ヤコブの神というこの對■物に、關聯するの 
である。‘この扔約聖迸が われわれに向つて 述べているょうな•その選びと•召しの 中に ある イス 
ラ H ル 民族、その獨自の 車 越性を持つ たイスラ H ル段 族、しかも同時に、その M かさを持ち. 
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邪し まさを持ち•弱さを持つたイスラ H ル K 族、絕えず新しい神の愛と慈しみの對象としての 
イスラヱ ル 民族、しかも同時に、この K 族に對して未 k の爲方で爲される祌の藤きの對致とし 
てのイスラ H ル 段 族 1 それが、われわれ凡ての衮に對する神の 自 rll なる恩節の 歷史的な 姿で 
ある。この場合、軍に問題は一つの歷史的な事 W にあるのではない。このようなイスラ H ルに 
對する I ユダャ 拢 族に對する神の自由なる恩， m の關係において、問題は、われわれ異邦人の 
キリスト袭が、われわれギリシャ人•ゲルマン人•ゴ ー ル人が、丁度 何かわれ われにはもう無 
關係なものを指示するような興合に指示出來る一つの事件に、あるのではない。今日のキリス 
卜敎界が、イスラ H ルの歷史から切離されて、謂わば「氣ままな氣球旅行」をするというよう 
なことに、問題があるのではない。もしわれわれがキリスト者として、敎#とユグャ人！ T ィ歡 
が最早互に無關係であるな どと 考えるならば、一切はまさに終りであろう。そして、 このよう 
な 敎幽とユグャ民族の間にお.ける分離が行われる場合には、 キリスト 敎 f 刚矿罰 せられる ので 
ある。その場合には、神の啓示の凡ての现 K 性は、 旣にひ そかに 否定され ている。從つて、 贺 
學と イデオ ロ ギ ー が榮え 、ギリシャ 的•ゲルマン的 •その他 自由に 選ばれた 様式の キリス ト敎 
が、案出され ることは必定である。(私は旣に、次の ような 事 K を 知つている。いつの時代に 
も、スイス•キリス ト敎というようなものがあつて、それが ドイツ•キリスト 敎に比べて、 格 
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別立派なものでもなかつたし、又今も立派なものではないのである。) 

諸君は、ユダヤ民族の意義を最も良く要約しているこういう揷話を、御存知であろう か。 フ 

© 

リ 1 ドリヒ火 王が 或る時、〔スィス〕 ア 1 ルガゥ縣ブルック出身の侍醫チンメルマンに向つて、 
「チン メルマ V よ、 神の#在の唯一の證明 を、 私に言つてもらえまいか」と訊ねた時に、チン 
メルマンは「陛下、それはユダヤ人でございます. J と答えた。彼がこの答によつて言おうとし 
たことは、 i いわれわれが神の證明を I 何人も否定出來ぬ•凡ての人の眼前で演ぜられる. 

何か眼に見えるもの、手に觸れ得るものを——訊ねたい と 思つならば、われわれ杖ユダヤ人を 
固守しなければならない、ということである。ユグヤ人は、全く端的な意味において、今日に 145 
至るまで存在している。近谋の無数の小民族は、旣に消滅した。當時の SB すべての.セム W 族 
は、巨大な諸民族の海の中に解消し、消滅した。そして、このただ一つの小 K 族が、殘#して 
いるのである。今日セミチズムとか反セミチズムとか W われる場合には、不思議にも依然とし 
て®在しているこの小民族のことが、言われているのである。肉體的にも精神的にも依然とし 
て認めることが出来て•「あれはアリアン人ではない」と如「あれは半分アリアン人ではない」 
とか「四分のーアリアン人ではない」とか言つて何時も立證することの出來るこの民族のこと 
が、言われているのである。 W 際、神證明が問題となる場合には、われわれはただこの單純な 
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歷史的 WIY を指示すれば、足りるのである。なぜかと言えば、ユグヤ人という人格において、 

われわれの眼前には證人が-アブラハム.イサク•ヤコブ及びわれわれ凡てのものと神が結- 

び給うた契約の證人が、立つているからである。 聖 fF を理解せぬ人も、 この 記念をル“ ことは 
出來るのである。 

そして御注®:願いたいが、今日では旣に過ぎ去つたあへ1冗]1|::4:チ^>:1|^、その根本からして 

反セミチズムであつたということが-この®勋において、まさに惡胞的な明瞭さをもつて 

<ユグヤ人が敵そのものだ V ということが認められたということが-そ^顯著な神學的重大 

性である。それが、その異常な精神的：：示敎的意雜である。そうだ、；3か事衆の敵ハ」かいかは、 
必然的にユダヤ人であつたのである。そしてこのユグヤ民族の中に、 1 T 際に、神の辟示の異常 
性は、生きているのである。 

救主にして神の僕であるキリスト•イ h スは、イスラ h ル民族の使命を rf 現し•啓示し給う 
方である。彼は、神とアブラハムの間に結ばれた契約を、成就し 給う 方である 〇キリスト敎敎 
f ¥ 力、イエス♦キリストを、われわれにとつての——すべての人[1.11にとつての•從つてまたイ 
スラ h ルの K と n : l 接の關聯を持たぬ尨大な數の人々にとつての救主にして神のと吿白する 
場合、敎4:はこのイエス•キリストに對するこの吿白を、決して、イ H スがユグヤ人で在した 
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けれども語つているのではない。(即ち、そのようにイエスがユグヤ人であると.いうことは、 
一つの「恥ずかしいこと J pudendum であつて、それをわれわれは見すごすことが出來、見す 
ごさねばならぬかの様に、語つているのではない。)その意味するところはまた、< たまたまイ 
スラ土ル人であるが他の民からも同找に出で得給うイ H ス•キリストを、われわれは信ずる> 
というようなことでもない。否、われわれが信じ•異邦人出身のわれわれキリスト衮がわれら 
の救主と名付け.われわれの爲の神の御業の完成背として f !: めたたえるイ H K •キリストは、 
必然的にユグャ人であつたのだということ、このことをわれわれは今、嚴格に考えなければな 
らない。この屬は、見過ごされてはならない。否、この事 K は神の御 m と神の啓示の具體的 
な現 K に M するのである。なぜならイ H ス•キリストは、神によつてアブラハム•イサク•ヤ 
コブと結ばれた契約の成就であり、この製約の現 K 性が(何かの契約のイデーが、ではなく)、 
創造の(即ち、神とは區別された凡ての現^的&ものの)根據•意味•目標であるからである" 
イス- yH ルの問®は、キリストの問®がこれと分離され得ないことによつて、存在一般の問題 
である。イスラエルを恥じる者は、イエス•キリストを恥じる衆であり、そのことによつて自 
分 s 身の存在を恥じる者である。 

私は、_家社會主 S の反セミチズム的な核心に對して、敢て時周的な適用を試みた。この 


14 ? 


救主にして神の僕 


ドイッで「敵はユグヤだ」という言葉が語られたということは、偶然の事柄ではない。 rr: た、 
何か輕々しく考えられてよいような事柄でもない。たしかにわれわれはこの言跑を語つてもよ 
いし、また場合によつては、これを語らなければならない。しかしわれわれは、それによつて 
何事を行うのかということを、充分に注意しなくてはならない。ユダャに對する攻擊は、神の 
業と啓示の(それと並んでは他に業や啓示の存在しない神の業と啓示の)巖に對する攻擊を意 
味する。神の業と神の啓示の全 { ffi が、 Irl 接的に I しかも、 m に理念や理論の領域においてで 
はなく、現 K の歴史的領域において、從つて時問的な出來祺の領域において、疑問視されたの 
である。即ち、そこで生起したことによつて —— ドイッでずつと以前から支配的であつた1 i 系 
のあの.根本的反セミチズムによつて、疑問視されたのである。われわれは、そのような衝突は 
起らざるを得なかつたのだ、とは言えるかも知れない。しかしその場合には、この術突がこの 
ような結果にならなければならなかつたことを、われわれは怪しんではならないのである。自 
分自身を選び•一切事物の根據とし•莊準とする一民族(そしてこれが_家® - fcifr ; 主，制の他の侧 
面であつた)は、早晩、眞に選ばれた神の K と衝突せざるを得ないのである。まだ反セミチズ 
ムが語られる以前に、そのような選ばれた民族性というイデーの {:lx .i! rl の中に、旣にイス：フ H ル 
の根木的な否定が存在し、同時にイ H ス•キリストの否定、また砹後には同時に、神御 R # の 
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否定が存するのである。反セミチズムは神否定の姿であつて、これに比べれば、^通に無神論 
と言われているもの(例えば ロシャ で#白されているような)は、無®なものである。なぜか 
と言えば、このような反セミチズム的祌否定においては、これを發明しこれに從事した人がそ 
れを 知つていたかどうかは兎も角として、問題は事 rf に關するのである。この場合、問題は キ 
リストとの 衝突に關する。神學的に老えて(私は今、政治的に語つているのではない)、この 
ような企てが失敗し崩壊することは必然であつた。この M に常つては、人1111の^擊は、たとえ 
それがどのように强力に企てられるにしても、挫折するのである。なぜかと言えば、 イスラエ 
ル 段族の 使命—— 預言者•祭司 •王としての使命は、それが イ H ス•キリス トにおいて®現せ 
られ•啓示されているという•ことが確かである限り、神の御葸•神の御業と同一だからである。 

「イスラ H ルの 使命」とは、どのようなことであろうか。^遵がイスラエルの選びについて語 
り、この民族が他の諸民族と異ることを語る場合、また從つて、われわれが舊約聖齊において、 
イスラ H ルの特殊存在を認める場合、問題は使命に關する。使徒としての任務扣關ずる。イス 
ラ H ルの存在において重要なことは、神によつて定められた人間が、神に代つて他の人間のた 
めに、#在しているということである。神に仕える一人の人明、或いは一共同體、一民族 —— 
これがイスラ H ルの現 K である。この以族は、それ自身の榮#のために選び出されたのではな 
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い。 何かの ffM 的權利主張の rr 味に おいてでは なく、 他の諸 K 族のために、またすベての M 族 
の僳という限りにおいて、選び出されたのである。この民族は、神によつて委託を受けた者で 
ある。この K 族は神の御言槊を宣傅えなければならない。これ •が この 民族の 預言漭的使命であ 
る。またこの民族は、神が單に語り給うだけでなく •自ら死に至る中： で身を 賭し 身を 捧げ給う 
のだということを、自己の •# 在によつて、證しなくてはならない。これがその 祭 WJ 的使命であ 
る。また®後に、この民族は、まさにその政治的無力さによつてこそ、他の諸民族の問におけ 
る證人として、人間に對する神の支配を吿知しなければならない。これがその 王 的使命である。 
このような Ifl 言背的•祭司的•王的奉仕を、人類は必嬰とする。锊約聚 jlJ-J'I が、この 小 K 旌の# 1 
くべき救いと保持に對して、感謝に充ちた神の！ i 美を、繰返し表现している場合、箱約聖替 は、 
この•イスラ H ルの使命を、その現 rE 全®において、示そうとしているのである。 イスラエルの 
KP 者的使命が特に示されているのは、特定の諸人物の登場においてである。これら 諸人 物の 
原型は、アブラハムの他に、殊にイスラ H ルの民族的統一の 创始 者としてモ ー セが 居り、 彼に 
辩いては、様々の姿をもつて絕えず新に登場した预首漭たちが居る。これとは別の笫二の線が 
示されるのは、锊約盥进に#いて「染龠の蘇「宵」「犧牲」と關聯を持つものにおいてであ 
る。そして ia 後に、王的な使命が 只 一回的に示されるのは、ソロモンの國にその驚くべき 地平 
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線を持つているダビデの國においてである。このダビデの國において、神の恩 ® の自椋が —— 
即ち、地上における神の交配を代表するものとしてのイスラ H ルが、楞本のように示されるの 
である。しかし窮極においては、(そしてそれはわれわれに關係する、ことであるが)、このイス 

ラ H ルの使命は、ナザレ人イエスがこの M の中から顯現し•出現し給うたことにおいて - 彼 

が疑いの餘地なくこの民に屈し給うたということにおいて、成就された。 

イスラ H ルの使命は、イ H ス•キぶストにおいて成就され.啓示され•完成された使命とし 
て、理解されなければならない。從つて、この使命は、 S 初は隱されており、また無効である。 
K 際われわれが怊約聖进を、その自ら語るがままに M むと、われわれは殆んど一頁ごとに、 
<この證しはイスラ H ルそのものを、この國拢を、或いは：史にこの「種族」をさえ、稱揚しよ 
うなどとは、.少しも考えていない > ということを、©初の 一 If によつて、確信せしめられる。 
舊約欺捋自身がイスラ H ル人について、 K に感動的な爲方で描き出す像は、自分の選びに對し 
て•從つて自分に與えられた使命に對して反抗する人間の像である。自分がこのような使命に 
對して無價値•無资格なものだということを示す人間の像である。それ故にまた、自分が神の 
恩 fAl の對象でありながら•しかもこの恩 m から脫れ出るために必然的に與えられる漉きによつ 
て•いつも打たれ打ち碎かれる人問の像である。このイスラ H ルの民が、その M 史のすべての 


151 


救主にして神の 


段階において、どのように問題的な段族であるか、ということについては、扔約迆みの殆んど 
すべての说物が語つている。それは破間から破局へと進む。しかもそれはいつも、この民族が 
その神に對して不信 K であるためである"この不信 W は、 K 言若たちが繰返し示しているよう 
に、或いは旣に起つたこととして述べているように、必然的に禍を盘味し、また亡びを葸味す 
るのである。この歷史の結艰は何であろう。それは、 N 言が遂にやみ、た/ C 讲かれた•死んだ 
律法だけが殘つた、ということである。また、 S : はどのようになり、イスラエルの祭司職はど 
のようになつたであろう。嘗てイスラ H ルの敁大の望みであつたソロモンの宮は、瓦礫と化し 
たのである。また、イスラ H ルの王位は——ダビデの國は、どのようになつたであろう。イス 
ラ H ルの嘗ての姿と、神の打雕を受けて(神はイスラ H ルを愛し給うたが、イスラヱルは神に 
對してこの愛に報いるに仇をもつてした)イスラ H ルが化した姿とを考えることは、すべての 
イスラエル人にとつて、悲しみであつた。そして最後に整みが成就されてメシヤが现れ給うた 
時に、イスラ H ルはこれを十字架につけることによつて、これまでの己れの歷史全體を、立證 
したのである"即ち、まさにこのメシヤを斥けることによつて——しかも偶然的にではなく神 
を浪す袭として; F けることによつて立證し、このメシヤを異邦人の許に追い出し•これをピラ 
卜に 51 渡して殺し•刑死せしめることによつて立證した。これがイスラ H ルである。即ち、そ 
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れによつて s 分®身に判決を下すような H 合に、 s 分の使命と選びを扱う辟ばれた以である。 
すべての反セミチズムが來るのは、遞まきである。判決はもう旣に下されていて、この判決に 
較べれば、すべての他の判決は子供だましに過ぎないのである。 

これでイスラ H ルの使命は盡きたのであろうか。否、むしろ锘約聖 W は<神の避びは今も力 
を持ち、また永遠にわたつて力を持つであろう>という都 K に、一切を货いて絕えず闽济する。 
イスラ H ルにおいて示されているよう&人問、それが神によつて選ばれた人間であり、また從 
つて、あのような使命を負わされた人間なのである。また、いつまでもそのような人間なのであ 
る、」人間が失脚する時に、神が勝利し給うのである。從つて、人間の無似値の一大 W 例で.^る 
イスラヱルは、それ自身同時に、神の自由なる恩 fffl の®例となる。即ち、人間の態度を問題に 
せず•人間を支える一つの「にも拘らず」を人 IU 1 に對して主權的に語る神 s - l ' Illi なる恩寵の！^ 
例となるのである。人間は撤頭徹尾、神の憐 g の對象に過ぎない。そして、人間がそれ以上の 
ものであろうと願う場合には、人間は必然的に、このようなイスラ H ル的现 #に反抗せざる 
を^ • ない。イスラ H ルは徹頭徹尾神に投げかけられ、徹頭徹尾神に向けられているのである。 
諸君は「汝のみ……」という詩®を誠まれるがよい。人 [! fl は、たとえ彼が神の支配から逃れよ 
うと繰返し試みてもこの神の支配の下に立ち•神の支配の下に留まるところの•神の御言萊の 
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聽問袞として、徹頭撤思现れるのである。そしてイスラ H ルの使命の成就において —— 十字架 
につけられ給うたナザレのイエスにおいて、イスラ H ルとは何かということが、今一度いよい 
よ明かになるのである。處刑敲にかかり給うイエス —— 彼も亦、その罪と無神の中にあるこの 
ようなイスラエル以外の何ものであろうか。そうだ。このような神を溃すものがイスラエルな 
のである。そしてこのイスラ H ルは今、ナザレのイ H スと呼ばれる。そしてわれわれが、ユダ 
ヤの歷史の中に遠くまで眼をやる時、そしてユダヤ人の奇怪さと馬鹿らしさをすべて眺め•ユ 
グヤ人をいつも諸段族の fill において厭わしい存在にしているその不快さを眺める時(ここで諸 
封は反セミチズムを總動員されるがいい)、それは神の十字架において示されるあの棄てられた 
イスラ H ルを立證するもの以外の何であろうか。しかしまた同時に、それは神がその轉變のあ 
らゆる K 階を通じて信 rf を保持し給うた、あのイスラ H ルを立證するもの以外の何であろうか。 

このことを、何處からわれわれは知るのであろうか。それは、神が イスラ H ルに對して、 
ゴルゴタの十字架において、信 S を保持し給うたからである。何時神は、このゴルゴクにおけ 
るよりも以上に、 イスラ H ルに近く在したであろう。また、神が イスラ H ル民族を通じて全人 
類の傍に、 まさに このゴルゴタにおけるよりもより力强く•またより慰め深く立ち給うた場所 
が、何虡にあろう。.ユグヤ人をこの神の信®から排除することが、われわれの仕事だなどと、 
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諸君は考えられるであろうか。ユグャ人に對して神の信 K を否定す る ことがわれわれに出來る 
とか、許されているとか、諸君は本當に考えられるであろうか。 イスラ H ル.の現實の中におけ 
る神の信 馊 は、同時に われわれに對 する•また人間全體 に對する その信 ？ f の 保證に他ならぬの 
である。 

しかしわれわれは ここで、 ぺ 1 ジを翻 さなくて はならない。 イ H ス•キリストが、 イスラ H 
ルの完成、その成就であり 給う。 われわれは今一度、餅約 M 斑に限を注ぐ。 すると われわれは、 
いつもそこに同時に、このような不從順な喪われた人々 が、 (1 ):5 に獠くべきことであるが) 或 
る狀 態に おいては、 その 選びをも保證する.ことが許されるという痕跡を、 發見する のである。 
そういうことが起る場合には-即ち、そこに一種淸くして義な る持辩 の如きものが起る場合 
には、それはイスラエルの本性から生ずるのではなく、むしろ それは、 神の絕えず新なる 恩 溜 
である。しかし恩 ffl が#する場合には、人間は、心ならずも神を諧獒 する ために、 聲を舉 げざ 
るを得ない。また、これらの人々の生の中に神の光が注ぐ時、彼等の中に おける この光の反照 
が不可避的に答を發するとい うこと を、證明せざるを得ない。 漉き の只中に、神の恩 . M は ある 
のである。そして舊約迆讲も亦、そのことについて、イスラ H ル人の持續としてではなく、神 
の「にも拘らず」として語つている。にも拘らず、この段族の歷史においては、 「 H ホバかく 
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言い給う」という 言葉を もつて始まる證が、絕えず#在するのである。 この證は 、そのような 

聽聞者の答として —— 從つて、神の信贲の「にも拘らず」に對 する 木魂と して、饗きわたるの 

© 

である。舊約銎書は「のこれる 者」のこと を、知つている。 この場合 それは、より善良な 人 
人•より 道德 的な人々 のことではない。 そうではなくて、それは召された という事によつて特 
微づけられた人々 のことである。 神の 恩寵に よつて 支えられた罪人 —— 「義とせられし罪人」 
(peccatores iusti ) が、 この 「のこれる 者」を形成する人々 である。 

啓示は、 ナザレの ィ H スの#在に おいて、頂 ffi に達する。彼は處女 マリヤから 生れて、 ィス 
ラエルから出で給う。しかも上から來り給うので ある。 從 つて、その榮光の中にあつて、 契約 
の啓示者、また 完成 者で あり 給う。 ィスラ H ルは、癒える ことを許された病める者では なく、 
死人の 中より 甦つた 者で ある。 ィ H スが現れ給うことによつて、人間が自分自身に向つて行う 
判決に對して、一切の 人間的自己 斷罪の 拗棄としての神の判決が、 示されるのである。神の 信 
贲 が、 この罪と惡の大海の中に おいて、勝利するのである。神は、 人間を憐み給う。 神は、 そ 
の最奥の 本 rr をもつて、この 人間に關與し給う。神は、神に對 して娼婦の ような 振舞をした こ 
の民を、 愛の手綱によつて^くこと を、決してやめ給わなかつた。 この ィ ラ h ル 人が神に a 
するとい うこと。 しかも その 本性からではなく、恩寵の奇 S によつて新しく、神に M する こと 
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を許されるという こと。 死から救われ、神の右にまで擧げられて、 祌に a するということ。 
れは搖 がざる 眞理で ある。 

イスラ H ルは眞に、神の自由なる恩寵の表現である。なぜなら、神はイ H ス•キリストが そ 
こに おいて目標に達し給うあの出來事において —— 即ち、その死人の屮からの甦りにおい_て、 
人間に對してあらわになり給うからである。ここでは人間は、 神の榮 光の光に包まれて 現れる。 
これは恩寵で あり、 人間に對して 神が身を向け給うことで あろ〇そしてこのことが、 イスラ H 
ルより 出でたあの方において、 あらわとなる。この出來事の 延 JS において(そしてここで 今一 
度、 恩寵は積極的に示されるの. だが)、アブラハムとの契約が、あのような 驚くべき發展に 達す 
るのである。即ち、「全世.界を巡りて、凡ての造られしものに、福音を宜傅え^:© 」というよう 
な、 アブラハムの 血に つながる人々を 遠く越えたところに、 達する ので わる 〇狹い所から廣い 

所へ - これが恩寵で ある。 しかしまさ忙、このように救いがユダャ人から出ずる故にこそ、 

ユダャの 民は單に審かれるだけでなく、同時にまた恩寵を 蒙るのである。 このような不變的に 
力を持つ 選び 及び召し、としてのイスラ H ルに對する恩寵施與は、今日に 至る まで、敎啓にお 
いて(それは勿論、本質的にユダャ人及び異邦人から成る敎贫であるが)示されている。 a マ 
押九華から十一草に至るところで、パゥ I !は、ユダャ人の敎# と 異邦人の敎# というよう &も 
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のは存在しないということ、むしろ敎#はイスラ H ルから出て信仰に來る人々 と 異邦人から出 
て敎團に召された人々が共に居る唯一筒の敎國であるということに、 ili 大の重點を®いたので 
あつた。これら兩者で あると いうことは、キリスト敎敎會 にとつて、 本質•的な ことである。キ 
リスト敎敎會は、 この 事 K を恥じねばならぬ‘どころか、 アブラハムの裔が敎释の中に も居ると 
いうことは、敎 \ t の® 號だ ということを、.理解し得た のである。 ユグャ人キリスト者の#在は、 
一方面から見ればイスラ H ルと呼ばれ•他方面から見れば 敎會と 呼ばれる•神の唯一の民の 統 
一の眼に見える擔保で ある" イ H ス•キリストを担 否すろことによ つて#在し•久しい昔に成 
就されたイスラ H ルの歷史を * 氣力に繼續することによ つて *-在す るユグ ャ敎#觉は、依然と 
して敎會と並んで#在する けれども、 このような分離せられた イスラ H ルが 未だに 存在す ると 
いうことが、もし神の御愆であるならば、(使徒パゥ a もこの問題の前には、 謎めいた面 もち 
で立つているが)、われわれは この ユダャ敎命： 1という ものを、 幾世紀かの間，敎會に同伴し 
て(ユダャ人がそれを 知つている か否かはともかくも ) l f f 際的に またリアルに•この 世におけ 
る神の啓示の證に關與す る 敎， t ： の 影としてだけ、認識する ことが 出來る。段き葡萄の 樹は 枯れ 
てはいない。なぜかと言えば、神がこの 樹を植え 給うたという亭 W は I また、神が この樹に 
おいて爲し給うた こと、この 樹に與え給うたものは、決定的な もので あつて、イスラエルより 
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出でし方で ある イエス•キリストに おいて、 あらわと なつたの だから ; e ある。 

①辨約聖：拼にヨシユア という 名を持つた 人物は、四 人现れている 〇筇 一は「ヨシユァ記 j に記されて い 
るヌンの子ヨシ ユ ア〇笫 二は サム h ル前咨に现れるべ テシ メシの人ヨシ ユア。浓三は 列王紀略下に现れ る 
H ル サレムの宰 を 務めていたヨシ ユ ア〇笫 四は エズラ 迸* ネへミヤ 記、 ハガイ迸、ゼヵリヤ齊 笼に现 れ 
る、バビロン fT - 囚ょリ 歸つた 人々 を 指群して 神殿神築を成就した祭 ^] 设ヨシふァである。「一度は械めて 
例著な 爲方で现れたヨシユア」というのは、 访 一の ヌンの 子 ヨシユアのことであろう。 

©ルヵ傅 一•三 〇 

© Johann Georg Zimmermann (一七 二八——一七九 五) 〇フ リードリヒ 大王の 臨終の時の 侍駿で あつ 

て、 1 .フ リードリヒ火王に ついて」 (一七八八)* 「フ リードリ ヒ 大王についての 斷片」(一七 九 〇) ^> を ^ 
した。 晚卬は英阀符廷の侍 翳であつた。 

©詩 n 四•八。 「われ安らかに して臥し また 眠らん。 主ょ*汝のみ 我を 安らかに 居らしむれば なリ〇」 
(但し、日本瑰将協伶菸約迆 禅 飜諍委 rl ^ の新諜 にょる 〇) 

® 列王 紀略下 一九 •三 一、 イザヤ 1?一〇•ニー、 二 •二、 三 七 •三 二、 H レ ミヤ粑二 三•三、三一 T 
三 八 •ゼパ -1 ヤ进三•一三、 ゼヵリヤ齋八 •二 r 一三 •九、 一四•二等參照〇 

④マルコ 傅一六二五。 . 
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十二神の獨り子 

人間ィエス•キリストにおける神の啓示は、この人間ィ H ス.キリストが；！：とは別 
の本質てはなく.むしろ父の獨リ子てあるという理由によつて、(即ち、 無類の 爲方 
'て御自身によつて•また御自身から出，てて活き給う神御自身てあリ、現身における神 
の全能.恩寵•眞理てあリ、また從つて、神とすべての他の人間との間における確か 
な仲保者であるという現由によつて)、不可抗的てあリ、獨占的てある。また同じ理 
虫によつて、人間ィエス•キリストにおける神の御業は、救いに充ちたものであリ、 

充ち足リたものて ある。 

われわれは、その答が豫め示されて いる故に 何等問ではない問に、到達する、即ち、ィ H X , 
キリストの眞の神性についての言表に、到達す る。 われわれはどのようにしてこのような言表 
に到達す るの か、或いは、どのような問が このような W 表に導いて ゆくのか、という ことを 明 
かにすることを、試みよう。 • 
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われわれは、 r . れまでの®々な敍述を通過する C とによ.つて、 啓示と いう槪念•或いは神の 
1:言紫という槪念に、逯箫したのである。即ち、神の吿知に I 神御自身から出ずる使信に、 

逯箫したのである。世の中には、旣に人間に對して發せられた樣々の啓示があり、様々の言葉 
と使信がある。また、今もなお人間に對して發せられていて •< 神の御言葉であり神の使信で 
ある V と主張する•樣々なそのようなものが、存在している。從つて、今ここで神の啓示と呼 
ばれるものが、どの程度不可抗的に、神の啓示として承認され得るか、また啓示そのものとし 
て受け入れられ得るか、という問が生じて來る。そしてわれわれはこの問に對して、態度を決. 
定しなくてはならない。大小の事柄において•人間の歷史全體において•また一人一人の個人 161 
の生活において、何事かがわれわれにとつて異常に分明になり•重大になり•說得 力 あるもの 
になるような機緣や機#が、充分にあるということ。何事かがわれわれを r 壓倒」し•捕え. 
魅惑するような機緣や機#が、充分にあるということ。それは疑いない。人生というものは、 

小宇{由においても大宇宙においても、そのよう&出來事に充ちているのである。人間の生活に 
おいては、力や美や愛の「諸啓示」が存在するのである。それでは、ここで神の啓示と呼ばれる 
ものが —— ィエス•キリス トの現 #? ' y おけるあの出來事が、 まさに 特別の爲方で、即ち一回的 
な爲方で啓示であるのは、何故であろうか。——このような問に對して(トレルチの一一 ry ,、 キ 
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リスト敎の r 絕對性」に關するこのような問に對して)、先ず第一に言われなければならない一 
般的な答はこうである。即ち、われわれが極めて不可抗的な•また當然のことではあるが極め 
て商负心の强い•他の「諸啓示」に取圍まれているということ、それは認めなければならない。 
t かしわれわれは、キリスト敎信仰からして、これらの諸啓示に對して、 A これらの諸啓示に 
は、絕對に拘束的な窮極の權威が缺けている V ということを、言わなければならないであろう。 
われわれは、このような諸啓示の世界の中を、通過して行くことは出来る。ここでは啓發を受 
け、あそこでは確信を與えられ、また ffi 倒せられるということは、あり得る。しかしそれらの諸 
啓示には、最初にして最後のものの力がない。人がそのような諸啓示を再び、それに陶醉 I 、丨 
かも(丁度自分の顏を鏡で見ながら、行き過ぎて、自分の見たものを忘れてしまう人のように) 
行き過ぎて！，; L うというようなことがないようにする力がない。これらすベての諸啓示が、窮 
極の力を缺いているということは、紛れもない事1!1 ; である。それは、それらの諸啓示が强力な 
ものでないからではない。意味深い魅惑的なものでないからではない。そうではなくて、(わ 
れわれはキリスト敎信仰からして、吿白しなければならないが)、これらすベての諸啓示にお 
いては、問題が.神によつて造られた地上 S 大さや力や善や S 諸啓示に、關することだか 
らである。地上は夼 M や榮光に充ちている。もし地上が啓示に充ちていないとしたならば、そ 
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れは神の被造物ではないにちがいない。神によつて定められたわれわれの存在の場所ではない 
であろう。各時代の哲學荠•詩人•音樂家 . BI 言衆たちは、そのことを知つている。しかしこ 
れらの地上の諸啓示、地上の精神の諸啓示には、人 llii を最後的に拘南する權威が缺けている。 
人間はこの 1 W : の中を、窮極的に拘束されることなく、通過す る ことが出來る。 —— しかし問題 
はまた、天的な諸啓示に關するものでもあり得る。縱つて、われわれを取_んでいる被造物の* 
あの眼に見えぬ•理解し#:い現贲の諸啓示に•關するものでもあり得る。なぜなら、このよう 
な理解し雛いものと眼に見えぬものとの世界も亦、われわれの方に向つての不斷の運® J におい 
て、理解されるからである。そこにも、そしてそこに•こそ、務きの機緣は存するので耖 る。 こ 
のような天及び天的 - iil* 界との出會いを拔きにして、人間とは何であろうか、' しか—、このよう 
な天的諸啓示も、 窮極の 權威という性格を、持つてはいない。そのような啓示も亦、被锆物的 
諸啓示な S である。從つてこれらの諸啓示は、窮極の答を語ることが出來ない。 すべ その天的 
なものは•、すべての地上的な ものと 同樣に、窮極的に自ら制約を受けているのである。そのよ 
う.な天的なものは、丁度你大な王の使者のように、われわれに出 fr うことが出來るので ある。 
この使荠を、•われわれは你大な力ある人として、 M 歎するであろう。しかしわれわれはこの人 
に面して、やはり彼が王0身ではないということ、彼が谭に王の使者であるということを、知〇 
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ている。これがわれわれのすべての天地の諸力•またそのすベての諸啓示に對する態度である。 

われわれは、. M により高いものが存在することを、知つているので ある。 たとえこれらの天地 

の 諸力が、 どのように 强力なものであるにして•も、 ± たその諸力が、たとえ原子 爆彈 のような 

法外なものに達したにしても、それはわれわれを窮極的には服せしめない。從つ てまた、 それ 

は窮極的にはわれわれを威壓しない。「たとえ地球が破壞せられても、臆せぬ者には6破片が 
① 

當るにすぎない。」この戰爭の幾年かを 經 過した人類を眺める時、事 ®その通りではないであろ 
うか。すべてのことが、根本的には 彼等に無 關係で あつたと いうことを、 人類は獠くべき强靱 
さを もつて 示したのではなかつたであろうか。われわれは最も巨大な事® を， g 驗した。 しかし 
人間が、あの主でないような主たちによつて打勝たれることは、 あり 得ないので ある。人間は 
瓦礫の 中を行く。しかも地上の諸力に對して、屈しないのである。 

キリスト 敎敎會 において啓示について語られる場合には、決してそのような地上的•或いは 
天 的な諸 啓示について、語つているのではない。むしろす ベての 諸力を超える力について、語 
つているので ある。 問題は、何か神的な上方とか下方とかに、 關するので はなく、；11 ; R ' かか 
啓. 示 r - 關するのである。われわれが 今 語つていを現® が i 即ち、 ィエス •キリストに おける 
神の啓示が、不可抗的であり•獨占 的で あり •また救いに 充ちたものであり.充ち足りたもの 
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である理由は、ここでわれわれの問題にしているのが、神とは別の現がではないからである， 
あの地 il 的乃至天的なリアリティーの•一つではないからである。否、それは神御自身であり、 
髙きに在す神であり、われわれが第一坝で問いた天地の造り主であるからである。敎#がキリ 
ストなるイ H スとして認め吿白したナザレのイヱスを、新約聖 * が無數の侗所において、主と 
して語つている場合、それによつて新約染咨は 、葡 約聖 W が「ヤハゥニ」という言葉で語つて 
いるのと同じ言葉を、用いているのである。ガリラヤの村々町々を通り•エルサレムに向つて 
步み•そこで訴えられ•判決を受け•十字架につけられ給うこのナザレのイエス この人か 
舊約聖宵の ヤハゥ H であり、造り主であり、神御自身である。時空の中にあるわれわれと同じ 
一人の人が、である。神のすべての®性を持ちながらも人であることをやめず.從つて撤頭徹 
尾被造物であることをもやめ給わぬ一人の人が、である"造り主御自身が、その神性を侵®さ 
れるととなしに、半神となるのでも•天使となるのでもなく、極めて凡常に、極めてリアルに、 
一人の人と成り給うたのである。これが、イ H スは神の.獨り子であるという、使徒信條の言表 
の意味である。彼は神の子で在す。從つて彼は、神御自身によつて神が定められるという、あ 
の神的现 K の意味における神で在す。このような神御自身によつて定められた神、神の獨り子、 
それがナザレのイ h スというこの人である"神が m に父で在すだけでなぐ•同時に子で在すこ 
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I 


とによつて：—神の 内的な生命の 内においてこのよつな出来事が繼縱的.に起ることによ つて、 
(神はこの神的#在の行爲において神であり給う、神は父と T * であり給う)、神は造り主である、 
が併し また、被造物であることが可能である。このような未聞の「が併しまた」は、その内 的 
な對應をあの父と子という®贲の中に持つて.いる。そしてこのような神の御業•神の啓示が、 
永遠の御子の御業である.ことによつて、この御業は常然、全被造界に極めて無比の爲方で、對 

している。ここで問題とされているのが神御 B # であることによつて- 即ち、 この被造物が 

刺の 御子で あることによつて、ィエス•キリストにおけるこの出来事は、 不可陡 杓な • I 如 ir 勺 
なものとして、救いに充ちた.充ち足りたものとして、®實 他の すべての 出來® と區別され る。 
やはり確かに神の御意•神の定め•によつて、われわれの周関で起る他のすべての 出 來事と、 

區別される。なぜなら、ィヱス.キリストにおける神の啓示と神の御業は、神の御挺 e 基いた 
何等かの 出来事と いうようなものではなく、それは、被造界において 語り 出で 給う神御0身で 
あるからである0 

今やわれわれは、キリストの神性の問題に關する論判を背措として. 語られた•あの W 代敎得 
の信仰吿白の 一 慕を 、 M き 得る所に達した。即ち、「主は船财の g に御父より 生れたる祌の獨 
り子、 神の神、光よりの 光、 眞の神よりの . K の神、造られずして生れ、 御 父と本質を一つに—、 
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鸪がものこれによりて造られたり。主は我等人類のため、叉我等の救いのために天より降り… 
…」という、一ーカイア•コンスタンティノボリス信條(三八；华)の言葉である。人々はこの 
信條について、いろいろと不平や非難を語つて來た。そして諸君は早晩、諸君の硏究の途上で、 
やはり同じように不平や非難を語る著述家や教師に、出#われるであろう。このような事柄が 
このような信條とされるのは恐るべきことだ、と思う著述家や敎師に、出^われるであろう。 
諸君がそのような歎慮に出會われた時、どうかこの講義の時間を思い出されて、それが諸君に 
いくらかのブレーキになればと、私は願う。即ち、このような所謂「正統主我」に對する罵晉 
は、敎養ある人間として共にすべきでない「狼の吠弊」なのである。なぜかと言えば、敎父た 
ちに對するこのような非難には、野蠻な何物かがひそんでいるから である。 思うに、たとえ人 
がキリスト者でなくても、この信條においては素晴らしい爲方で、問題に對して解釋が與えら 
れているということを、認識するだけの®敬は、持つべきであろうり- ー カイ r •コンスタンテ 
ィノ ポリス信條について、それは幾# に 立脚していないということが、言われて來た。しかし、 
眞 K であり•不可缺であり•認識されねばならぬ M に多くのことが、言葉通りには進書に記さ 
れていない。聖敫はカード整理箱ではなくて、神の啓示の穴いなる記錄である。この啓示は、わ 
れわれ自身が把掘する ことを 眼ざして、われわれに向つて語るべきものである。敎會は、架^ 
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の中で語られた ことに對 して、 いつの 時代にも、答を與えね ばならなかつた。敎會はギリシャ 
語•へブル 語 以外の 園語で- —— そして そこに記されて いるのとは 別の 言葉で、答えねばならな 
かつた。そのような答の一つが、この 信條で あつて、それは^^が侵された時に、その眞理で 
あることが保證されたのである。神 御自身か或いは 一つの天的な 乃至地上 的&存在か、という 
極微な事®のために、爭いが事贲 なされなければならな かつた Q である。それは、どつでも良 
いような問題ではなかつた。この極微な 事贲において、 問題は： g 音の全體に關していた。わ 
れわれはィエス•キリストにおいて 神に 面する のか、 或いは一人の被造物に面するのか、とい 
う問題である。宗敎史において、神に 似た# 在は、いつも繰返し存在していた。占代敎會の神 
學が、この場合、血を流すまで爭づたのは、それが何の爲であるかを知つていたからである。 
その際、事がしばしば、極めて人間的な 爲方で起つ たということは、確かである。しかしその 
ようなことは、 少しも 重要なことではない。 キリス ト者といえども、天使ではないのである。 
事が重大な事1 i に關す.る場合には、 われわれは出かけて 行つて、「： ]-- 供たち、喧嘩はやめなさ 
い」と.百つては ならない のであつて、むしろその場合には、その爭いは何の假借もなく、&後 
まで遂行されることを欲するのである。 當時敎 父たちが、その様々の S かさや弱さにもかかわ 
らず 、また彼等がギリシャ的な學識を 持つ ていたにもかかわらず' 戰 うこと を恐れなかつたの 
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は 感謝すべきことであると、 私は 言おう。 捣世の前に父 .1: .り生れ給うた獨り子。光よりの光。‘ 

• B の神よりの眞の 神。從つ て、被迆物ではなくて神御自身。 單に 父と似た本 &:というのではな 

く、 父と同じ 本質を持てる現身に おける 神 —— このた だ 一 つのことを、あらゆる 信條が 語つて 

いるのである。「萬のものこれによりて造られたり。主はわれらのため、天より降り . 。」わ 

れらの許に降り —— これがキリストである。古代敎會はィ H ス•キリストをこのように.見、ィ 

エス•キリストの 現贲は古代敎會の眼前に このように 立ち、古代敎 # は ィ H ス •キリス トに對 

して、そのキリスト敎信仰吿白においてこのように吿白した。 そして この信仰吿白は、われわれ 

も亦そのよう に 見ることを試むべしという•われわれに對する要請で ある。 この ことを 理解す 

る#が、どうして敎會の大 いなる 合致に同意せぬということがあろうか。このような事 體に 

面して、正統主義とかギリシャ神學とかいう ことを 歎くな どとは、 何という兒戲 であろう。'て 

のよう なことは、事體と何の 關係 もない。 その 成立の時に 疑問の 餘地 ある 爲方で事が起つ たと 

しても、われわれは、 われわれの爲す ことはすべて疑問の餘地 あるものであり •恥ず べきこと 

であり•喜びなきこと であると いうことを、承認し よう。そして、 しかも事が いつも 必然的で 

正しい成りゆきに成り得るという こと —— 物事は必然的で正しい結果になるということを、承 

© 

認 しよう 0 ;' ■の 搦理と 人間の泥亂」 (Dei pro videntia et hominum confllsione ) であ ••; ! 
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—— この信仰噃白の語ることは、極めて端的た.また極めて w 際的なものであつて、 < われわ 
れは確信を持つてよろしい > ということである。即ち、この神の御子に對する信仰吿白におい 
て、キリスト敎信仰は、宗敎と呼ばれるすべてのものから、區別されるのである。われわれが 
直面するのは神御自身であつて、何等かの神々ではない。キリスト敎信仰において問題の苽點 
は、われわれが「神の性質に與る者となら^ J ことである。神の性質自身が、われわれに近づ 
き、この性質が一なる方においてわれわれに出#うことによつて•われわれが信仰においてこ 
の性質に與る者となるということ——まさにこのことが、に問 M の111點である。このように 
して、ィ HX •キリストは、神と人との間の仲保荠で在す。一切のことは、この背®において 
理解されなければならない。神はこれ以下のことを、われわれのために爲そうとは、欲し給わ 
なかつた。われわれは、われわれの人間的な罪と困窮の全き深みを、このような测り知るベか 
らざる事が起らねばならなかつたということ•また旣に趄つたということによつて、認識し得 
るのである。敎會と全キリスト敎界は、その使信によつて、神が御自身をわれわれのために與 
え給うたというこの测るべからざること•また究め雛きことに、服を注ぐのである。-從つて、 
あらゆる眞にキリスト敎的な發言においては、他のどのような非キリスト敎的發言にもないよ 
うな•何か絕對的なものが、あるのである。敎旮は「意見」 を 持たない。「見解」 を 持たない。 
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信念を持たない。敎會は礙感を持たない。ただ敎會は信仰する。また 吿白 する。即ち、敎抑は、 
キリストにおいて神御自身に基礎づけられた使信に莊いて語り、また行爲するのである。從つ 
て、すべてのキリ k 卜敎的敎說•慰め •# めは、その内容を形造つているものの力における慰 
め • ?? めである。即ち、< その獨り子ィ h ス•キリストにおいて、神がわれわれのために#在 
しようと欲し給う>という•神の大いなる行爲の力における慰め•瞥めである。 

①何 からの 引 ; 0 か、 不叨で ある。 

® ffiominum confusi one et Dei FJrovidentia Helvetia regitur ( 人間の扼亂と神の 银理によつて、ス 
ィスは 支配され ている〕という十七世紀頃の 言葉がある。 バルトは一九四一牢に、この 官葉を標題として" 
短い文萆を迸いている(，，«5*6 5&ミ2.2这0) 江111111%收錄)0一九四八年のアムステルダム伶硪において、 
この f 日葉が#謎の 總主題として 選ばれた ことは、われわれの 記憶に 新しい。 

® ベテロ後迸 一'•四。 
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十三われらの主 

人間イエス.キリストの存在は、その神性の力において、 I 人 I 人の人間の存在に 
對する主權的な決斷てある。この主權的な決斷は、この一人の人が神の定めによつて 
凡ての者のために立つて居給うという事實に—從つて、凡ての者がこの一人の人に 
對して寶任を負わされ、義務を負わされているという事 W に、基礎 S : 持つている。彼 
の敎圆は、このこと S : 知つている。このことを敎團は、世に知らさなければならない" 

私はこの題 f 詞の代りに、「私は、父より永遠にわたつて生れ給うた B の神であり•しかも同 

時に處女 マリヤより 生れ給うた•眞の人で在すィ H ス.キリストが、私の主であることを、信 
① 

ずる」というマルティン，ルタ ー の使徙信條第二坝の說明を. > 堺純にここに記すべきかどうか、 
自問した。これらの言葉において、ルタ ー は第二項の内容全體を語つている。われわれが信條 
本文を IIL るならば、これは恐らく釋 a 的には氣ままなやり方である。 しかし これが天す的な氣 
ままなやり方であることは、たしかである。なぜかと言えば、ルタ ー が爲たことは、結局「主 
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〈は)ィ H ス•キリスト 」 (Kyrios Jesus Christos ) という •使徒信 條の最も根源的で•最も 

單純な原文に立返るという以外のことではなかつたのである。 彼は この第二項で、まだこの 他 

に 語られて いる 凡ての ことを、 一括して このような 分母に約したので ある。 彼の表現において 

は、辉の神性と眞の人間性が、この主語の述語となつている。キリストの 御 業のすべては、主 

の御業なのである。この主がわれわれに對して發し給う命令の全®は、われわれが主のものと 

② 

なること、即ち「私がその御國において、彼の下に生活し、彼に仕える」ということである。 

しかもそれは、彼が「喪われ呪わるべき人間である私を、すべての罪と死と惡 M の力から救い. 

© 

取得し•獲得し給う允私の主で在す」からである。そしてキリスト敎の約束のすべては、彼の 
榮光に應じて「私が、永遠の義と純潔と祝福において奉仕する」ということである。全體は 、 
キリストの高擧の一つの類比である。 

このルタ ー の文眾に S して豫め特に諸君の注意をうながすことなしには、私は使徒信條のこ 
の部分の說明を、始めようとは思わなかつた。しかしわれわれは、われわれ自身の考え方で、 
矿體に近づいて行つてみたいと思う。 

ィエス•キリストが われらの主であるとは、どのようなことであろうか。私は これを「ィ H 
ス •キリストの 存在は、一人一人の人間の#在に對する 主權的な 決斷で ある」という •一 ： rl 槳で、 
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进：： き換えた。：つの主權的な決斷が、われわれに對して爲されているのである。この決斷をわ 
れわれが認識するか否か、またそれをわれわれが正當に扱うか否か、ということは、二の次の 
問題である。われわれが聞かねばならぬことは、このような決斷が爲されている、ということで 
ある。この決斷は、人間の運命というようなものとは、無關係である。即ち、人間の局外中立 
的•客觀的な規定とは、無關係である。そのようなものは、人間の本性や人間の歷史から、何等 
かの爲方で讀み取ることが出來るものである。 この. 一人一人の人間の存在に對する決斷は、そ 
ういうものではなくて、人間ィ H ス•キリストの #在の中にあるのである。彼が存在し給う こ 
と•存在し給うたこと •# 在し給うであろうことによつて、このような主權的な決斷が、すべての 
人間.に對して爲されているのである。諸君は記憶していられるであろうが、この講義の始めの 
方で信仰の槪念の解釋を行つた時に、われわれは、 キリス ト敎信仰というものは、®に神の決 
斷に關して爲さるべき人間の決斷として、理解されなければならないということを、斷定した。 
ここで今われわれは、この神の決斷の具體的な姿を見るのである。われわれが、神はわれわれ 
の主であり師である、と言う 場合、 われわれ キリス ト者は、決してもろもろの神秘主義の よう 
に、力としてわれわれの上に立ち•われわれを支配している•何か定義し雛い•そして結局は知 
られ ない神的な何物かのこと を、 考えて いるので はなくて、この具®的な姿を. Ii 人11]]ィ H 
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ス.キリストのことを 考えているのである。彼が、われらの主であり給う。彼が在す故に、神 

はわれらの主であり給うのである。すべての人間的存在に對して、イエス•キリストの存在が、 

「アブ リオーリ」 として先行している。このことを、使徒信條は語るのである。人間的存在に 

對してイエス•キリストの存在が先行するとは、どのようなことであろうか。時間的な先行と 

いうような老えは今、後まわしにしていただきたい。なるほどそれは、時間的な先行をも意味 
、 ©. 

している。「事畢りぬ」ということをも、意味している。從つて、われわれに對する支配が確 
立せられた•あの紀元元年から三十年にかけてのパレスティナにおける你大な歷史的完了をも、 
.意味している。しかし、そのことは今、決定的なことではない。時間的な先行というこ yi がこ 
のような重大性を得るのは、この〔イ H ス•キリストという〕人の#在が、その無比な價値に 
よつて、われわれの存在に先行するからである。イ H ス•キリストの存在は、われわれの存在 
に對するその權威によつて、その神性の力において、われわれの存在に先行するのである。わ 
れわれは、この前の講義で述べたことを、振り返ろう。この〔イエス•キリストという〕人の 
存在が極めて端的に神御自身の#在であるとは、どういう意味かということが、今や明かとな 
つた。これがこの〔イエス•キリストという〕人の惯値を、形作つているのである。これが彼 
の生の內贲であり、われわれに對するその力なのである。イ H ス.キリストは「御父と本質を 
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© 

一つに」する神の獨り子で在す故に、それ故にその人間的本性も——その人間#在も、主 權 
的 決斷がそこで爲し遂げられる 一•つの 出來事 なのである。彼の人間性は、人間性0か i かであ 
る。一切の humanitas ( llt A ° 11ン) の精 M である.。槪念或いは理念としてではなく、決斷 
■として、歷史として、そのようなものである。 イ H ス •キリストは、人間そのものであり、 從 
つて一切の人間存在の基準で あり、 規定であり、 限界 づけであり給う。彼は、<神の意 II •神 
の目檫が、單に彼御自身に關してだけでなく、一人一人の人間に關—てどのようなものである 
か V ということについての決斷である。このような意味において、 使徒 信條はイ H ス•キリス 
卜を、「われらの主」と呼ぶ。 

イエス•キリストに おけるこのような王としての主權的な決斷 は、 この 一人の人が 神の定め 
によつて 凡ての者のために 立つているという事®に、 基礎を持つている。 「莊礎を持つている」 
と、 私は言う。 從 つて、 イヱス •キリス トの支配というこのような神の主權的な決斷 は、 われ 
われ人間に對 して、 またそれ 自身に おいて、何等盲目的な 權力的 事贲ではない。われわれが前 
に神の全能について語つたのを、 諸君は 記憶して いられる であろう。また「力それ 自身は 惡で 
ある。 力のための力は 惡魔である」 という文句を、强調した のを、 記憶していられる であろ ^® Q 
イエス•キリストの 支配は、 力のための力ではない。 そして キリスト 敎1 ィ g が「われは イエ 
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ス•キリストのわが主なることを信ず」と吿白する場合、敎幽は、何か#かすようにわれわれ 
の上に臨んでいる盲目の拢を、考えているのではない。また、何かの脎史の力のことを、考えて 
いるのではない。運命或いは宿命(人間は何の抵抗力もなく、 r れに委ねられていて、これに對 
しては、これをそのようなものと [, て認めることだけが、人 IIH の窮極の認識である)のことを、 
考えているのではない。否、その場合には、キリスト敎敎團は、その主の正しい支配のことを 
考えているのである。ィエス•キリストの支配は、、決して眾に potentia ではなくて、 potes - 
tas であ ffo それは、われわれに®に究めることの出來ない意志の秩序として知られるだけで 
なく、! n きか於於として知られるのである。神は正しくあり給う V そ一て神がわれらの主であ 
り•主としてわれわれによつて知られ認められることを欲し給う場合、何故そうするかという 
ことを、神は自ら知つて居給う。勿論このようなキリストの支配の根底は、われわれをいよい 
よ深く# i の中へと、導いてゆく。問題は、われわれを高く起えたところに建てられている 
丨 i またわれわれ無しに建てられている•一つの客觀的なものに關する。一つの秩序に關する。 
人間が服さねばならぬ秩序。承認しなければならぬ秩序。た'/ C それに W ] いて•やがてそれに對 
して從_である こと だけ可能なような秩序。このようなものに、問題は關している。キリスト 
の支配がその神性の力において打ち越てられたものであり•キリストの支配が神性の力である 
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以卜、どうしてこれ以外のことがあり fy ようか。神が統治し給う場合には、人間はただひれ伏 
して拜することが出來るのみである。しかし拜するのは、神の管線に向つて拜するのである。 
その義と諧に向つて——その憐みの秘義に向つて、拜するのである。これが神に對 する キリス 
卜敎的畏敬であり、神のキリス ト 敎的證美であり、キリスト敎的奉仕、また從順である。從順 
は110くことに、基いてい.る。そして M くとは、言葉を受容れるということである。 

私はこのようなキリストの支配の极底を、極めて簡單に、また總括的に、示してみたいと思 
う。題詞には「この主櫬的な決斷は 、この I 人の人が神の定めによつて凡ての者のために 立つ 
て居給うという事 K に……栽礎を持つている」 と、 記されて いる。 彼が、この一人の人が、 こ 
の人が、その一人の人で在すことによつて、(一つの理念ではなく、具體的にあの時あの所に在 
L た一人の人で在すことによつて、また、 一つの 名を持ち •一つの 場所から來り•われわれ凡 
ての者と同様に時間の中に一つの生活の歷史を持つ一人の人間で在すことによつて)、軍に御自 

身のために在すだけで fc く •すべての者のために在すということ - これが神の秘義であり、 

また同時にィエス•キリストの秘義である。諸君は一度新約架 W を、この「われわれのために」 
という觀點の下に讀むことを、試みなくてはならたい。なぜならば、この中間に立ち給う方の 
全現存は、谭に自分自身の枠內で•自分自身の內的意味によつて - m され遂行さ K るよう&人 ra 
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吹.現#:.ではなくて、凡ての他の^のために果され 遂行さゎる ような人間的現存であるという 
ことによつて、規定され ている からで ある。この一人の人において、 神は一人一人の者を、わ 
れわれ凡ての者を、丁度ガラスを透して見るように、眺められた。この中間物を 通して、 この 
仲保かを通して、神はわれわれを識り、また見給う。 そして われわれは、彼に おいて^^ この 
人において神に よつて 見られた者として、また神によつ て そのよう に 織られた衮と して、 自分 
自身を理解することが許される。また、理解すべきである。神は人間を I 一人一人の 人間を、 
彼に おいて、即ちこの一人の 人に おいて、永遠よりこの方、眼の前に® いて 居給う。眼の前に 
© いて居給うだけでなく、これを愛し•選び.ゼし.御自身のものとなし給うたので ある。 彼 
において、神は永遠よりこの方、一人一人の人間と——凡ての激と、結合し給うた。このこと 
は、人間の被造的狀態から•人間の悲慘を越えて•人間に約來された榮光に至るまでの 全 過程 
にわたつて、妥當する。彼において- — この一人の人に おいて、 一切のことが、われわれに つ 
いて決定されたのである。人間•が人間として造られて いるのは、 この一人の人の像にかたどつ 
てである。この神の像にかたどつてである。この一人の人は、 その 卑賤において、凡ての者の 
罪と惡と愚かさと•更にまた悲慘と死をも、擔い給う。 そして この一人の人の榮光は、われわ 
れ凡ての者に與えんと爲給う榮光そのものである。丁度、彼が死から甦り•生き ••，永遠に 治め 
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給うのと同様に、われわれが永遠の a と純潔と祝福の中に•彼に仕え得るということ、それが 
われわれに與えんと爲給うことである。これが I このような一人一入の人間の•凡ての人間 
の•この一人の人との連繫が、神の®明な定めである。そ，てこれが、謂わば上から眺めれば、 
ィエス•キリストの 榮光の 板底である。 

ところで今度は、この同じ ことを 人間の側から見れば、このような神の定めが存績する故に、 
またわれわれがこのような連繫の中にある故に、またィ H ス•キリストがこのような一人の人 
間であり、神の 御前に われわれの爲に立ち、われわれが彼にあつて神に愛せられ•保たれ•翦 
かれ •支えられている 故に、われわれはィ H ス•キリストの所存であり、われわれはこの所有 
主たる彼に結合せられ、彼に對して K 任を负わされ、義務を負わされているのである。.よく御 

注意願いたいが、われわれが彼の所有であるというこのような確定は - われわれから彼の方 

に向つての このような 聯關は I 何か道徳的乃至宗敎的な性質を、第一のこととして持つもの 
ではない。否、 それは一つの事®に 某いて いる。 一つの客觀的な秩序に祓いている。道徳的な 
もの•宗敎的なものは、「後の心づか い」 (Cura posterior ) である。道徳的 Ac もの•宗敎的なも 
のも生じて來るといつことは、恐らく必然的なことであろう。しかし先ず第一には、われわれ 
が彼に®するということが、端的に事 K である。人間は神の定めに從つて、神の自由にも拘ら 
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ず、ではなく、神の商^において、 キリストの 所有なのである。と言うわけは、人間が自分の自 
由として認識し•生きているもの、それを入間が生きるのは、 キリス トが神の御前において人 
間の執成しを爲給 うこと によつて人間に與えられ•作られた自山において、であるからであるり 
從つて、 イエス•キリストが 主であるということによつて言い表わされているのは、神の大い 
なる慈惠である。われわれが存在する以前に、またわれわれが神のことを思う以前に、 イエス • 
キリストに おいてわれわれを求め•われわれを見出し給うたのは、このような慈惠の神性であ 
主り、永遠の憐憫の神&:である。われわれの爲にも キリストの 榮光に掘礎を與え、またわれわれ 

の 

ら を凡ての他の支配から解放し給うのは、このような神の憐憫である。他のすべての主たちが共 

t に語る權利を排除し、またこの法廷と並んで他の法廷を建てたり.このホと並んで他の主を 立 

てて•これに從つたりする ことを 不可能ならしめるのは、このような神の憐憫である。また、 

主イエス•キリストを無視して更に他の主に訴えたり•更にわれわれを本當に支配するものと 

して運命や歷史や自然を考えたりする ことを 不可能にする•われわれについてのこのような定 

⑧ 

めが決定せられたのは、 このような 神の永遠の憐潤において、である。 キリス トの potestas 
が神の憐憫 •仁慈 •愛に莊いているということを、われわれが一度見たならば、われわれは一 
切の留保を やめるのである。その場合には、宗敎的領域と他の諸領域の 區分は 消え去るのであ 


181 


る。その場合には、®早 S : と碗魂は分離されず、また神^仕と政治は分離されない。これらす 
ベての分離は、その場合には止むのである。なぜなら、 人 問は：であつて、一なるものとして、 
キリストの支配の下にあるのだからである。 

ィエス•キリストがわれらの主であるということ、そのことを敎會は 知つている。 また、人 
はそのことを敎會において 知つている。 しかしこの「われらの主」という眞理は、‘われわれが 
それを知つているとか承認しているとかいうことによつて、左右されるものではない。また、 

主この B 理が洞察され•語られる敎會が存在する、 ということによ つても、左右されない。むし 

\、、、 、 

ら ろ，ィ H ス•キリストがわれらの主であり給う故に、ィ H ス•キリストはその樣な方として認 

tt 、 、、、 

ゎ識せられ、宣傳えられ得給うのである。しかしこのような事馊を、即ち、このように凡ての人 
が ィ H ス•キリストにおいて彼等の主を持つということを、誰も 自明 的に知る者はない。この 
ような知は、われわれの選びと召しの事柄である。ィ H ス•キリストの御言葉によつて集めら 
れた敎團の事柄、敎會の事柄である。 

私は 先に、 ルタ I のこの第二項の說明を 引用した。 この說明に對して、人は(ルタ ー が「わ 
れらの」主という1一一 in 葉を 「私の」 主としていると言つて、抗議するかも知れない。また、抗議 
することが可能で ある。 勿論 私は この ことから、 敢てルタ ー を非難しようとは思わない。なぜ 
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かと言えば、このように個人に集中することによつて、ルターの說明は異常な重みと强さを得 
ているからである。「*の主」 —— この言葉によつて、全體が未聞の現杈性と現存性を得てい 
る。しかしわれわれは、使徒信條が新約聖讲の m 用的な表現と同じように、「われらの主」と言 
つているということを、見失つてはならない。それは丁度、われわれが「主の祈り」において、 
群衆としてではなく協同 K として複數で祈るのと、同樣である。「われらの主」という吿&は、 
キリストの齡 i ' k おいて兄弟姉妹たるべく谷され•共同の委託をもつて世に對して進み行くベ 
く召された者たちの吿白である。ィ H ス•キリストを認識し、これをィエス•キリストとして 
吿白するのは、彼等である。彼等はキリストを「われらの」主と呼ぶ。しかし、そのよう # rx 認 
識と吿¢1の場所が#在するということを明かに知るやいなや、われわれは 1 K ちに今一度、眼を 
遠くにやらなければならない。そして、この「われらの主」という言葉を、狹く理解してはな 
らない。即ち、キリスト敎辦ィ H ス•キサストにおい■て自分の主を持つているが•他の集 
阐や他の協同體は他の主を持つているのだ、という風に、理解してはならない。ただ一人の主 
だけが在すということ、そしてこの主は世界の主ィ H ス•キリストであるということに〇いて、 
薪約架谢は何等疑問の餘地を殘していない。このことを敎阋は、この世に宣傅えなければなら 
ない。敎會の眞理と現贸は、信條の第三項に妬している。しかし、次のことはここでも既に言 
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い得るし、またここでこそ言わなければならない。即ち、 ィ H ス•キリストの 紙 剛ば 、自分自 
身のために存在して； S るような一つの現 K ではなくて、むしろそれは、一つの娄託を持つこと 
によつて#在しているのだ、ということである。敎湖は、その知つていることを、この卟に對 
して語らなければならない。「汝らの光を人の前にかがやか I 。」敎 W が このことを行う ことに 
よつ て、 即ち、敎_が最初からそうで あるよ 乃に•この * tli : に對する唯一の活ける吿示で あるこ 
とによつて —— 主の現#の吿示であることによつて、敎侧は自分自身に對して、また自分の 
信仰•自分の知識に對して、誤つた：要求を懷かないのである。否、 ィ H ス . キリストは、 主 h 
のもので在すのである。 • 
それ故、一ーヵィァ信條はこの點でも、使徒信條に對して、小さな •良い 敷衍を行つた。即ち、 
「唯一の」主0 dominum ) という言葉で ある。 これを語りまた吿示することが、敎會 
の委託である。元々 キリスト 者の間では、また敎#では、「世 J というものを、 まさに 以上の 
ことを(しかもわれわれから) M かしめられる領域、また ra かしめられる人々として以外に、 
眺めるべきではないであろう。われわれが世についてこの他に知つてい ると 考える凡ての他の 
こと、即ち、この世が神を失つている というよう なあらゆる判定は、第二次的な規定であつて、 
われわれにとつて根本的には何等關係のない ことである。 われわれ キリスト 者の 關心 事、 また 
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われわれキリスト者に關係のあることは、この 1 H : がわれわれの立つている所に立つていないと 
いうことではない。この世がその心とその頭腦を、信仰に對して閉しているということではな 
い。そうではなくて、それはただ、この世は——これらの人々は、ィ h ス•キリストのことを 
M かしめらるべき人々だ、ということである。彼等は、われわれが主を吿知することを許され 
ている人々だ、ということである。 

私はここでついでながら、この數週間來私に向つて何度か語られた一つの質問にも、答えて 

おきたいと思う。それは「この講義には、キリスト衆でない人も大勢出席しているのを、御# 

知ないのですか」という質問である。この質問を聞いた時、いつも私は笑つて、「一向構いま 

せん」と答えて來た。キリスト者の信仰が、人間を他の人々から區別し分離しようとするのは、 • 

恐るべきことであろう。キリスト敎の信仰が、人間を染め•結び付け得る最も强力な動機であ 

ることは、言うまでもないからである。そして同時に、敎闽が持〇ているその使信の吿知とい 

う委託も、極めて端的に.また强要的に結合せしめるものである。われわれが今一度、讲 

柄を敎阀の方から見れば、即ち、眞劍にキリスト者たろうとする人々の方から見れば(「われ 

⑪ 

信ず、 M 仰なきわれを助け給え」)、 ffi 大なのは、キリスト漭が非キリスト者に向つて言葉と業 
とで •:•!: の悛を描いて見せることではなく、またキリストの理念を服の前に描いて見せること 
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ではなく、むしろ彼等の人 llij 的な言葉と表象によるキリス ト 御自身の指示に成功するというこ 
とが、重大なのだということを、見失つてはならない。なぜかと言えば、キリストについての 
表象•キリストについてのドグマが眞の主なのではなくて、使徒たちの言葉において證せられ 
た方が、眞の主なの/ C からである。信仰者に數えられる人々に向つて、次の言葉が語られるこ 

とを、私は願う。即ち、「われわれがキリストについて語る時に、何かの像を-キリスト敎的 

偶像を、打建てるのでなく、あらゆる弱さの中にありながらも、主で在ず方を示し•その神性 
の力の中にあつて一人一人の人間の存在に對する主權的な決斷で在す方を示し得るもので、わ 
れわれはありたい」、と。 

①®®© / L / 夕— 小： £仰問答讲、笫二部笫二條「救腿について」。 

©ョハネ傅一九•三〇。 

© 一ー カイ ア•コンスタンテイノ。ホリス 信 條〇 

⑦笫七蹒參照。 

⑧⑧笫七講、註®參 ! m 。 

⑩マタイ# 五.一六。 

⑪マルコ傅九二一四。 
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一四降誕節の秘義と奇蹟 

ィエス•キリストが聖靈によって受胎せられたという眞理、また彼が處欠マリヤよ 
y 生れ給うたという K 理は、同時に、その歷史的顯現において爲し遂げられた•眞の 
神が K •の人と成リ給うたという事®の指示である。またそれは、ィエス•キリストに 
おいて起った神の恩寵の御業と啓示の御業のこのような發端を•他の人間的な樣々の 
出来事に對して卓絕せしめる•特別な形式の想起てある。 

今やわれわれは、キリスト敎敎團の内部で昔から•また llyc 汎に•人々が不快 さを 示して來た 

幾つかの個所の一つに- 4 fu 、 恐らくは そういう 個所わかものに、到達した。そして 諸対が、 

ここの處までは(時々は<これから先き何處へ行くのだろう>という不安な氣持を懷きながら 
も)與えられる說明について來る ことを 拒まれなかつたけれども、今これから述べられる こと 
に面しては、(これから述べられることは私の發見ではなく、敎會の吿白なのであるが)、立ち 
你るというのが、恐らく諸君の場合にも»怙であろう。しかしわれわれは、これを不安をもつ 
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て迎えないようにしよう。むしろ、もしわれわれがこれまで比較的平靜に路を步んで來たので 
あれば、その同じ平靜さと即事性をもつて、「欺钣によりてやどり、處女マリヤより生れ」と 
いうこの個所にも、近づきたいと思う。この場合にも、われわれにとつて問題は、撤頭徹尾眞 
理に關する箸であス 1しかしこの場合にもわれわれは、设敬をもつて問題に近づいて行こう。 
そして「これを信じなければならないのか」という21苦しい問が、最後のものになるのではな 
くて、恐らくこの場合にも、菇んで「然り」と言うことが出來るようにしよう。 

ここに 述べられているのは、ィ H ス•キリストに ついての一聯の言表全 {KS の始めである。 
れまでわれわれが W ] いたのは、主語の表示であつた。ところが今度は、「やどり」「生れ」「苦 
しみを受け」「十字架につけられ」「葬られ」「降り」「よみがえり」「右に坐したまえり」「かし 
こより來りて」等の動作乃至出來事を言い表わすいくつかの規定語を、 Ilf ] くのである。ここに 
述べられているのは、あらゆる人間の生活と同じように•生殖と誕生をもつて始まる.一つの 
生活の歷史であり 、： M に 「苦しみを受け」という一つの小さな言葉の中に異常に K 縮せられた 
生涯の事業であり、最後に、その復活と昇天と「かしこより來 りて、 生ける者と死ねる者とを 
審きたまわん」というまだ現れない結末とによる•この生涯の神的保證である。ここで働き. 
生き 給う方は、神の獨り子、われらの主、ィ H ス•キリス トである。 
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降誕節の祕筏と奇躜 


I 习 - u 災0，「ハ-,^ 域>ノ>リり^1め」とレうこの 一1 一一 n 獎ガとういうことであるかを， 
理解したい と思うならば、何よりも 先ず A これら二つの不思議な言表は、離が自由なる 恩寵 か 

らして、人間に - 眞の人間に成り給うたという事®を、語つているのだ V ということを、見よ 

うとしなければならない。永遠の御言葉が、肉と成り給うたのでぁる。聖靈と.か マリヤと い 
う•このような上方から下方に向つての神の降下こそ、 ィ H ス： キリスト ^?1 f > の 奇蹟でぁる 0 
これが降誕節の祕義でぁり、受肉の祕義でぁる。力 ト リック敎會は、使徒信條のこの固 所で、 
十字を切る。そして作曲家たちは、樣々の作曲で、この「肉を受けて」(&3*0^^&§泛け) 
を表現しようと試みて来た。この奇躜を、われわれは每年降誕節を祝う時に、祝つて いる。 

この不思議をとらえんとすれば 
わが魂はおそれてたたず§ 

要するにこれは、われわれがただ一切のものの始めとして捕える； との 出来る——聞く こと 
の出来る神の啓示でぁる。 

しかし更に、ここで述べられているのは、一般的な受胎や誕生ではなくて、極めて限定され 
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た受胎であり、極めて限定された誕生である。何故、聖靈による受胎、處女マリャからの誕生 
と、1 : P 1 われているのであろうか。受肉の大いなる奇蹟の他に、このよう也二つの概念で表わそ 
うとする奇蹟が、なぜあるのであろうか。受肉の祕義の上に、なぜ降誕節•の祕義が加わるのであ 
ろうか。ここ.では# t 把ぎが言表の上に、謂わば/ H シスー言表が加わるのである〇受肉におい 
てわれわれの直面するものが事體 ( sache ) であるのに對して、ここで直面するものは徵しであ 
る。この兩者は混同されてはならない。降誕節において問題とされる事體は、即且對自的 
に眞である。しかしそのことは、降誕節の奇®において、示され•顯わにされるのである。し 
かしこのことから、<從つて問題は、祕義から恐らく控除しても良いような一つの徵しに關す 
るに「過ぎない」 V などと結論するならば、それは誤りであろう。そういうことがないように、 
私は響吿したい。人生において形式と內容を分離出來るのは、稀なのである。 

r 眞の神にして眞の人。」このキリスト敎の根本眞理を、先ず「聖靈によりてやどり」という 
光において眺めれば、人間ィヱス•キリストはその根源を全く神の中に持ち給うという眞理が、 
の眼の前に 涎れ て來る。即ちィエス•キリストは、その歷史における第一 步を、 利が 
自ら 人と成り給うたという事®の中に持ち給うのだという眞理が、現れて來るのである。と言 
t、f U く.，一-ゾ^卜- N ¢3呈り、 M 、 0ん tld : あるけ^ども、しかし彼は取に人 
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ではない。何か異常に能力のある•特別に導かれた人というのでもない。まして、起人とい，う 
ようなものでもない。彼は人であり給うことによつて神御自身だ、ということである。神はイ 
エス•キリストと fo > なのである。イ H ス•キリストの現存は、神の特別な行爲と共に始まる。 
彼は人として、神の中に基礎づけられて居給う。彼は眞の神なのである。從つて、イヱス•キ 
リストの歷史の主體は、(そこでは眞に一人の人間が生き•苦しみ•行爲して居給うのではあ 
るが)、神御自身である。そしてたしかにこのイエス•キリストの生において、問題は人間的 
なイーーシアティーヴに關するのではあるが、この人間的なイーーシアティーヴは、神がイエス. 
キリストにおいて•またイエス.キリストによつて•イーーシアテイ1ヴを取り給うたというこ 
とに、その根底を持つている。このような觀點の下にあつて、われわれは、イエス•キリスト 
が人と成り給うたということは創造に對する類比だと、言わざるを得ない。神 S 再び、造り主 
として働き給うのである。但し、今度は無からの造り主としてではない。神は現れて6迅の 
內部において、一つの新しい發端を創り給うのである。歷史の中に^^しかもイスラ H ルの歷 
史の中に、一つの新しい發端を創り給うのである。人間歷史の連續の中において、神御自身が 
被造物を助けるために急ぎ來り.この被造物と一つに成り給う一點が、現れるのである。神が 
人と成り铪う。このようにして、この歷史は始まるのである。 
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ここでわれわれは、ぺージをめくらねばならぬ。そして•われわれが「處女マリヤ J :' い生ル」 
と言う時に、これによつて語られる第二の事柄に到達する。今度は、われわれが地上に居ると 
いうことが、强調されるのである。ここには、處女マリヤという人の子が居る。そしてィエス 
は、神に由來し給うのと同樣に、この人 fill にも由來'し給うのである。神は御自身に、地上的 V 
人間的な起源を與ぇ給う。(これが「1!*,マリヤより生れ」ということである〇)ィ H ス•キリ 
スト梂「單に」眞の神ではない。もしそういうものであれば、それは本當に人と成るというこ 
とではないであろう。しかし彼はまた、中!} H 的#在でもない。否•彼はわれわれすべての者と 
同樣の人間で在す。何の留保もない人間で在す。彼はわれわれ人間に、琿に似て居給うのでは 
ない。彼は、われわれと等しくあり給うのである。.ィ H ス•キリストの生において神が主體で 
あり給うように、人間はこの歷史において客體である。しかしそれは、そこで行爲が行われる 
一つの對象という意味での客體ではない。むしろ、行爲において登場する人間という意味での 
客體である。人間は神とのこの出會いにおいて、操り人形になるのではない。むしろ、もし眞 
，の人間性というものが存在するとしたならば、それは、神御自身が自らを人となし給う此處に 
おいてこそ、存在するのである。 

ここに見られるのは、絕對的統一における眞の神と眞の人という一侗の圆であろう。紀元四 
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百五十 j 年のヵルケドン會議において、敎會は樣々の誤解に對して、こ.の統一の境界線を明確 

に示すことを、試みた。即ち、キリストの眞の人性を根本的に知らぬ(神はただ外見的に人と 
® ⑤ 

なつたという)所謂假現說 ( Doketismus ) を結果した單性說 ( Monophysitismlls ) の琿 一 化 

④ 

に對して——また、全く分離を行おうとするネストリウス派の神と人の隔離(これによれば 

キリストの神性は、常にその人性から分離されたものと考えられるしに對して、境界線を示す 

⑦ 

ことを、試みた。このネストリウス派の敎說も、更に昔の誤謬に I エビ オン 派の誤謬に、 さ 

⑧ 

かのぼる。この H ピオン派から、路はアリウス派に通じ、このアリウス派は、今リストを單に 

一人の時に秀でた被造物として理解しようとしたのである。ヵルケドン會議は、この統一は取 

③ 

「混淆せられず、變更せられず、分割せられず、分離せられず」というテーゼを、定式化した。 
諸君は恐らくこのようなことを、「神學者の下ら.ぬ發明品」と、呼びたいであろう。或いはい 
つそ、「坊主の喧嘩 J と呼びたいであろう。しかし、これら樣々の論爭における關心事は、そ 
れらの信條で事を合理的に解決しようなどと考えて、祕義を取除く、ということではなかつた。. 
むしろ古代敎會の努力は、キリスト者の眼を正しい爲方でまさにこの祕義の方に向けるという 
ことであつた。(從つて、今日もなお古代敎會に聞く價値が、あるのである。)他のすべての試. 

みは、この祕義を人間的な理解能力の中に、解消してしまうということであつた。神御自身と 
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一人の祕義に充ちた人間 —— それは理解出来ることである。またこの神とこの人問が、ィ H フヽ 
の姿において、無比の爲方で合致するということも、說明出来ることである。しかし、古代敎. 
#が反對するこれらの理論には、祕義を見る眼が欠けている。ところが、'古代の正統派の人々 
にとつての關心事は、人々をこの中心の周りに集めるということであつたのである。信じよう 
としない人は、去るがよい。しかし、何事も今ここで弱められてはならない。鹽がその味を失 
つてはならない。それ故に、古代の敎會會議や神學者たちのあのように非常な勞苦が、拂われ 
たのである。當時あのように板本的な努力が爲されたということに感謝しないで、.もし今日、 
われわれの總體に多少粗野な精神性からして、<彼等は當時「行き過ぎ」たのだ>などと言う 
ならば、それはいずれにしてもいささか亂暴なことである。勿論諸君は、說敎檀に登つて、こ 
れらの信條を朗誦するというようなことを、される必要はない。しかし諸君がこの事©:を、根 
本的に心に留める必要は、あるのである。クリスマスの奇蹟における問題の中心、「位格的結 
合」 (unio hypostatica) 、ィエス•キ r ストという一人の人にお村る眞の神と眞の人の眞正の 
統一——それをキリスト敎界は、嘗て見た。またそれを嘗て認定した。そして、このことを固 
持することが、われわれに求められているのである。 

しかし、諸君は必ずや皆、「聖靈によりてやどり一と「處女マリャより生れ一というこれら 
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の言い廻しにおいて、ま / C 何 か 特別•な ことが 語られているのに、氣付かれる ことであ /- う‘一 JP - 
る異常な生殖と或る 異常な生誕に ついて、 そこには 語られている。この 事實 は、 「イエス •キ 
リストの 降誕」 (nativitas Jesu christi ) と言われ•ている。眞の神性と眞の人性の 祕義を、 一 
つの 命»>が——即ち、このような生殖とこのような生誕の奇蹟が、指し示して いるのである。 

「必 ^'わわい心やトト」とは、どのようなことであろう0それは、聖靈が謂わばイエス.キ 
リストの父である、ということではない。むしろ、嚴密に言えば、 この言葉に よつては、人間 
イエス•キリストは父を持ち給わないという否定が、語られているにすぎないのである。その 
生殖においては、或る人間の存在が始まる時のようなことは、起らなかつた。むしろ この人の 
存.在は、神御自身の自由において、始まるのである。父と子が愛の紲において — 即ち聖靈 
において fo > で在すその自由において、始まるのである。從つて、われわれがイエスの存在の 
發端こ HM を やる 時、 父と 子が一つで在すこのような神性の窮極の深みを、のぞき込むべき であ 
る。こ ^ ( d ; 神の內的生の自由であり、この自由においてこの人の存在はキリスト紀元元年*^？ 
no Domini L ) に始まるのである。このようなことが趄ることによつて ここで 顽御自邊力 
全く 具體的に御自身を開始し給うことによつて、御自身からはそのようなことの不可能な•ま 
たそのような ことを 欲しもせぬこの人が、神の御言葉を宣傳えるばかりか、神の御言葉自身で 
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あることを許されるのである。古い人性の只中において、新しい人性が 始まるので ある。 これ 
が降誕節の奇績である。ィ H ス•キリストの父なき生殖の奇績である。これは宗敎史 の也の 場 
合にも語られる神々による人間の生殖の神話とは、何の關係もない。そのような生殖は、 今 こ 
こで問題ではない。神御自身が造り主として、登場し給うので ある。しかも それは、 この！ £- ic ;' 
に對する配偶としてではない。比較的早い時代のキリスト敎藝術は、この場合何 かの性的現象 
m は無關係だということを、描寫しようと試みた。この生殖はむしろ、神の御言葉.を聞いたマリ 
^ヤの耳を通して 實 現された、ということが、屢々語られたのである。 

「處女 マリヤより 生れ OJ — 人間の側から見れば、ここでもまた、そして ここでこそ、 與 tt 
讎が除外せられ ている。 男性は この 誕生と、何の 關係もない 。言うならば、 この ことは神の 一つ 
の審きの行爲である。ここで始まるベ. きこと に對して、人間は その 活動と その ィー| シアテ/ 
ヴによつて、何事も寄與すべきではないのである。決して人間が除外され るのではない。なヂ， 
なら處女 c マリヤ〕 は、そこに居るのだからで ある。 しかし人類の指導の責任を持つ •人間的 
な活動と人間的な歷史の特別な擔當者としての男性は、今 ヨセフという 無力な 姿として、背茇 
に退ぞかなければならないのである。これが婦人問題に對する キリスト敎の答である。 
即ち、この場合、婦人が絕對的に前面に立つている。しかも130へ課戲？ラ•テン ！ A - 1 8 ^^ 
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リヤ^' である。 鲥は誇りと^拐の4に.宏スへメ闱を迖 t しス ' STUJ 匐3ク^^3 - ィノ n 
を選び給うた。その歷史的役割の中にある人間を選ばず、婦人によつて代表されているような • 
この本性の弱さの中にある人間を、選び給うた。即ち、神に對してただ「視よ、われは主の婢 
姑なり。汝の iw : がごとく、我に成れか L ©」 という言葉によつてだけ神に對して立つことの出來 
る人間を、.選び給うた。これが —— これだけが、この事柄ににおける人間の協働である。われ 
われは、人間のこのような欺*£としての存在を、またまた誇ろうなどとしてはならない。被造 
物に、またまた何かの能力を歸しようなどと試みてはならない。大切なことはただ、神が無力 
さと謙遜の中にある人間を眺め給うたということ。また、被造物がこのような邂逅においてた 
だ一つ M り辱ることを、マリヤが語つたということである。マリヤがそういうことを語り、そ 

れと共に被造吻が神に對して「然り」と言うということ - そのこと自體が、神から人間に與 

えられる 大いなる受納の一部である。 

⑬ 、 
降誕節の奇蹟は、神と人との人格的一致の^^「位格的結合」 (IO 芝 postatica) という祕 

S 、 61 阶か一^でぁる。キリスト敎の敎會と神學は、△受肉の現®が-降誕節の祕義が、 

この奇蹟のこのような形式を、絕對的必然性をもつて取らざるを得なかつたというようなこと 

を、われわれは要請し得ない>ということを、繰返し斷 言して 來た。一つとなつたィエス•キ 
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リストの眞の神性と眞の人性は、キリストが聖靈によつてやどり.觀如マリヤより•生れ給うた 
ということに、基きはしない。われわれはただ<この祕義がこういう形式と姿で實現され.顯れ 
ることを、神がよしとし給うた > ということを、言い得るにすぎない。という ことは、 しかし 
一.方、われわれが奇躜のこのような實際的形式を肯定しても肯定しなくても、謂わば、それに 
對して自由であるというようなことを、意味し得ない。ここでわれわれが一つの割り引きを目 
論んで、「われわれは聞いた。しかしこのことは、われわれにとつては、別の姿ででも、あり 
得るのだ一などと、言い得るということを意味しない。このような111§と形式の關係を、 われ 
われは、諸君が皆御#知の中風の者の癒しの物語(マルコ傳二窣 ) を見る時に、最も£1く理解 

するであろう。「人の子の地にて罪を赦す權威あることを、汝らに灿レせん爲に . 〇なんじ 

に吿ぐ、起きよ•床を とりて 家に歸れ〇」——^「汝らに知らせん爲に〇」このように、處女降誕 
の奇躜も理解すべきである。問題は、あの奇踏がその眼に見える姿として起るところの受肉の 
祕義に、關するのである。もしわれわれが、主要な奇蹟は罪の赦しであつて、身體の癒しは二 
次的な事柄だという風に、 マルコ 傳二章を讀 もうと するならば、われわれは、 この 個所を讀み 
誤つたことになるであろう。この場合、言うまでもなく、一は他に必然的に M している のであ 
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ことも、®戒されねばならないであろう。次の一事は確©に言うこと力杜萍 B 
この奇蹟を回避しようとし.た場合には、いつでも、祕義をも最早®際に班评せづ.尊1111なレ 
神學が、活躍していたのである。むしろ、イエス•キリストにおける神と人の一致の置を1 
I 神の自由なる恩寵の祕義を•誤魔化そうとする神學が、活躍していたのである。叉一方こ 
の祕義が理解され、人々が自然神學のあらゆる試みを•最早必要でない故に避ける皆合に匕 
この奇蹟は、感謝と喜びをもつて承認されたのである。この奇蹟はこの場合、謂わば內的に必 

0 

奇然的であつたのである。 

と 

.義 

祕 

£ ①讃美歌0 1 
® ⑤ もとギリ シャ語 Q no 6 sis は•フラトン赞學において超^®凝的眞理の認識を心味したこの#力 If ' と 

において、特別な意味に用いられていることは、普明である。 

③ 小アジア S テーーャ州カルケドンにおいて開かれ I 四回敎會 I 。こ1おいてカルケドン 
信條が制定せられて，ニカイア•エペソ兩#議において制定せられた信條を、確認した。 

④ ギリンャ語の doke 6( 然か見える)より來る。物質は惡 J つて、 從つてキリストが人と成つたと 
いつても、 物質的な肉體と結合することは不可 Hg であつて、それは單に外®上^-®を^'つた r 也ぎぬ 
という說である。 

⑤ キリ ルス、エゥテイケス等によつて唱えられたキリスト論であつて、キリストの神人性は、— 
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一せられ て、 軍一なる性 ( phusis ) をなしていると說いた〇この說はカルケドン會議 によつて斥けられた 
が、 その後も引き續き行われた0 

© ネストリウス(四五〇年頃死)を祖とする異端的キリスト論の信奉者の一派である〇この派のキリ 
スト論によればイエス•キリストには二つの性が t 、 その人性はその神性——であつた。故に、子 
なる4人 HE 的な苦雖や紗驗とは、無關係であるとした。この說は四三一年の二べソ你議で否認せら I 、 
ネストリウスは追放された0 

⑦ 「 H ビオン J とは 、 f くへブライ語の「貧奔」 を 意味する語に由来す るので あろうと、 言われる。 
その發生は、 H ルサレ厶滅亡(七0年)の後であつた。この派の キリスト論に よれば、キリストは普通の 
生殖によるヨセフとマリヤの子であつて、ただ•ハブ テス マの時に、 メレ ヤの職に f れたもの•である。 

⑧ アリウス(二五六丄1一三〇)の神學說を信奉する一派であつて、 この 派の キジ スト 論に よれば、 巾は 
絕對不變であるから、ロゴスも神と等しいものではなく、他の ものと ㈣ じ被 造 物で あつて、 ただ他の全て 
のものに先立つ て、 無から造られたのであるという。この說をめぐつて、 一ーカイア1 ( 三二 五年)以後 
> L 十^■にわたつて論爭が續けられたが、三八三年コンスタンティノボリス停議において、 この 說は^端 
として全く斥けられ、 JE 統派の勝利に終つた0 

©カルケドン信條の一節。 

® キリストにおける' 刺の笫ニベルソナ(位格、某體、 hypostasis ) と人性との結合を言う。 

⑪ルカ傳一•三八。 

⑬本講註⑩參照。 ⑬マルコ傳二•一〇、一〇 
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一五苦しみを受け 

イエス•キリストの生涯は、勝利てはなくて、卑賤てあリ、成功ではなくて、失敗 
てあリ、喜びてはなくて、苦しみてある。まさにそのことによつて、イエスの生涯は、 
神に對す ?) 人間の叛逆と•それに必然的に伴う人間に對する神の怒リを、現わす。し 
かしまたそれは 同時に、神が人間の事柄と從つてまたその卑賤•失敗•苦しみを、最 
早それが人間の事柄である必要がないようにするために、己れのものとなし給うた憐 
憫をも、現わす。 

ヵルヴィンの信仰問答の中に、われわれは、この箇所に對する注目すべき斷定を、讀むこと 

が出来る。即ち、<使徒信條において、ィ H スの生涯は受難へと移行する。なぜかと言えば、 

受難に至るまでのその生涯において起つたことは、「われわれの救いの要素」に屬していない 
① 

からだ〉というのである。私はこれに對して、この場合ヵルヴィンの言うことは間ちがつてい 
ると、敢て言う。ィエスの他の生涯が、われわれの救いにとつて要素でないなどと、どうして 
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言つてよいだろうか。イ H スの他の生涯は、それではどういう意味を持つているのだろうか。 

また、どういう意味を持つべきなのだろうか。それは單に、餘計な物語なのだろうか。この「苦 

しみを受け」という條項で始まる事柄は、イ H スの生涯全體における問題だと、私は考える。 

どん、な偉大な先生であつても、その弟子の方がしばしば先生よりも一層良く物事を見るという 

偸快な一例を、われわれはこのカルヴィンの場合に、眼にするのである。即ち、カルヴィンの 
⑤ @ 

弟子のオレヴィアーヌスとゥルジヌスが書いたハイデルベルク信仰問答においては、第三十七 
問に「君は<苦しみを受け V という.この小さな言葉で、どのようなことを理解するか」、「彼が 
地上におけるその生涯のすべての時を通じて —— しかし殊に、その生涯の終りにおいて、金人 
類の罪に對する神の怒りを、身と魂とに負い給うたということを、理解する」と、記されてい 
る。人は勿論、カルヴィンのような意見に味方して、パゥロやまた一般に新約聖書の諸書翰が、 
キリストの生涯のこのような「すべての時」に、殆んど何の顧虛も拂つていないということ、 
また、使徒たちも使徒行傳によれば•それに對して敬 1 くべく無關心であつたように見えるとい 
うことを、引證出來るであろう。使徒たちの眼の前には、ただキリストがユグャ人に袈切られ 
•異邦人に渡され•十字架につけられ•死人の中から II り給うたという一事だけが、あるよう 
に見える。しかし原始キリスト敎敎團がそ.の眼をそのように完全に•あの十字架につけられ甦 


202 



苦しみを受け 


り給うた方にのみ集中した場合、それは排他的にではなく、內包的に理解されなければならな 
い。即ち、キリストが死して甦り給うたということは、ィ H スの生涯全體の縮寫であるけれど 
も、しかしわれわれは、まさにその中に、同時にその發展をも、見なくてはならない。ィエス 
の生涯全體が、この「苦しみを受け」という言葉の下に、置かるべきものである。 

これは、實に驚くべき事®である。それに對してわれわれは、これまで述べた.ことによつて、 
簡單に用意が出來ているなどとは、 言えない。 聖靈によりてやどり.處女マリヤより生れ•眞 
の神の子にして眞の人の子なるわれらの主•神の獨り子ィ H ス•キリスト —— これに對して、 
「苦しみを受け」という徵しの下における彼の生涯全體の發展が、どのような關係を持つので 
あろうか。そのようなものとは別のもの、即ち、何か輝かしいもの•勝ち誇つたもの•上首尾 
のもの•喜びに充ちたものが、期待さるべきであつたのである。ところがわれわれは、そうい 
う ものについては、一言も聞かない。かえつて、キリストの生涯の全體を H いて，「苦しみを受 
け」という言葉が語られるのを、聞くのである。これが本當に窮極の事®なのであろうか。勿 
論われわれは、この全體が「三日目に死人のうちよりよみがえり」という風に終つているとい 
うことを、見過ごしてはならないであろう。また、ィエスの生涯には、他の場面においても、 
来るべき菩び•來るべき勝利の徴しが全然無い、というのではない。あのように澤山の「幸福 
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なるかな」という稱讃が語られているのは、故なきことではない。また、あのように屢々、婚 

姻の喜びの光景が述べられているのも、故なきことではない。また、われわれは、イヱスにつ 

いて度々、彼が泣き給うたということは聞くが、一度も、笑い給うたということを聞かぬこと 

を認めて、たしかに訝しさを感じはするけれども、彼を取圍んでいる自然に對して•子供たち 

に對して、ことに御自身の存在•御自身の使命に對して、或る喜びが、彼の苦しみを貫いて絕 

えずきら，めいていたということは、言えるのである。また或る時は、神が智き者に隱して嬰兒 

④ 

に顯し給うたことを、イエスが歡呼し給うたと、述べられているのを、われわれは聞く。また、 

イエスの樣々の奇蹟の中には、勝利と喜びがある。，そこにおいて、癒しと助けとが、人間の生 

活の中に入り込んで來るのである。そこに在す方が誰であるのか、示されるような思いがする。 

イエスが地上のありとあらゆる白さよりも更に白くなり給うのを弟子たちが見たということが. 

© 

語られている•あの山上の變貌の物語において、この他なるものが^ —イ H スの生涯の結末 

が、先取的に示されている。彼の端初と根源が示されている、と言つてもいいであろう。ベン 
④ 

ゲルは、復活に先立つ福音書の諸章節について「われわれは、イ H スのこれらすベての物語に 
ついて、〈それらは復活を目指している V (spirant resurrectionem ) と言うことが出来る」 

と言つているが、それは疑いもなく、正しいのである。しかしとれ以上のことを、われわれは 
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® 際、言うことは出来ない。それは、端初と終末から來る一つの薰りである。そこに在す勝利 
に充ちた神性の薰りである。 

しかし、この生涯の現在は、 S に最初から苦しみである。ルヵ傳及びマタィ傳福音書記者た‘ 

ちにとつては、疑いもなく旣にィ H スの幼年時代が I そのベツレヘムの馬小舍における誕生 

が、苦しみの徵しの下にあつたのである。この人は、その生涯の間中迫害せられる人であり、 

その家族の中にあつて見知らぬ人であり(何という人の感情を害するような•百膝を、彼は語り 

給うことだろう)、その民族の中にあつて見知らぬ人であり、國家と敎會と文化の領域の中に 

あつて見知らぬ人であり給う。また、何という明々白々たる失敗の道を、彼は進み給うことだ 

ろう。彼は人々の間にあつて、その民の指導者たちに對して、また群衆に對しても、また更に 

その弟子たちの群の中にあつても、どのように完全に孤獨な様で在すことだろう。また、どのよ 

うに攻擊されて在すことだろう。彼はこの〔弟子たちの〕小さな群の中において、裏切者を發 

© ⑧ 
見し給う"また'.彼が「汝は岩なり」と吿げ給う者の中に、彼を三度否む者を發見し給う 

⑧ 

また最後に、「皆ィエ•スを棄てて逃げ去りぬ」と記されているのは、他ならぬ弟子たちについ 

⑩ 

てである。しかも民は、聲を合せて「十字架につくべし」と叫ぶ。、この.ような孤獨の中におい 
て——從つて、旣に十字架の蔭の中において、ィ H スの生涯全體は行われる。そして、甦りの 
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光が ここ かしこで輝く場合には、それは原則を證明する例外である、人の子は、エルサレムに 
行かねばならない。そこで判決を受け•鞭打たれ•十字架につけられねばならない。それは三 
日目に甦るためではある。.しかし、彼を刑場に缚くものは、差當つては、この.支配的な「ねば 
ならぬ」 である。 

これはどのような意味のことであろうか。これは、われわれが神が人と成り給うたという吿 
知から期待し得る ことの 反對では、ないであろうか。ここでは、苦しみが嘗められるのである0 
御注意願いたいが、使徒信條において、惡と苦の大問 題が I 禍の問題が菔接われわれに出會 
うのは、ここで 始めてである。勿論われわれは、もう幾度か、 この 問題に觸れ ざるを 得な かつ 
た。しかし、文字に現れたところでは、ここで始めて、造り主と被造物の關係において、一切 
が最上の狀態にはないという事®^ ^ むしろ、ここには 一つの 不正が、 一つの 破壤が、支配し 
ているという事實 —— そこには悲痛が與えられ•忍ばれているという事贲が、指示されるので 
ある。ここで 始めて、存在の蔭の面が、われわれの視野に入つて來る。これが入つて來るのは、 
造り 主な. る神について語られる第一項においてでは、決してない。被造物を天地として記す， 
あの記述においてでも、決してない。そうではなくて、被造物と成り給うた造り主の存在の こ， 
のような記述においてこそ、惡は現れるので ある。 ここでこそ、遙かなかなたにではあるが、 
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旣に死 も眼に 映るのである。——ということは、いずれにしても惡と禍 を 謂わば 獨立 的に記述 
するということは、すべて差控えることを命ぜられている、という意味である。 後111: になつて 
人々がそういうことを 企てた 場合には、これらすベてのこと ィエス•キリストとの 聯關にお 
いてはじめて現れるのだということを、多かれ少なかれ、見落したのである。 彼が 苦しみ 給う 
たのである。惡とは 何か、神に 對する人間の反逆とは 何 か、 ということを、彼が示し給うたの 
である。一體われわれが、悪について、罪について、何を知つて居よう。苦とは 何で あり、 死 
とは 何を 意味す るか、われわれが何を 知つて居よう。ここでこそ、われわれは それを知らされ 
るのである。ここでこそ、この 問の 全體が、その現 K 性と 眞理において、現れる ので ある。 こ 
こで こそ、 訴えの聲が擧 げられ、處薊が 行われる。ここでこそ、 神と人間との間がどのような 
狀態かということが、現實に現れる。ここ fc 現れるものに較べれば、われわれのすべての 呻吟 
が何であろう。 人間が 自分の 愚か さや 罪性 や 世界の 破滅について知つていることが、何で あろ 
う。苦 や 死につ いての あらゆる 思辨が 、何であろう。眞の 神に して眞の 人なる彼か、苦しみ給 
うたのである。 それらの ことについての 一切の 獨立 的な—：即ち、彼と 分離した言葉は、 必然 
的に不充分で あり、 不完全であろう。この 中心から 語られるのでなければ、この 事柄に ついて 
は、 いつも非本來的に語られる であろう。 人間が最も恐ろしい運命の打擊にも耐え得るという 
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こと^-丁度夕立の中を通り拔けるように，何物にも觸れられずに通り拔けるということは、今 

日われわれの服の前に示されている。苦も惡も、その眞の现 K 性においてはわれわれに觸れな 
いということを、われわれは今知つている。それ故、われわれはいつも繰返し、われわれの罪 
と咎の認識を、回避することが出來る。われわれが眞の認識に達するのは、眞の神にして眞の 
人なる彼が苦しみ給うたのだということを、われわれが認識する場合にのみ、である。別の言 
葉で言えば、苦とは何かということを見るためには、信仰が必要なのである。ここでこそ、皆 
しみが嘗められたのである。このここで起つたことに較べれば、われわれが苦として知つてい 
る凡ての他のものは、非本來的な苦である。ここから始めて —— 即ち、彼が苦しみ給うたあの 
苦しみに與ることにおいてこそ、この造られた宇宙において、ひそかに•またあらわに•苦し 
みがあるという事寶が、また何故苦しみがあるかということが、認識されるのである。 

われわれがこの「苦しみを受け」に注 mi する場合、われわれは先ず第一に、次の事實から出 
發しなければならない。即ち、ィエス•キリストにおいて人となり•被造界の不完全さのため 
でなく•また自然の何かの聯關のためでもなく•人間のために•また彼に對する人間の態度の 
ために•苦しみ給わざるを得なかつたのは、神であつた、という事？?である。ベッレヘムから 
十字架に至るまで、彼は彼を取圍んでいた當時の世界から、見捨てられ•排斥せられ•迫害せ 
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られ•最後には訴えられ•斷罪せられて、十字架につけられ給うた。これが彼に對する I 神 

御自身に對する、人間の.攻擊である。ここにおいて、神に對する人間の叛逆はあらわとなる。 

神の子が、斥けられ•拒まれるのである。人間は、「これは -(»: 嗣なり。いざ殺して、その嗣業 

⑪ 

を取らん」というあの惡しき葡萄園の殷夫たちの比喩のようにしか、神の子を扱うことを知ら 
ない。人 liil は神の惠みに充ちた現臨に對して、そのように答えるのである。人間は、神の惠み 
に對して語るべきこととして、ただ份しみに充ちた「否」を持つにすぎない。イスラ H ルの段 
が、イエスにおいて己れの救主を、己れの王を、拒むのである。イスラ H ルの民は、己れに約 
谋せられたその®史全體の绰き手を I この歷史に意味を與え•これを完成し成就し給う翦き 1 
手を遂に殺すために異邦人の手に渡すという風に扱うより他の扱い方を、知らないのである。 
イエスは、イスラ H ルによつて異邦人の手に渡された者として、卩マの法廷の死刑を受け給う。 
イスラ H ルは、己れの救主をこのように扱う。そして、ピラトという姿を取つた異邦人の1.11:界 
は、このような則渡しを、彼等なりにただ受取ることが出來るにすぎない。異邦人の世界は、 

ユダヤ人が下した判決を執行する。そしてそのことによつて同様に、この神に對する叛逆に荷 
擔するのである。ここでイスラエルが爲ていることは、イスラエルの全歷史に存在した一つの 
事態の顯現である。即ち、神によつて遗された人が、助け主•慰め主•癒し手として喜びをも. 
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つて 受入れ られず 、むしろ モ ーセ以來、しかも ここで今一度窮極 的に、人 [ HI から「否」 と 言.^ 
れるという祺 7. T に、出合うのである。この「否」は ！ 0:接に 神御自身に向けられる。從つて、神 
のこのょうな窮極の •最も 親しい . IIV 接的な 現臨に おいて始めて、 神に 對 する人間の 絕對的 な 
隔りが、明かになるのである。ここでこそ、罪とは 何かとい うこと が、明かになる。罪とは、 
われわれに近づき.われわれに對して现 臨し給う神の 恩 m そのものを、 拒否す るということで 
ある。ィスラ h ルは、自分自身を救い得るものと、考える。この 點から 考えて、われわれは< わ 
れわれが#として知つていると考えるすべてのことは、小さな 副次的な ものであつて、この 原 
罪の钳なる； ■!!] にすぎない > と、 n わざるを得ない。扔約聖 1 f F において、すべての誡命が 、ィ 
スラ H ルの民を神の恩 ffi の契約の中に 刃 き入れるという唯一つの意味しか持たないのと全く 同 
様に、すべての誡命の俊犯は、その 中に 神の 恩 m に對する 人！. , II のプロテストが示されている 故 
に、惡なのである。神の 子ィ h スが 、ユ グヤ 人と 異邦人の rrlj にあつて 苦しみ 給うた という こと 
が——ただこのことだけが、眞に惡を暴®する。ここから始めて われわれは、人間が 吿發を受 
けているということ、またどの程度411發を受けているかということを、 理解し得る。 M に、 何 
のために i ¥ 發を受けているかということを、 理解し 得る。ここで始めて われわれは、 大小すベ 
ての侵犯の枳成に ! i:r 面する。われわれが大小の事柄に關して犯す罪において、また互に 犯す 坪 
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においてこの极底を認識せず•自分がキリストの芾しみにおいて齿發されていることを見ず•そ. 

こで行われている神に對する人 fin の叛逆の中に自分が居ることを今一度認識せぬ限りは、一切 

の罪認識•罪齿白は空しいであろう。なぜかと言えば、このような認識を拔きにした一切の罪認 

識ならば、われわれは、丁度水にぬれた尨犬が身ぶるいして Bin け出すような具合に、自分から今 

一度振り棄てることが出来るからである。われわれが惡を、まだその眞の本性において見ない 

間は、(たとえ自分の罪について、强い言葉で語るにしても)「われは天に對し、また汝の前に 
@ 

罪を犯したり」と吿白することを餘儀なくされない。この「汝の前に」ということが、ここで 
あらわとなる。しかも、われわれを阐んでいる一切の個々の罪の中核及び意義として、それは 
あらわとなる。それによつて、この個々のものが副次的になるというのではない。侗々の行爲 
において人 IM 1 によつて爲されることは、ピラトの行爲からユダの行爲に至るまで、神の恩 ffi の 
一"於である。しかも、そこで人間によつて爲されることは、それが他ならぬ神に對して爲され 
るということによつて始めて、その全き10:みを得るのである。人間が、神を侮辱する背だとい 
う-£發を受けているということ 'そのことをわれわれが認識するということが、われわれの 
惡の認識にとつて、問題の中心である。われわれが罪の中にあつて神に對し•て立つ•その無限 
の罪を、われわれは見るばかりである。しかしこの神は、人と成り給うた神である。われわれ 
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が人に對して罪を犯す場合、われわれは， U 動的に、この人のことを想®す*^。なぜかと言え 
ば、われわれが侮辱し苦しめた一人一人の人は、ィエス♦キリストがその兄弟と呼び給うた人 
人の一人だからである。ところで、われわれが彼に 對 して爲したことは、神に對して爲したこ 
とである。 

さてしかし、それと同時に、ィ H スの生涯及びその受難史においては、坶純に一人の人の生涯 

が演ぜられているのだということも、確かなことである。諸君はキリスト敎藝術の様々な仰大 

⑬ 

な作品を、老えてみられるが良い。十字架上の受難溝に ついての グリューネヴァルトの幻想$: 

⑭ 

—— 下つては力トリック的敬虔の所謂「苦難の道」における左程才能盤かでない様々の試みを、212 , 
考えてみられるが良い。これらも皆、打擲を受けることから最後には死の試煉の危急の中へと、 

一段一段下つてゆく •その苦惱の中にある人間である。しかし、この方面から見ても、それは、 
死すべき存在として神でないという理由で. T? しめられるような、 m に不完全な人間ではない。 
なぜなら、苦しみ給うィ H スの姿は、斷罪せられ•處罰せられる背の姿だからである。旣に伋 
初からィ H スの苦しみを惹き起すのは、最後には つ •きりと示される彼の段の法律的行爲である Q 
彼等は彼の中に、彼等が期待していたのとはちがう自稱救 - IH : 主を——從つて、その權利主 服に 
對してはただ抗議することだけが可能なような自稱救 - ill : . 中：を、見たのである。渚轼は、陵^議 
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會に至るまでのパリサィ人の態度を、游えてみられるが， R い。そこでは、一つの判決が語られ 
る。この判決は、世俗の裁判官の前に持出されて、ピラトによつて執行される。福音神は、ま 
さにこのような法律的行爲を、 m 大視した。ィ h スは吿訴された人•斷卵された人•處罰され 
た人なのである。このような法律的行爲においてこそ、神に對する人間の叛逆は、あらわとな 
るのである。 

しかし、この法律的行爲において、人間に對する祌の怒りも亦、あらわとなる。ハィデルべ 
ルク信仰問答においては、「苦しみを受け」とは、ィ H スが全生涯にわたつて、神の怒りを ft 
い給うたということで.ある。人間であるということは、神の前においてこの怒りを受けるに値 
したものであるということである。神と人! ill とのこのような統一において、人1111は、このよう 
な呪われる者•打たれる者であるより他はない。神との統一における人間ィエスは、神によつ 
て打たれる人間の姿である。このような判決を執行する法廷もまた、それを神の御意に從つて 
行うのである。神の子が人と成り給うたのは、彼において人1111が神の怒りの下にあらわとなる 
ためである。人の子は苦しみを受け•渡されて.十字架につけられなければならないと、新約 
避齊は語つている。この苦しみにおいて、無限の罪5¢と、この罪赀に必然的に紙く M いとの聯 
關が示される。神の恩寵が拒否される場合には人間はその禍の中に陷るものだということが、 
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示される。神が人と成り 給うた 此處でこそ、總體的な罪に應ずる總|§ 的な 苦痛と いう•人生の • 
最も深い眞理が、あらわとなるのである。 

人間であるということは、 ィ H スがそうであつたように、神の怒りを身に負う者として神の 
御前にあるということである。處刑 S 5 における®期——それは、われわれにこそ相應しいこと 
である。しかし、このような人間の叛逆も、神の怒りも、最後のものではない。そうではなく 
て、神の最も深い祕遴は、神御自身が罪ある人間の代りとなり •人間が そうあるところの者 
—— 即ち叛逆者となり(神は何の部も知らぬ ィ H スを罪に定め給うた)•叛逆者の苦痛を苦し 
むことを、人間ィエスにおいて避け給わなかつたという事 W である。 自ら 總體的な罪 K であり 
總體的な M いであることを、避け給わなかつたという事 W である。これこそ、神が ィ H ス•キ 
リス トにおいて爲し給うたことである。それはたしかに、 ィ H スの生涯の絕對に隱されたもの 
であつて、キリストの甦りにおいて始めて現れるものである。 しかしもし われわれが、 人 問と 
その運命について愁歎することに止まろうとするならば、キリストの苦しみを誤解したことに 
なるであろう。際キリストの苦しみは、人間に對する抗議へとわれわれを 呼び出したり•神 
の怒りに對する恐怖へとわれわれを呼び出したりすることに、||きるものではない。(それは苦 
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ここで 罪ある者となり： g い給う方だからで ある。 このようにして、 總體 的な罪责に對する總 
骰的な救いという限界線が、現れて來る。神が现臨し給い•その仁慈には終りがないというこ 
と、それが、同時に最初でもある最後の ことで ある。しかしそれがどのような意味かとい うこ 
とル、後述の聯關において始めて、われわれに明かになるであろう。われわれは今は、注目す 
べき爲方で 揷入され ている「ポンテオ•ピラトのもとに」という省察へ と、 移つて ゆかねばな 
らない 。 

①ジュネ丨ヴ信仰 g 答浓一京「信仰に ついて」 の中に、次のような箇所がある。問「イエス•キリス 
卜の出生から魟ちに生涯を将いて、その死へ移行しているのは何故か。」答 「ここでは、 われわれの救い 
の袈尜に關することだ： b が、溫られているからで ある。」 

© カスパール•オレヴィアーヌス (一五三 六 —— 一 五八七) 〇 ドイツのカルヴィーースト〇ハイデルペル 

信仰問答を作成した時は、二十六歲の葙さであつた。 

© ツァカリアス•ゥルジヌス(一 五三四—一五八七 )0 メランヒトンの門下であつて、後にツヴィン 
リの 後勰奔 ブリンガーやカルヴィン、ベザ浓の彫 靱を受 けた〇ォレヴィアーヌスの友人。 

® マタイ傅 ::•二 五、ルカ傅 一〇•二 〇 
⑤ マ タイ傅一七•二、マル r: 傅九1 一一、 ルカ傅九 こ 一九 a 


グ 


ク 
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© ヨーハン•アルブレヒト•ペンゲ ;uc 一六八七—一七五一)。ドイツのル—テル派神擧奍〇名著 Gn _ 
omonlsHovi Testamenti (一七四二)の^於。 

⑦ マタイ傅一六•一八。 

③マタイ傅一一六、マル n 傅一四、ルカ傅ニニ•ヨハネ傳二一 * 一八。 

⑧ マタイ傅二六.五六、マルコ傅一四.五0。 

⑩マタイ傅二七、マル n 傅一五、ルカ傅二三、ヨハネ傅一九0 

⑪マタイ傅ニー•三三—四六、マル n 傅一二•一—一二、ルカ傅二〇•九丄九。 

⑬ルカ傳一五•一八、二〇 

® ドイッの併•家。傅 & B に關しては不明の點が多い。一四七〇邮から八〇平の Hn にア： S ヤッ7ヱンブル 
クに / k れ、一五二九邮以後に死んだ。その代表作はイセンハイム寺の祭埦讲であるが、この十一而から 
.成る多面讲の一枚に、有名な十字架上のキリストに對して哭くマリヤ笠を描いた圖がある。バルトは「敎 
伶敎莪學 J 一の二•一三七頁以下、その他の简所で、 M 々グリユーネヴァルトについて述べている0 
⑪「受雖の近」 ( passionsweg ) とは、カトリック的敬皮における「十字架の进 」 (via crusis ) のことで 
あろぅか0「十字架の逍」とは、ビラトの總抒邸からゴルゴタに至る±でのイヱスが歩まれた逍のことで 
ある。この幾つかの留 ( statio ) にょつて分れた近を、信#はイ H スの苦雛を思いつつ歩行した。この「十 
字架の id :」 の各留の蕗術的表现は、中世の終頃から、ヨーロッパにおいて、盛んに行われた。特に十九 
111*紀のドイッにおいて、多くの抑家たちにょつて險盛であつた。 

⑯说数紀略二五•一二、イザヤ迸五四•一 〇。 
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一六 ホンテオ•ビラトのもとに 

イエス•キリストの生と苦しみは、ポンテオ.ビラトというイエス.キリストの生 
と苦しみに結び付けられた名前によつて、われわれの生が營まれるのと同じ世界史の 
|窠 件である。そして、この政治家の協力によつて、イエス•キリストの生と苦しみ 
は、次のような|活動という性格を、外部に對して得るようになる。即ち、そこては、 

この世の出來事の國家的秩序というものの神的制定と神的な義しさのみならず•同時 
にその人間的顛倒と人間的不義が、力を持ち•明かにされるような、そういう I 活動 
という性格を、得るのてある。 

ポンテオ •ピラ トは、どのようにして、この 使徒 信條の 中に、 現れるのであろうか。その答 
は先ず第一に、多少粗野む•皮肉な饗きを持つかも知れないが<それは丁度、犬が 立派な 部屋 
に入つ.て來るように > である。<丁度、政治が人間の生活の中に 入り、 ；史に、或る形において、 
敎會の中にも 入つて來 るように V である。ポンテオ•ピラトとは、誰であろうか。それは 際立 


217 


ポンテオ*ピラトのもとに 


つて不偸快な性格を持つた ：? if に面白くない.®敬出來ない人物で ある。ポンテオ •ピラトと 
は誰であろうか。それは極めて位の低い役人 —— H ルサレムにおける外國占領軍の軍政府の 一 
種の司令官である。この土地で彼は何を爲るのであろうか。この地方のユグャ人の齡_が、 一 
つの決議をした？しかし、それを K 行するには、充分の權威を持つていない。彼等は死刑を決 
議したが、今度はピラトから、その公認と執行權を贳わなくてはならない。するとピラトは、 
多少 1®躇した 後で、要求されたことをする。すべての 21要な こと、 すべての宗敎 上のことは、 
イスラ ヱ ルとキリストの間で I キリストを訴え•キリストを拒否した最高 議# で、行われる 
ので あるから、これは、極めて外面的な役割を演ずる•極めて重要でない - yi である。制服を 
身につけた ピラ トは、臨席する。そして利用される。彼の役 H は芳しいものではない。即ち、 
彼はこの〔イエスという〕人を無罪と認めながら、しかもイエスを死に渡すのである。彼は嚴 
正な法に從つて、行動すべきであつた。しかし、彼はそうしない。むしろ彼は、「政治的顧 傲」 
によつ て、決心す る。 彼は法の決定を、敢て间守しようとはしない。むしろ群衆の叫びに屈し 
て、イ H スを5;渡す。彼は その 軍隊に命じて、十字架刑を 執行させる。 キリスト敎敎#の信仰 
吿0のじハ4でわれわれか刺の ® も深い秘游の場所に踏み入ろうと する 時に、もしこのような 
ことが出現するならば、われわれは恐らくゲー テと 共に「いやな 歌 だ、そんな政治の歌は眞つ 
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平だ」と叫ぶであろう。——しかし、そこには「ポンテオ•ピラトのもとに」と記されている。 

それ故われわれは、それがどういう意味なのか、自問しなければならない。女流作家のド卩シ 
③ 

!セイ ヤーズが、「王たるべく生れし人」という放送劇を、 イギリスの ラデイオのために併 
いたが、その中でピラトの妻のブロクラの夢を說明して、：この女は夢の中で、この「ポンテオ 
•ピラトのもとに苦しみをうけ」という言葉が、あらゆる國の言葉で、幾世紀にもわたつて叫 
ばれるのを聞いたと、書いている。ポンテオ•ピラトは、どのようにしてこの使徒信條の中に 
現れるのであろうか。 

この名前は、キリストの苦しみとの聯關において、次のような事®を、 M きもらすことの不 
可能なように、明示する。即ち、このようなイ H ス•キリストの苦しみは——人間の叛逆と神 
の怒りの(しかしまた、神の憐憫の)このような顯現は、天上で起つたのではなく、どこか遠 
い遊星の上で起つたのではなく、更に何か觀念世界で起つたのでもなく、それはわれわれの時 
間の中で、われわれの人生が演ぜられる世界史の只中で、起つたのである。從つて、われわれ 
はこの人生を逃れてはならない。より良い國、或いは何か知られぬ高みへ、遁走してはならな 
い。何か精神的なユートピアやキリスト敎的なお伽の國へ、®走してはならない。神は、完全 
なみにくさと淺間しさをもつたわれわれの人生の中に、來り給うたのだからである。御言葉が 
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肉と成り給うた ということは、 同時に、 御言葉が 時間 的•歴史的に 成り給うた ということであ 
る。御言葉は、人間という被造物にふさわしい姿を、 取り 給うた。その中にはまさにこのポン 
テオ•ピラトと いうような人々も含まれている姿を、取り給うた。われわれもこのような人々 
に® し、 ある程度われわれ自身が、そのような 人々 なのである。この事實の前に、われわれは 
眼を 閉じる必要はない。なぜなら、神も亦、眼を閉じ給わなかつたからである。神は凡てのも 
のの中に、入り行き給うたのである。御言葉の受肉は、そこで一つの人間の名前が役割を演じ 
得るような•極めて具 { K 1 的な出來事である。神の御言葉は「ここで、そして今 」 (hie et nunc ) 
という性格を持つている。神の御言葉が一つの「永速なる理性的眞理 j であつて「偶然的な M 
史的! tt 理 J ではない、というようなレッシングの考えは、無用である。 W に神の歷史は、この 
矮小な司令官〔ピラト〕と同様に、偶然的な歷史的眞理なのである。神は、このような偶然性 
の 中に現存することを、 恥じ 給わなかつた。ポンテオ•ピラトの名によれば、ィエスの生涯と 
苦しみもまた、われわれ人間の時間と歷史を規定した諸要因に M するものである。われわれは 
この奇怪な世界の中に、ただ一人取殘されているのではない。否、この異鄕の中に、神はわれ 
われをおとない給うたのである。 

ィエス•キリス トがポンテオ.ピラトのもとに、ただ苦しみまた死に得給うたという事實が、 
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この世界史を極めて疑わしいものとして特徴づけているということは、言うまでもなく明かで 
ある。問題が、過ぎゆく世に關することであり、古い時に關することであり、その典型的な代 
表者ポンテオ•ピラトが全く無力に助けなくイエスに對して立つ•この世に關することである 
という事 K が、ここでこそ明かになる。丁度ロマに居る偉大な支配者の總督としてビラトが藜 
露されるのと同樣に、ロマの世界帝國が暴露されるのである。一切が破壊を眼ざし、あらかじ 
め否定せられているということ I これが、近づく神の國の光に照された政治活動全體の姿で 
ある。キリストの來り給うたこの世は、その全き ) It さと ®かさの姿を、キリストによつて照ら 
し出されている1これが一方の面で ある。 

しかし、ここで止まることは正しくないであろう。たぜかと言えば、ピラトの揷話は、四福 

音#全體において、あまりにも重要視されていて、ピラトはまさに世俗の人問一般だというよ 

うた斷定で、滿足することは許されないのである。ピラトは單に世俗の人間というだけではな 

くて、彼は政治家である。從つて、この世と神の國の出會いは、この場合、特別た出锊いであ 

る。この場合、問題は、神の國と人間の學問.人間の社會•人! 1.13 の勞磡等との出會いではない。 

そうではなくて、神の國と國家との出會いである。從つてピラトは、イスラ H ルと敎#が現す 

© 

秩序に對立する別の秩序を、代表している。彼はティべリゥス帝の代丧漭である。彼は、世界 
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史がいつの時代にも國家として 秩序 づけら“ ている限り、 1 »: 界史を代表している。 從 つて、 イ 
エス•キリストが ポンテオ•ピラ トの もとに苦しみを受け給うたということは、同時に、「なん 
じ上より賜わら 戶.太、我に對して何の權威もな§」とあるように、イニスがこの國家秩序に從 
い給う iJ という ことを、意味している。イエス •キリストは 「カイザルの物はカイザルに、利 
の物は神に納め§」というその御言葉を、眞に眞劍に語り給うのである。イエスはカイザルに 
カイ ザルの物を與え、ピラトの 權威を毀損し 給わないのである。彼は苦しみ給うが、しかし彼 
は決してピラトが御自身 ( C 對して 判決を下さなければ ならないということに、抗議し給わない。 
別の 言葉で言えば國家秩序は I は、そこで 同時に彼の御業 も 神の永遠なる御言葉の御業 
も演ぜられる場所なのである。それは、 人間的な見解に從 つて•物的な力に脅かされつつ.ま 
たそれを 用いつつ •入 間の外的 生活において•正不正の 決定がなされる場所である。それが國 
家で あり、 それが政治と呼ばれるものである。 政治的 領域において起るすべてのことは、何等 
かこのような試みの適用である。世界において起ることは、いつも國家として秩序づけられて 
いる。(幸なことに、國家としてば かりではない が。)ところで、このように國家として秩序づ 
けられた世界の 只 中に、イ H ス •キリストが現れ給う。彼は、 ポンテオ •ピラトのもと •に苦し 
みを受け袷う ことによつて、この秩序に も關與し給う。從 つて、この 事寶が何を意味す るか 
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ということを考えるのは、有益なことである。この事®において、外的秩序に關してどのよう 
なことが示されるか——この苦しみ給う主から、ポンテオ•ピラトの現贲 全體 に關して、どの 
ようなことが示されるか、それを考えるのは、有益なことである。 

今は國家についてのキリスト敎的敎說(それは敎會についてのキリスト敎的敎說と分離され 
ないが)を、展_すべき場合ではない。しかし多少の言葉は、ここで も 言わるべきであろう。 
なぜと言えば、この ィエスとピラ トの出會いの中に、福音から國家の’領域に對して考えられ • 
言わるべき一切のことが、.要約的に集められているというのが、事贸だからである。 

ィエスに對してポンテオ.ピラトによつて代表されるような國家秩序、國家權力が、 ここで 
は差常りその消極的な姿において —— その完全な人 RH 的顚倒と不正において示されているとい 
うことは、明かである。われわれは恐らく、次のように 言つ てよいであろう。即ち、國家が不 
正の國家として何處かで示されるとすれば、それは ここに おいてである、と。また、國家が何 
處かで暴露され•政治が何處かで怪物として現わされたとすれば、それはここにおいてである、 
と。 ピラトは 何を爲るであろうか。彼は、政治家がいつも多かれ少なかれ爲て來たこと I 恐 
らくいつの時代にも政治の實踐に必要であつたことを、爲るのである。即ち、彼は、 H ルサレ 
ムの秩序を救い、保持しようとする。それと同時に、自分自身の權力的地位を、彼が元•々その 
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保護者と定められた明かな正義を放桀することによつて、守ろうとする。なんという M くべき 
矛盾であろうか。■彼は正と不正を決すべき人である。それが彼の#在理ぬである。しかも彼は、 
自分の地位に留つていることが出來るために、「ユグヤ人を If れ J て、自分の爲すべきことを、 
本當に爲ることを、斷念する。即ち、彼は妥協するのである。彼はィエスに、斷罪を下さない。 
(彼は斷罪を下すことが、出來ない。彼はィ H スを、罪なき衮と認める。)しかも彼は、ィエス 
を見放すのである。そして、彼がィ H スを見槳てることによつて、彼は自分自身を見槳てるの 
である。彼が敎#の迫害者全體の原? a となることによつて、また彼の中に旣にネロが現れるこ 
とによつて、また從つてそこに不正の國家が登場することによつて、まさに國家そのものが5:一濟 
されるのである。國家はピラトという人物において、自分自身の#在极據を拒否する。そして 
盗賊の m ® となり、ギャングの國家となり、無 K 任な徒 E の秩序となる。ところで、これが國 
家であり、これを政治という。人々がそれに顏をそむけたがるのに、何の不思議があろう。ま 
た、國家というものが幾年も幾十年も、た•たそのような姿を呈して來たのであれば、人々が政 
治領域全骶に倦怠しても、何の不思議があろう。 K 際、そのように見られた國家、ピラトの姿 
を取つた國家は、敎會と神の國に對して絕對に對立する國家である。これが、新約欺併の默示 
錄十三览に、深淵から上つた戬として記されている固家である。(この11は、大きな口を持つた 
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今一匹の獸を伴い、この口第一の獣を、絕えず褒め稱えている。)キリストの苦しみは、國家 
と名付けられるこの®の暴露となり、危機となり、斷#となるのである。 

しかし、これがすべてではない。われわれは、ここに止まつていることは出來ない。 ピラト 
は先ず最初に、國家の®落を I 從つて不正な國家を端的に示したのであるが、しかしこのよ 
うな凹面鏡においても、われわれは、ここに建てられた•またいつも建てられており•ここに 
活動している•神の優越的な良き秩序を、見落すことは出來ない。即ち、人間の不正な行爲に 
よつて 穢され はしたけれども•神の制定と任命に 基く 故に•正しい國家と同様に •全く 除かれ 
ることはあり得ない正しい國家を、見落すことは 出來 ないのである。ピラトが所有している權 
力は、それをピラトが惡用するからといつて、 上から 與えられたものでないということはない。 
ィエスはこのことを、承認し給うた。それは、その後パゥロがロマのキリスト者に呼びかけて、 
ネ卩の國家においても神の任命と制定を承認し、この任命に從い•從つてすベての非政治的キ 
リスト敎を拋粢し•むしろこの國家の保持に對して责任を覺えるように勸めたのと、同様である。 
國家秩序そのものが一つの神の秩序であるということは、ピラトの場合に も、 彼が惡しき政治 
家として ィ H スを 死刑にしながらも、正しい政治家としてィ H スを正式に無罪と宜吿するとい 
う事®に、現れている。更にそのことは、物すごいほどに力强く次の事 S に現れている。即ち、 
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惡しき政治家であるピラトには、 正しい 政治家として欲すべき•また爲すべきことの反對を 欲 

し•また爲すことが可能ではあるけれども！；即ち、バラバを釋放し•イ H スを死刑にして(ベ 
⑧ 

テ a 前書二章十四節とは逆の攝理が行われて) •「 惡をおこなう者を K し、 善をおこなう者を罰 

す」るけれども、しかし彼は同時に、そのことによつて、結果においては最高の正義を行わざ 

るを得ない(そのことは、ピラトの罪を免除 f ない。ただそれは神の智■を義とするのである 

が)のであるリなぜなら、義しき方であるイ.エスが、不義なる人間の代りに死に給うというこ 

と ！| 從つて、この人間が(バラパが！)イエスの代りに放免されるということは、イエス. 

キリストの苦しみにおける神の御意であつたからである。まさにそのような工合にして、イエ 

ス •キリストの苦しみは惡しき政治家なる 1 ただ、心ならずも正しい政治家なるポンテオ. 

ピラトのもとにおける苦しみなのである。そしてまた、イ H スがユダヤ人の手から異邦人の手 

に渡され給うということ、神の御言葉がイスラヱルの民の狭い領域から•廣い諸民族の!«:界に 

出て行く ということ、 それが、 イエス•キリス トの苦しみにおける神の御意であつた。この イ 

エスを受取る異邦人は II ユダと祭司長と ヱ ルサレムの民の穢れた手からイエスを受取る•自 

分自身穢れた手を持つ異邦人は、惡 t き政治家なる I ただ心ならずも正しい政治家なるポン 

⑧ ⑩ 

テオ•ピラトである。彼はこの意味においても、ハ ー マンが名付けたように「新約の執行人」で 
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あり、ある意味では、まさしくユダャ人と異邦人の敎會の設立者である。このようにしてイ H 

スは、その惡のもとに苦しみ給わねばならぬその人に、打勝ち給う。このようにしてイエスは、 

そこに 入る ことによ つて そこで 苦しみ給わねばならぬ この 世に、打勝ち給う。 このように して 

イエスは、彼が人間によつて斥けられ給うこの所においても•、主で在す。このように して、 ま 

さに國家秩序は、人間の罪によるその H 落にもかかわらず、イ H スがこの國家秩序に服し給う 

時に、それが ® はイエスに服しているのだということを、必然的に明かにするので ある。 それ 

故に.こそ、キリスト者は、この國家秩序の掀當者のために祈る。それ故にこそ、キリスト者は、 

國家秩序の保持のために货任を負う。それ故にこそ、ポリスのために最上のものを求めること 

が—— 能う限り 惡 しき 國家を選ばず.欲せず•正しい國家を選び•欲する ことによ つて、國家 

の神的な任命と制定を崇めることが、 キリス ト者の一つの任務である。即ち、ピラ . I ' のように、 

⑪ 

%の國家がその權力を「上より」得ているという事 K を辱めるのではなく、むしろその事®に 
名#を與えるような國家 —— そのような國家•を選び•欲することが、キリスト者の一つの任務 
である。そればかりか、キリスト者は、政治生活において神の正義が人 R 1] によつて誤認され. 
蹂躪される場合にも、神の正義は、イ H スの苦しみの故に 1‘ 天地の一切の力が與えられてい 
るイ H スの苦しみの故に、®越袭であると いう ことを、確信丨ている。惡しき矮小なピラトが、 
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結局は無駄骨折をするというように、配虛がされているので ある。 その場合、 キリスト 者がど 
うして、 ピラトのともがらと 成る ことが 出來よ うか。 

①ゲーテ「ファウスト」笫一部の中「ライ r チヒなるアウエルバッハの地下室」の場で"「面，：！そうな 
迆中」の一人ブランデルが言うせりふ。 

® 笫十講註®參照。 

® レッ i / ングのこのような愆見については、バルトの「十九世紀にお i るブロテスタント鉚學」(一九 
四七¥)中のレッシングの條(特にニニ五页以下)に評しい。 

④紀元前四二¥より紀元三七牢まで祚世。アウグストウス帝の繼子であつて、その後を緦いで帝位に 
陞つた。その治世は紀元一四^から三七^までである。從つて、ユダャ總杼としてのピラトの任沏〇一 
六 I 三六〕 は、 すべて この 帝の治世に®する。 

@ョハネ傅一九•二0 

© マタイ 傅ニニ•ニー〇 マルコ 傅 rT 一七。 ルヵ 傅二〇•二 五0 

⑦このままの fr 葉は福晋逬に見えない。しかし、ピラトがユダャ人を®れたということは、所々に記 
されている0 

® 「惡をおこなう奔を ilu し"®をおこなう奔を货せんために . 〇」 

® Johann Georg Kamann (一七三〇—— 八八) 。ドイッの神祕主殺 fr 學濟 。啓蒙主義に反對して"ャ 
n 丨ビー筇と共に倍仰 Wg -- Jr ' を唱え、 「 W 語」に特別な意義を認めて、これによつて一切の對立を統一しよ 
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十字架につけられ、死にて葬られ、 P 含府にくだり 


一七十字架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり 

神はィエス•キリストの死において、己れを卑くし、また己れを與え給うたが、そ 
れは次のような爲方で、罪ある人間に對して、己れの正義を貫くためてある。即ち、 

神が人間の代理となリ、從つて人間にふリかかる呪と•人間にふさわしい罰と•人間 
が急ぎ赴く過去性と•人間が陷つている寂寥とを、決定的に身に負い給うて、人間か 
ら取除き給うという爲方によつてで ある。 

受肉の秘義は、聖金蹓日と復活節の秘義に發展する。そして、 この 信仰の秘義全體において 
屢々そうであつた のと 同様に、事情は ここで も變 りはない。 即ち、われわれはいつでも、 この 
兩袭を同時に眺めなくてはならないのである。いつでも一方を他方から、理解しなくてはなら 
ないのである。 勿論、 信仰の歷史においては、いつもキリスト荠の認識は、時には一方により 
多く傾き、時には他方に より 多く傾いた。われわれは、西方敎會 I 即ち西歐の敎# は、 十字 
架の神學 (theologia CIS ) に 向う 決定的な傾向を持ち、從つて「主は我らの罪のために付 
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さ§」ということを擧揚し强調する方に向う決定的な傾向を持つのに對して、一方朿方敎會は 
「我らの義とせられん爲に甦えらせられ給えるなり」ということを、より多く前面に押し出し、 
從 つて 榮光の神學 ( theologiagloriae ) に傾いているということを、斷言し得る。この車柄に 
おいて、一方を他に對立させて、漁夫の利を占めようなどとするのは、無意味なことである。 
ルターが最初から「榮光の神學でなく、十字架の神學を！」という西歐的切願を强く示してい 
たことは、御承知の通りである。ルターがこれによつて^岡したことは、正しかつた。しかし 
われわれは、對立を設けたり、それを固定したりすべきではない。なぜかと言えば、榮光の神 
學をその補足物として持たないような十字架の神學は、#しないからである。勿論、蜜金曜日 
なしの復活節はないが、しかし同様に、復活節なしの聖金曜日も存しない。キリスト敎には、 
餘りに多くの悲哀と更に潞面が、持ち込まれ勝である。しかし、十字架がィエス•キリストの 
十字架であつて、どんな異敎徒でも結局持ち得るような十字架脫想でない限りは、十字架につ 
けられ給うた方が三日回に@り給うたという事®を、われわれは 一^も忘れてはならない。ま 
た、見落してはならない。その場合にはわれわれは、聖金瞅日を全く別の爲方で祝うであろう。 
またその場合には、聖金曜日にこそ、暗歡な悲しげな受難の諧美歌を歌うのではなく、もうそ 
の時に、復活節の讃美歌を歌い.出すのが、良いであろう。彼は甦り給うたのであるから、聖金 
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曜日に起つたことは、何等陰擬，な悲しむべきことではない。 私は、 われわれがィ H ス•キリス 
卜の死について•またその受難について語ることを、抽象的に理解しないで、これを越えてィ 
エス•キリストの榮光が現される場所を旣に望見したいものだという願いをもつて、以上のこ 
とを像め申し述べたいと思つた。 

昔の神學において、人々はこのキリス. 卜 論の中心を、キリストの「卑賤」 ( exinanitio ) と「商 
擧」 ( exaltatio ) という二つの主要概念の下に、述べた。この場合、卑賤とは何であろうか。 
この場合、髙擧とは何であろうか。 

キリストの卑賤は、「ポンテオ•ピラトのもとに苦しみをうけ」に始まり「十字架につけら 
れ、死にて葬られ、陰府にくだり」において決定的にあらわとなる•あの全體を、包含する。 
まず第一に、それはたしかに、苦しみをうけ•死に•非常な 阅 の中に進みゆくこの人の坪賤に 
ちがいはない。しかし、この人の卑賤と S 粢とにその1;義をはじめて與えるものは、この人が 
神の子であるという事®である。從つて、この人において身を低くし•身を捧げ給うのが、神 
御自身以外の何ものでもないという事贲である。 

そして、今この事®に對して、ィ H ス•キリストの高棵が、復活節の秘雜として對立する場 

、 ② 

合、この榮光化は、神の自己榮光化であり、「神はよろこびさけぶ聲とともにのぼり」とある 
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よう.に、勝利し給う神の榮光にちがいはない。しかし、復活節の粒の秘莪は、神がそこで榮光 
化され給うということではなくて、ここで、一人の人間の高擧が起るということであり、人間 
が神の右に擧げられ、罪と死と惡 魔と に勝つことを許されるということである。 

これら二つの事 K を綜合する場合、われわれの眼前にあるこの像は、一つの不可解な 交換の 
像 —— katalage 即ち取替えの像である。ここにおいて、全く恩寵の業として神が人間に代り. 
また人間が神の代りとされるという•人間と神との和解が起る。まさにこのような不可解な奇 
M がわれわれの和解なのである。 

この使徒信條自身、この「十字架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり」ということを、 

旣に純外形的にも、他の場合には無いほどに言葉をつらねて、詳しく兜璧に强調しているけれ 

ども1また、福音 fffllT はこの十字架の物語を、あのよう に 力强く展開してはいるけれども —— 

また、どの時代にもィヱスの十字架は、キリスト敎信仰全體の眞の中心として、いつも杣んで 

てはいるけれども-また、どの - lie 紀にも「ああ、わが唯一の整みなる十字架よ」 (Ave crux 

® 

unicaspemea !) という辟は、いつも繰返し■いているけれども、われわれは次の事 K を、 
明かに知らなければならない。即ち、問題は、何か宗敎開祖の殉敎の死を榮光化したり*稱极 
したりすることではない。(世の中にはもつと印渌的な殉敎物語があるが、問題はそういうこ 
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とではない。)またしかし問題は、十字架を人間存在の限界の象徴と見るというような•一般 
的な世界苦の表現でもない。そういうことでは、われわれは十字架につけられ給いしィ H ス. 

めか 

キリストを證しした人々の認識から、遠ざかるのである。使徒の證しの意味においては、ィエ 
ス•キリストの十字架は、神御自身の具體的な行爲•活動である。神が御自身を 變え 、神が御 
自身に審を加え給うのである。神は、神的であるということを、一つのぶんどり品の ように 考 
え給わない。即ち、神は獲物を盗賊のように B 1 持し給わず、御自身を放粢し給う ので ある。神 
が 「無私」 であり得給うということ、御自身を毀損し得給うという こと—— それが、神の神 
性の榮光である。勿論神は、 - fp 自身に對して常に信實で在す。しかしそれは、 •#• がその神性に 
おいて御自身を制限し給う必要がない、という事®によつてで ある。 神性がその完全な反對物 
の中にも —— 被造物の最も深い棄却と最大の不幸の中にも•全く姿を隱し得るという事贲にお 
いて示されるのは、神性の深みであり、神の榮光の偉大さである。己れの被造物性から離れて 
自ら造り主たらんとするような•叛逆の中にある被造物に必然的に歸 M すべき事柄を、神の御 
子が己れのものとなし給うたということ —— それが、キリストの十字架において起る ことで あ 
る。神はこの被造物の困窮の中に身を置き、被造物を放任し給わない。神は被造物を、躍に外 
部から助け•遠くから これに# 釋し給う•たけではない。神はその被造物の不幸を、己れのもの 
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となし給う。それは何のためであろうか。それは、その被造物が窖を受けずにすむためで ある。 
被造物の 自ら ■に負うた荷が、擔われ、 取 去られるためである。被迆物自身、それによつて滅 
亡すべきであろう。しかし神は、それを欲し給わず、被造物が救われることを欲し 給う。 被造 
物の破滅は、神の自己献身以下のものではその救いに不充分なほどに、大きい のである。しか 
し神は御自身を 献げ給う ことが その 御意である程に、偉大であり給う。人間に 代理し 給う神 
—— これが 和解で ある。(ここで一言 說明を加えれば、この中心的な秘義 についてのどのよう 
な 敎說も、この場合に 、神がどこまでわれわれの 代理を 爲し給うかとい うこと を、十全且つ精 
到に 把搌し •また 語ることは 出来ない。和解についての私の理論を、 W 體そのものと取りちが 
えないでいただきたい。どのような和解論も、指示であり得るにすぎない。しかし、同時にど 
うか、この「われわれの ために」 ということに、御注意ねがいたい。この點で、何等抹殺が行 
われて はならない。和解說が何を 表現し ようとす るに しろ、それは、 この ことを語らなくて は 
ならない。) 

神は、ィ H ス•キリストの 死に おいて、その 正義を 行い 給うた。神は、ィ H ス•キリス トの 
，死に おいて、 審判 衰として、人間に 對 して行爲し給うた。人間は、人間に對する神の判決が語 
られ ている 場所に -また、その 判決が‘小可 避的に K 行される場所に、赴いた。人111]は) P 1 の 御 
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前に、罪人として立つ。神に對して己れを分離した者として、立つ。己れ に 許された#在で あ 
ることに反抗する者として、立つ。彼は恩寵に反抗する。恩 ffi は彼にとつて、 あまりにも 小さ 

いのである。彼は、感謝の思いから離れる。このような絕えざる離叛が -このような 粗野な 

•また繊細な罪行爲が、人間の生活である。このような罪行爲は、人間を不可解な 困窮の 中に 
综き入れる。即ち、人間は神の御前に面目を失うのである。人間は、神が彼を 見ることの 出來 
ぬ所に、 身を { g く。 彼は、 謂わば 恩寵の背後に 身を is く。 しかし、神の「然り」の背後は、神 
の「否」であり、漉きである。神の恩寵が 不可抗的で あればあるほど、その•都き も不可 抗 的な 
のである。 

今やわれわれは、キリストについて語られている「十字架につけられ、死にて葬られ …… 」 
という言葉を、人間に對する神の{称きの達成として —— 人間に 對して今や tf 際に成しとげられ 
る事®の表現と して、 理解しなけれぱならない。 

「十字架に つけられ。」 I .一人のィスラ H ル人が十字架につけられた場合には、それは呪わ 
れる ことを 意味した。單に人間の國からだけでなく、 選ばれし 者の群から遠ざけられて、 神と 
の契約からも除外されることを、 意味した。 「十字架に つけられ」 ということは、斥けられて、 
異邦人の死刑に 處せ られる ことである。神の 藤き において —— 即ち、人間という被 造 物が•罪 
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ある被造物として•神の側から受けねばならぬこのことにおいて、事は棄却に關す る。 呪いに 

④ 

關する。このことを、われわれは明かに知つておこう。「十字架に死ぬ者は呪わるべし。」そこ 
でキリストの身に起ることは、われわれの身に起るベかりしことである。 

「死にて。」 1死は、旣存の一切の生活可能性の終りで ある。 死ぬということは、 われわれ 
に與 えられた諸可能性の 最後のものを汲み盡すと いう ことである。 死ぬということを、 われ わ 
れが形而下的 •形而上 的にどのように說明するに しても、 また、そこで何が 起る にしても、そ 
こでは被造 物的現 ！ , £において 起り得べき 行爲の窮極の ものが起る のだということは、確かで あ 
る。死の彼方において起るであろうことは、いずれにしても、 この 生の 繼紙とは 別の 或る もの 
であるにちがいない。死とは、 K に終結で ある。 それは、われわれの生に 對 して 爲される審き 
である。即ち、生は死を待つているのである。生れ•成長し.成熟し•年老いるということは、 
われわれが皆終りになる瞬間に向つて —— 決定的に終りになる瞬間に向つて、進むということ 
である。 このような方面から見れば、これは、死をわれわれが考えることを好まない生の一 要 
素とする ような 一事體である。 

「葬られ。」——この K 葉は、 極めて目立たないように、また殆んど餘計なように、 ここに 記 
されている。 しかし、それは徒らに記されているのではない。われわれはやがていつか、葬ら 
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れるであろう。やがていつか、一群の人々 が、 どこかの i £ 地に 出かけて行くであろう。そして 
一つの棺を埋めて、皆家路につくであろう。 しかし、 一人だけは歸らない。そして、それが私 
であろう。 人々 が私を、生きた人間の國では餘計な邪魔ものとして葬るということ——それが 
死の印眾であろう。「葬られ」 ！— これは、消失と消滅の性格を死に與え、無常性と死滅性の 
性格を人間存在に與えるのである。それでは、人生とは何であろうか。それは菽に向つて念ぐ 
ということである。人間は、•自分の過去に向つて急ぐのである。最早そこには何の未來もない 
この過去が、最後の4のであろう。即ち、われわれの一切の#在は、やがて存在を終り • m 滅 
して了うであろう。人 Iffl が居る限りは、われわれのことを記憶する何かの思い出は、まだ多分 
あるかも知れない。しかしその人々もいつかは死に、それと共に、やがてこの 思い出 も過ぎ去 
るであろう。 人間 歷史 上の どんな偉大な名前で も、 やがていつか忘れられた名前になつて了わ 
ないようなものはない。これが「葬られ」ということである。また、人間が基の中で忘れられ 
るということが、人間に對する審きである。埋葬され•忘れられるということより他には、罪 
ある人間には如何とも爲難いということ、それが罪に對する神の答である。， 

「陰府にくだり。」 —— 鹆新約聖拽において陰府の姿は、後世それから展開したものとは別の 
ものである。陰府 inferi ( f 彌 * o le の 地、 箱約聖$の意味における ハー デ i は、^ : 惱の 
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場所、人間がそこで本來ただ非#在としてのみ•蔭としてのみ存在する隔離の場所である。ィス 
ラエル人はこの場所を、人間がそこではただゆらめく蔭のようにた•たよう場所として、考えた" 
そしてこのような陰府の中の存在において、禍いなのは、铒約聖書の意味においては、死者は 
神を最早證め得ないということ•神の御顏を最早仰ぎ得ないということ、ィスラ H ルの禮拜に 
砬早興り得ないということである。それは神からの除外であり、それが死を本當に怖ろしい 
ものにする。即ち、陰府を陰府とするのである。人間が神から分離されているということ、そ 
れが苦惱の場所に居るということである。「哀哭•切齒すること」——われわれの想像力は、こ 
のような神なき存在に到達し得ない。無神論者は、神のないということが、どのようなもので 
あるかを知らない。神のないということは、陰府における存在である。罪の結果として、これ 
以上何があるであろうか。人間は自分の行爲によつて、神から分れたのではなかつたか。「陰 
，府 にく だり」というのは、谭に確認にすぎない。神のまきは正しい。即ち、神の審きは人間に、 
人間の欲したものを與えるのである。もしこのような判決とこの判決の執行が起らずにすめば、 
神は神でなく、造り主は造り主でなく、被造物は被造物でなく、人間は人間でないであろう。 

ところで使徒信條は、この判決の執行が神によつて、次のような爲方で行われたということ 
を、われわれに語つている。即ち、神御自身が、眞の神にして同時に眞の人なる御子ィヱス • 
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キリストにおいて、斷罪せられた人 [ H -1 に代り給うたのである。祌の判決は遂行される。神の正 
義は その 道を進む"しかし神の正義がその道を進むのは、<人間が苦しむべき であつ たことが、 
神の御子と してす ベての他の者の爲に立ち給うこの一人の方に よつて、 忍ばれねばならなかつ 
た V という爲方においてで ある。 これがィ H ス•キリストの主權で ある。 われわれに歸すべき 
ことを自ら引受け給うことによつて、われわれの爲に神の御前に立ち給うィ H ス•キリストの 
主權である。われわれが呪われた者であり、罪ある者であり•喪われた者であるまさにその所 
において、神はィ H ス•キリストにおいて、自ら赀任を負い給う。われわれに負わさるべき一 
切のものを、この十字架につけられし人という人格において、ゴルゴタで捲い給うのは、その 
御子における 神である。このようにして、神は呪いに結末を興え給う。神は、 * A 間が破滅す る 
ことを、欲し給わない。神は、人間が支拂わねばならぬものを、人間が 支拂 うことを、欲し給 
わない。別の言葉で言えば、神は罪を絕滅し給うのである。そして神は、それをその義にも拘 
らず爲し給う、というのではない。否、むしろ、聖なる方であるィエス•キリストが穢れし者 
であるわれわれの代理を爲し給うということ、彼がわれわれを救わん と 欲し•また救い給うと 
いうこと、そのことこそまさに、神の義なのである。舊約聚被の意味における義は、罪ある者 
をして fit わしめる審判者の義ではない。そうではなくて、それは、訴えられた者において不幸 
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な者を認め、これを正すことによつて救おうとする審判者の行爲である。これが義である 。 a 
( Gerechtigkeit ) とは、正しく立てるという こと ( Aufrichten ) である。そしてこれが、神の 
爲し給うことである。勿論、刑罪が行われないというのではない。全き因窮が襲いかかつて來 
ない、というのではない。ただそういうことが起るのは、彼が罪ある者の代理を爲し給うこと 
によつてである。 そのこと を爲す權利を持ち•爲す力を持ち給う彼が —— その被 at 物の役目を 
引受けることを正當と認められ給う彼が、代理し給うことによつてである。神の憐憫と神の義 
は、5:に抗爭するものではない。 

神はその子を おしみたまわず 
わがた め 御子を ささげたまえり 
とおとき血もてとこしえの火より 
われをとらえてすくわんために 

これが、聖金曜日の秘義である。 

しかし、われわれが、神はわれわれの代理となり•われわれの罰を身に負い給うと言う場合、 
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K 際にわれわれは、 SS 金躐日を超えたところを、眺めているのである。なぜなら、神はそのこ 
とによつて、? f 際に罰をわれわれから取り去り給うのだからである。すべての苦しみも、すべ 
ての試煉も•またわれわれの死も、神がわれわれのために旣に爲 し 遂げ給うた審きの蔭にすぎ 
ない。 W 際にわれわれ犯ふりかかる必然性と運命を持つていた事柄が、キリストの死において、 
現®に旣にわれわれから取除かれたのである。このことを、あの「事畢りぬ」という十字架 上 
のィヱスの御言葉が語つている。それ故われわれは、一方では、われわれに赦しが與えられる 
ための费用の嵩によつて、われわれの罪の大きさと m さを、キリストの十字架に面して認識す 
ることを勸められている。嚴密に言えば、眞の罪の認識は、ただキリストの十字架の光の中に 
のみ、あるのである。なぜなら、罪とは何かということを理解するのは、ただ、自分の爲には 
罪が赦されているということを知つている人だけだからである。また他方においては、われわ 
れは 、< われわれの爲には金が旣に支拂われていて、われわれは罪とその結果から解放されてい 
るのだ V ということを、認識することを許されている。われわれは 最早、 自分の罪のために•郡 
きを受けねばならぬ罪人として、 神に よつて語りかけられ•神によ.つて眺められているのでは 
ない。 われわれは 最早、 何も支拂う必要がない。われわれは 無 fit で、 ただ恩寵によつて (sola 
ぬ ratia )、 神御自身のわれわれに對する代理によつて、解放されているのである。 
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①ロマ 符四ニー五。 

©詩篇 四七. 五 0 
© 蛩金曜日のラテン語聖歌。 

④ 巾 命記ニーニー三。ガラテヤ^三•一三。 (但し"苜 葉通りではない。) 

⑤ マタィ傅八•一一 〇 

©讃美歌。 

©エネ傅一九•三〇。 
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!八三日 nr に 死人のう ちよりよみがえり 

己れの一切の敵に抗して、神の御許において己れの正當さを見出し、從つて、解放 

せられて新しい生 S : 生き S -このような所にま，て、人間は、ィエス.キリストの連 

y において、決定的に舉げられ、また、そのような狀態を 豫定 される。この新しい生 
において、人間は罪 S : — それ故にまた呪いと死と墓と地獄を、最早自分の行く手に 
は持たず、自分の背後に持つのである。 

「三日目に死人のうちよりよみがえり」 —— これが、復活 節の使信である。 この 使信の述べ 
ていることは、神は御子において徒らに身を卑 くし 給うたのではない ということ、むしろ、 神 
がそのような ことを 爲し給う時•神は それを 明かに御自身の# れ のためにも•またその榮光の 
確認のために も •爲し給うのだとい う.ことで ある。神の憐憫が まさに その卑賤に おいて勝利を 
收める時、 ィ H ス•キリストの?5擧が起るのである。 われわれが 先きに A 卑賤において事は神 
の御子に關するのだ。從つて神御自身に關するのだ V と 言つたのに對して、今度は A 髙擧に お 
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いて、事は人間に關するのだ >ということを、 强調しなくてはならない。人間は ィエス•キリ 
ストにおいて 舉げられ て、 あの生活を(そのために神がィエス •キリストの死において、人間 
を解放し給うたあの生活を)與えられる ことになる。 謂わば、榮光の 場所を神が 見捨て給うて、 
人聞が今度は、その席に就くことを 許される。 これが復活 節の 使信であり、和解の目的であり、 
人間の救いで ある。これが、聖金隈日に旣にあらわにされた 目標で ある。 神が人間の代理を爲 
給う ことによ つて (新約聖齊の記者たちは 「M う」 という 表現を用いることを 恐れなかつた)、 
人間は買戾された者で ある。「膪 い」 ( apolytrosis ) というのは、奴隸の身請を示す法律上の槪 
念である。人間が別の法的狀態に移されるということ、それが目檩で ある。 人間は最早、彼に 
對して何かの權利を持つ者の所有ではない。彼は最早、あの呪いと死と地獄の領域に M しては 
いない。否、彼は神の愛し給う御子の國に移されている。という意味は、罪人としての人間の 
地位•狀態•身分は、どのような形においても、否認されているということである。人間は神 
によつて、最早罪人としては、眞劍に考えられていないのである。人間がどのようなものであ 
るにしても、また、人間についてどのようなことが語られなければならないにしても、また、 
人間が自分自身に對してどのような非難を浴せなければならないにしても、神は人間を最早罪 
.人としては眞劍に考え給わない。彼は罪に對しては、死んだのである。即ち、あのゴルゴタの 
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十字架において、死んだのである。彼は婭早罪に對しては、#在しない。彼は a なる者として 
—— 神を滿足せしめる若として、神の御前において認められ、確定せられているのである。彼 
は勿論、今彼がそうあるように、罪の中に•從つてその餅の中に、自分の存在を持つている。 
しかしそのような存在は、彼の背後にあるのである。方向轉換が、決定的に行われたのである 0 
それは、われわれが「私は決定的に方向轉換した」「私はそれを經驗した」などと言い得るこ 
とではない。否、この「決定的」は、イエス•キリストの「決定的」である。しかし、われわ 
れが彼を信ずるならば、それはわれわれにとつて妥常 する。 人 ra は、人間のために死に給うた 
イエス•キリストにあつて、その甦りによつて、神の愛し給う子なのである。神の御挺 e よつ 
て生き•神の御愆のために生きる•神の愛し給う子なのである Q 
もしこれが復活節の使信であるならば、諸君は次のことを理解されるであろう 。即ち、 イエ 
ス•キリストの甦りにおいて、問題は元來單純に、キリストの死の未だ隱 された 果が顯れたと 
いうことなのである。 まさに このような方向轉換こそ、イエス•キリス トの 死においては未だ 
隱されている事©である。即ち、人間がそこでは神の怒りに食^されているというあの外觀の 
下に、この方向轉換は隱されている。ところが今や新約 i(y 讲は、われわれに、このよう&人 ra 
の外觀はゴルゴタにおけるあの出來事の意義ではないということを、 rf しする 0 |> し 5、こ0 
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ような 外觀の背後において三日罔に顯されたあの意箱、それが. こ s 出來事の眞の;1?亦であると 
いうことを、證しする。この三日目に、人間の新しい歷史が始まるのである。その結果われわ 
れは、イエスの生涯をも、二つの大きな時期に分つことが出來る。即ち、その死に到るまでの 
三十三年間と、その死及び昇天にはさまれた四十日の極めて短かい•また決定的な時期と、で 
ある。この三日目に、イエスの新しい生涯が始まる。しかしそれと同時に、この三日目に、一 
つの新し4始まる。イエス•キリストの死において、古い世界が全く終り片付いた後で、 
世界の新しい姿が始まるのである。己れに负わされた人11]]の罪の重荷を今や克服し•それに打 
勝つ擔い手として•またそれを絕滅する者として•新しい生を始め給う人間イエスの存在にお 
いて、新しい時と新しい世界が勃發する^^^れが復活節である。最初の敎刚は、イ H スのこ 
のような變化した存在において、それ以前のイ H スの生の超自然的繼綏を見ただけでなく、全 
く新しい生、即ち4心いル給うたイ H ス•キリストの生と、また同時に一つの新しい世界の開 
始をも、見たのである。(われわれが復活節を、被造物の生においても起る或る種の更新に— 
—例えば、春とか人間の朝の眼ざめとかいうことにおいて起る K 新に、關聯させようとしても、 
それは無力な試みである。春には、不可抗的に冬が M き、眼ざめには眠りが絞く。そこでは、新 
しくなることと古くなることの圆環的運動が、行われるのである。しかし、復活節における「新 
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しくなる」ということは決定的に「新しくなる」ことである。)新約聖臀によれば、< 人間のた 

めの神の勝利は、御子の位格において、旣に全く獲得されている>という宣言が、ィ H ス•キリ 

ストの B りにおいて爲されている。復活節は勿論、第一には、われわれの希望の擔保で ある。 

しかしそれと同時に、この未來は、復活節の使信において、旣に現在なのである。復活節は、 

旣に獲得せられた勝利の吿示である。降伏についてまだ何も WJ かぬために、あちこちでまだ諸 

部隊が發砲しているけれども、戰郇はもう終つた。競技者がまだ二三回競技を統 けることは 出 

來るが、ゲームは勝利に終つたのである。現 S に、王手は詰、 めら れていか。振子は まだ 二三回 

あちこちゆれるけれども、時計はもう止まつたのである。「古きは旣に過ぎ去り、 a よ、新し 
、、① 

くなりたり」 I このような中間地帶に、われわれは生きている。復活節の使信は、罪•呪い. 
死というわれわれの敵が打ち倒されたということを、われわれに吿げる。それらのものは最早、 
窮極において、®を行うことは出來ない。それらのものは、まだゲ I ムが終らず•戰が戰われ 
ないように振舞う。われわれはまだ、それらのものと決猝しなくてはならない。しかしわれわ 
れは、 S 早根本的には、それらのものを怖れる必要はない。復活®の使信を聞いた者は 、 fli r.r 十 
悲劇的な顏をして走り廻り•何の希^もない者のユーモアなき生活を營むことは出來ない。ィ 
H スは勝利者なり —— ただこのこと/ C けが、力を持つのであり、ただこの一事だけが、本常に 
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嚴肅&のである。この一事を無視して、ロトの妻のように後を振りかえろうとする®®さは、 

キリスト敎の嚴肅さではない。後の方で火が燃えようとも ( K 際、火は燃えているのであるが)、 

われわれはそれを見る必要はない。われわれが見なければならないのは、今一つのこと I 即 

ち、われわれは、神の榮光の勝利をこの人間ィエスにおいて嚴肅に考え•彼を喜ぶようにと、 

招かれ召されている、という事 K である。そうしたならばわれわれは、感謝の中に生きて怖れ 

の中に生きぬことを、許されるのである。 . 

ィエス•キリストの甦りは、このような勝利の吿示を現わし、またそれを完成するものであ 

る。われわれは甦りを、何か精神的な事件に解釋し直してはならない。そこには空の茲があつ 

たということ、新しい生が死の彼方に示されたということ——そのことをわれわれは、昍かね 

ばならぬ。吿げられねばならぬ。「これは(この死より移された人間は)我が愛しむ子、わが悦 
⑧ 

ぶ者なり。」このョルグン8ほとりにおける洗禮の際に吿げられる言葉が、今や出來事となり、 
あらわとなる。、これを知る人々には、これによつて、古い世界と新しい世界の斷絕が吿げられ 
る。神がィ.丁；ス•キリストにおいて•一切を彼等のために旣に爲し遂げ給うたということが、 
眼に見えるものとなるまでには、彼等はまだ多少の M のりを、走らねばならぬ。 
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© コリント後迸五*一七0 

® アブラハムの 親族 n 卜とその一家の物語は、剖世 Ra 十二、十三、十九 ^に 見えて いる 。天使がソド 
ムの町に住む ロトに 向って*この町を災寄が襲ぅことを借げた時に、 〇 卜は一家の # とゾアルの町に逃 
れたが、この時 ロトの 粜は、後を振りかえるな といぅ 天使の f : めに # いて、後を振 y かえったために- 
鹽の柿となった(伽世記一九•二六)。ィエスは、人の子の來る時、この世の茁の安佥を考える盎に對す 
る11小：！として、この d 卜の麥の巡命を引用された(ルヵ傅一七•三二)。 

© マタィ傅三•一七。マルコ傅一•一一。ルヵ傅三•ニニ。 
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I 九天にのぼり、全能の父なる神の右に坐した まえり 

•厳後決定的に起つたイエス•キリストの御業の目標は、 < 神の全能と、イエス•キ 
リストにおいて働き•示された神の恩寵は、同一てある V という•その甦りの證人た 
ちに委 It せられた認識によつて、その敎龠を設立することてある。從つて、この御業 
の終結は、同時に、終末時の開始てある。即ち、敎會がイエスにおける神の恩寵の全 
能と全能の恩寵 S : •全世界に知らしめるあの時の開始てある。 

この 使徒信條の テキス トの進行は、旣に外形的にも、われわれが 一つの 口標に近づいて來て 
いるということを、示している。 即ち、それは旣に決定的に起つたことであるという點で、わ 
れわれはイエス •キリストの御業の目檩に、近づいて來ているのである。「かしこより來りて 
…… J という將來 起るべき •またこの使徒信條の終りに現るべき •この 行程の或るものは、ま 
だ姿を現さない。しかし、旣に決定的に起つたことは、今や党結され て われわれの眼 の 前に、 
「やどり•生れ•苦しみを受け•十字架につけられ•死にられ•くだり.よみがえり」と、 
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多くの現在完了形で記されている。ところが今や突然、「神の右に坐したまえり」と、現在形 
で記されるのである。それは丁度われわれが®山して、今や山の頂に達したようなものである。 
この現在形は、「天にのぼり」という最後の現在完了形によつて、補われている。そしてこの 
え砭後の现在完了形自身が、「死人のうちよりよみがえり」という言葉によつて、 M に補われて 
L/C いるのである。 

I 

この「父なる神の右に坐し給えり」によつて、われわれは明かに、一つの新しい時の中に步 
K , み入る。われわれの現在の時であり•敎會の時である•一つの新しい時の中に、步み入る。即 
な ち、 ィエス •キリストの御業によつて開かれ •掘礎 づけられた終末の時の中に、步み入る。新 
^約迆 S において、この出來祺についての報道は、ィ H ス•キリス.卜の甦りについての報道の結 
、びとなつている。新約聖書においては、キリストの昇天について述べているのは(殆んど降誕 
1節の奇蹐に四敵する位に)、比較的細い線である。あちらこちらで、ただ甦りの こと だけが述 
苑ベられて、それから iff ぐに、父なる神の右に坐し給うことが、述べられている。福音 W におい 
ても、#天は、比較的傲かしか述べられていない。問題の中心はあの推移であり、啓示の時か 
らわれわれの時への轉向である。 

昇天とは何であろうか。前にわれわれが「天地」について確認した ところに從え ば、いず h 
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にしてもそれは、 イ H スがこの地上の{分1111を立去られたということ——從つて、われわれに と 
つて理解し得る空間•われわれのために彼が見出し給うた空間を、立去り給うたということを、 
意味す る。 イエスは、われわれがこの空間に M するようには、最早この空間に M し給わない。 
と言うことは、イエスがこの空間に對して疎遠になり給う、というようなことではない。こ•の 
空間が同時にイエスの空間ではない、などということではない。むしろ反對に、イエスがこの 
空間を起え給うことによつて、彼はこれを充し、これに對して現臨し給う。しかし今は勿論、 

砬1 十その啓示の時やその地上における活動の時のような爲方によつてではない。昇天というこ 
とは決して、キリストが被造的世界のあの今一つの領域に I 即ち、あのわれわれには理解し 
雛い領域に移行するというようなことを、意味しない。「父なる神の右に」ということは、單 
に、被迆世界の理解可能な領域から理解不可能な領域への移行を、愆味—ない。イエスは、人 
間にとつては絕對的に隱された神的空間の秘義へ向う方向に、遠ざかり給うのである。その® 
り給う場所は、天ではない。彼は神の御許に在すのである。.十字架につけられ甦り給うた方は、 
神の在すところに在す。彼がそこに赴き給うということ、それが、その地上における•また歷 
史における活動の Hfcl である。 . ^受肉と十字架につけられ給うたあの出來事において、問題 
は神の卑賤に關する。しかし、イ H ス•キリストの甦りにおいて、問題は人間の高缵に關する。 
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キリストは、 ここでは 人間性の擔い手として•われわれの代表背として、神の在すところに、 
神の あり給への と 同じ梂で、在す。われわれの肉、われわれの人間的本性は、彼にあつて、神 
へと 擧げられている。われわれが彼と共にあの上なる所に居るということ、われわれが彼と共 
に 神の御許に居るということ、これがその御業の窮極である。 

ここからしてわれわれは、後を振りかえり、また前を眺めなければならぬ。もしわれわれが、 
イエス•キリストの生と活動のこのような結果について證しをする新約 避 裨を、正しく理解す 
るならば、この結果の持つ性格は、次のような 二重の ものである。 

㈠ 今疲 後に述べた事. H から、イ H K の使徒たちが眼にした一つの光が、 現れる。 イヱスの 
甦りの 證人たちには、窮極的に一つの認識が 委託され ている。マタイ傳福音併には、「我は天 
にても、地にても一切の權を與えられたり」(二八•一八)というイ H スの御言紫が、記され 
ている。 この御言葉を「全能の父なる神の右に坐し給えり」という 祺® と關聯させることは、 
重要なことで あり、必：要なことで ある。 全能という槪念が、ここでは 共通に 現れている。 H . ぺ 
ソ^:四窣十節には、「茁の物に滿ちん爲に、もろもろの天の上に昇りし^なり」という同じ 認 
識が、語られている。イエスは今、高きところに在す。彼は今主であり、そのようなものとし 
て啓示し 給う。ここで われわれは、先き に 使徒信條の第一顼を講解した際に 旣に 觸れた 事柄に、 
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立 M る。われわれがすべてのものの上に立ち給う全能の神について語る場合、< 神の金能とい 

う言葉において、この使徒信條の第二顼が語つている现贺以外のものを、決してどのような盘 

味ででも理解せぬ>ということを、われわれは要求されている。使徒たちがキリストの甦りに 

基いて得た認識、また、キリストの昇天がその終結を成している認識は、 W は次のような根本 

的な認識なのである。即ちそれは、<ィエス•キリストにおいて起つた和解は、一方から H え 

ば偶然的な出來事ではなく、われわれはこの神の恩 ffi の御業において、神の全能に面しているの 

だ>という認識であり、從つて、<ここには、もうその背後には他 P 現 ff は存在しないような窮 

極のもの•最高のものが、登場しているの / C >という認識である。使徒信條の第二項及び第三 

項が語つている出來事を超出することは、不可能である。キリストは一切の橘を持つ方である。 

そしてわれわれが信仰する場合には、われわれはこのような彼と關るのである。また逆に、神 

の全能は撤頭馓尾、ィ H ス•キリストの和解の恩 ffi において、示され•働くのである。神の恩 

① 

船と神の全能は一致する。われわれが他方を拔きにして一方を理解することは、許されない。 
ここでわれわれは今一度、この人が神の御子であり•神の御子がこの人であるという、受肉の 
秘義の啓示に、關與しなければならない。ィエス•キリス トは、 われわれに對して、また窮極 
の現 K において、このような位 {a を占め、このような權能を持ち給う。彼は丁度、その王が全 
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權を娄ねた®将のように、總理大臣のように、神の權力を絕對的に委ねられた者として、神に 
關係し給う。イ H ス . キリストは神として語り、神として行爲し給う。また逆に、われわれが 
もし 神の言 梨と 神の 行爲を認識したいと思う&らば、この人を仰げば足りる のである 〇イ エス 
•キリストにおけ<6 このような 神と 人との 一致は、 イエス •キリストの御業が それによつて& 
後決定的にその終結を見出した認識であり、その認識の啓示である。 

㈡ 「父なる 神の右に坐した まえり。」 即ち、商みは到達せられたので ある。 完了時稱は われ 
われの 背後にあり、 われわれは 現在時稱の領域に 步み 入るのである。われわれの時に ついて語 
らるべきことは、これで ある。時の中におけるわれわれの#在について 妥常する第一のこと、 
また窮極のことは、ごれである。時の中におけるわれわれの存在の根底には、 「父なる 神の右 
に坐したまえり」という•このようなイエス•キリストの存在が、あるのである。どのような 
W 隆と敗北がわれわれの場所において起るにしても、また、何が生じ何が滅びても、 この「父 
なる神の右に坐したまえり」という 一つの 常數•一つの恒久的な永遠的なものは、存在す る。 
この事 K に 步み 寄るような歷史的轉廻點は、存在しない。ここには、われわれが世界史 •敎件 
史•文化史と名付けるものの秘密が存在する。ここには、一切の根底に横たわるものが存在す 
る。これは先ず第一には、極めて端的に、これもマクイ傅の終りにおいて、あの所謂 t ' JH ' かか 
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によつて語られている事柄を、 - As 味す る。 即ち、 「されば 汝等、往き てもろもろの 國人を 弟 予 

となし、 父と 子と ies との 名によりてパブテス マを施し、 わが汝らに命ぜし凡ての事を守る ベ 

きを敎ぇ ct ® 」 というあの御言 葉である。 從つて 「神の 全能は神の恩 ®である」というあの認識. 

は、何等怠惰な 認識では ない。また、啓示の時の終結は、蘇が降りて見物がもう 家に歸つてもい 

いような 芝居の終りのことでは ない。 そうではなくて、 啓示の時は 一つの 叫び 聲をもつて- - 

一つの命令をもつて、終るので ある。今や救いの事件が、 一つの 世界の事件と なる。この 地上 

においても、今や一つの 人間的 歷史 として、弟子たちの 一つの 行動と して、あの天の場所に 相 

應ずる一つの 地の場所が#在するという事 n ; —— イ h ス•キリストの甦りの證人たちの#在と 

行動があるという 事® は、ここで使徒たちの眼に示される事柄と、相應ず る。 イヱス•キリス 

卜が父の許に赴き給うと共に、地上には一つの創始が起るのである。イエス•キリストの別離 

は、單に終結を意味しない。それは勿論、彼の到來の繼縱としてではない が、 同時に 一つの 開 

始をも 意味するのである。即ち、イエス•キリストの御業が、キリスト者の生活と 敎&の #在 

において、 m 純に#級するなどと、 言うべき ではない。 JK 者の生活は、イエス.キリストの地 

© 

上における啓示の延長ではない。もしそのようなことであれば、それはあの「事 錐りぬ」と牙. 
盾するであろう。イ H ス•キリストにおいて起ることは、何等繼紐を必要と しないのである。 
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しかし、最後決定的に起つたあの出來事が、今や地上において起る事柄において、 一つの對應一 
(Entsprechung r 一つの對照 (Gegenbild) —— 反復 cvviederholun JQ ) ではないが、一つの比 
喩 (Gleichs.s) を持つことは、言うまでもない。そして、 キリス トに對する 言卬 に』 けるキリ 

スト敎生活のすべては - 敎刚と呼ばれるものは、この比喩であり、その體の！^^してのィエ 

ス•キリストの rr - 在の蔭である。キリストは父の許に赴き給うことによつて、御自身をその使 
徒たちに知らし め 給いつつ、その敎#を创立し給う。このような認識そのものが、あの「全世 
界を巡りて、凡ての选られしものに、福音を宣傅え^:©」という叫びを意味する。ィヱスは主な 
り ― -これ こそ、 凡ての進られたものが凡ての民が、知るべき事柄である。それ故に、ィエス 
の御業の終結は、怠けるために使徒たちに與えられた機會ではなく、世界の中への彼等の派遗 
である。そこでは、休息は不可能である。むしろ、そこでは疾走が必要である。そこでは 
が始まる。即ち、111:见の中への、また世界のための、敎會の派遣が始まる。 

今や開始されるこの時は —— 敎#の時は、同時に終末時である。 is 後の時 _ ^即ち、被迆-|||-. 
界の存在が、或いは被進世界の存在の意味が、その®檩に達する時である。われわれがキリス 
卜の十字架と■りについて語つた時に、われわれは<戰は勝利に終り、時計は止つたが、 神は 
なお忍耐を持ち、神はなお待ち給う V ということを、 M いた。神はこのようなその忍耐の時の 
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ために、敎#を この lit に { a き給うた。 そして、この ii 後の時が福音の使信によつて充た される 
ということ、また、世界がこの使#を [ la かしめられるということ、それが、この®:後の時の意 
義である。われわれは、ィエス•キリストの昇天と共に始まつたこの時を、御言 葉の 時と名付 
けることが出來る。また恐らくは、地上における敎會の委棄の時 I ある意味では敎 # の孤獨 
の時と、名付けることが出來る。それは、敎龠がた/ C 絕對に信仰においてのみ、ただ if. 5K によ 
つてのみ、キリストと結ばれている時であり、キリストの地上における一回的存在と榮光にお 
けるその再臨とに挾まれた中間時である。即ち、大いなる機會の時であり、この世に對する敎 
會の課題の時であり、傅道の時である。それは、旣に言つたように、神が敎會を待ち•敎會と 
共にこの世を待ち給う•神の忍耐の時である。なぜかと言えば、ィ H ス•キリストにおいて. 
時の成就として窮極的に起つたことは、人1111の關與を拔きにしては、また、人間の口から出ず 
る神の諧美を拔きに しては、 また、御言葉を聞くべき人問の耳を拔きにしては、また、人間が 
それによつて福音の使漭たるべき人問の手と足とを拔きにしては、明かに完結されぬことだか 
らである〇ィ H ス•キリストにおいて神と人とが一つと成り給うたということは、このィエス. 
キリストの證人たることを許された神の人々が地上に#在するという WK において、先ず第一 
に示さるべきことである。敎#の時•終末の時•最後の峙——このような時を lli 大なものとす 
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るのは、それが Ja 後の時だという事 K ではない。そうではなくて、それが間き•信じ•悔改め 
をなし•宣傳え•使信を把®する場を與えるという事 W が、このような時を Tn : 大なものとする 
のである。それは、ィエス•キリストに對して「視よ、われ戶の外に立ちて叩く」という關係 
にある時である。彼は最も近くに在す。彼は入り來ることを欲し給う。旣に極めて近くにでは 
あるが、未だ外部に、戶の外に在す。しかも旣にわれわれは内部において、彼の御聲を聞き、 
その入來を待つことを許される。—さて、このような中間時•終末の時の中に、このような 
待望と神の忍耐の時の中に、神の搦理のあの二 Irr の秩序が入り來る。即ち、敎#と_家の聯關 
が I 對立しながらも並列している内的領域と外的領域の.聯關が、入り来る。それは何等窮極 
の秩序ではない。また、窮極の言葉でもない。しかし、正しく理解するならば、それは、目標 
に站いた神の恩} M に相應する良き秩序である。昇天は、このようなわれわれの時の開始である。 

①原文には das Eine Oderaas Andere とあるが、これは ds Eine ohne CL as Andere の誤りであ 

ろうか。英課は the one without : the other となつている。 

©マタィ傅二八•一九、二〇。 

© ョハネ傅一九•三〇〇 
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二〇 ff き主イエス•キリストの將來 

敎會の想起は同時にその期待てあ y 、 この世に對する敎會の使信は、同時にこの世 
の希望てもある。なぜかと言えば、イエス•キリストの御言葉と御業から、敎齊は知 
y つつ由来し、この世は知らずして由来しているのてあるが、この イエス. キリス ト 
は、終リに向つて進みゆく時間の目標として、敎會とこの世に出#い給う方だからて 

ある。そしてイエス•キリストがこのように出會い給うのは、< 全人類と各個人の人間 

® 

的存在がそれによつて測られる基準としての神の恩寵と神の正義>という •イエス. 
キリストにおいて起つた裁斷を、決定的に、また凡ての人に對して、示すためてある。 

「かしこより來りて、生ける者と死ねる荠とを、{称きたまわん」 —— 多くの完了時稱と現在 
時稱の後に、「来りたまわん」という未來時稱が來る。われわれはこの使徒信條の第二项全體 
を、「來りたまえり」「父なる神の右に坐したもう」「來りたまわん」という三つの規定によつ 
て、總括出來るであろう。 
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私は先ず、キリスト敎の時間概念について、多少のことを語りたい。 ここで、 純粹な意味. 
本來の葸味において眞の時間と呼ばれるものの上に I 神の時間で ある 永遠の 光に照らされた 
時間の上に、或る特別な光が落ちているということを、見落して はならない。 

ィエス •キリス トが來り給うたという ことは！ 從つてあの 宪了時 稱は 、われわれが 過去と 
名付ける ものに、相應するであろう。 しかし あの 出來事について、それは過去つたこと だな ど 
と言うのは、 K に 不當なことである。 ィ H ス •キリストの苦しみ’給うたこと、爲し給うた こと 
は、 決して過去つて はいない。むしろ過去つたのは、あの古いもの、即ち、人間の世界•不從 
順と混亂の世界•禍と罪と死の世界である。罪は抹殺され、死は克服されたので ある。罪と死 
は、過去の#在である。全 世界史は^—^ キリストの後 (post Christum ) 現代に 至るまで繼績 
した世界史も、過去の#在である。 一切は キリストにおいて過去つた。これら一切を、われわ 
れはただ 回想し将るにすぎない。 

しかしィエス •キリストは、 苦しみを 受け•死より甦り給うた 方と して•父なる神の 右に 坐 
し 給う。これが 現在である。神が現在し給うのと同樣に、ィ H スがこのように現在し給う こと 
によつ て、 <铧て 在した方として、彼は再び來り給うであろう V ということが、旣に 言われ 得 
る。「ィ H ス •キリストは、阼日も今日も、 永遠までも變り 給う ことなし」とあるよう に、咋 
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日の如くに今日もあり給う方は、明日も變り給うことがないであろう。ィエス•キリストが、 
嘗て在した方として、現在在すことによつて、彼は明かに一つの新しい時間の開始であり、わ 
れわれが知つている時間とは異つた時間の開始であり、過去ることはないが•しかも阼日と今 
日と明日を持つ現！：！的な時間の開始である。しかし、ィ H ス•キリストの阼日は、同時に彼の 
今：！！であり、彼の明日である。無時間性が I 空虛な永遠が、彼の時間の代りにはならない。 
彼の時1111は終りとならず、阼日から今日へと進む®動において、明日へと前進してゆく。彼の 
時問は、われわれの現在のような怖ろしい無常性を持つてはいない。ィ H ス•キリストが父な 
る神の右に坐し給う場合には、神の御許における彼の存在は I われわれ人 1111 に對する神の恩 
寵と力の所冇者•代理若としての彼の存在は、われ - Jb れが瓰かな爲方で.永遠という言葉にお 
いて思い描くもの、即ち時間なき#在とは、何の關りもないのである。もしこのような父なる 
神の右におけるィエス•キリストの存在が現»的な存在であつて、そのようなものとして•そ 
れが一切の存在の基準であるならば、それは同時に、時間の中における#在である。(尤も、 
それは、われわれが知つている時間とは異つた時間の中における#在であるが。)また父なる 
神の右におけるィ H ス•キリストの支配と統治が、われわれがわれわれの世界史•生活史の 
存在と見るものの意義であるならば、このィ H ス•キリストの存在は、何等無時間的な#在で 
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はない。またその場合には、永遠は 無時 ra 的な 永遠では ない。無時間 的なのは、 死であり、 無 
である。われわれが無時問的なのは、われわれに神が 無く.キリストが無い 場合である。その 
場合に、われわれは神を 持たない。しかしキリストは、 このような 無時間性を、克服し給う。 
キリストは 時 llij を持ち 給う。 時の 充滿を持ち給う。來り•活動し•苦しみ •死において勝利し 
給うた方と して、 彼は 神の右に 坐し 給うのである。 彼が 神の右に坐し給うという 事實は 、この 
歷史からの杣出物ではない。 それは、この歷史の内部における永遠なのである。 

そして、このような キリストの永遠の#在に 對應 して、今度はまた、キリストが#在と成り 
給うということが起る。 嘗て あつた ものが、今來 る。 旣に生起したものが、やがて生起するで 
あろう。彼は アルファであり、オーメガであり、現®的な時間の中心 —— 即ち、空虛な過ぎゆ 
く時間ではない神の時間の中心である。それは、そこではすべての「今」が 「M から 
「未 然 」 への跳 las にす ぎぬような•あのわれわれが知つている現在ではない。このような 
陰府の蔭における 羽ばたきが、現在であろうか。ィエス•キリストの生においては、われわれ 
は、 それ 自身が自らの過去であるところの —— 從つて無に赴く無時間性ではないところの•今 
一の現在に出# う。 また、ィ H ス•キリストが再び來り給う、と言われる場合、この再臨は、 
無限の中に横たわる 一つの 目標というようなものではない。「無限」は慰めなき事贲であつて、 
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神の賓辭ではない。むしろそれは、 K 落した被造物に對する资辭である。このような終りの な 
い終りというものは、怖ろしい。それは人間の破滅の模像である。目標もなく終りもない 狀態 
の中に ®: 落するということ、それが人間の荷様である。このような無限的#在の 理想は、 神と 
何の關りもない。この時間に對しては、むしろ一つの限界が與えられている。ィ H ス•キリス 
卜は現 K 的な時間であり、現的な時間をもたらし給う。神の時間は、 一つの 始めを持ち、中 
心を持ち、また一つの目«を持つ。人間は四方八方から、圃まれ支えられているので ある。 そ 
れが生というものである。このようにして、人間の#在は、その過去と現在と將來を 持ち 給う 
ィエス•キリストという第二項において、示されるのである。 

キリスト敎敎幽が、キリストにおける出來事を、即ち、キリストの©初の顯現•その生涯. 
死•復活を、振りかえる場合 —— 敎幽がこのようれ想起の中に生きる場合、それは 坶なる 想起 
ではない。 それは、われわれが歷史と名付けるものではない。最後決定的に起つたあの出來事 
は、むしろ神的現在の力を持つている。旣に起つたこと、それは今も尙起る。そしてそれは、 
そのような ものとして、また將來も起るであろう。キリスト敎敎幽が、そのィエス•キリスト 
に對 する齿 e をたず さえて 出で來つた場所は、敎團が向つてゆく場所と、同一で ある。その想 
起は、同時に その 期待でも ある。 そしてキリスト敎敎刚が この 世に近づいてゆく 場合には、そ 
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の使信はたしかに、一見歷史的物語という性格を常に持つている。またその場合には、 ヵィ 

ザル•アゥグストゥスの治世に生れ•後にポンテオ•ピラトのもとに苦しみを受け給うたナザ 

レのィ H スについて、語られる。しかし、もしこの世に對するキリスト敎の使侰が、この出來 

事に膠着したままで居ようとするならば、それは S に禍である。その場合には、この物語の內 

容.對象が、嘗て生きていた一人の人間、或いは、多くの挝族が似たような爲方で回顧する一 

人の傅說的人物、他の•様々な宗敎開祖の中の一人、となることは、避けられないであろう。そ 

のようなことでは、眞にあつたこと . K にあることに關して、この世はどのように欺かれるこ 

とであろう。「キリストは來り給いぬ。われらの罪を M わんとて。おお、衿べよ、キリストの 
③ 

段」というあの菸びの使信に關して、どのように欺かれることであろう。この「キリストは來 
り給いぬ」という完了形は、この世に對しても、その现饮性において、ふ3:傅ぇられねばならぬ。 
この世も亦、望むことを許される事馊として。また、111:界史も亦、それに向つて進みゆく事實 
として。 - 

更に、キリスト敎信仰が期待及び希^として理解されるということも、あり得るであろう。 
しかし、この期待は、空虛な•また一般的な性格のものでも、あり捋る。人はより a い時代を、 
望.むものである。「此岸」におけるより- R い狀態、或いは所謂 r 彼岸」における別の生活の形 
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で、より良い狀態を望むものである。キリスト敎的希望は、 tt * に容易に、何か夢想された榮光 

の定かでない期待に、解 m して了う。<來り給う方は嘗て在したあの方だ V という•キリスト 

敎的期待の K の内容•對象を、人々は忘れて了う。われわれは、われわれが出で来つたあのィエ 

ス•キリストに向つて進むのである。このことが、この世に對する敎俛の關係においても、敎 

#の使信のズ®體でなくてはならない。即ち、敎會が人間に奥氣を與え•希望を與える場合、敎 

會は虛しいものを指示するのではない。否、敎會は旣に起つたことに捌して、®氣を與え•希 

© 

望を與えることが、許されるのである。「事®りぬ」というあの御言葉は、完全な妥當性を持 

つている〇キリスト敎の完了形は、私完了形(漏 gp ) とはちがう。否、正しく理解された完 

了形は、未來形の力を持つている。「わが時はすべてなんじの手にあり。」このようにして、わ 

れわれは丁度 H リヤと同じように、このような食物の力に茜われて、四十日四十夜ホレブと呼 

® 

ばれる神の山まで步んでゆくのである。まだ彷擋は續き、まだ回榴には達しない。1かし、こ 
れは 5 H 榴からの彷徨である。このように、われわれキリスト者は、非キリスト袭に向つて、語 
らなければならない。われわれは悲しみに沈んだ-接のように、彼等の間に坐つていてはならな 
い。むしろわれわれは、他の一切の確かさを凌駕するわれわれの mlfil の確かさの中に、坐つて 
いることを許されるのである。然るにわれわれは、に屢々恥かしげに、この世の子等の镑に 
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立つている。〔そのような狀態であれば〕、われわれの使信がどうしても 彼等に 滿足を與えぬと 
しても、われわれは彼等を充分に理解せざるを得ないではないか。「わが時は、すべてなんじ 
の ^にあり」 という この 御言葉を 知つ ている者は、しばしばわれわれを恥じし める •ような確乎 
とした希望をもつて自分の道を 步んでゆくこの 世の人々を、 商®な 態度で、眺めないで あろう。 
むしろ彼は、そのような人々が自分自身を 理解して いるよりも 一 ! f 良く、 彼等を 理解す るで あ 
ろう。彼は、 それらの人々の 希望を、<この 世が見捨てられて はおらず、 一つの 發端•一つの 
IE 檩を持つ ている > ということの、 一つの比喩•一つの 微しと、 見るであろう。 われわれキリ 
スト 者は、 このような 世俗的な思惟や 希望の 中に、正しい アルア ァとオー メガを、 入れなけれ 
ばならない。しかし、われわれに そのようなことが 出來 るのは、 ただ われわれが この 世を、確 
信という姿で 凌瀨する場合にのみである。 

結局事情は次の如くで ある。 即ち、 この 世は 知らずして —— しかし 敎會は 知つて、ィエス. 
キリストに 由來し、その御 業に 由來 する ので ある。客觀 的な事 ® は、ィヱ ス •キリストが來り 
給い•その御 1 H 集を 語り給い •その 御業を爲し給うたという事- r£ である。この事 rf は、われわ 
れ人間がこれを信ずるか否かということには金然雜かずに、#在して いる。この事® は、 キリ 
ス ト者に も非キリス ト者に. も、 すべての者に妥當する。 キリストが 來り給うた という 事 11 、こ 
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の事®からわれわれは由來する。そして、この事©に基いて、われわれはこの世を眺めるべき 
であろう。この世が「この世的」であるということは、一つの自明的な W 柄である。しかしこ 
の lli : は、その中心においてィエス•キリストが十字架につけられ•甦り給うた、この世である。 
敎件も亦この世から來り、この世と別の狀況にはない。ただ敎會は、この事 K が知られている 
場所である。そして K にこのことこそ、敎啟とこの世の間の非常な莲違である"このことを、 
われわれキリスト者は、知ることを許されている。われわれは、開かれた眼をもつて、さし# 
つた光を —— キリストの顯現の光を、見ることを許されている。われわれが朝铽に喜ぶことを 
許される恩寵が、ここにある。われわれは今日まで、このような恩 ffl に、眞に '( ff しなかつた。 
キリスト者は、この世の子らよりも fs つてはいない。ただ、道要なことは、キリスト者がその 
知識の幾分を他の者に I これを 知らぬ 人々 に、示す という ことである。彼等は、己れに與ぇ 
られている小さな光を、輝かすべきなのである。 

そして、敎會もこの世も共に、自分が由来している方を、自分の前方に持つている。このよ 
うな希望の目標が何處かに立つていて、.われわれが骨を折つて、そこまで迎つてゆかねばなら 
ないというのではなく、むしろこの使徒信條において「來り給わん」と述べられているという 
第！： f これが敎會とこの In: にとつて奇 M である。われわれが來なければならない、というので 
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はない。彼が來り給うので ある。一 ffi われわれは、 われわれの奔命に よつて、どのような とこ 
ろに達するであろう か，。活動を伴つた世界史•戰爭 があつたり 休戰があつたりする世界史•様 
様の^想を たずさえ様々 の眞 K らしからぬ ^ どもをたずさえた文化史 —— それが道であろうか 0 
われわれは笑わざる を得ない。しかし、 もし 彼が來り給うならば^ 働き 給う彼が來り給うな 
らば、そこからして、われわれの貧しい 「進步 J の一切は、別の光の中に移し入れられるであ 
ろう。敎僉 の、また この 世の怖るべき®かさと弱さは、 この 光によつて照らされる。「キリス 
卜は生れ給い ^®。」 これが、 更に また 待 降 節である。 キリストの再臨は、既に在した方の再臨 
である。 それによつて、異敎徙の锻かさ•敎會の弱さが、 辭誰される のではない。しかしそれ 
らのものは、 「世は 失せぬ、キリストは生れ給いぬ」という復活節の光の中に、步み入るので 
ある。 しかし、キリストは眾に、旣 にわれ われの保證を爲し給うただけではなく、將來もわれ 
われの 保證を爲し 給う であろう。それ故、人間的存在及びキリスト敎的存在は、その 發端 から 
も、その終局からも、支えられて いる。 キリストは、われわれの兄弟と呼ばれることを恥じ給 
わなかつたし、 また 恥じ給わないで あろう。 

「かしこより 來り給わん。」 この 「かしこより」 という； 一: ri 槳の中 には、就中、次の ような 事 K 
が 横たわつている。 即ち、<彼は今なお、われわれに とつて は、隱された狀態に在して、敎會 
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によつて宣傅えられ •信ぜられ. その 御 i ' f 薬によつてのみ われ 4れに现臨し給うのであるが、 
その隱 された 狀態 から、 彼は步み 出し 給うであろう>というが、横たわつているのである。 
この 將來 の來 臨に ついて、新約迆讲には、「かつ人の子の能力と大なる滎光を もて、 天の雲に 
乘り來 るを見ん」、「雷光の 東より出で て西にまで閃きわたる 如く、 人の子の 来る も 亦然ら1 」 

と、 記されている。これらはみな 比喩で あるが、いずれにしてもそれは、そのことが最 平 隱さ 
れた狀態では起らず.絕對にあらわな mff として起るということを示す窮極的现 K の比喻であ 
る。もはや何人も、これが事 K であるということについて誤まることは 出來 ないのである。こ 
のようにして、彼は 來り 給うであろう。彼は天を破り、父なる神の右に 坐し 給うそのあるがま 
まの姿において、われわれの前に 立ち 給うであろう。彼は神の 全能を 持ちつつ•全能を行いつ 
つ、來り 給う。彼はその御名の屮にわれわれの全 存在が 包含された 方として、來り 給う。この 
ような 彼を、 われわれは 待ち望む ので ある。彼は、われわれが今すでに識る 方として、來り • 
またあらわに 成り 給う。一切は既に 生起した ので ある。 ただ問题は、：® いが取除かれて、 すべ 
ての者がそれを 見得るという ことである。彼はこのことを、 ec に 爲し遂げ 給うた。そして、こ 
れをあらわなら しめる 力を、彼は所有し 給う。 彼の御手の中に あるのは眞®の 時間で あつて、 
それは決して、 われわれがそこでは 時 Im を 持たないような あの 無限の時 IH 1 ではない。 今でも旣 
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に、このような充足は、存在を許されている。われわれの生は、一つの成就を持つており、この. 

成就はあらわとなるであろう。われわれの现存において、またこの惡しき世界史において、ま 

た(實に、重ね ffi ねの不思議であるが)それよりも更に 一 lif 惡しき敎#史に おいて、 一切が E 

であり善であつたということが、われわれに示されるということ—それが、われわれの將來 

⑪ 

である。それは，われわれには見えない。即ち、ホィッシィの fir 物に W いてあることも、良いこ 
とではない。また、新聞に#いてあることも同樣である。しかも、キリストが中心に在した故 
にそれは正しかつたのだということが、やがて何時の日にか明かになるであろう。彼は父の右 
に在して、統治し給う。このことがやがてあらわとなり、すべての涙は拭われるであろう。こ 273 
れが、われわれがそこに向つて進んで ゆくことを 許されている苻 M であり•、ィ H ス •キリスト 
がその榮光において來り給う時•旣に存在する事®として•「雷光の束より出でて西にまで閃 
きわたるごと<©」ィエス*キリストにおいてわれわれに示されるであろう奇跹である。 

「生ける者と死ねる者とを審きたまわん。」 —— ここで、 もし われわれが正しく理解しようと 
思うならば、世界審判の或る種の光景を、豫め出來る限り斥けて、そのような光景が描ぎ出す 
姿を、 しばらく 考えないように、努めなくてはならない。キリストが维をかためて現れ給うて、 
左側に居る者たちに眼を注ぎつつ、右側に坐る者たちを左側に坐る漭たちから分ち給う——伸 
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大な飛家たちが(システィン禮拜觉におけるミケランジ H II のように)描^したこのような^- 
影を、考えないようにしよう。これらの迸家たちは、このような滅びに定められた人々が地獄 
の池に沈む布様を、多少は喜びをもつて、想像したのである。しかし問題は、決してそういう 
點にはない。ハイデルベルク信仰問答第五十二問には、次のように記されている。「生ける者 
と死ねる^とをまくために、キリストが再臨し給うということは、君にどういう慰めを與える 
か LJ 答「あらゆる災厄と迫密の中にありながらも、私は、先きに神の•都きに對して、私のた 
めに御自身を提供し、私からすべての呪を取除き給うたあの密き主が、天より來り給うのを、 

頭を棵げて待ち学；んでいる。」 —— ここには、一つの別の??きが嗚り轉いている。生ける者と死 274 : 
ねる背とをまくためのイ H ス•キリストの再臨は、一つの喜びの音信なのである。キリスト衆 

は-敎#は、このような將來を、「頭を擧げて」望み見ることを許されている。また、望み 

見るべきなのである。なぜかと言えば、今ここに來り給う方は、嘗て 自ら 神の まきに服し 給う 
たのと同じ方であるからである。このような方の再臨を、われわれは待ち望んでいるのである。 

このことを 見、 また 11!-] くこと が、 もし/、/ケランジ H 口 や他の I1E 家たちに 許されたなら、どのよ 
うに良かつたであろう。 

{都判のためのイヱス•キリストの再臨——イ H ス•キリストの最後的な • 嵆遍的な出現は、 
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新約架 書に おいては、啓示そのものと記されている。ィ H ス•キリストは眾に敎剛に對して現 

れ給うだけ でな く、むしろ そのあるがままの 方として、 すべての 者に對して、現れ給うであろ 

う。彼は、 その 時始めて、 審き主&のでは ない。彼は 旣に一都き主で 在す。しかし、問題がわれ 

われの然りと否•信仰と不信仰に關するのではないということは、その時に始めて、示される 

⑬ 

であろう。完全に 明瞭に、 また 公然と、「事®りぬ」という事 K があらわとなるであろう。そ 
れを敎#は待つている。また、 この世も知らずして、それを待つている。このような•存在す 
るものの啓示に向つて、われわれは呰進んでゆくのである。神の恩 ffi と正義が、それによつて全 
人類また各倘人の測られる 基準と して、眞に妥當するなどといろことは、ないように、今はま 
だ思われる。そのようなことが妥當するかどうか、今はまだわれわれは、疑いと心配を持つて 
いる。今は まだ、 敬虔な人々と神無き人々の業による義と大言壯語にとつても、餘地が殘され 
て5 る。 事 K はそう でないように、今 ( d : まだ思われる。敎幽ぱ、キリストとキリストにおいて 
爲された決斷を、宣傯えるが、 しかし、 この 敎刚といえども、この終りに向つて急ぐ時の中に、 
今はまだ生きており、非常な虛弱さのあらゆる徴候を、自ら持つている。將來は何をもたらす 
のであろう。 再び歷史の轉換というようなものが、もたらされるのではない。そうではなくて、 
現に存在す るものの 啓示で ある。 それは將來ではあるが、敎件が想起するものの將來である。 
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即ち最後決定的に旣に起つたことの將來である。アルファとォーメガは同一である。ィ H 
キリストの再臨は、次のように歌つたゲーテを、正しいとするであろう。 

束は神のもの 
西は神のもの 
北の地、南の地 

⑭ 

御手の 平和のう ちに ぞ安ろう 

審き 主は、 •逝押的な思惟世界においては、元來は、一方の人問に報い•他方の人間を罰する 
ような方ではない。むしろ秩序を创り•破壊せられ たものを 恢復し給う方である。彼於漉き主 
なのであるから、われわれはこのような審キ j 主に 向つて、 このような 恢復に向つて —— 或いは 
一 &炱 く rr え ば、このような恢復の啓示に向つて、絕對的 な 確信を もつて、 進んでゆく ことを 
許される。 われわれは旣に彼の啓示から出で來つ たもので あるから、 絕對 的に確信して進んで 
ゆく ことを、 許される。現在は 汊 に矮小貧弱に見える。それはわれわれを滿足せ しめない。そ 
のことは、 敎 铃と キリスト敎界の现在とても、同様である。 ただこの キリスト敎界は、繰 返 丨 
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繰返し召喚される ことが許される。 また、召喚されなければならないので ある。 その發端 へと 
—— また同時にィ H ス•キリストの將來に 向つ て、 (阼日 も 今 H も、 從つて 明日も同一の 者で 
あり 給う神 御自身の 輝きと榮光に充ちた將來に 向つ て)呼び戾されることが許される。 また、 
呼び 戾されなくてはならないので ある。 * 判 思想の嚴肅さが^われるということはない。なぜ 
かと K え ば、そこでは<神の恩 ffi と正雜は、それによつて全人類また 各人が測られる 基準だ> 
という yp rf が、明かになるであろうからである。 r 來りて…… 審きたまわん。」 即ち、神は そこ 
に存在するすべての こと、 またそこに起るすべてのことを、 知り 給うのである。その場合には、 
われわれは 恐らく 獠愕するであろう。そしてその 限りに おいて、 あの最後の雜判の幻影は眾純 
に無根摅なものでは ない。 神の 恩 ffi と正雜から出で来らない ものは、 存在出來ないので ある。 
無限に多くの 人 [ M 的 「偉大さ」、また キリスト敎的 「偉大さ」 が、 そこでは 恐らく、 K の^の 
中に ■落す るであろう。そのような神の「否」が存在す ると いう ことは、 勿論この「審きたま 
わん」 の中に も、 包含され ている。 しかし、 この 事 K を 承認するや 否や、われわれは次の よう 
な 眞理に、立歸ら ねばならない。 < 甲の人間を 左に•乙の 人間を右に© き 給う 藤き主は、私の 
ために 神の漉き に#を献げ •すべての 呪を私から取り去り 給うた 方で ある V という腐 理に 、立 
歸らねばならない。彼は十字架において 死に •復活節に甦り給うた方で ある。 ィ H ス•キリス 
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卜における神の 怖ろ しさとは「キリス トが 再臨し給うということは、君にどういう 慰めを 與 
⑮ 

えるか」というあの菩びと確信の中にある怖ろしさ以外のものではあり得ない。それは、アポ 
⑱ 

カタ スタシスには 赴かない。一つの裁斷があり、分離があるのである。しかしそれは、われわ 
れの代理を爲し給う方による裁斷であり、分離である。このような{称き主の使信よりも以上に 
銳い分離が' 存在するであろうか。また、それよりも更にさし迫つた召喚が、今日存在するで 
あろうか。 

①原文は〇〇^^〇目〇^一一邑〇〇^^匁〇〇-一ーハ神の恩紐と：^の一^となつている〇英課もそのように 
課している。しかし二百七十七！ G ： の本文によれば、恐らくこの匁 eich - f ± Recht の誤 0 であろう。 

® へブル斑一三•八0 
©クリスマス 證美歌 。 

©ョハネ傅一九•三〇〇 

® 詩 n 三 一•一六。 

© 列王紀略上一九•一 —— 八參照。 

©クリスマス諧类歌。 

⑧ クリスマス FJI 美歌。 

® マタィ傅二四•三六。 
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⑱マタイ傅二四•二七。 

⑪ Karl Meussi (一八 七七 ——现存)。一九二四 ^ 以來 、イヱ ナ大學の敎分 511 の敎授。一九三〇哔から 
三一年にかけて、 [ fj 大织の總畏であった。 ムラ ートと共著の「敎分史地岡」は苻名である。「敎仿史綱袈」 
(笫二次大戰後も新版出ず)は、特に®-生の受驗參考に便利なものとして、もてはやされている。バルト 
が指しているのも"恐らくこの I 1 ?物のことであろぅ。 

タイ傅二四•二七0 
⑬ョハネ傳一九‘•三〇〇 

@ゲーテ「西^詩！： I 」 (\vst o:sscher Divan ) 中の「ターリスマン」 ( Talismane ) の一節。 

⑯ハイデルべルタ M 仰 l « J 答笫五十二 InJ (二百七十四莨參照 y 

⑱「苈狀態への復歸、菸位地への沍歸の我。茁物！ $ M 。 キリスト敎では、完全なる原狀惩への世界の恢 
復、又一切人類の究極の改宗及び救濟。後杏は敁初にオリゲネス、中世及び近 lit 初期の) f .' l ' 祕主義者、及 
び シユラ イ h ル マツへ ル等の說きし所。天文.では、軌近の rnj 一地點への天 0 の歸 M 」。 (岩波版 fr ^ 小 
辭典)。 
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二一我は架 M を僧ず 

人間がィエス•キリストの御言葉を自分たちにも語られたものとして認識し、その 
御業$:自分たちのためにも爲されたこととして認識し、その使信 S : 自分たちの課題と 
しても認識し、更に、他の人間のためにも自分たちなりに最上のこと S : 希望する—— 
そういう自由 S : 持つという爲方て、人間がィエス.キリス トと |つになる場合、それ 
は恐らく人間的な經驗及び行爲として起るてあろうが、しかもそれは、その人間的な 
能力•決意•努力の力において起ることてはなくて、ただ神の自由なる恩寵において 
のみ起ることてある。この神の自由なる恩寵において、それら一切のことは、彼等に 
施與される。このような施與と賜物における神が、聖靈である。 

使徒信條は この 個所で、今一度、「我は信ず」 という 言葉を繰返している。これには單に文 
體上の意味があるだけではないのであつて、われわれはこ^:で、この使徒信條の内容が、今一 
度一つの新しい光の中に移される ということ、また、 それに綏く部分はこれに先立つ部分に 自 


280 


我は 魂婉を份ず 


明的には接績しないということに、痛切な注意を喚起せしめられる。これは一と, a つくような 
ものである。これは昇天と五旬節の間の注目すべき中休みである。 

第三項の言表は、人間を指して語る。第一項が神について語り、第二項が神人について語る 
のに對して、第三項は今度は人間について語る。この場合われわれは勿論、分離を行つてはな 
らない。むしろこれら三つの項！ HI を、その統一において理解しなくてはならない。問題は、神 
の行動に參與する人間 I しかも能動的に參與する人間に關する。この使徒信條には、人間が 
含まれているのである。われわれが今近づくのは、未聞の祕義である。人間が@由に•能動的 
に神の御業に參與する限り、この人間に對する信仰が、存するのである。このことが出來事に 
なるということ、それは聖璲の御^ —地上における神の御業である。父と御子から架®が出 
で來つたという•あの神の!®れた御業の中にその對應を持つ•地上における神の御業である。 

人間がこのように神の御業に參與するとは、どのようなことであろうか。人 [iil が自由に•能 
勋的に參加するとは、どのようなことであろうか。もし一切が客體的な事 K に留まるのであれ 
ば、それは慰めなきことであろう。主體的な事實も亦、存在するのである。そして、旣に十七 
世紀の半頃に始まり•シュラィ H ルマッへルによつて體系的に秩序づけられた•このような主 
骶的なものの近代における繁榮を、われわれは、この第三項の尨理を主張しようとする激しい 
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試みとして、理解出來るのである。 

キリストとの すべての人間の普遍的な關聯 という ものが、存在す る。 そしてすベての人間は、 

キリストの兄弟である。キリストはすべての人 ra のために死に、 すべての 人間のために甦り給 

うた。それ故、一人一人の人間は、イエス•キリストの御業の名宛人である。このような事！：！ 

があるということは、金人類にとつての一つの約束である。そしてこれが、われわれが人間性 

と名付けるものの ili も®要な•またただ一つ徹底的な基礎づけである。神が人となり給うたと 

いう事 W を 一度 理解した人は、非人1111的に語りまた行動することは、出來ないのである。 

しかしわれわれが迆踉について語る場合、まず第一には、すべての人間を眺めないで、イエ 

ス•キリストに 對 する特別な人間の特別な歸®を眺めよう。•われわれが聖豌について語る場合、 

問題は、イ H ス•キリストに特別な爲方で歸 & J している人々に、關するのである。即ち、八イ 

エス•キリストの御言^•御業•使信を一定の爲方で認識し、すべての人 [}}■] のために最上のこ 

とを人々の間にあつて自分たちなりに望む、という自由を持つ> —— そういう特別な爲方で、 

イエス•キリストに歸磁している人々に、關するのである。 

われわれが信仰について語つた時、われわれは旣に自_という槪念を强調した。「主の御蜒 
① 

のある所には商*あり。」もしわれわれが、兜 飯の 秘蓰を、別の 言葉で 表現しようと思うなら 
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ば、われわれはこの〔自由という〕槪念を選ぶのが、©も良い。聖鍵を受けるということ、欺碗 

を 所有す るということ 、 mi 钣の 中に 生きる ということ、 それは、 自由にされているということ、 

自由の中に生きることを許されているということである。すべての 人間が 自由なのではない。 

自由は自明なことではない。單純に 、人間 存在の蜜！！ではない。すべての人間は、自由へ•と定 

められてはいるが、しかしすベての者が、この自 til の中に立つてはいない。： I ：處にこの分割線 

が走つているかということは、われわれ人間には隱されている。聚鏃は、その欲するところに 

吹く。人間が兜.鹽を所冇するということは、人間の自然 的狀 態ではない。むしろそれは、常に 

一つの 4 i 越であり、一つの神の賜物である。この事柄においては、問題は全く «1 純に、 ィ H ス. 

キリストに對する歸餛に關する。欺®においては、問題は、 何か ィエス •キリス トとは 別の も 

の•新しいものに、關しない。聚靈をそのようなものと理解したのは、いつも架•魁の誤つた 把 

® 

掘であつた。「それは我がものを受けて、汝らに示すベければなり」とあるように、 M 靈はィ 
エス•キリストの靈である。架靈は 、人間に 對する御言葉の一定の關係である。 五 句節の欺碗 降 
臨において起つたことは、 キリストから 人間に向つての一つの運 ® I である。 ( pneuma ( fm シ 
とは風のことである。)ィエスは彼等に 息を 吹きかけて、 「 M 碗を受けよ」と言い給う。 キ 
リス ト者とは、そのような キリス トによつて息を 吹き かけられた 袭た ちのことである。 從 つて、 
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われわれは或る，- n : 味において、醉わずには、十分に架磁について語ることが出來ない。問題は、 
キリストの御1一：1:艰と御業に對する人間の參與に、關するのである。 

しかし、このような取純な事柄が、同時に、極めて不可解な事柄を意味する。なぜかと言え 
ば、このような人 fHJ の參與は、積極的&參與を盘味するからである。また、すべての人間に與 
えられるィ H ス•キリストの大いなる•望みの屮に積極的に取り入れられるということは、何等 
眞に自明的な事柄ではないというこ -< h —— このことがその極點において何を意味するかを、考 
えよう。それは、朝ごとにわれわれに提出される一つの問に對する答である。これは、キリス 
卜敎敎會の使信であつて、私がこの使佶を W 1 く時、それは私自身の課題となる。この使信は、 
一人のキリスト荠としての私にも委託せられ、私も亦、この使信の檐い手となつてい名のであ 
る。しかし、そのことによつて私は、自ら人間を——一切の人間を、以前とは金く異つて眺め 
なければならないというような狀態に、 © かれる。即ち、最早私は、すべての若のために最上 
のことを!1むという以外には、爲し得ないのである。 

キリス.卜の御言葉に對して内的な坪を持つということ。キリストの御業に對して感謝し、同 
時に、キリストからの使信に對して责任を持ち、 s 後に、キリストの故に人 [ n ] に對して信賴を 
いたくと V うこと。これが、キリストがわれわれに,0を吹きかけ給う時に-即ち、キリス 
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卜がわれわれにその聖钣を送り給う時に、われわれに與えられる自由である。キリストが®早 

私から歷史的乃至天的に遠いところに在さず、神學的乃至敎#的に遠いところに在さぬ場合 

——即ち、キリストが私に向つて近づき來り•私を占有し給う場合には、私が ra き•感謝し. 

说任を持ち•また最後には自分の爲と他のすべての人々の爲に望みを持つことを許されるとい 

うことが、結果として起るであろう。別の言葉で言えば、私がキリスト敎的に生きることを許 

されるということが、起るであろう。このような自由を得るということは、極めて大いなるこ 

とであり、何等自明的なことではない。それ故に、われわれは、キリストの御言^&きつつ、 

© 

また感謝しつつ、時々刻々に、「來りませ、造り主なる御®よ 」 (veni creator spirits !) と、285 
祈らねばならない。これは一つの完結した1111である。われわれは、このような自由を「所有」 
してはいない。それはわれわれに、繰返し神から、語りかけられるであろう。 

この使徒信條の第一項の說明の際に、私は「创选はキリストの處女降誕よりも小さい奇 ® c で 
はない」と、言つた。今度は私は、第三の事 K として、「キリスト者が居るという 5 K 汊、即ち、 
このような自由を持つ人々が居るという事實は、避•飯と處女マリヤからィエス•キリストが生 
れ給うたという事®よりも、また世界の無からの创迆という事 K よりも、小さい奇跹ではない」 
ということを、言いたい。なぜなら、われわれが何であり.誰であり•また如何にあるかとい 





我は犁絕を信ず 


うこと を考える場合、 われわれは 「主よ、われらを憐み給え」と 叫ぶ / C ろうからである。弟子 
たちは このような 奇 跹を、 主の# 天後十日の In ]、 待つている。 このような 中休みの 後で始めて、 
取班 降臨が起り、 それと共に、 新しい敎團が成立するので ある。 從 つて、一つの 新しい 神の行 
爲が趄るのであるが、それは しかし、 神のすべての 行爲と同様に、 それに先立つ行爲の一つの 
確證にすぎない。 御逾はィ H ス•キリス トから分たれ得ない。 「主は 即ち御 破な り」 と、バゥ 
a は言う。 

人間が遨钣を受けることを 許され、 持つことを許される場合、 恐らく それは一つの人111]的經 
驗であ り、 人間的行爲であろう。 それは K に また、 一つの悟性の祺柄であり、意志の事柄であ 
り、：史に幻想の事柄であると、言いたい。 それ もやは り、キリスト者で あるということの.一部で 
ある。 所謂「無意識的なもの」 の 最も深い所に 至るまでの 全人間が、 要求されているのである。 
人間に對する 神の關聯は、人間の 全體 性を包括す る。 しかし そのことによつ て、 決して取 •班 
が人 nil 精神の 一形姿であるな どという誤解が、 生じてはならない。神學は 傳統的に 「精神科2?」 
の一つに、數えられて いる。 神學は そういう 事！： t を、 ユーモ アをもつて避認することは 出來 る。 
しかし、 欺 S は 人間 精神と 同一では ない。むしろ、聚班が 人 RI ] 精神に出合うのである。われわ 
れは 勿論、人間精神を 輕視しようなどとは、思わない。(まさにこの 新しいドィツでは、 この 
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人間精神というものを、多少宵成す ることが、 必#である。)また祌學者も、坊主臭い爲方で • 
商® に 樅を向いたひしてはならない。 し， かし、 キリスト 敎生活のあの自由は、人間精神から來 
る ものではない。何か人間的な能力や可能性や努力は、このょうな自由に、達し得ないのであ 
る0 

人間があの自凼を己れ のものと し、彼が [ J 0 く# . K 任を持つ者•感謝する者•望みを持つ荠 
と 成る ということが 起る場合には、それは人間精神の一つの働きに莊いて趄るのではない。そ 
うではなくて、それはただ、蛩钣の働きに戡いて起るのである。從つてそれは、別の言葉で言 
えば神の賜物である。この場合、問題は一つの新しい誕生に關する。迆碗に關するのである。 

① n リント後^ 三 •一七0 

® ヨハネ fi 一六二四。 

® ヨハネ傅二〇•ニー〇 

©中世紀のラテン語现歌の HM 。 

® コリント後迸三•一七0 
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ニニ敎刚-その取一件と^;性と公|»']性と 

人間がここかしこて聖 II によつて ィエス•キリス トと出菏い、また同樣に〔人間同 
志〕互に出會うことによつ て、 ここかしこに キリス ト敎敎團が可視的に成立し、存續 
する。 それは<その根ざしている ィエス•キリス トによつてのみ、統治もされ、その 
® 令としての奉仕の遂行においてのみ生きる こと も欲し、その限界てある望みにおい 
てのみ自分の目標 S : も認識する V という事®において、神の I にして.聖•公同なる 
民の姿てあり、またそれはその事®において、聖なる者たちと聖なる業の協同體てあ 
る0 

正しくは大いに詳細に論ぜらるべきこの^を、われわれは手短かに®約しなければならない。 
われわれの授業時間は、も0餘すところ幾何もないのである。しかし恐らく、それはそれで 一 
向に莲支えないことであろう。今日では敎#について、餘りに做かしか語られないというより 
も、むしろ餘りに多く語られている。ここに： M に望ましいことがある。それは、われわれが敎 
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會であろうではないか、という ことである。 

ルタ ー の あの切望が W 現されて、敎會 ( Kirche ) という 言葉の 代りに、敎 M o emeinde) '<h 
いう 言葉が 出現したならば、それは非常な收槌であろう。われわれは勿論、敎會という 言衆に 
も、良いもの.眞贲なものを、發見出來るであろう。即ち、敎會とは^^^^0完^即ち、 

和「主の 家」 であるか、或いは la ( I 、駐 IO-U ァで」)という言葉から f 出された 「M く 固 
灿まれた 場所」 を意味する。 これら 二つの說明が可能である。ところが ekEesia (I" 譏 「㈣ す」) 
難，という 言^ は、明かに 一つの ??喚によつて成立した俱溯、會合を窓味する。即ち使荠の呼び 3? 
^によつて•或いは把腿のラッパの鄕¥によつて集る集合を、意味する。 

眾 齡一が、察 g によつてィ H ス•キリストと合骰された者たちの#合である。 「ィエス •キリ 
^ ストに對する特別な人間の特別な礙 M が存在する」ということを、われわれは先きに IJH いた。 

酬 このような歸 M は、聚磁によつて人間がキリストの御言葉と御業に與るベく召された時に、出 
來事となる。このような特別な歸 M は、その地平における對應を、これらの人 lil ] たち互の 合體 
の中に、持つている。聚钣の降臨は赃接に、これらの人問たちの#合をひき起す。われわれは 
「我は敎件を信ず 」 (credo ecclesiam ) 即ち「我は敎會の现存を信ず」と言葉を 統け て TT うの 
でなけ^ V 、架避について語る ことは 出來ない。(それ故この場合、} 111 ちに敎 Ifl という事®が. 
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現れて來る のである 〇)また逆に、われわれが、敎會を撤頭撤恩架班の御業に站礎 づけること 
なしに敎# につ V て語り得ると^うならば、福である。 OS CL . 0 S * 3 piritum Sanctum とは 

記されているが、 credos - ecclesiam とは記されていない。 1 CIlglaubeandenHIgen 
Geist とは記されているが 、 Ich glaube an die K ： irche とは記されていな^© 。 むしろ私は、私 

が 器？を 信ずる ことに 基いて、敎會の - 齡_"の雖齡 srtp 信ずるので ある。 從 つて われわれは、 

その他 S 人 SS 5 結社(その一部は自然 S じ、一部 S 史 S じ5約と 一致に S 
て 生じた) についての一切の 觀念を、棑除しなくてはならない。キリスト 敎敎 IWI は、囪然に成 
立し•存紐 するので もなければ、人 fffl の歷史的決斷 によつて 成立し存統 するもので もない。そ 
うではなくて、 それは 神の「召染 J(convocatio) として、成立し•存紐 するのである。架^の 
御業によつて召し集められた者たちは、 その 王の應召兵として集まる 〇敎# が0然的な生の協 

同 ®と^- ^從つ て、 例えば K 族というような協同體と、一致す る場合には、 誤解の危險が いつ 

もおびやかす。敎會は人問の手によつて作られ得ない。從つて、アメリヵや、時には オランダ 
でも起つたような、熱烈な•迅速な敎件 建設と いうものは、疑わしい祺柄である。ヵルヴィン 
は敎會に對 して、 「信仰者の部隊」 (一 a compagnie des Mwles ) という^隊用語を、好ん -- e flj 
いた。部隊は或る命令に®いて集るのが常であつて、自由な合 ^ に站いて狼る ものでは ない 0 
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敎剐——その眾一性と型性と公 M 性と 


人間が避避においてここかしこで染る時、可見的なキリスト敎敎幽がここかしこで成立する。 
不可見的なものという概念を、われわれが敎會に適用することは、 S も適當とは言えない。わ 
れわれは皆そういう槪念によつて、何か ブラ トン的國家 ( 0<*itas platonica ) やユートピア(そ 
こでは可見的な敎#は輕視されて、キリスト者は内面的•不可見的に集る)の方向に轉落して 
しまう傾向を持つている。使徙信條においては、^可見的な姿のことが語られているのではな 
く、十二使徒の集合に始まる極めて可見的な集合のことが、語られているのである、 ffi 初の 
齡1ボ、可見的なあらわな激動をひき起した.一つの可見的な群であつた。もし敎#がこのよ 
うな可見性を持つていないならば、それは敎#ではない。私が敎幽と言う場合には、私は先ず 
第一に敎№1の一定の場所における具骰的な姿のことを、考えるのである。ロマの敎 刚、 ヱルサ 
レムの敎團等々というように、これらの敎刚の一つ一つがその問題を持つている ことは、 明か 
である。新約聖 W は、このような問題を拔きにして敎會のことを述べていない。分裂に至り得 
る一つ一つの敎幽の差違の問題が忽ち起るのである。これら一切のことは、使徒信條の第三項 
に fe いて語られる敎 a- の可見性に紐する事柄である。われわれは敎#の現存を信ずる、という 
ことは、われわれはひ -^ i 6 i 66敎 m をキリストの敎幽として信ずる、という意味で ある。 
充分に銘記しておいていただきたいが、現にそこに居るような與たち や 女たち•お婆さんや - T * 
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供たちを含んだ この 自分の敎幽の中にキリストの敎_が现存する、ということを信じない牧師 
は敎41の现存を全 rr じていないのである。「我は敎传を信ず」 (OJ-o»do ecclesiam) とは、 
ここで•この 場所で：この可見的な狼合において•欺钣の御業が起ることを私は信ずる、 とい 
う意味である。それによ つて、 何か被進物の神化が意關されているのではない。 敎# は信仰の 
對象ではない。われわれは敎會を對象として信ずるのではない。ただわれわれは、この敎阑に 
おVて^ ♦I% の符業力"來事となるという<1とを、信ずるのである。 そのような 様々 の姿を VX る 

ことが聖磁にとつて餘りにも取るに足りぬというようなことではない、という事 K -そ11ハ 

敎會の 神秘で ある。 從つて K は、 多くの敎會が存するのでは& く、 jo> か敎會が存す るので あ 
る。己れを一つの敎會として再認し•更に他のすべての敎#の中においても 一つの 敎，枚 を再認 
すべき.これら一つ一つの具體的な敎會が、存在するのである。 

「我は一なる敎#を信ず」 (credo unam ecclesiam) とは、主の御聲を W1 いた#の 一つの rv 
の一つ姿を私が信ずる、ということである。例えばわれわれの敎會と a マ•カトリック敎 e- の 
恙違のような、 そこに一つの 敎 f¥ を再認 することが 簡坩でないような、危險な盖違も存在す る0 
しかし多かれ少なかれ、 そこに も尙、敎會は認識され得るので ある 〇しかし先ず 第一にキリス 
卜袭は、彼等が今や召されている敎1 գ の共同の根源•共同の目 «として神を信ずるよっに « ^ 
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敎刚——その眾一性と现性と公 M 性と 


されている。われわれは 何か 塔の上に立つていて、そこから様々の敎矜を饵 眺め わたすことが 
出來る、 などというので (-. t ない。 そうではなくて、われわれは m 純に、地上の 一定の場所に立 
つているのである。 h ひ i 敎#が あり、 一つの敎#があるのである。われわれがそれぞれ 自分 
の具體的な 敎科を 信ずる時に、 われわれは敎 fr の m 一 性•諸敎刚の眾一性を 信ずるのである。 
われわれが>3 6 敎會における架磁を信ずる場合には、砹惡の 時にもわれわれは、他の 諸敎刚 か 
ら 完全に 分離され ると いう ことは ない。 様々の差違を輕視 したり•その上を浮動したり するの 
が、眞にエ キュ メーーヵ ルなキリスト裁では ない。 そうではなくて、それぞれ自分の 敎會におい 
て全く 具體 的に敎 #であるのが、眞にエキユ メー ーヵルなキリスト者である。 「二 三人、わが名 
によりて 集る 所には、我もその中に在るな _。」そこに 敎#はある。われわれは 一つ一つの敎 
團のあらゆる 差違に もかかわらず、兎にも角にもィエス•キリストにおいて、互に結ばれてい 
るのである。 

「われ (±、 一にして 避かる . 敎會を信ず。」——「袈 なる敎 # J (sancta eslesia ) とは何で 

あろうか。 この言薬の蛩替的 用法によれば、それは「分離され た」 ということである。 そして 
われわれは、 敎#の 成立のことを思う。召し出された人々 のこと を思う。敎# はいつ も、 一つ 
の隔離を意味するであろう。旣に述べた ことで あるが、世の中には、自然的な結社もあり、歷 
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敎则——その眾一性と密性と公同性と 


史的&姑社もある〇しかしつ^なる敎^し ^只^皆〇〇含^^ は’ただ中リスト敎故歐ゼある。 

それは、その黍託•その根據•その目標によつて、そのようなすべての諸結社から 、 K 別され 
る0 

「われは、 一 にして聖&る 公同の . 敎會を (ecclesiam catholicam) 信ず。」- y ^性とい 

う槪念は、われわれにとつては、煩しい槪念である。なぜかと言えば、その際われわれは、ロマ. 

ヵトリック敎徙のことを考える からで ある。しかし宗敎改革者たち は、 この槪念を、なお飽く 

まで己れのために要求したのであつた。問題は、一にして•型なる •公同の •神の民に關する。 

これら三つの槪念は、 同一の ことを語つている。 即ち、 「公同の敎會」 (ecclesiacatholica) と 

は、キリス ト 敎敎件が歷史全骰を K いて自己同一 だ、 ということを 意味す る。敎會はその木 ff 

において、變ることが 出來な い。多くの敎#の中には、様々の形がある。また、すべての敎# 

のいろいろの弱 ®•邪曲 さ•誤 ai が•ある。 しか レ KC 異つた敎矜というものは、 存しな い。 

その對立は、眞の敎# と 誤つた敎#の蓮違であろう。われわれはこの對 立を、 あまり 性 念に、 

またあまり M 々、討論の種にせぬ が良いで あろう。 

敎會は「避徙の交り」 (communio sanctorum) である。この場合、一つの解釋上の prfl 題 F 

© 

生す る。即ち、一格は sancti か sancta わ、とハう闳 1 ひ :50 。乂 ± 、こ 〇卩 
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とは思わない C むしろ， より 深い it 味において S 目' t » ここて ^ さわ マ W 
のでは ないかということを、率直に訊ねたい。なぜかと言えば、われわれがこの二つの理解を 
共に保持す る 場合に始めて、この事柄はその完全な良き意味を得るのだからで ある。「取； 徒」 
( sancti ) とは、特別に純良な人々を意味しない。むしろ、例えば「コリントの蜜徒」のように、 
極めていかがわしい聖徒を意味する。このいかがわしい人々にわれわれも®することを許され 
るのであるが、 しかも彼等は「聖徒」 ( sancs である。 即ち、欺なる賜物•聖なる 業へと-^ 
sancta へと 分離された栽たちである。敎刚は、神の 御言 葉が宣傳えられ•サクラメントか f 
行され•祈りの交りが起る場所である。(このような外的な賜物と業の - H 味である內的な賜物 
と業のことは、言わぬとしても。)從つて、「避徒」 ( sancti ) は「染なる物」 ( sancta ) に M し、 
逆も亦然りである。 

以上のことを總括して言えば、「われは敎會を信ず 」 (credo ecclesiam ) とは、私が： 3する 
そこで 私が信仰へと召され自分の信仰に對して sf 任を负う敎幽、そこで私が 奉仕する敎 
固、 それが一にして •聖なる•公同の敎科である、ということである。もし私がこの ことを、 こ 
こで 信じないならば、私はそれを、少しも信じていないのである。この敎幽の 醜 さ 「皺としみ」 
が私を混亂させてはならない。問題はこの場合、信仰箇條 ( Glaubensartikel ) に關 する。 「眞の」 
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敎團を求めて自分の具體的な敎國を放棄する、というようなことは、無意味である。何處でも、 
また何時でも、 「ボロ」 は出る。勿論、分派ということが排除され ることは 不可能である。む 
しろそれは、客觀的に必然的なこととなるであろう。しかし、分派の結果、この新しく分離さ 
れた架钣の敎 M においては、もう決して「ポロ」は出さない、などということには、ならない 
であろう。 宗敎改筚者たちが現れて、 a マ敎會が宗敎改革の敎會の背後に残され、これと分離 
した 時に、福音主雜 敎會においても、別に缺陷のない 敎#が 出現したというわけではない。否、 
それ もやは り今 口に 至るまで「皺と しみ」 に充ちたものであつたし、またそのようなものであ 
る。 私は信仰に おいて 證しす•るが、私が M する 具體的な敎刚•またその生活に 對 して私が K 任 
を 食うて いる具體 的な敎團が、この場所において、 この 姿において、 一にして •蜜なる•公同 
の敎 vt を示す ように、定められているのである。欺 5 S によつて他の敎圈と 一 K となつている も 
のとして、 このような 敎幽に對して、「然り」と私が 言う 場合、私は、 < ィヱス•キリストの 
しつ 御钣が 、まさに この敎 M において•またこの敎幽を通して、他のものをも證言し•確證す 
る> ということを、希鍺し•期待するので ある。 <1の敎國において、敎#の 一にして •公同の 
•聖な る本 tt が あらわになるであろうということを、希望し•期待するのである。 

一ー ヵィア信條においては、敎會に對 する これら三つの客語の上に、 「一にして •欺•公同な 
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敎剐一一その艰-性と聖性と公 M 性と 


る •使徒侦來 の敎件を 佶ず」 という 風に、 更に 第四の客語がつけ加えられた。しかし この 四番 
IZ の 客語は、他の 三つの表现と同列に立つものではなく、 むしろそれらを說明 するものである。 
® 一 性•公同性.孢性とは何であろうか。敎幽を、自然的乃至歷史的性格を 持つ た他のすべて 
の協同 r£ から K 別す る ものは、 何であろう か。 それに對 してわれわれは、恐らく 次のように曾 
うことが 出來 るであろう。〈それは、 敎團が「使徒傅來の敎 #」( ecclesiaapostolica ) である 
という事 ff —— 即ち、敎幽が使徒の證しに基く敎會であり•この證しを傅承する敎會であり. 
このような 使徒たち の證しを 110くことによつて設立された敎會•また絕えず新に設立される敎 
# である、 という 事！： 3： だ V と、 言う ことが m 來るであろう。われわれはここで、敎會の现存の 
全/« 袤に 抓面し、また同時に、われわれがもう詳密に論じている時間も場所もない色々の問題 
の廣袠に、! l ^: 面するのである。しかし私は、敎會の使徒傳來性 ( Apostolizist ) ということが 
何を意味するかということを、三つの線に沿つて、明かにしてみたいと思う。 

われわれの題詞においては、キリスト敎敎國は、 「< その极ざしている ィエス•キリストに 
よつてのみ、 統治もされ、 その傳令としての奉仕の遂行においてのみ 生きることも欲し、その 
限界である その望みにおいてのみ 自分の目標をも認識する V という事 K において……絷なる者 
たちと 聖なる 業の協同體である」と、記されている。 ここに 諸君は、問題となる三つの線を見 
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敎圃その取一性と魂性と公时性と 


られるであろう。 

㈠ キリスト敎敎會が存在する場合には、われわれは言うまでもなく、何等かの形において、 
イエス•キリス トと關聯を持つ。この御名は、敎曾の眾一性と架性と公同性を指示す る。この 御 
名に根ざし•この御名へと召されるという事が、见して「正當 に」 起るかどうかとい うことは、 
個々の敎 g に對して•個々の場所において、發せられなければならない問である。使徙傀 來の 
敎會が I 使徒の證しを聞いて傅承する敎會が、存する場合には、 A イ H K •キリストは^に、 
敎舒が由来する方であるだけではなく、敎團を 統治する 方だ V という一定の槱識が I 「敎# 
の標識」 ( notaecclesiae ) が、活き活きとしているであろう。イ H ス•キリストが統治し、イ 
エス•キリストのみが統治し給うのである。敎會は、いかなる時いかなる所においても、商分 
自身に基いて自分を保持するような法廷ではない。むしろ敎#は、(ここから敎會統治に關す 
る一つの m 要な原則が出て來るのであるが)原理的には、君主制的にも、民主制的にも、統治 
され得ないのである。ここでは、イエス•キリストのみが統治し給う。そして人間の一切の統 
治は、このようなイ H ス.キリストの統治を示し得るにすぎない。人間の統治はイエス•キリ 
ストの統治によつて、測られなくてはならない。ところでイ H ス•キリストは、その御 貢葉に 
おいて、迆によつて統治し給う。從つて敎會統治は、蜜*がイ H ス.キリストについて證し 
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敎副——その取一性と樂性と公 W 性と 


するのであるから、聖梆と一致する。それ故敎會は、絕えず欺 i ^ r の 解き明しと適用に、從事し 

なくてはならない。欺科が表紙に十字架のついた金ぶちの死んだ梆物になる場合には、イエス 

•キリストの敎會統治は、眠つているのである。その場合には、敎奸は&早、一にして•敷. 

公 同なる敎#ではない。むしろその場合には、聚ならざるもの•離間するものの俊入が、脅す 

のである。勿論そのような「敎會」も、イエス•キリストの御名を呼びつつ現れるであろう。 

しかし問題は tf . 葉ではなく、リアリティ ー である。そして、リアリティ ー がそのような敎會を 

登場させるということは、不可能であろう。. 

㈡ 一にして•聖•公同なる敎#の生命は、それが敎會に託せられた 傳令としての奉仕の 遂 

行であるということによつて•決定される。敎#は 他の 様々の協同體が生きているのと同様に、 

生きるものであるが、しかしその本質は神禮拜において現れる。即ち、神の御 Tf ^ の宣敎と. 

サクラメントの配分と•様々に發展した典禮ど•敎會法の適用(砹初の辦刚も旣に使徒と敎副 

© 

という 少 くも一つの敎#法的な秩序を持つていたのであるから、 ル I ドルフ•ゾ ー ムの命題は 
明かに 益想的なものである)、そして设後に神學という、このような神奉仕において現れる。 

敎#が絕えず繰返し答えねばならぬ 大問 題は、これらすベての機能によつて、また これらす ベ 
ての機能において、 何が 趄るかということである。 m 要な のは建徳であろうか。•問題は 個人の. 
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或いはすベての者の祝福であろうか。問題は宗敎的生の涵養であろうか。或いは®密に客觀的 
に問題は、「神の業」 (opus Dei) として端的に遂行され-ねばならぬ一つの秩序(敎會の存&論 
附な理解による)に、關するのであろうか。敎會の生が敎會自身に奉仕するということに盡き 
る場合には、死臭がただよう.のである。またその場合には、この〔敎#の〕生の全 ffs は、われ 

われが敎會の「傳令としての奉仕」と名付けたことの® f 行の中にのみ-即ち、. S 敎 (keryg- 

ma ) の K 行の中にのみ生きられるものだという決定的な事柄が、忘れられているのである。 
自分の娄託を認識する敎會は、その諸機能のいずれにおいても、自分自身のための敎會であろ 

うというようなことに、固執しようとはしない。また、固執することは出來ない。「キリスト 

④ ⑦ 

を信ずる群」が存在しているのではあるが、この群は、「往きて、福音を宣傅えよ」と言われ 

ているように、派遺されるのである。「往きて、神禮拜を行え」とか、「往きて、說敎を 1 IB いて 

己れの德を建てよ」とか、 r 往きて、サクラメントを行え」とか、「往きて、恐らくは天の典禮 

⑧ 

を再现する典禮の中に、己れを示せ」とか、「往きて、聖トマスのスンマの如く壯大に展開され 
る一つの神學を考案せよ」とか、言われてはいない。 -^1 論それらのことが禁止されているわけ 
ではない。それどころか、そのようなすべてのことを行うべき極めて多くの理 * さえ、存在し 
ている。但し、それは自分自身のためではない。決してそうではない。否、それらすベてのこ 
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とにおいて、「凡ての造られしものに、福音を宣傅え§」という一事が、力を持たなければな 
らぬのである。敎會は使信を傅えるために、丁度傅令のように 71 £る。敎#は、自分の殼を背中 
に背負つて.その中に安住して•ただ時折觸角を仲ばして < 俺は「社#の要求」に滿足を興え 
たわい > と考えるような蝸牛ではないのである。否、敎會はその俾令としての®託によつて、 
生きるのである。敎件は「神の部隊」 (一 a compagnie de Dieu) なのである。敎會がかかてい 
る場合には、敎 s rr は自分がこの委託に仕えているのか、それとも自分が自己 H 的であるのか、 
というととを、問われなければならない。後若の場合には、「抹香くさい」匂いが始まるのが 
常である。信心ぶつた顏をし、坊主くさい様子をし、 Iff 味な口のきき方を始めるのが常である0 
銳敏な鼻を持つた者は、このことを g < ぎつけ、それを恐ろしいことと思うであろう。キリスト 
敎は「抹番くさい」ものではない。否、むしろキリスト敎の中には、碗のさわやかな風が吹い 
ている。さもなければ、それはキリスト敎ではない。「全世界を巡りて、凡ての造られしもの 
に福•音を宣傅えよ」と記されたように、それは全人類に對して開かれた徹頭徹尾 「この 世的な」 
事柄なのである" 

㈢ さて 最後に、敎伶が存在す る 場合には、敎 #は 神の國 というを持つ。.このような敎 
#の目檩は、自分の行爲がこの目檩の你大さと何の關係もない敎#5:の人々にとつて、いつも 
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不安の M とならざるを得ないであろう。〔しかし〕そのために、われわれがキリスト敎的な 、 
即ち 敎會的な、また神學的な現"#を M うということ が、 起つてはならない。われわれが、敎# 
をその目標と比較する場合に、仕事に蔚手したその手を下に降したく思うということが、恐ら 
く赳り得るであろう。またわれわれが敎曾の本質全體に對して、®々嘔吐をもよおすというこ 
とも恐らく起り得るであろう。このような1£腿を知らぬ 人、 敎會の Is の中で m 純に安穩を感じ 
ている人、そういう人は明かに、この事柄の K の力學を、未だ見ていないのである。われわれ 
は敎#の中においては、ただ絕えず網につき常る筂の中の a のようなものであるより他はない。 
問題は、われわれのいささかの說敎や典りも你大な或るものに關する。しかし、使徒傅來 
の敎會が生きている場合には、なるほどわれわれはこのような愤慠を知つてはいるけれども、 
またわれわれのために備えられた住家を1;いはするけれども、しかしわれわれは、 ffi 走するこ 
とをしない。われわれは m 純に逃げ出しはしない。その場合われわれは、御園を望むからとい 
つて、「神の部隊」 (一 a compagnie de Dieu) に®する m 純な一兵卒として立ち•そのように 
してあの： m 標に 向つ て步んでゆくということを、否みはしない。この目標によつて、われわれ 
のために限界は { a かれている。われわれが B に神の國を绪むならば、われわれは 同時に、 貧弱 
な姿の敎4：一に固葙することも、 出來 るのである。その場合にはわれわれは、この具體的な敎刚 
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の中に、一にして•聖•公同なる敎會を見/1\すことを、恥じないであろう。またその場合には、 
われわれ各々は、自分の特別な信仰齿白を、恥じないであろう。キリスト敎的希望は(それは 
考え得る限りの最も革命的なものであつて、これに較べればすべての他の眾命は、擬製爆彈に 
すぎないが)、规#の下にある希筵である。それは人 ra を、人[11]の限界の中に入れる。即ち〔キ 
リスト敎的希望は言う〕、「汝はここに留まつていてよろしい。神の®:は來る。それ故に汝は、 
神の國に向つて、飛行を開始する必要はない。汝は汝の立場に立ち、汝の場所において『神の 
御言萊の奉仕漭 』 (minister verbi divini ) であれ。汝は革命的であり得るが、しかも同時に保 
守的でもあり得る」と。このような眾命的なものと保守的なものの對照が、人 nil の中において 
一つにされている場合、また、人 nil が全く不安であると共に、同時に、金く平安であることを 
許される場合、また、會員が神のユーモアの光の中において互に他を渴望：と謙遜を持ちつつ認 
識するような敎刚の中に•人間が他の人々と共に居ることを許される場合、その場合に人 [IIJ は、 
その爲すべきことを爲るであろう。このような神のユーモアの光の中においては、われわれの 
一切の敎#的行爲は、許されている。否、そればかりか、それは命0られている。 

このようにして敎 f ¥ は、待ちつつ、また念ぎつつ、主の將來に向つて進むのである。 


303 


敎剐——その取一性と聖性と公 M 性と 


© 二百八十二 TC 參照。 

@ 使徒倍條が credo ecclesiam と爪 ：： CI し 08 ユ 0 /86〇: 0 :55*111と小：1,:1していないことについては*力 
ルヴィン「綱迎」笵四篇一筇二節並にバルト「#印と敎分」(三六八页〕參照。即ち、「敎伶を俗ず」と 
齿白する場合、その「信ず」は、「神を fii ず」という場合の「信ず」 (crcdos *) ではない。われわれが敎 
位を伉ずるのは、敎僉の酋なる キリストの 桃威，敎分に秃託せられた福苻の描成を倍ずるのであつて、 
敎分の人 HIJ 的要素沢、そのまま^仰の對象ではない。そのことをこの炎现上の^別が示している。 

©マタイ傅一八•二〇〇 

©sanctorum という祓數二格に對する一格には sancti (观徒)という犯性松数の形と sancta (邢な 
る物)という中性複数の形がある U 

® Rudolf Sohm (一八四一——一九一七 ： P ゲッティンゲン 大 S ハ、フライブルク大 g J' を 純て、一八八七 
印以來ライブチッヒ大糨敎授。法 S 4:であつて、法制史と敎伶法の M 史に關して、優れた樂 M を近した。 
「ロマ法敎科邦」の他、フランク時代の法制史、敎你法に關する装巧が、有名である。思想的には！：家社 
#主義に®していた。 

©讚美歌 

⑦マル一六二五0 ( 但し現行課は「金世界を巡リて、凡ての选られしものに-福1 せを rc 傅え ょ。」 

® 现トマスとは* -rr う±でもなく Thoms Aquinas (一ニニ五-七五^ Summa theologica と 

Summa contra gentiles が、その主^である。 

® マルコ傅一六•一 五。 ⑩！ I 。 
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二三 罪の 赦し 

キリスト者は後方£:振リかえリ、その罪にも拘らず、聖靈の證しを受け、またィエ 
ス•キリス トの 死についての洗禮の 證し I 從つてまた己れ自身の生が義とされてい 
るということについての•洗禮の證しを受ける。己れ自身の生が義とされているとい 
うことに對するキリスト者の信仰の基礎は、 < 神がィエス•キリストにおいて人間の 
代理と成リ給うことによつて、人間の道に對する絕對的な黃任を、神御自身が引受け 
給うた V という事®に存する。 

これが、神の恩 SQ によつて形成せられ•自分の場所を敎刚の中に将つキリスト衮の道である。 
從つてわれわれは、罪の赦し•肉の甦り•永遠の生命というこれから聞かねば ならぬ 事柄を、 
神が•架钣によつてそのように爲し給うのだという事 K •聞く 人間が存在するという事馊•敎幽 
が成立するという事から、どのような場合にも分離してはならない。キリスト者の ai は罪の. 
赦 - U に由来し、肉の甦りと永遠の生命に到達する。このようなキリスト者の 由 來と到達は、 リ 
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アルに、また Kffi 的に、或る唯一の場所に包含されている。この場所が、第二項の 中心で ある- 

ィエス•キリストの苦難と行爲である。このィ H ス•キリストと共にわれわれは、聖磁の中に 

ある。われわれはィ H ス•キリストの， M であり、われわれの所有である一切のものは枳木的 

にまた元來、彼のものである。われわれは、彼の所有し給うものによつて、生きている。われ 

われはこのような一切の眞理の焦點から、脫落してはならない。罪の赦し.甦り•永遠の生命 

は、キリストの外部にあるものではない。むしろそれは、ィエス•キリストにおける神の行爲 

である。唯一教で在す彼は輝き給い、キリスト者はその光の中を步む。キリスト袭がこのキリ 

ストから出ずる光錐の中に立つているということ、それがキリスト^を他から柚んでたものと 1 

する。しかしこのような光の中における彼の現存は、自己目的ではない。むしろキリス ト ^ 

は、自ら一つの光であるために、この光の中を步むのである。神はその獨子を賜うほどに世を 
① 

愛し給うた。キリスト者は、キリストに代つての使信傅達背である。しかし、キリストの人間 
のための存在——すべての人間のための存在は、この敎刚においてこそ認識せられ•見られ. 
知られるのである。それがこの敎刚から外に向いて證しせられるために。一 . 

「我は：#の赦しを信ず。」—ここで明かにキリス ト 衆は、彼が rh 來した逍を 振 y かえる。 彼 
の 「 悔改め」の臟間においてではなく、むしろいつもキリスト荠は、彼が振りかえる場合には" 




即の赦し 


罪の赦しを眺めるのである。これが——他のものではなくこれこそが、彼を慰め勵ます出來事 • 
である。例えば罪の赦しと私の經驗とか、罪の赦しと私の行爲とかいうように、何物もそこ•に 
附加されてはならない。振りかえる時に、われわれがわれわれについて知ることは、いつもた 
だ、われわれが赦 . U によつて生きているということ丈である。われわれは乞食であり、それが 
眞 K なのである。 

もし罪の赦しがわれわれの背後にある一切であれば、その事 K において、一つの判決がわれ 
われの生に對して、發せられているのである。その場合いずれにしても、何等功績というよう 
なものはない。例えば、私が感謝して神様に様々のものを献げたその感謝の功績というような 
ものはない。私が戰士であつたとか、神學者であつたとか、或いはその上 W 物を縣いたとかい 
うような、功績というものはない。否、そういうことはないのである。私の過去の存在のすべ 
て、私の過去の行爲のすべては、「それは罪であつた」という判決の下に立つている。そして 
罪とは®犯であり、違背である。そして、それとは別の何物かがあつた場合には、それはいつ 
も上から來たものであつて、それがもし神の憐憫でないならば、われわれには何等誇るべき謂 
れはないの.である。われわれは日每に、「われは罪の赦しを信ず」という吿白をもつて始める 
べきであり、また始める.ことを許されている。われわれの死の瞬問においても、われわれには、 
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言うべきことは他にないであろう。われわれは「赦し」 —— remissio (PL,. テ」 J という 
槪念を、恐らく次のように言うことによつて、最も良く明かにすることが 出來 るであろう。 

. —ここに 何 かが書いてある。これが私の人生である。ところがその全 K を H いて、太い一線 
が 5! かれる。それは抹殺に惯するのである。そして(感謝すべきかな)それは1¢際に抹殺され 
る。私の#にも拘らず、今や私は、自分の罪が私に； a せられないという一つの證しを、受取る 
のである。これを私は自ら己れのものとすることは出來ない。なぜなら罪とは、人 fill の永遠の 
破滅を意味するからである。罪を自ら癡棄するというようなことが、どうして出來るであろう0 
なぜなら私が罪を犯したということは、私が一人の罪人だ、ということを、意味するからであ 
る0 . 

このような事®に對して、またこのような事®にも拘らず、聞かれた神の御言葉の證しと し 
ての 聖靈 の證しと洗禮の證しが 與えられる。即，ち丁度ルタ ー が試煉に遭つた時に、を取つ 
て机の上に「私は洗禮を受けている」 (baptizatus sum) と- n: l-l いたように、われわれが、自分 
は洗禮を受けているのだという事©を、全生涯にわたつて游えること^ — これこそ洗禮にふさ 
わしい W である。私がこの聖钣の證しをいつも同じように活き活きと感得するかどうか、とい 
うようなこととは全く無關係に、洗禮は私に關與する。われわれの感得などというものは、ア 
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ヤフヤなものである。そこには浮き沈みがある。御言葉が私にとつて活き活きとしない時があ 
り、しかもまさにその時に、「私は洗禮を受けている」という^ rr が食い入つて來る-^^一うこ 
とも、可能である。聖钣の證しが私に到達しない場合にも、私の生の中には、私が固涪するこ 
とを許される一つの徴しが、旣に一度^定された。丁度私が生れたように、私は旣に一度洗禮 
を受けたのである。洗禮を受けた者として、私は私自身に對して、證人と成る。洗禮は、 a & 班 
が證しするもの以外のものを、何も證しすることは出來ない。しかし私自身、洗禮を受けた者 
として、己れに對して避诞の證人であることを許される。そしてこの證しによ o ' て、己れを今 
一度勵ますことを許される。洗禮は、私に日々の•悔改めを想起させることによつて、私を今一 
度證しの奉仕へと召し寄せる。洗禮は、われわれの生の中に立てられた標識である。一度水の 
中に落ちた人が泳ぎをまた思い出すように、洗禮はわれわれに證しを想起させるのである。 

しかしこの證しは、われわれに對する次のような神の御言衆である。即ち「己れの罪をたず 
さえた汝人 IHI は、ィ H ス•キリストの所有として、神の不可解な恩}511の國に、完全に®してい 
る。そしてこの神は、汝等をその現に生きている如くに生きている者•またその働く如くに働 
くものとは見做さず、むしろ『汝は義とされている』と語る。汝は我にとつては、最早罪人で 
はない。否、汝の立つ場所には、一人の他荠が立つている。我はこの他者に I1R をとめる。そし 
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て汝が、どのようにして悔改めが '/ii 來るか、と思い rl う場合には、『汝のためには旣に悔改め 
が爲されている』という言葉を BH くが良い。また『私には何が出來るだろう。神との交りにお 
いて、私はどのようにして自分の生活を形作つてゆくことが出來るのだろう』と訊ねる場合に 
は、『汝の生のための m いは旣に爲された。神との汝の交りは、旣に完成されている』という 
答を聞くが良い。おお、人の子よ。神が汝を现に汝のあるが如き被锆物として、神の光の中に 
眺め、またその光の中に汝を新しく加えるというこの狀況を、汝が受容れるということ——そ 
れだけが、汝の行爲であり得る。」このような神の御言紫である。「我らはバブテスマによりて、 
彼とともに葬られ、その死に合せられたり」(卩マ讲六•四)。洗禮は、われわれの生の只中に 
おけるキリストの死の表現である。洗禮はわれわれに向つて、次のように言う。即ち、「キリ 
ストが死に葬られ給うた時、その處においてわれわれも亦——われわれ叛逆者•罪人も亦、死 
に•雜られたのである」と。汝は洗禮を受けた者として、己れを死せる者と見做すことを、許 
されている。この死があの時あのゴルゴタにおいて起つたという事 W に、罪の赦しは站いてい 
る。あの死は射の死でもあつたのだということを、洗禮は君に吿げるのである。 

神御自身がィ H ス•キリストにおいて、人間の代理と成り給うた。われわれは今一度、和解 
を「取替え」として述べたあのわれわれの說明を、考えよう。今や神は、われわれの黃任を (/•! 
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受け給うのである。われわれは今や神の所有であり、神はわれわれを、その; S のままに爲し給 
う。われわれ自身の無资格ということは、砬¥われわれにとつて無關係である。われわれは今 
や、神がそれを爲し給うということによつて、生きることを許される。それは受動的な現存 
を意味しない。むしろ極めて能動的な現存を意味する。もし一つの比喩を用いたいと思うなら 
ば、一人の子供のことを考えるが良い。彼は何か一つの對象を描いている。〔しかし〕彼にはこ 
の迸がうまく描けない。すると先生が、この子供の席に坐つて、その同じ對象を描く。その子 
供はわきに立つて、自分の帳面に先生が美しい niff : を描くのを、ただ眺めている。 —— われわれ 
の爲し得ぬことを、われわれに代つて爲し給う神 I それが義認である。私はベンチから押し 
出される。そして、今まだ何か私に對して抗議が爲されるとすれば、それはもう私に向けられ 
たものではない。むしろ、私に代つて坐し給う方に向けられたものである。そして、惡魔とそ 
の一團と al にまたわが愛する同朋諸封等、われわれを訴える者たちが敢てわれわれに敵對して 
も、今や彼がわれわれに代つて立ち給う。これが私の狀況である。そのように私は解放されて 
いる。また、訴えが最早私には何の關係もないのであるから、私は全く喜びに充ちていること 
が許されるのである。ィエス•キリストの義が今や私の a である。それが罪の赦しということ 
である。 r 〔問〕君はどのようにして神の前に義とされるか。〔答〕ただィ h ス•キリストに對 
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邡の赦し 


する眞の信仰によつて J (ハィデルベルク信仰問答六十問)。このように宗敎改萆はこの事柄を 
眺め、また語つた。そこから出ずる眞理と生命の®かさに今一度到ることを、願わくは、神が 
われわれにも、今一度學ばしめ給わんことを。 

今やわれわれは、次のように言つてはならない。「『ただ』赦しによつてのみ生きるな どと い 
うことは、不充分だ」と。そのような反對は、旣にこの使徙信條に對しても行われたし、宗敎 
改革者たちに對しても强く行われた。何という思かなことであろう。この罪の赦しということ 
が、われわれがそれによつて生きる唯一のもの——すべての力の力ではない、とでもいうので 
あろうか。それによつてすベてのことが語られていない、とでもいうのであろうか。神がわれ 
われに味方し給うということをわれわれが知る時にこそ、われわれは E の意味において K 任を 
擔うのである。なぜかと言えば、そこからこそ、そこからのみ、眞の倫理は生じて來るからで 
ある。また、善惡の站準を、われわれが持つことになるからである。從つて、赦しによつて生 
きるということは、決して受動性を意味しない。むしろそれは、全き能動性におけるキリスト 
敎生活である。人がこのキリスト敎生活を、大いなる自由として述べようと、また嚴格な訓練 
として述べようと、敬虔として述べようと、また眞の世俗性として述べようと、 f .1 人道德とし 
て述べようと、また社#道德として述べようと、この生活を大いなる整みの徴しの下に理解し 
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ようと、また日々の忍耐の徵しの下に理解しようと、いずれにしても、それはただ赦しによる 

生活である。この點においてこそ、キリスト者と異教徒は區別される。キリスト者とユグヤ敎 

徙は區別される。罪の赦し•恩寵というこの銳い山の背を越えて行かぬものは、キリスト敎的 

ではない。 r 汝は恩寵によつて生きて來たか。それとも汝は、自分のために神々を築き、自分 

でもその一人に成ろうとはしなかつたか。汝は誇るべき何物も持たぬ忠實なあつたか。そ 

れならば、汝は受容れられる。なぜならその場合には、汝も亦必らず憐み深くあり、汝に負目 

しある者を赦し、他の人をも慰め、光であり、汝の業は良き業であり、罪の赦しから流れ出ずる 
赦 

の 業であつたにちがいないからである OJ ——このような問によつてこそ、君は判定され、この 
罪ような問を、やがていつの日か審き主が、われわれに向つて發し給うであろ.う〇このようなわ 
れわれの業に對する問こそ、われわれに向けて發せられる審き主の問なのである。 

①ョハネ傳三.一六。 

® 二百三十三買參照。 
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身體のよみがえ！？と永遠の生命 


二四身體のよみがえりと永遠の生命 

キリスト者は前方を眺め、己れの死にも拘らず、聖靈の證しを受け、ィ H ス•キリ 
ストの甦リについての聖晩餐の證し^^，從つてまた、己れ自身の生の完成についての 
聖晩餐の證しを受ける。己れ自身の生の完成に對するキリスト者の信仰の基礎は、< 
人間がィエス•キリストにおいて神の代理 S : することが許されることによつて、神の 
榮光への絕對的な參與が人間に許されている V という事實に存する。 

「キリスト者は後方を振りかえり」と、われわれは前講の題詞で述べた。今度は、「キリス 

卜者は前方を眺め」と、言う。このような回顧と前望が、キリスト者の生- vita humana 

Christiana を構成する。聖靈を受け•敎團の中に生きることを許され•敎團の中にあつて世の 
光たるべく召された人間の生を、構成する。 

一人の人間が前方を眺める。ここでわれわれは、謂わば百八十度の回轉を行うのである。わ 
れわれの背後にはわれわれの罪があり、われわれの前方には死•逝去.棺•墓•終焉がある。 
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われわれがそれらのものを待つているのだということを眞に嚴肅に考えぬ人、死ということが 
どういうことなのか理解せぬ人、そこで驚かぬ人、恐らく充分には生の喜びを持たず.從つて終 
焉に對する不安を知らぬ人、こ Q 生が神 Q 一つの賜物であると S うことを未盗解しなかつた 
人、百歲どころか三百歲も四百歲も•それ以上にも华老いた族長たちの生涯の長さを羨む心持 
を少しも感ぜぬ人、言いかえれば、この人生の美しさを少しも把振せぬ人 I そのような人は、 
「 if り」ということが何を意味するかを理解し得&い。なぜならば、この W 葉は死の怖しさに對 
する答だからで—。こ.の人生がやがていつか終 f 持ち•この終焉がわれわれの が i ッの地 
平だという怖ろしさに對する答だからである。「生のさ中にありて死にかこまれ：： : ,©0」入間の 
存在は、このような終焉によつて特徵づけられた脅かしの下にある存在である〇「汝は 生き 得 
ない」という絕えずわれわれ e - 現存に對して爲される抗議によつて特徵づけられた脅かしの 
下にある#在である。君はィ h ス•キリストを信じている。しかも、ただ信ずることが出來る 
だけであつて、見ることは出來ない。君は、神の御前に立つて喜びたいと願つている。そして 
喜ぶことを許されている。しかも君は、自分の罪が朝每にあるということを、 日毎に 知ら 
なけばならない。そこには平安があるが、しかもそれはただ、戰においてのみ確證され得るよ 
うな平安である。そこにおいてわれわれは理解するが、しかも同時にそれは、 M くべ く廣 少な 
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理解である。そこには生があるが、しかもそれはただ死の蔭の中における生にすぎない。そこ 

ではわれわれは共に居るが、しかも何時の日か互に別れなければならない。死がその印を一切 

② 

の上に捺している。それは罪の拂う價である。決算はなされる。棺と死滅が最後の言葉である。 

戰は決せられる。しかもわれわれに不利に。それが死である。 

ところが今や、キリスト者は前方を眺める。この生において、キリスト敎の望みとは何を意 

味するものであろうか。それは死後の生であろうか。死から離れた一つの出来事であろうか。 

丁度一匹の蝶のように、墓を越えてひらひらと飛び去つて、何處かに保存され、不死のまま生 

き續けるというような、一つの小靈魂であろうか。異敎徒は死，後の生を、そのように考えたの 

である。それはしかし、.キリスト敎の笺みではない。「われはからだ ( Fleisch ) のよみがえり 

を信ず。」聖書において Fleisch とは、極めて端的に人間である。しかも、罪の徵しの下にあ 

る人間、罰せられた人間である。そしてこの人間に對して、「汝は甦るであろう」と、吿げられ 

る。甦りとは、この生の延長ではない。むしろ生の完成である。この人間に對して、死の蔭の敵 

對することの出來ぬ一つの「然り」が語られる。甦りにおいて問題は、われわれの生に關する。 

あるがままのわれわれ人間、見るがままのわれわれ人間に關する。われわれが、甦るのである。 

④ 

他の誰がわれわれの代りになるのでもない。「我らは化するなり」(コリント前書十五章)とい 
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うことは、今や全く別の生が 始まるということではない。否、それは 「t 小 朽つる者は 巧ち ぬ 

⑤ 

ものを 著， この 死ぬ る 者は死なぬ ものを著る」ということである。その 時「死は 勝に吞 まれた 

り」ということは、あらわとなる。從つて、 キリス ト敎の望みは、われわれの生の全體に 關係 

する。 われわれのこの 生が、 完成されるのである。卑しき 物、 弱き物にて潘かれたのが、光榮 

⑦ 

あるもの、强きものに甦るのである。キリスト敎の望みは、われわれを この 生から離れしめな 

い。それはむしろ、神がわれわれを眞理の中に見給うその眞理の辦呈である。それは死の克服 

ではあるが、しかし彼岸への逃亡ではない。問題は、 この 生の：； T>h 一；；ハ いに 關 する。正しく 

理解されれば、終末論こそまさに考え得る限り極度に最も K 踐的なものである。終末において、 

光が上方からわれわれの生の中に落ちて來る。われわれはこの光を待つ。「われら、汝に望め 
⑧ 

よと命ず」と、 ゲー テは歌つた。恐らく彼も、 この 光を知つていたので あろう 。いずれに して 
も キリスト敎の使信は、この光に對する望みを、確信をもつて •また 堂み深く、 宣傅えること 
である。 

われわれの生が完成され ると いうこの望みを、勿論われわれが、自分自身に與 えることは出 
來な い。 また、そのような^みを、自分自身に信ぜしめる ことは 出來ない。それは死に も拘ら 
ず信ぜられねばならぬので ある。 死が何で あるかを 知らぬ人は、甦りが何で あるかということ 
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も、知らぬ。光が生れるであろうということ、またこの光がわれわれの完成されぬ生を完成す 
るであろうということを、信ずるためには、聖靈の證しが必要であり、聖書においてわれわれ 
に宣傳えられ•聞かれた神の御言葉の證しが、必要なのである。聖書においてわれわれに向つ 
て語る聖靈は、われわれがこの大いなる望みの中に生きて宜しい、ということを、われわれに 
吿げるのである。 

聖晚餐 は、一般に爲されているょりも以上に强く、復活節から理解さるべきである。それは 
第一に、葬禮の會食ではない。むしろそれは、小羊の婚禮の會食の先取である。この晚餐は、 
¥'か6#>於である。即ちそれは、彼ィヱス•キリストの肉を食うことであり、その血を飮むこ 
とである。それは、われわれの生のにあつて、永遠の生に至る飲食である。われわれは彼 
の食卓の客であつて、從つて、最早彼御自身から分たれはしない。それ故、この徵しにおいて、 
彼の會食の證しが31靈の證しと一つになつている。われわれに對して、次のょうな言葉が、リ 
アルに語られる。——汝は死なぬであろう。否、汝は生きて、主の御業を宣傳えるであろう。 
汝が、である。われわれが主の食卓の客であるということ、それは單に一つのィメージではな 
く、一つの出來事である。「われを信ずる者はが||の私1命をもつ。」汝の死は殺された。汝は旣 
に死しだのである。汝が面する懼れを、汝は旣に完全に後にしている。汝はこの食卓の客とし 
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て、生きる ことを 許されている。汝は この 食事の力によつて、 四十日四十 夜步 むことを 許され 

ている。この力によつて、そのことが可能であろう。汝が旣に飲み•旣に食つたということを、 

承認せよ。汝の周圍にある死に M する一切のものを、克服せしめよ。汝の苦惱をいたわるな。 

枝垂るる柳の木をもて、苦惱の園を築くなかれ。「われらは悲しみによりて、己が十字架と苦 
⑪ 

惱を大いならしむ。」われわれは、これとは別の境涯へと召されている。「われら もしキリス ト 
と共に死にしならば、また彼とともに活きんことを信ず」 (ロマ 書六•八)。このことを信ずる 
人、その人は、今ここで旣に完成された生を、生き始めるのである。 —— 

キリスト敎の整みは、旣に永遠の生命の M 子である。ィ H ス•キリストにおいて、私は最早 
私が死に得るこの所には居ない。彼において、われわれの肉は旣に天にある(ハィデルベルク 
信仰問答四十九問)。われわれが聖晚餐の證しを受けることを許される時、われわれは旣に今 
ここで、神がすべてにおいてすべてであり給うあの終末の先取の中に、生きるのである。 

© I 耿〇 
® 〇マ将六•一一三。 

® IE 確には「肉のよみがえリ.一とすべきであろうが*しばらく信條委 rl 發の新課に從つた0 
©コリン ト前斑 一 五•五 二。 
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⑤ n リント前^一 五•五三。 

© n リント前^一 五•五四。 

⑦コリント前番一五•四三。 

® ゲーテの何からの引用か不明。 

@ョハネ傅六•四七。 

⑩列王紀略上一九•八。 

⑪何からの引川か不明。 

⑬問 「キリストの 昇天は、われわれにどのょぅな益があるか。」答「笫一に (略、 第二に、われわれ 
が天においてわれわれの肉を確かな擔保として持ち、主はわれわれの酋として、その肢なるわれわれを 
も、やがて御自身の許に引き上げ給ぅ。第三に(略)。」 
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譯者後記 

本*は、1<:与118311:11:,,100ぬョ31:^»-<«1110211そ落5(2:011^§,1947)の全譯である。こ0 
書物の成立の事情については、バルト自身の「はしがき」に詳しいが、多少のことを補つてお 
けば、 ナチス•ドイツの敗北した千 九 百四十五年の秋以來、バルトは何回かドイツに旅行し 
て、吿白敎#大會の再組織に關係したり、ドイツ福音主義敎會のトライザ#議の紐織に與つた 
りしていたが、四十 六 年と四十七部には、 ボン 大學に客員敎授として招かれて、二回の夏學期 
の講遜を行つた。 その 第一 回がこの 「敎義學要綱」である。(四十七年の講義は、「ハイデルべ 
ルク信仰問答によるキリスト敎敎說」0これも、千 九 百四十八年に、同じツォリコン社から出 
版されている〇)ボン大學は、千 九 百三十四年暮に、ヒット ラ ー 政權の官吏服務令によつて^ 
職を命ぜられるまで、 彼が 足かけ四年の間、奉職していた思い出多い大‘學である。第二次大戰 
を中に含んだ十二年の後に、どのよぅな感慨をもつて彼がまたこの大學の講壇に立つたか、私 
共は彼の「はしがき」からも、充分に推察することが出來る。 

この書物は、「敎會敎義舉 J を別にすれば、三十八牢のギッフォ I ド講義「神認識と神奉仕」 
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以來 、彼の久しぶりにまとまつた讲物と言つてもいいかも知れない。 出版以來 、非常&好評を 
もつて迎えられた模様である。先頃歸朝された東大の前 田 ^郞氏がバルトに#われた時に、バ 
ルトは「日本からいろいろ観譯の交渉を受けるが、自分としては何よりも敎義學要綱を出して 
もらいたい」と、言つていたとか。英譯もアメリヵで p 5: osop2:cal Library の一册として、 
四十 九苹に出版されて、旣に數版を m ねている。ィギリスからも別に英譯が出たとか聞いて い 
る0 

アメリヵの雜誌「クリスチャン•センチ ユリ ー」の求めに從つて書いた「最近 十 年間におけ 
る私の® 化」 の 中で、 バルトは、最近の彼にとつては「『然 り』 の方が『否』 より 重く考えられ 
るようになつた」と、言つているが、この誤解を招きやすい言葉が、彼において眞 K にはどの 
ようなことを意味しているか、この«物を注意 深く 讀む讀者には明瞭であろう。この言葉を 
「轉向」とか「後退」とか考えるのは、 fii かなことである。彼にあつた銳い否定の力は、ここ 
でもいささかも弱められてはいない。しかし、否定においてあのように銳かつた彼が、肯定に 
おいてもどのように偉大であるかを知る時に、われわれは識嘆を禁じ得ない。 四十八 -¥に彼は 
ハンガリ I に旅行して、その地の青年に向つて、諸君の迎える新しい時代は、 モーッ ァルトの 
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音樂に對して 今よりも もつ と 繊細な 耳を 持ち、 ゲー テの詩に對してもつと 打開かれた心を持つ 
ような、 そういう 時代に ならなければいけない、と B * つている。そのようなことを自由に 語れ 
るようになつた六十歲の彼の姿は、 この#物の中に も、 輝かしく立つている。創造主に對する 
讀美はいよいよ深く、 人生に對する希望はいよいよ强い。最近のバルトは、「ユーモア」とか 
「おちつき」 とか 「自由」 とか 「非陶醉的」とか「キリスト敎的リアリズム」とかいう言葉を、 
繰返し用いているが、これらの言葉は 最近の彼自身を 形容するのにこそ、相應しいだろう。最 
近の 彼の言動を垣間見ていて、ここには御靈によつて懼れを除かれた、眞に自由な人が居る、 
といつ感動を抑え得ないのは、 私 一人だろうか。 

凡例風のことを多少記しておけば、原文を可能な限り正確な、 しかも 解りやすい日本語に移 
すために、いくらかの新しい工夫を 試みた。 即ち、印刷 上の術語で「中丸」と 呼ばれて いる 符 
號 (•) を、1»點 よりも一段下位の符號として頻繁て • «! いた他に、< > の符號も用いてみ 
た。讀者にとつては、或いはかえつて煩しかつたかも知れない。なお、 〔〕 は譯者の揷入。 
各 章の終りの 註は すべて' 譯註である。 

譯語に ついては、 cl.eclp symbol, Glaubens cr ekenntnis 等 Q 原語が、 使徒 信條を意味して 
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いる場合には、すべて「使徒信條 j と譯したことを、お斷りしておく。 

なお、本文中傍點を附けた所は、原文で gespcrrt で印刷された部分であるが、特に題詞 
が本文の中に 引用され ている部分には、ゴシック活字を用いた。 

繇譯には、多くの方々の御敎示を得て、出來る限りの努力をしたが、なお思いがけない誤り 
も多いかと思う。こういう標準的な書物であるから、お氣付きの方々には指摘していただいて、 
機#のある每に訂正してゆきたい と 思つている。 

一九五一•七 •四 

(附記)卷頭の寫眞はこの譯書のために、特に原著者から贈られたものである。 
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